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手続要覧

ロータリアンの手引き

本手続要覧には，年次国際大会，規定審議会，ＲＬ理
事会，ロータリー財団管理委員会が開発した方針と手続
が記載されている。要覧には国際ロータリーの定款と細
則および標準ロータリー・クラブ定款の全文も収録され
ている。この三つの文書は，規定審議会または国際大会
の決定のみが，これを改正することができる。この文書
の意味，解釈について疑義が生じた場合，英文が正文と
なる。

1989年版は，本質的には前回と同じ編集方針を採用し
たうえ，1986年版の刊行以後の方針．手続の変更を織り
込んだ。さらに，今回の版も，出典が明記されている．
出典制度については６ページにその説明を載せた。

要覧は３年ごとに数カ国語版が出版され，各ロータリ
ー・クラブとＲ､Ｌ役員に１部送付される。本書について
何かご意見があれば喜んで拝聴し，次回の版の参考とし
たいと思う。

フィリップＨ、リンジー

事務総長
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本文中の出典

1989年手続要覧には，パラグラフ末尾のカッコの中に

数字が記戟されている個所がいたるところにある。これ

は,前述の方針または手続の出典を示しているのである。

例えば：

Ｒ」.理事会の決定事項。－つまたは複数の２桁のアラ

ビア数字（二つ以上の場合，あいだにコンマを入れてあ

る)。一例を挙げるなら（45,84)。この例の場合1945-

46年度と1984-85年度の理事会の決定事項の一部である

ということを意味する。

国際大会または規定審譲会の決溌。ハイフンによって

隔てられた二つの数字。最初の数字は，規定審議会か国

際大会の年度を示す。２番目の数字は立法番号である。

一例を挙げるなら（80-102)。これは，1980年規定審議

会の決議番号102であって，通常，「決議80-102｣と言わ

れるものである。

Ｒ１．の組織規定。これは，国際ロータリー定款，細則，

標準ロータリー・クラブ定款より成る。組織規定の一部

であるときはその旨明記する。
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第１章

ロータリー・クラブ

（TheRotaryClub） 

国際ロータリーの会員組織

（MembershipinRI.） 
接しており，ロータリー・クラブとして活動

できる適当な広さの区域があれば，国際ロー

タリーはこれを前記のような地域と認めるこ

とができる。このような地域にクラブを結成

する場合には，国際ロータリーでクラブの区

域限界を定めこれをクラブ定款に記載して当

該クラブの区域を規定するものとし,以後は，

国際ロータリーとクラブ双方の同意がなけれ

ば変更できないものとする。

仮ロータリー・クラブは，それぞれ，その

名称に所在地を表す文言を用い，これを定款

の中に入れるものとし，この名称はあらかじ

め国際ロータリーの承認を得なければならな

い。この承認を得た後は，国際ロータリーお

よびクラブ双方の同意によるほかこれを変更

することはできない。（標準ロータリー･クラ

ブ定款第17条第４節；３８，７４，８７)。（第２章

の拡大の項も参照のこと）

国際ロータリーは，国際ロータリー定款お

よび細則に従って現に存在するロータリー．

クラブによって織成される。ロータリー・ク

ラブがＲＬに加盟するに当たって，クラブ定

款として標準ロータリー・クラブ定款を採択

しなければならない。しかし，標準クラブ定

麩が採択された1922年６月６日より前にＲＩ．

に加盟したクラブは、 そのクラブ独自の標準

クラブ定款の下に運営する査格を有する。但

し，その独自の規定は所定の承認を受けてい

なければならない 皿J・細則第１条第２節
89-76)。

クラブの名称と区域

（ClubNameandTerTitory） クラブの区域限界が，クラブの所在する市

町村名もしくは他の自治体名によってのみ表

示される場合は，そのクラブの区域限界は，

クラブの所在する市町村もしくは自治体の行

政上の境界と同一とする。

クラブの区域限界の表示が，その地域の行

政上の境界と一致している場合，その後その

地域の行政上の境界が拡大されても，クラブ

の区域はそれに従って自動的に拡大されるこ

とはなく，従来のままとする。区域限界を拡

大するにはＲＬ組織規定に従ってクラブが改

正措置を講じなければならない。（67）

ロータリー・クラブの区域限界に関する文

書中の「近接区域」とは，特定のロータリー

区域にじかに接している，つまり直接地続き

になっている区域に限定される。ロータリー

の区域とは，ロータリー・クラブの結成並び

９ 

各ロータリー・クラブは，ある一定の場所

(地域)に結成されなければならない。その地

域とは，クラブ定款に定めるところの区域限
界を意味する。

標準クラブ定款の本文中の，それぞれのク

ラブの名称および区域限界については，Ｒ・I、

理事会の承認を得て，クラブが記入する。但

し，その後の変更は，Ｒ1.理事会の承認を得な
ければならない。

クラブの名称または区域限界の変更手続

は，標準ロータリー・クラブ定款第17条第４
節に規定されている。

社会的貢献をする仕事に活発に従事してい

る，事業および専門職務に携わる人が十分な

人数いて，その事業場または住居が互いに近
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に運営を成功させるために当然必要と考えら

れる広さをもつ地域で，住民が自己の社会，

市民，事業上の諸種の活動並びに共通の利益

をもたらす奉仕を行う主たる場とみなすこと

のできる地域を指す。（66）

農村区域に関しては，ロータリー・クラブ

の区域限界は，クラブ定款に明記されている

通りのものである。正会員を選挙できるクラ

ブの区域は，定款に具体的に明記した地域の

みである。しかし，ロータリー・クラブは，

次の地域に事業場か住居のある人を正会員と

して入会させることができる。すなわち，そ

のクラブの隣接区域で，他のいずれのロータ

リー・クラブの区域限界外の地域。クラブの

所在する市の行政区域内。直接に隣接するク

ラブの区域限界内(ＲＬ定款第４条第３節；

(39） 

クラブの会員身分

（MembershipinClubs） 

各クラブは．国際ロータリー定款および細

則に規定されている資格条件を備えた人から

構成される。ロータリー・クラブの会員身分

はあくまで個人個人のものと考えられるべき

であって，個々の会貝が所属している共同企

業体（Partne届hip）または法人（Corpora

tion）のものではない.（80-102）

事業場または住居の所在地

（LocationofBusinessoTResidence） 標準ロータリー・クラブ定款第５条第３節)。

クラブの各正会員は，クラブで分類される

事業または専門職務に，自らかつ現実に携わ

っており，そしてその事業場またはその住居

がクラブの区域限界内にあることを要する。

但し別段の規定による場合はこの限りではな

い(ＲＬ定款第４条第３節；標準ロータリ

区域の割鍍または共有

（RelinquishingorSharmgTerritory） 

ＲＬの承認の下に，クラブはその区域の一

部を割譲するか，あるいは，同一区域を共有

して，アディショナル・クラブを結成するこ

とができる。

クラブが区域限界に関し自己の定款の規定

を改正するとの決議報告響を理事会に提出

し，その承認を求めるに当たっては，改正理

由説明書を添付するものとする。他のロータ

リー・クラブが近接地にある場合，改正案に

ついて近接クラブと協識し，近接クラブの区

域限界を検討し，この改正の結果，他クラブ

の区域限界と対立が生じないことを確認した

説明書も併せて添付しなければならない。

(64,71） 

ロータリーの理想と原理を他の地域社会に

も均衡を保った組織的な方法で｜'1'し広めてい

くためには，もしそのクラブの区域限界が不

明確であったり，必要以上に広い場合は，ク

ラブの現会員の地位に影騨しないという条件

の下にクラブはその区域限界を調整または縮

小することを考噸するよう要望されている。

１０ 

クラブ定款第５条第３節)。

ロータリー・クラブが事業場ないし住居を

基準とする正会員に関する定款細則の規定を

実施する場合の参考並びに指針として，正会

員候補者を審査するに当たって他の条件がす

べて同等である場合には，クラブは，クラブ

で分類される予定の職業にクラブ区域限界内

で自らかつ現実に携わっており，かつまたそ

の事業場をクラブの区域限界内にもつ候補者

を優先させなければならない。（68）

ロータリー・クラブの正会員身分に関連し

て述べられる「事業場」とは，正会員または

推薦されている正会風候補者が通常自己の事

業または専門職務活動をなし，責務を果たす

所を指すものと了解されている。（61）

ロータリー・クラブの正会員の資格条件に

関して定款細則中で「住居」と述べる場合お

よび「所属クラブの区域限界内あるいはその

周辺地域内に居住するロータリアン」と述べ
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承認すると，ロータリーの会員選考の規定を

完全に守ろうとする試みは徒労に終わろう。
(52） 

クラブ会員候補者を推薦する特典を名誉会

員がもつことは，国際ロータリー定款細則の

規定の精神に反するものと考えられているの

で，その特典を名誉会員に与えることは許さ

れない。そして各ロータリー・クラブは，会

員候補者の推聴はクラブの畷疵なき正会員，

シニア・アクチブ会員またはパストサービ

ス会員によってのみなしうるという規定を設

けるように，その細則を改正するよう示唆さ
れている。（60）

ロータリー財団奨学生等を名誉会員にする

ことはとりわけ望ましくない。（52,58）

る場合，それは，その個人の主たる居住地を

指すものと了解されている。（69）

クラブは，事業場または住居がクラブの区

域限界内もしくはクラブが所在する市の行政

区域内または直接に隣接するクラブの区域限

界内にある人を会員として入会させ，あるい

はまたその地位を存続させることができる。

他の団体の会員

（MembershipinOtherO屯anization）

ロータリー・クラブにおける会員の責任を

果たすためには，ロータリアンは他の奉仕ク

ラブの会員となるべきでない．（60）

会員身分は，クラブ理事会が十分な理由が

あるとみなした場合，クラブ理事会によって

終結させることができる。所属クラブ会員が

他の奉仕クラブにおいて引き続き会員である

ために，所属ロータリー・クラブに対する義

務を果たしていないとクラブ理事会が判断し
た場合bそれは，その会員の身分を終結させ

るのに十分な理由とみなすことができる.
(60） 

同一のクラブで同時に

正会員および名誉会員になること

（ActiveandHonoraryMembershipin 
SａｍｅＱｕｂ） 

同一のクラブで同時に正会員と名誉会員を

兼ねることは，Ｒ1.細則第３条第６節と標準
且一タリークラプ定款鼈５条第７節の下に

禁じられている。
移籍会員

（TransferredMembers） 

シニア・アクチブ会員

（SeniorActiveMembership） あるロータリー・クラブの会員が他の別の

ロータリー・クラブに当然に移籍できるとい

うような規定は存在しない。（38,61） シニア・アクチブ会員身分の条件の中に示

された「15年以上」「10年以上」または「５年

以上」という年数は連続的でなくてもよい。

元ロータリアンがシニア・アクチブ会員に

選ばれるためには，かつてシニア・アクチブ

会員であったか，あるいは会員でなくなった

ときに既に国際ロータリー細則および標準ロ

ータリー・クラブ定款に定められた規定によ

ってシニア・アクチブ会員となれる条件を備

えていた者でなければならない。

シニア・アクチブ会員は，出席条件その他

の会員としての義務を果たす限り，居住地に

１１。

名誉会員

（HonoraryMembership） 

名誉会員の資格はロータリーの理想推進に

著しい功績のあった人だけに限定し，それを
濫用しないようにすべきである。名誉会員の

地位はロータリー・クラブが与えうる最高の

栄省息であり，従って特別な場合にのみ与えら

れるべきものである。もし名樹:会員を安易に
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かかわりなくシニア・アクチブ会風身分を続

けて保持できる。

２）地元地域社会に有益な業種で，代表者

をクラブに入会させるべき業種を度々調査す
る。併せて，恒久的かつ最新の充楓未充填職

業分類表を整備する；

３）未充填の噸業分類は，全部を大部の一

覧表にして発表するより少しずつ分けて公表

すべきである。（39）

あらゆる活動分野でより効果的に奉仕する

ために，明確かつ継続的会員増強計画を開発

し,横極的にこれに取り組むことが必要だが，
そのよりどころとしてクラブは，最新の職業
分類調在を§iHii・活用するよう奨励されてい

る。股新の充頓未充填職業分類表は会風増強

に不可欠の手段であり，会員増強に成功する

ための方途として効果的である。（69,74）

ロータリー・クラブが地元地域社会と完全

なつながりをもちかつ地域住民の要望に応え

るためには，適格な人物を－人残らず会員に

迎えることが極めて大事である。従って，ク

ラブが勝手に会員数を制限することは，ロー

タリーの原則に沿わないし，また反すること

である。さらに，クラブ会員増強の方途や新

会貝推禰方法，あるいは新会員をクラブに溶
け込ませる方法を知らなかったり，無関心で

あったりするために，会員の増強ができない

ということも，ロータリーの原則に沿わない

し，また反することである。

重要なことは，各クラブが，適切な純増員

数を確保できるような会員増強の方途を設

定,維持することである。そして各クラブは，
会同数の増加ということは，会風の質の低下
につながるものでもないし，また，そのよう

な結采をもたらすことになってはならないと

いうことを認識しつつ，会員増強に対して積
極的な姿勢を取るべきである。会貝墹強は常
に，クラブが，ロータリーのプログラム推進
に確実に寄与してもらえると思われる真に適

格な人物を会員に選挙することによってのみ

達成されるべきものである。

ロータリーの目的の本質は，個人による奉

仕の理想の実践という責任の受諾にある。そ

して，また重要なことは，この責任の中には．

個々のロータリアンが他の人とロータリーを

アディショナル正会員

（AdditionalActiveMembers） 

アディショナル正会員に関する規定はあら

ゆる方法で強調されなければならない。各ク
ラブは規定を利用し，より多くの人々をロー

タリーに入会させてロータリーの特典を享受

させ，同時に会員数を増やすようにすべきで

ある。各クラブはまた，アディショナル正会

貝の資格条件は正会貝と同一であること，お

よび資格条件を備えた人のみが正会員にせよ

アデイショナル正会風にせよ，ロータリーに

入会を考慮されるということに翻意しなけれ

ばならない。（52）

ロータリー・クラブは，他の地域社会へ移

転するロータリアンにその会且身分を引き続
き保持させ，それによって移枢による会員身

分喪失を減らす一つの方法として，国際ロー
タリー細則第３条と標地ロータリー・クラブ

定款第５条の規定の下にアディショナル正会
員を選挙できることに留意すべきである。

（65） 

国際ロータリーの細}111第３条第３節(b)項と

標準ロータリー．クラブ定款第５条第４節(b）
項の「アデイショナル正会員」に関する規定
について，「他のロータリー･クラブ｣，「かつ
て属していたクラブ」と闘っているのは，会

員候補者が元正会員であったところのクラブ

を含め，あらゆるロータリー・クラブを意味

するものと解されている。（66）

クラブの内部拡大

（ExtensionWithintheClub） 

次の諸点に重点を誕き，クラブの内部拡大

の重要性を強調すること。

１）会員選考委員会と轍業分類委員会の委

員の継続性を図ることが望ましい；

１２ 
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均衡のとれた会員組織

（BalancedMembership） 

分かち合い，適格者をロータリー・クラブ会

員に推薦することによってロータリーの拡大

に助力するという義務も含まれていることを

認識することである。（75）

「５名で１名の新会員」計画としてよく知

られている次の計画は，クラブ会員を増やす
うえで効果的な方法である。

クラブ会長は，全会員を５名ずつのグルー

プに分ける；各グループは，可能な限り，新

会員１名，比較的会員歴の長い人１名，元会

長１名牙理事または元理事１名と委員会委員

長１名で編成される；そして各グループごと

に会合し委員長と書記を決める。

委員長と書記の任命後できるだけ早く各委
員長は，自宅または他の適切な場所で会合を
開かなければならない。各グループは数回会
合を開き，次の計画を推進する。

１）年度内，できれば上半期中に，新会員
１名を獲得すること；

２）グループ・メンバーに，プログラムお

よびプロジェクト案を考え，提出するよう勧

め，クラブの健全かつ円滑な発展に役立つク

ラブ運営，並びに活動面に関する提案もしく
は建設的批判を提出するよう勧めること。こ

のような全提案および勧告は，グループ書記
が適切な書式に作成し，クラブ理事会に提出
すること。

クラブ会員増強委員会（またはクラブ会長

の任命した総括委員長）は全グループおよび

全体的プログラムを統轄し，次のことに注意
を払う責務を負わなければならない：

１）委員長と書記の指名後速やかに会合が
開かれているか；

２）プログラムが推進されており，かつ各
グループからの勧告事項が会長および理事に
達しているか；

３）５人編成のグループは適格な候補者を
推薦しているか。（69）

特定の事業または専門職務グループに片寄

ることを避けながら，しかも同時に，地元社

会の業界を代表する人を漏らさぬ均衡のとれ

た会員組織を維持しようと努めるに当たっ

て，その地域の事業または専門職務グループ

が－つかまたは少数に限られているような場

合，クラブはその互いに関連ある職業グルー

プの中からは各職業分類ごとに何名の正会

員，アディショナル正会員を入会させるべき
か，その限界を決定しかねることがしばしば

あろう。しかし，多種多様な事情を考慮する

と，このような状況においてクラブが上限を

どこに設定するかは，関係クラブが決めるこ

とであって，ＲＬ理事会が,全体に適用する上

限を定めることはできないし，また’すべき
ではない。（59）

各ロータリー・クラブは職業分類並びに会
員選考の原則に従って可能な限り，クラブの

地元地域社会にある，￣股に認められたすべ

ての事業専門職務または団体の各代表者を
会員にもつべきである。

ロータリー．クラブ内に，その地域社会の

事業および専門職務活動が適切に代表される

ようにするため，いずれのロータリー・クラ

ブも，その会員組織において，クラブの区域

限界内に事業場を有する会員の十分な数と均

衡を保つように努力しなければならない。各
ロータリー．クラブは，居住地に基づく正会

員数が総数の50パーセントを超えてはならな
いという規定を採用することを勧告されてい
る。（68）

一人でも多くの適格者にロータリーに入会

したいという興味を与えるため，またクラブ

会員の減少を防ぐため，クラブは次のことを
行わなければならない。

ｌ）内部拡大のための現行規定を十分に利
用すること；

２）クラブの社会奉仕活動を常にその地域
社会のニーズに合致きせかつ奉仕をさらに一

層有意義なものとすることに絶えず努力する
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して承認も奨励もできることではない。（24,

49,62） 

こと；

３）個々の会員を効果的に参加させるよう

なそして会員の関心を引き付けるようなクラ

ブ活動を行うこと。

さらに

１）各クラブは自己の会員増強の傾向を調

べ，満足すべき成果を上げているか否かを検

討し，それによって健全な発展を成し遂げる

ための方法を講じなければならない；

２）地区ガバナーその他の人々は，ありき

たりのおざなりの勧告に終始することなく，

より一層会員増強を遂げるために助力を必要

とする個々のクラブを対象に，なぜ会員が増

えないのか，その根本の原因に真正面から取

り組む努力をすべきである；

３）ロータリー･クラブは，「貴地域社会へ

移転するロータリアンに関する通知状」とい

う書式を利用してほしい。また，元ロータリ

アンの移動先のロータリー・クラブは，その

ような元ロータリアンと枕極的に接触し，新

しい地域社会のロータリー・クラブ会員とし
て適格かどうかや当人の関心を瓢iHiしてほし

い。（69,89-137）

ロータリーに新会員を引き付け，現会員を

ロータリーに留めておくうえで，適切な広報

がいかに重要であるかを，ロータリー・クラ

ブ，特にクラブ会員増強委員会に強調し続け
なければならない。（71）

不本意ながらクラブが解散した後の

会員の地位

（StatusofRotaTiansFollowing 

lnvoluntaryDissolutionofClubs） 

ロータリー・クラブが不本意ながら解散し

た後のロータリアンの地位に関する問題であ

るが，自国から避難してきて，移転先で事業

または専門職務に携わっている場合，その地

のロータリー・クラブの会員に選ばれること

ができるし，また，よく選ばれている。しか

し，これは，ロータリー・クラブが自己の定

款の下に自ら決定することである。

ただこの場合当人が，ロータリー・クラブ

の所在地の生活に溶け込めず，ロータリー入

会から生まれる親密な親睦と奉仕の機会を享

受できないなら，ロータリー・クラブ会員と

なっても無益と思われる。自分の落度でもな

いのに不本意ながら一時的にロータリーの友

好を奪われた人々の心の中に、ロータリーは

依然として残っていると考えるのであるが，

自分のよく知っている都市以外の都市のクラ

ブで形式的に会員の地位を与えられることに

よって，失ったロータリーの友好が償われる

とは考えられない。さらに，ロータリーとの

正常な関係が復活したときに元ロータリアン

に面倒な事態が生じる場合もありうるのであ

る。（39）
やむを得ない事情で退会した

元ロータリアン

（InvoIuntaryPastRotarians） 

非公式の友好グループ

（InformalFUlowshipGroups） 
Ｒ､1.の定款および細則に，このような事態

に関する規定がない以上，理事会が，このよ

うな元ロータリアンの団体をＲ､1.と何らかの

関連のある団体と認めることは明らかに不可

能である。Ｒ､1.の定款および細則がこれにつ

いて規定きれるよう改正されるまでは，Ｒ､Ｌ

との関係は存在せず，また存在してはならな

いのであるから，ＲＬとの関係を示すような

名称をこのような団体が使うことは理事会と

１４ 

有意義な娯楽的または趣味的諸活動に共通

の関心を抱くロータリアンがグループを結成

して，既定のロータリーの方針に反しない諸

活動を通じ知己を広め交友を深めることは奨

励されている。但しロータリーの名称および

徽章は，このようなグループの，多少とも既
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アン22里､i童グループの結成を非公式に提唱
するよう奨励している。

１）賛助グルーズ委員会，団体は，地元
のロータリー●クラブと提携し，定期的な連
絡をとり続けること；

２）この団体の目標には，ロータリー．ク

ラブ奉仕活動の支援，会員間の友好の奨励，
ロータリーの全般的理想の推進が含まれてい
ること；

３）このようなグループの活動，プロジェ

クト，プログラムは，主として，地元ロータ

リー．クラブを支援または補足するものでな
ければならないこと。

このことの趣旨は，賛助グループまたは団
体が，地元のロータリー・クラブと単に非公
式に提擁するということにすぎない。ロータ
リアンの親族のクラブおよび団体が法人化さ

れたり，正式に設立されていて，優れた奉仕
活動や親睦活動を行ってきたことを，理事会
は認識しており，その奉仕プログラムを称賛，
奨励するものであるが，国際ロータリーの方
針としては，どのような価値ある活動であっ

ても．他団体の活動およびプログラムを国際
ロータリーが保証することはできない。（84）

定の方針に反する諸活動に関連して使用され
てはならない。またその管理責任と経費はそ
れぞれのグループにおいて負うべきものであ
る。（65,67）

ロータリアン・グループが，通常のロータ

リー・クラブの任務またクラブ活動とは別の
活動，例えば，世界親睦活動に携わろうとす
る場合，グループ側が責任を負わなければな
らない事態が生じる恐れがあるので，その活
動を法人組織にすることが望ましい場合もあ
る。しかし，そのような活動を法人組織にす
ることが適切か否かは，地元の状況に照らし

て，活動に携わるロータリアン自身が決める
ことである。親睦その他の活動に携わるロー

タリアン・グループを法人組織にすることに

異議はないが，法人設立定款に次のことを記
載しなければならない：

ｌ）その活動は国際ロータリーを代行する
ものではない；

２）その活動と国際ロータリーにはいかな
る関係もない；

３）国際ロータリーは，いかなる責務をも
免ぜられ，何の義務も負わない。（75）

ロータリアンの親族

（RelativesofRotarians） 会員候補者をクラブ例会に招待
（InvitingProspectiveMembertoC1ub 
Meetings） 

すべてのロータリー・クラブとロータリ ア

ど_は,_諸活動を計画する際，ロータリー． ク

重プ会員の配偶者と家族のことを，また．ロ クラブは，会員候補者を数回クラブ例会に

招待してから，会員申込用紙に署名を求める
慨例を取り入れること力麹ましい。（49）

=ﾀﾘｰ･クラブ在籍に伴う楽しい親睦と率
辻目標に配偶者や家族が寄与できること悪
者旗に入れなければならないＬ(89-139）
多くのロータリー・クラブは，ロータリア

ンの奉仕活動並びにロータリー・クラブの諸
活動に協力し，それを支持するロータリアン

の親族をもって織成される委員会もしくはそ
の他の組織を有し，その恩恵に浴してきた。
理事会は，そのようなグループの有益な働き
を奨励し，称賛するものである。

国際ロータリー理事会は，ロータリー．ク
ラブに対し，次の指針の範囲内で，ロータリ

新会員の入会式

（InductionofNewMembers） 

１）新会員のクラブへの入会式を厳粛に行
う手続は，各クラブが目クラブに合わせて考
案しなければならない。

２）標池もしくは一定の入会式次第が作成
されることはないし，クラブに示唆されるこ

１５ 
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会員資格とロータリー財団寄付

（MembershipandRotaryFoundation 

Contributions） 

ともない。

３）クラブは，新会員を直ちに一つ以上の

委員会の委員に任命し，その委員会の委貝長

が，新委員を然るべくクラブに溶け込ませる

責務を負うべきものとする。

４）ガバナーは，さらに一周ロータリー教

育を行わなければならないことを強調し，そ

して，この面においてＲＩ・日本支局から有益

ロータリー・クラブは，ロータリー財団へ

の寄付を入会条件としてはならない。

出席

（Attendance） 

な助言が得られる旨クラブの注意を喚起しな

ければならない。

５)ガバナーは地区内のクラブを－つ選び，

地区協議会で､１０分間，そのロータリー・ク

ラブ例会で行っている厳粛な入会式を実演さ

せるよう要鮒されている。

６）事務総長に要請すれば，数種類の入会

式次第を指針としてガバナーに送付する。

(44） 

ロータリー・クラブ会員は，標準ロータリ

ー・クラブ定款第10条第５節に述べる出席条

件を満たすことができないと自動的に会員身

分を失うことになる。しかし，第７条第１節

には，クラブ例会欠席を補填する具体的方法

が記載されている。

陪審員の職務その他による

クラブ例会の欠席

（AbsenceFromClubMeetingsforJury 

Service,etc） 

若い人に入会の機会を与える二と

（ProvidingMembershipforYoung 

PerSons） 

各クラブはあらゆる努力を傾けて若い人を

会員とすべきである。特にアデイショナル正

会員の規定を利用すること，また、正会風が

シニア・アクチブ会員となり，空席となった

職業分類を若い人で充填することが望まれ

る。（42）

陪審員としての職務：陪審員としての任務

を果たすためクラブ例会を欠席した会員を出

席扱いにできる規定はない。（23,25）

州麟会：州議会に出席しなければならない

ためクラブ例会を欠席した会員を出席扱いに

できる規定はない。（52）

非公式の会合：定款および細則には,船上，

避暑地，同業者大会等で開かれる非公式なロ

ータリアンの会合を出席と認める規定は存在

しない。（56,69）

他の奉仕クラブの会合：ロータリーの目指

すところは，ロータリー・クラブ出席から得

られる利点であって，ロータリー・クラブ以

外のどこかのクラブに出席すればよいという

ものではない。従って，他の奉仕クラブの例

会出席を，ロータリー・クラブ例会出席とみ

なすと規定しても何の目的も達しないであろ

う。（26）

元ロータリアンを会員に選挙

（ElectionofFormerRotarians） 

引退者が特に多数居住している地域のロー

タリー・クラブにおいては，自己の地域に移

転してくるシニア・アクチブ会員，バスト・

サービス会員，元ロータリアンで会員資格条

件を備えた人を会員に選挙するよう奨励され

ている。（73）
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銀行の頭取の場合，その職業分類は，「銀行頭
取」ではなく「銀行業」である。

会員有資格者に対して設定，貸与される職

業分類を決定するのは，商社，会社または団
体の主要かつ一lMtut間からもそのように認め

られている事業活動か，重Zとは，その人の主

出席義務規定の免除

（LeaveofAbsence） 

会員が例会に欠席する場合は前もって欠席
許可を求める，という規定を設けることは現
実的でない。（25）

要かつ一般世間がそのように認めている事業
聿巨｣塗Ｅｆ遮22堕迦である。例えば,鉄道会
社，鉱業会社，製造会社，病院，診療所等に
おける常勤の電気技師，保険清算人，支配人

などは，その人が直接担当している特定の仕
事を代表する会風と乙凸なすこともできるし。

職業分類

（Classifications） 

ロータリー・クラブの各正会員は，自己の

事業または専門職務に従って職業分類され

る。「職業分類｣はロータリアンの所属する商
社，会社または団体の主要かつ一般世間がそ
のように認めている事業活動を示すものか，
二至旦，本人の主要かつ一般世間がそのよう
に認めている事業または専門職務を示すもの
でなければならない。クラブは，このような
限定の下で，区域内の事業および専門職務活
動を表す適切な職業分類を設定すべきであ
る。

ロータリー･クラブは，Ｒ､1.定款第４条と標

型ロータリー・クラブ定款第５条に規定する

生ﾑｰﾋﾕLL，その人が，専門的な仕事に専従し
ている商社，会社または団体の代表者として

会風資格をもつものとみなすこともでき乙。

産業の区分：ほとんどの産業は，それぞれ

他のものと明らかに異なる事業形態をもった
次の四つの部門に分けることができる。

生産（または製造）Producing

（ｏｒManufacturing） 
配布Distributing
小売Retaning
サービスServici､ｇ

これら四つのグループは，すべてこれをロ

ータリー・クラブにおいて代表させることが
できる。

原則の下に，できる限り，地元地域社会の，
一般に認められたあらゆる事業，専門職務ま
たは団体活動の代表者を会員に迎えるべきで
ある。

組織的な職業分類表一一充填されたものも
あり，未充填のものもある－はクラブ発展
の理論的基礎である。この表はクラブ所在地

の徹底的な職業分類調査を行うことによって
のみ作成できるものである。というのはこの

表はクラブの区域限界内の職業活動を網羅し
ていなければならないからである。

配布：用語を簡潔かつ統一するために,｢配
布」という語は，ここでは，次に掲げる市場
活動のすべてについて，これらを指称する言
葉として用いる。すなわち，卸売，仲買，委
托販売，ブローカー，輸出および輸入を指す

ものとする。どのような場合に上記の言葉の

一つを職業分類用語としてのlﾖﾛ布という言葉
に替えて用いることにするかは，各ロータリ

ー・クラブの職業分類委貝会の賢明な判断に
よって決定されるべきことである。

活動または奉仕で地位ではない

職業分類は，特定個人の占めている地位に

よってではなく，むしろその事業活動もしく
は社会的に来たしている仕事によって定めら
れるものであるということが，はっきりと理
解されていなければならない。換言すれば，

職蕊分類の調査

各ロータリー・クラブは，その職業分類委
同会によって，８月31日までのなるべくロ-

１７ 
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タリー年度の早い時期に，その地域社会の職

業分類調査を行い，その調査から，職業別電

話帳その他の事業別名簿を用いて，充楓未充

填職業分類表を作成するよう勧められてい

る。分類表には，ある職業分類にかかわる事

業活動がたとえクラブの区域内で行われてい

なくても，その職業分類を貸与されている会

員がクラブの区域内に居住している場合に

は，その職業分類も記戦されなければならな

い⑥

ある。例えば：

医学部

工学部

法学部

大規模な大学内の明らかに独立した各学部

の職業分類の設定に用いられたこの原則は，

また，大規模な法人においてそれぞれ明確に

独立している部門の職業分類の設定について

も適用される。

職蕊分類の貸与

-享巣体内の独立部門

ある人を特定の職業分類の下に会員とする

ためには，本人が，その商業，工業，専門職

務または団体にかかわる活動の少なくとも６０

パーセントを，本人の職業分類となっている

活動（事業，専門蝋務，業務，企業または会

社）に捧げており，かつ本人が主として当該

事業または専門職務活動に従事していること

がその地域において一般から蝿められてし､な

ければならない。各ロータリー・クラブはこ

のような規定を採用するように勧告されてい

る。

国際ロータリー定款および細則並びに標準

ロータリー･クラブ定款に用いられている｢事

業」「専門職務」「業務」「企業」あるいは「会

社」等の用語の意義を明確にするため，国際

ロータリー理事会は，これらの用語について

次のような解釈をしている。

ロータリー・クラブで職業分類表を設定す

る場合において，

１）商業的活動

２）工業的活動

３）専門職務活動

４）団体の活動

のいずれかに属する事業活動で，たとえ，そ

の二つあるいは三つの業務にまたがって財務

に関する管理権限とか財政政策に関する最終

決定梅が，一つの法人または個人事業主に帰

属している場合でも，そのおのおのの業務全

般にわたる迦営方針の決定．任務遂行につい

て十分な独立性をもつならば，その卒業活動

を，一つの｢事業」「専門職務」「業務」「企業」

「会社」とみなすことができる。

一例を挙げれば，大規模な大学内に，おの

おの明確に独立した三つの学部が存在し，各

学部ごとに学部長と教授会があり，それぞれ

学部の運営一般に関する独自の方針の決定と

責任遂行とについて十分な独立性をもってい

る場合には，クラブは，充填未充iii職業分類

表に，各学部別に，それぞれの主要かつ一般

世間からもそのように認めらてれいる活動に

対応して次のような職業分類を設定すべきで

１８ 

均衡のとれた会員組織の維持

ロータリー・クラブは，どんな事業や専門

職務に片寄ることなく，均衡のよくとれた会

風組織をもつことが極めて大切である。

相互に関連または類似する事業，または同

一の法人その他の事業主の所有もしくは管理

に属する事業を職業分類とする正会員および

アデイショナル正会員の数は，当該クラブの

正会員およびアディショナル正会員総数の１０

パーセントを超えないことが望ましい。

クラブが所在する区域内の特殊な事情のた

め，１０パーセントを超えることとなってもや

むを得ないとされる場合も考えられるが，し

かし，均衡のとれた会員組織の原則はあくま

で維持されるべきである。

古いクラブで，現在，充填されている職業

分類が均衡を失している場合には，均衡のよ

くとれたクラブ会員組織にするため，ほかの
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定款に使われている｢事業｣，「専門職務｣，「業

務｣，「商社｣，「会社」等に関する理事会の解

釈および説明に基づいて，職業分類を設定す

ることができる。（52,62）

職業分類の正会員およびアディショナル正会

員の数を増加するように努めなければならな

い◎

新クラブ

報道機関，宗教および外交官

（NewsMediaReligionandDiplomatic 

Service） 

ロータリー・クラブを結成する場合には，

さまざまな分野から会員を得られるよう考え

ておくことが大切である。従って，結成のと

きに，相互に関連のある職業分類グループか

ら，一つの職業分類だけを充堀するようにす

ること7ｹ望ましい。但し事情によっては，こ

のような職業分類を二つ以上充填しなければ

ならないような場合も考えられるが，しかし

創立会員となる正会員の総数の10パーセント

を超えてはならない。クラブ会風の職業分類

の均衡を保つことには十分注意を払うことが

肝要である。

定款および細則は，一つのロータリー・ク

ラブ内における報道機関，宗教および外交官

の職業分類を代表する会員の数に制限を設け

ていない(Ｒ､1.細則第３条第８節；標準ロ－

タリー・クラブ定款第４条第９節)。

会社合併

（MergedCompanies） 

職業分類の原則固守

（AdherencetoClassification 

Principle） 

会社の合併に関連して起こる職業分類の問

題を処理するための指針を次に挙げる：

職禦分類：１）許容される鶏合：職業分類

は，会員が属している商社，会社あるいは団

体等の主要かつ一般世間がそのように認めて

いる活動，またはそれぞれの商社または会社

職業分類の原則を守ることが，股も重要で

ある。職業分類は，明確に異なる，独立性の

ある，十全な事業活動を公共の場において行

っているかどうかを基礎として設定される。

ロータリー・クラブはその会員を，会員が携

わっている商社，会社，団体等の主要かつ一

般世間がそのように認めている活動，または

個人の事業か専門職務によって分類するので

内における個人の業務か専門職務のいずれか

によって決められる。一つまたはそれ以上の

会社が合併されてできた企業体で，たとえ財

務が－つに統制されているとしても，その各

事業所がそれぞれ独立して製造販売を営み，

かつ既に職業分類表に戦っている職業分類と

は明らかに異なる業務を社会に提供している

場合には，クラブは正会員，アデイショナル

正会員を選ぶために，新たに別々の職業分類

をその職業分類表に追加することができる。

２)許容されない鍋合：合併された会社が，

一つの経営管理の下で一個の製造工場および

販売所に統合された場合には，一つの職業分

類しか設けることができない。そして，この

職業分類は合併前の一つ一つの会社の業務で

なく，合併されてできた会社全体の業務を表

すものでなければならない。

１９ 

ある。

一人一業の職業分類の原則の下では，ロー

タリー・クラブの結成または維持が困難また

は不可能と見えるような地域においても，そ

れを，この原則の厳守から逸脱する]理由にし

てはならない。

その地域社会に明確に異なる別個の事業が

あって，それが主要な事業を独占している－

つあるいはごく限られた数の会社によって統

制されているような場合でも，国際ロータリ

ー定款，細則および標準ロータリー・クラブ
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３）この指針は新旧会員に適用できる：上

述の指針は新会員に対してのみ実施されるの

ではなく，合併されたそれぞれの会社の主要

な業務を表す職業分類の下で既に以前から会

員である人々にも適用されるものである。

４）職簗分類は函復してはならない：この

原則は上述の指針に従って許容された職業分

類がクラブ内に既に存在する他の職業分類と

現実に重複しない場合にのみ適用されるので

ある。

５）これらの勧告によって既に会員である

者が無理にその会員身分を剥奪されることは

ない。（37）

クラブの役員は，会長，会長エレクト，１

名または数名の副会長（以上の人は全員，理

事会のメンバーとする)，さらに,幹事,会計，

会場監督（この３者は，クラブ細則の定める

ところに従って，その全員または一部が理事

会のメンバーであってもよいし，そうでなく

てもよい）である(標準ロータリー･クラブ定

款第８条)。

クラブ会長には，明確かつ非常に重要な資

格と任務がある。

資格

（Qualifications） 

シニア・アクチブ会員およびパスト・

サービス会員のバッジと職業分類

（ClassificationonBadgeofSenior 

ActiveorPastServiceMember） 

クラブ会長は：

クラブの暇疵なき正会員，シニア・アクチ

ブ会員，またはパスト・サービス会員であっ

て，さらに正会員，アデイショナル正会員の

場合にはその職業分類について疑問の余地の

ない者。

クラブ全体を指灘する能力を有し，かつ同

僚会員の尊敬と信頼を有する者。

地区の会長エレクト研修セミナーと地区協

議会に出席し，かつ，いつでもクラブを指導

し，クラブの事務を執るのに必要な時間と労

力を捧げうる者。正当な理由により地区協議

会に出席できない場合，所属クラブから指名

した代理を派遣し，その報告を受けなければ

ならない。

自己のクラブの理事，または－つ以上の主

要な委員会の委員または委貝長，あるいはク

ラブ幹事を務めたことがあり，また前年度に

会長のための完全な訓練課程である指定任務

を果たした者。

１回以上地区大会に出席したことがある

者。

自己のクラブの定款・細則およびロータリ

ーの綱領について実際的知識を有する者（な

おできれば，就任前に少なくとも１回は国際

大会に出席した経験を有する者であることが

望ましい)。

シニア・アクチブおよびパスト・サービス

両会員のバッジには，「シニア･アクチブ」ま

たは「パストサービス」の文字の下に，括

弧で囲んだ（前職業分類）という欄

を設け，その会員がシニア．アクチブ会員ま

たはバスト・サービス会員になる直前まで，

保持していた職業分類を書き込むようにし，

さらにこの職業分類をクラブ会員名簿やその

他氏名，噸業分類を必要とするクラブ記録類

に書き入れておくようにすることが望まし

い。（45）

クラブ役員

（C1ubOfficers） 

ロータリー・クラブの役貝，その資格，任

務，選考方法は，ロータリー・クラブ定款と

細則に規定されている。

標準ロータリー・クラブ定款の規定による

と，理事会はクラブの管理主体である。理事

会は，少なくとも月１回会合を開くものと期

待きれている。

２０ 
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任務

（Duties） 

退任前に次期会長と会談する。

クラブの新しい管理事務が順調に発足でき

るようにするため，また同時にクラブ管理の

継続性を保つため，新旧理事の合同会合を開

催する。（16,50,62）

クラブ会長は：

クラブの諸会合の議長を務める。

各例会に当たって入念に立案し，開会およ

び閉会の時間を厳守するよう配慮する。定例

理事会（少なくとも月１回）の議長を務める。

任務にふさわしい人をクラブ委員会委員長

および委員に任命する。

各委員会はそれぞれ明確な目標をもちかつ

それぞれの働きが調和するようにする。

各委員の任命後，できるだけ早い機会に第

１回のクラブ協議会（ClubAssembIy）を開

催する。

地区大会（DistrictConference）に出席す

る。

次期会長として地区協議会（District

Assembly）に出席する。

クラブ内および地区内のロータリーの諸問

題に関し地区ガバナーと協力し，かつ諸通信

を速やかに処理する。

例年の会計検査はもちろん，クラブ予算の

繍成および会計事務の完全な履行を監督す

る。

地区ガバナーの公式訪問に際し，各委員長

より文書による報告が提出きれるよう注意す

る。

国際ロータリー事務局から得られる情報お

よび有益な示唆を利用する。

「国際ロータリー･ニュース」（RLNews)，

｢ガバナー月信」（Governor'sMonthlyLet‐

ter)，その他国際ロータリー事務局,地区ガバ

ナーからの通信，刊行物等から得られる重要

な情報が確実に各会員に伝達されるよう注意

を払う。

地区大会および国際ロータリー大会に，ク

ラブから適正な代表者が出るよう配噸する。

１月にはロータリー年度第二半期の各委員

会の活動とその目標の検討会を指導する。

６月にはクラブの財政状態および当該年度

のクラブの目標達成状況について，総括的な

報告をクラブに提出する。

クラブ役員の選出

（SelectionofC1ubOfficers） 

役員が無期限に留任しないように，会長お

よび幹事の職はもとより，理事，委員長の職

もかわるがわる就任するという原Ｈｌを，かな

りの程度まで守ることができれば，クラブの

ためにこの上なく役立つであろう。（35物50）

クラブ役員が２年続けて同一役職につくこ

とは奨励されていないし期待されてもいな

い。しかし，事情が許すなら，引き続き２年

目に同一役員を選んだり，期間を置いてクラ

ブの元役員を再選することがクラブに役立つ

場合もある。（42,62）

クラブは会員の潜在的指導力を慎重に調べ

て会員を委貝に任命するのみでなく，時には

例会の司会をさせたりして，大いに会員の能

力を発揮させることに努めるよう示唆されて

いる。（39）

役員の就任式

（OfficerInductions） 

各ロータリー・クラブは，各ロータリー年

度の初めに役貝就任式を開かなければならな

い。このような会合は，クラブ役員や委員が，

所属団体の目標に献身する熱意を新たにし，

再確認する機会を提供するものと認められる

からである。また，このような会合は，地元

地域社会にロータリーの目的と目標を知らせ

る広報の機会ともなるのである。

2１ 
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クラプ・プログラム

（ClubPrograms） 

ロータリー・クラブ会員は別として，クラブ

またはクラブ会風が長期間同一人を来賓とす

ることは望ましくない。（72）

各ロータリー・クラブは，その細則中に親

睦並びに報告事項その他の特別プログラムに

対して具体的に規定した，明確なクラブ例会

議事順序を規定することが重要である。（62）

単に関心の高いテーマまたは娯楽を意図し

たプログラムより，ロータリーに関するプロ

グラムを心がけるよう尽力しなければならな

い。このようにロータリー．クラブを単なる

昼食クラブとする風潮を週さなければならな

い。（32）

奉仕プロジェクトの交換およびクラブ間の

円満な関係を増進する手段として，ロータリ

ー．クラブは，その例会に来賓として同一地

区内の他のロータリー●クラブ会長を招待し，

来訪会長にそれぞれのクラブのプログラムと

活動について簡潔に報告する機会を提供する

よう奨励されている。（72）

クラブ例会への学生招待

（StudentsasRotaryClubGuests） 

クラブは，大学および各種学校の学生に関

心をもち，学生にロータリーの理想と原則を

知らせるよう配慮してほしい。学生をゲスト

としてクラブの昼食に招待する計画は奨励す

るが，学生は，それだけでロータリー・クラ

ブの会員とはなれない。ロータリー・クラブ

には，定款および細則に規定されている会員

種類だけしかない。（26）

灘演者への謝礼

（PayingExpensesofSpeakers） 

国際ロータリーでは国際ロータリーの元役

風および現役貝を各クラブに派過しその費用

を国際ロータリーが負担しているが，もし，

これ以外に各クラブが国際ロータリーの現ま

たは元役員あるいは他のロータリアンを招く

場合は，そのクラブが費用を負担しなければ

ならない。招かれた講演者のほうから，費用

の支払を請求しなければならないような羽目

に陥れて講演者を当惑させてはならない。こ

のような費用の支弁について分からないこと

があれば中央事務局は助言をいとわないであ

ろう。

名を呼び合う習慣

（FirstNameCustom） 

ロータリアン同士が互いに相手の姓ではな

く，名（fiTstname）で呼び合うのは単なる

習慣である。クラブがこの習慣を採用するか

どうかは自由である。この習慣がそのクラブ

の存在する国の人々の一般の習慣と一致しな

い場合もある。

ロータリー・クラブ例会への来賓

（GuestsatRotaryC1ubMeetings） 

来訪ロータリアン

（VisitngRotarians） ロータリー・クラブは，個々の会貝を促し

て，特に興味をそそるプログラムが予定され

ているクラブの例会にロータリアンでない地

元の人を招待させることによって，一般の

人々にロータリー・クラブの役割とその究極

の目的を周知させるように，特別の努力を払

わなければならない．報道関係者または他の

２２ 

クラブまたは会風個人に招待された場合を

除き，来訪ロータリアンは，ロータリーで行

われている個行に従い食券を自分で買うもの

とする。（80-102）

クラブ例会に他クラブから来訪ロータリア
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例会場

（MeetingPlaces） 

ンが出席した場合，クラブ幹事はそのビジタ

ーの所属クラブの幹事に早速その旨を通知し

なければならない。もし本人から要求があれ

ば遜話または晒報によって通知しなければな

らない。もちろんこの場合の費用は来訪ロー

タリアン自身の負担である。

各クラブは，自己の権限で例会場を決定で
きる。しかし，各クラブの正会員，シニア・

アクチブ会貝あるいはパストサービス会風

は，いずれも他のロータリー・クラブの例会

に出席する権利があるから，各クラブは，世
界中のどのクラブのどの会員でも出席できる

ような場所で開くことが期待されている。
(46） 

にせロータリアン

（Impostors） 

他の町から来たロータリアンだと称する人

がクラブや会風個人を訪れてくることがよく

ある。もっともらしい不幸な出来事の話をし

て金を要求するのである。訪ねられたほうで

は仲間のロータリアンを助けたい気持から金
品を与えたり世話をしたりするのであるが，
これが実は「にせ者」だったということが後
で分かることがある。ロータリアンと称する
未知の来訪者から援助を求められた場合に

は，本人が会風だと称するクラブに遜話か遜
報で確かめるのが一番よい。本当のロータリ

アンであったらこのような照会に異存はない
はずである。

例会における酒類飲用の可否

（AlcoholicDrinksatMeetings） 

ロータリーの会合で酒類を供することが妥

当であるかどうかは，各クラブが決定すべき
問題である。

この問題に関してロータリーは何ら公式の

方針をもっていないと言われるかもしれない
が，長いあいだの経験と多くのロータリアン

が表明した意見によって，少なくとも，酒類
を食事の一部として供する習慣のない国にお

いては，ロータリーの会合では酒類を供しな

いほうがロータリー運動のためによいであろ
うと言うことができる。クラブ例会における祈祷

（InvocationatClubMeetings） 

世界中のロータリー・クラブには，いろい

ろな宗教的信仰あるいは理想をもった会員が
いる。また，ロータリアンは自己の宗教的信

条に忠実であるとともに，他人の信仰に対し
ても誠実で寛容な，変わらない尊敬をはっき
り示すよう期待されている。各ロータリー．

クラブは自治的なものであるから，各自のよ
き判断に基づいて，全会員の宗教的信念を尊
重するような方法で例会を行うべきである。
(40） 

例会の取消

（CancellationofWeeklyMeetings） 

ロータリー・クラブは標準クラブ定款に定
められている場合を除き季節的または祭日の

理由により例会を取りやめることはできな

い。（55,62,72)。しかし，クラブ理事会は．
その裁量で， １ロータリー年度に２回まで例

会を取りやめることができる。 理由は問わな

空（89-ｺ
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ロータリー・クラブと他団体 宝くじ類による資金募集

〈RaisingMoneybyLotteriesor

Raffles） 

(RotaryClubandOtherOrganiza 

tions） 

国際ロータリーの構成員として，クラブは

他のいかなる団体にも加入すべきでなく，ま

た，他団体の会員としての義務を負うべきも

のでもない。クラブの役員および委員が他の

団体の役員や委貝と会綴を開くことはよい

し．また，そうせねばならぬ場合もあろうが，

しかし，クラブを束縛する権限はない。（80-

102） 

ロータリー．クラブが奉仕プロジェクトの

後援に協力することが必要もしくは望ましい

と思われる場合，これを行うことは当を得た

ものであるが，しかし,理事会の認識による

と，どのような目的のものであっても，国際

ロータリー管理組織の外にロータリー．クラ

ブ提挑団体を設立することについては，国際

ロータリーの定款，細則にその規定がない。

ロータリー．クラブには，その会員を，他の

団体に加入させたり，結びつけたりする権限

はない。従って，ロータリー．クラブ・グル

ープが正式なロータリー．クラブ提携団体を

設立し，またはロータリー．クラブがこのよ

うな団体に加入することは，国際ロータリー

の組織規定に抵触するものである。（70)｡（第

２章の「地区とロータリー．クラブの他団体

ロータリー・クラブの活動は，当然，会員

であるなしを問わず，すべての人にロータリ

ーに対する十分な尊敬の念を抱かせるような

ものでなければならない。従って，いかなる

クラブも，宝くじ等によって資金を集めるこ

とは，そのような行為が全面的に支持されて

いる国ではない限り,避けるべきである。(48）

ロータリー情報

（Rotarylnformation） 

会員のロータリー知識と理解を広げるよう

な適切なロータリーの考え方を会貝に伝える

ことに各例会の初めの３分ないし５分間を充

てることがいかに有益であるかという点につ

いてクラブの注意を促したい。クラブのロー

タリー傭報委同会は，全会貝，特に新会員が，

ロータリーを正しく理解し，ロータリー会員

の特典と責務を了解するのを強力に援助しな

ければならない。年間を通じ少なくとも毎月

１回,奉仕の四つの部門のそれぞれについて，

ロータリアン個人の知識と行動を轍幅するよ

うなプログラムを提供しなければならない。

(35,52） 

ガバナーは，ロータリー教育の格段の必要

性を強調し，この方面においてＲＩ・事務局か

ら有益な助甘が得られることにクラブの注意

を喚起しなければならない。（44）

各地のクラブは地元の報道機関の代表者を

できるだけ入会させるよう奨励されている。

(35） 

クラブのロータリー情報委員会は，幅広く

広大な調整責務をもつうえ，クラブ全会員に

ロータリー燗報を絶えず伝達すべき責任をも

っている極めて重要な高い地位におかれるも

のである。従ってロータリー悩報委員には，

考えうる股高の適任者を任命すべきことが強

力に推奨されている。またクラブは，クラブ

との協力」も参照のこと)。

他の奉仕クラブとの連合会

（JointMeetingsofServiceClubs） 

ロータリー・クラブが他の奉仕クラブと合

同例会を開くことが，クラブのプログラムお

よび活動を最もよく推進するとは思われな

い。従って，理事会は，ロータリー・クラブ

が他の奉仕クラブと合同で週例会を開くこと

に反対である。しかし，理事会は，特別の場

合に，他の奉仕クラブと合同例会を開くこと

があってもこれに反対するものではない。

(42） 
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この法人は，非営利財団法人とする。その

目的は，慈善，博愛，かつ，国際ロータリー

の目標を奨励，推進，拡大することと，国際

ロータリー加盟クラブとしての関係を維持す
ることである。

この法人設立の準拠法である州の法律

の規定の認める範囲内で，この法人は国際ロ

ータリーの統轄に従うものとする。

この法人は，法人設立定款に列挙されてい

る趣旨に沿い，かつ，法人設立の地拠法であ

る州法に反しない細則を採択できるもの
とする。

この新しく設立された法人を，ＲＬと調和

したものにするために，法人は，国際ロータ

リーが加盟クラブのために定めた標準クラブ

定款と推奨クラブ細ｌ１Ｉの関係規定を細則とし
て採択しなければならない。

法人設立定款には，このほかに，法人設立

の準拠法である州法が定める文言を，もちろ

ん，譜きしるしていなければならない。

法人となったクラブがあらゆる点において

ＲＬの加盟クラブである、という明白な趣旨

に反しない限り，ここに述べた規定を変更し
ても差し支えない。

既存クラブがこのような条件に従って法人

化されたとしても，ＲＬとの関係には何の変

化もなく，従来と変わりないと認められるも
のとする。

事務総長は，理事会に代わって，法人申請

書の裁定をするよう要鏑されている。さらに

方針声明が必要となるような状況の場合，こ

の申鋼懸を執行委員会に付議することを要す
る。（40.57）

事務その他の諸問題を討議するための例会を

１年を通じて定期的に開催することも推奨さ
れている。（62）

クラブ資金の取扱

（HandlingClubFunds） 

ロータリー・クラブは，クラブ財政を実務

的に処理するよう要請されている。クラブ資

金の実務的処理については，支払小切手に対
する副署と，毎年度の会計監査が求められて
いる。

保険と法人組織

（Insuranceandlncorporation） 

クラブは，クラブ自体（またはその活動）

を法人組織にするか，あるいは適切な賠俄資
任保険に加入することによって，クラブ・プ

ロジェクトと活動から発生しうる事故や批害

に対する賠償責任から保趣される手はずを整

えるべきかどうかについて，法律顧問または

責任保険の顧問から助言を受けるよう要鋼さ
れている。

ロータリー・クラブの法人化の是非に関す

る問題は，地元の状況に照らし合わせてクラ

ブが決める問題であると理事会は考えてい

る。ロータリー・クラブが，クラブ側に責任

がかかるような特別な活動に携わろうとする

場合，クラブ自身よりむしろ活動を法人化す
ること力璽ましい。（57,83）

理事会は，ロータリー・クラブがその法人

設立定款の中に，今後の改正も含め，ＲＬ定

款・細則に忠実に従うという文言を加えるな
ら，ロータリー・クラブの法人化に反対する
ものではない。

理事会は、法人設立定款として，次のよう
な一般規定を承認している：

この法人の名称は，

法人国（州／県）（市）ロー
タリー・クラブとする。

クラブのバナー

（ClubBanners） 

ロータリー．クラブおよびロータリアンの

あいだで世界的にバナーの人気が高まり，広

く使われている点を考慰し，理事会は，ロー

タリー．クラブのバナー，旗，ペナントなど

の交換が適切で有益な目的を果たしているこ
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とを認識しているが，このような記念品交換

の慣例の誤用および濫用が，不必要な財政的

負担をロータリー・クラブにかける場合もあ

る。また，クラブの基本的奉仕活動を妨げ，

かつ，活動縮小をもたらして，交換の其の目

的を破域しかねない場合もよくあるのであ

る。

このような記念品交換に参加するすべての

ロータリー・クラブおよびロータリアンは，

交換蝋備に当たって，慎重で，節度ある、適

切な判断力を行使しなければならない。

このような交換を実施しているクラブは，

バナー，旗，ペナントに，クラブの所在地，

国，地域を明瞭かつ適切に強く表現すること

を心がけつつ，デザインを入念に研究するこ

とによってプログラムの効果を高める機会に

恵まれるであろう。（58）

ロータリーと政治

（RotaryamdPolitics） 

国際ロータリーとその加盟クラブは，党派

的政治声明を発表することを控えなければな

らず，かつ，ロータリアンは，政府もしくは

行政当局にいかなる団体的圧力をもかけては

ならないのであるが，次のことを行うのはロ

ータリアンの義務である。

１）クラブ内で：世界理解と平和というロ

ータリーの目標の追究と，自己の職業および

地元地域社会への奉仕に影響を及ぼすものに

限り，地元地域社会および世界各地の政治状

況を検討する。問題を公平な立場で全体で討

論し合った後，各会員がそれぞれ自分自身の

結論を下せるように，釣り合いのとれたプロ

グラムと討論を通じて，信頼できる情報を得

ることを期待している。

２）クラブ外で：すべての人々の尊厳を理

会員カード

（MembemshipCards） 

解し，個人の必然的人権を尊重することを言

葉ばかりでなく立派な行為で推進するため

に，できるだけ多くの合法的グループおよび

団体で個人として繭極的に行動する。（82,89

-134） 

各クラブは，幹事を通じて，各会員に会貝

証を発行するものとする。ロータリアンが個

人的に知られていないクラブを訪問する際に

は必ずこの会員証を提示して自己紹介をしな

ければならない。（80-102） ロータリー・クラブへの配布

（CircularizingRotaryClubs） 

ロータリアンでない者に対する

証明書その他の発行

（CredentiaIs,etcforNomRotarians） 

いかなる団体も国際ロータリー加盟クラブ

に文瞥その他を一律に配布することはできな

い。

しかし，国際大会の決定あるいは国際ロー

タリー理事会の勧告によって定められる限度

内において，営利に関係のない率柄に限り，

他のロータリー・クラブに配布することが許

されている。

但し以下の限定条件による：

１）いかなる事項に関しても，他のロータ

リー・クラブの協力を得ようとする加盟クラ

ブは，まずそれぞれの地区ガバナーに対して，

その目的と計画を提出し，その承認を得なけ

ればならない。

ロータリー・クラブは原則として自己のク

ラブの会貝以外の者に対して信用証明書，身

分証明書あるいは紹介状を発行すべきではな

い。ロータリアンはそのクラブに所属してい

るからその会員証をも.っているのである。
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米国およびカナダ以外のクラブは，その正

会員，シニア・アクチブ会員およびパスト

サーピス会員のそれぞれが，国際ロータリー

の機関雑誌または国際ロータリーの理事会が

承認し，当該クラブに対して指定したロータ

リーの地域雑誌の有料購読者となり，そして

本人が会員となっている限り，その購読を続

けることを，会員身分保持のための条件とし

なければならない。但し，会員が機関雑誌お

よびクラブ用に定められた公式地域雑誌に用

いられている言語を読めない場合は，］理事会

によって，そのクラブに対する前記の規定の

適用が免除される。（ＲＬ細則第17条）

２）いかなる加盟クラブも，まず国際ロー

タリー理事会の承認を受けるまでは，他のロ

ータリー・クラブ，あるいは自クラブの会員

以外の，個々のロータリアンに財政的援助を

求めてはならない。（80-102）

国法の遵守

（qubCompliancewithNational 

Laws） 

各ロータリー･クラブは、クラブが存在し，
その機能を果たしている国の法律に従うこと

が期待されている。自国の法律がＲＬ組織規

定と矛盾する場合は，関係クラブは必ず理事
会に問題を提出し，助言と指導を仰ぐものと
する。（75）

レピスタ・ロータリアの購競

（SubscriptionstoRevistaRotaria） 

機関雑誌のスペイン語版，レピスタ・ロー

タリア（または，承認し，指定した地域雑誌

がある場合は，その地域雑誌）の購読はスペ

イン語を用いている国のクラブ会員に義務づ
けられている。

クラブ協蟻会

（ClubAssemblies） 

クラブ協議会は，クラブのプログラムと活

動について協議するために開かれるクラブ役

員と理事委員会委員長の会合であるが，ク
ラブの他の会員も出席を要請される。（82）
クラブ協議会は，地区ガバナーの訪問時お

よび他の適切なときに数回開かれる。そのう
ち１回は，地区および地区内他クラブのプロ

グラムと活動に関する報告が受けられるよう
に地区大会終了後に開催するよう奨励されて
いる。

ロータリーの広報の目的

（PurposeofRotaryPublicRelations） 

ロータリーの広報プログラムの目的は，ロ

ータリーの綱領とプログラムへの理解,認識，
支援を育成することにある。そのプログラム

は，ロータリアンのあいだに，次のような意

識を高めるものでなければならない｡つまり，
よい意味での宣伝，好ましい広報，肯定的イ

メージは，ロータリーの人類への奉仕を拡大

するためにロータリーにとって望ましく不可
欠の目標である，という意識を高めるもので
なければならない。

ロータリアン誌の購読

（SubscriptionstoTheRotarian） 

米国およびカナダ内の各クラブは，そのク

ラブの正会員，シニア・アクチブ会員および

パストサーピス会員がすべて機関雑誌の有
料購読者となること，そして会員資格を保持

する限り購読を続けることを，会員資格取得
の条件としている。
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広報における

個々のロータリアンの責務

（Responsibnityofthelndividual 

RotarianinPublicRelations） 

広報における国際ロータリーの責務

（ResponsibilityofRotarylntema 

tionalinPublicRe]ations） 

会長は，国家元首，政府の指導者，市民の

指導者，報道機関，一般社会の人々に，ロー

タリーの意図と業繊を知らせるものとする。

地区ガバナーは，クラブの広報と対地域社

会活動が効果的に運ぶよう激励，指導，支援

するものとする。地区ガバナーは，広報分野

に経験鰹かなロータリアンを含む広報委員会

を設置しなければならない。

ＲＬ事務局は：

１）一般社会にロータリーを紹介，説明，

推進する；

２）会長，理事会，事務総長が効果的な広

報プログラムを立案・実施するのを援助す

る；

３）効果的な広報プログラムを推進，実施

するためにロータリー地区およびクラブの意

欲を高め，手法を示し，指導する。（83）

各ロータリアンは，ロータリーの綱領，プ

ログラム，活動に十分桁通し，ロータリーの

意図と業績を，その交友および職業上の知己

に対して広く知らせる機会を求めることを期

待されている。

広報における

ロータリー・クラブの貴務

（ResponsibilityoftheRotaryCIubin 

PublicRelations） 

各ロータリー・クラブは次のことを期待さ

れている：

１）建設的な報道機関関係を維持する；

２）成功を収めた奉仕プジェクトや活動で

ロータリーの意図と業縦を明らかに示すもの

を報道機関を通じて広報する；

３）ロータリアン誌／レピスタ・ロータリ

ア，ロータリーの地域雑誌および他の推進方

法を利用して，ロータリーの意図と業績を地
･ 

域社会内に広める；

４）ロータリーの意図と業績を家族，友人，

知人に知らせるようロータリアンに勧める；

５）地域社会の指導者，青少年，関係団体

が，ロータリーとその綱領，規模，プログラ

ム，活動を認識するように，その理解を助長

する；

６）ロータリーの声価を損ない，その効来

を制約しかねない地域社会内もしくはクラブ

内の状態を防止，矯正するための積極的措搬

を識じる。

不利な広報

（AdversePublicRelations） 

各クラブは，ロータリーの声価を損なう，

あるいは，損ないかねない，もしくはロータ

リーの効果を制約しかねない地域社会内もし

くはクラブ内の状態を防止または矯正するた

めの穣極的措激を識じなければならない。ロ

ータリーの目的もしくは活動への誤解から否

定的な世論が生じた場合，クラブは，正確な

一般向け情報並びに対地域社会関係の改善，

さらに必要であれば，奉仕プログラムの強化

によってこの麟解の是正に努めなければなら

ない。

他のクラブまたは国際ロータリーに影騨を

及ぼすようなＩ1F態が存在したり，あるいは，

MH題が発生した場合，クラブはできるだけ早

い機会に地区ガバナーに報告し，協力してそ

の問題に対処できるようにしなければならな

い。地域社会との関係において問題の発生を
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クラプによって見事に遂行されたプロジェク

トについてこれを一般の人々に広く知らせる

ための活動はロータリー広報にとって不可欠
である。

ロータリーに対して否定的な態度を示す傾

向があり，それがロータリーのプログラムに

好ましくない影響を与えていると思われる地

域に対しては絶えず注意を払わなければなら

ない。また，そうした地域にあるクラブには，
建設的な奉仕プログラムを開始して，このよ

うな否定的態度を一掃するよう要請しなけれ

ばならない。（72,76）

抑制し解決するためにクラブに助言および援

助を与えるのは地区ガバナーの責務である。

事務総長は，Ｒ､L会長およびＲＬ理事会に絶

えず報告し，もしその審議を必要とする問題

であれば，これをＲＬ会長およびＲ・I､理事会

に回付して，地区ガバナーやクラブを援助す
る。（82）

広報によってロータリーに新会員を
引き付ける

（AttractingNewMemberstoRotary 
throughPublicRelations） 

ロータリー・クラブは次のことを行わなけ
ればならない：

・現在その数を増しつつある，事業および

専門職務分野で責任ある地位を占める若い人

達にロータリーへの関心を深めさせる手段，
方法を見いだす；

・ロータリーの綱領をよりよく伝えかつ表

現する，適切なロータリー・クラブ例会プロ
グラムを発表するための方法を講じる；

・広報の効果を一段と高める方法として，
より明確に広報に焦点を合わせた活動を採用
することを考慮する；（69）

・理事会は，新会員をロータリーに引き付

け，現会員を引き止めておくのに広報が重要
であることを，ロータリー・クラブ，特に，
クラブ会員増強委員会に対して強調し続ける
べきである，と考えている。（71）

ロータリーと報道機関との関係
（ＲotaryandNewsMedia 

Relationships） 

ロータリー・クラブと地区ガバナーは，ロ

ータリーと報道機関との関係改善のために適

切な措置を鏑じ，さらに，地域的，社会的，
文化的諸条件と地元の報道機関との関係を考

廠に入れ，両者の関係を改善するために，次
のようなクラブ並びに地区の活動に着手する
よう要調されている：

１）報道関係者による報道機関の役割に関
する卓話；

２）ロータリアンと報道関係者で構成され
る小規模のグループ討論会；

３）ロータリアンと報道関係者が出席する
フォーラムとセミナー；

４）ロータリー●クラブが青年ジャーナリ
ストにその見聞を広めさせる目的で奨学金を

支給し，その奨学金を受けたジャーナリスト

が，研修終了後研修に関する報告書をクラブ

に提出するという青年ジャーナリスト対象の
ロータリー．クラブ奨学金制度；

５）ロータリー財団研究グループ交換チー

ムに報道機関の代表を参加させること。但し
その選定は，ロータリー財団の他のすべての

奨学金または補助金受領者に対するのと同様
に，悦重に考慰して行うこと；

６）報道機関の代表者をロータリー●クラ

２９ 

広報とクラブ・プロジェクト

（PublicRelationsandClubPmjects） 

いずれのロータリー・クラブも毎会計年度
に主要な社会奉仕活動を一つ提唱することが
望まれる。

成功裏に完了した奉仕プロジェクトは，ロ

ータリーに対する一般の人々の認識，理解を

普及徹底させるために非常に効果的な方法の
一つと考えられている。従って，ロータリー．
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フ畜貝に加えるようなお一層の努力をするこ

と；

７）地区ガバナーは，行動基準を商め，理

解を深め，関係をさらによくするための促進

方法を探求するために，地区内の適格なロー

タリアン達と報道機関の指導的な地位にある

識演者の斡旋

（SpeakersServices） 

ロータリー・クラブは，ロータリーについ

て効来的に話のできる講斌者を，地元のさま

ざまなグループに紹介しなければならない。

人との討論会を手配すること。（77） (72） 
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第２章

ロータリー地区

(TheRotaryDistrict） 

地区の役割

（RoIeoftheDistrict） 
について，決定が行われるものとする。効果

的な運営を行うために，全ロータリー・クラ

ブは，究極において，地区に所属すべきもの

とする既定方針に従って,無地区クラブ群は，
できる限り速やかに，地区に編入されるもの
とする。（67,71）

国際ロータリー細則の規定(第１３条第９節）

によれば，常任地区編成委員会（Standing
DistrictingCommittee)は，細則第12条第１

節に規定する地区の境界とその鰯成並びに発
表について，理事会と会長を援助することに
なっている。

地区鬮成委員会は，理事会の採択した地区

鬮成の方針に従って，次のような任務を果た
す：

ａ）クラブ数が多い，地区が広い，言語や

地区とは，国際ロータリーの管理の便宜上

まとめられた一群のクラブの所在する，一定
の地ﾖ堅的区域であり，ロータリー地区の活動
並びにその組織は，個々のロータリー・クラ

ブがロータリーの綱領を推進するのを助ける

ことを唯一の目的とするものであり，地元レ

ベルにおいてロータリー・クラブや個々のロ

ータリアンが提供するいろいろな奉仕を減殺

するようなことがあってはならない｡(72）

地区の編成

（Districting） 

文化が異なる，あるいは，いろいろな理由が
理事会は，新しく地区を編成し，また現存

地区の境界を変更する権限を有する。但し，
地区境界の変更は，それによって影響を受け
る地区の過半数のクラブの反対を冒して行わ
れてはならない（国際ロータリー細則第12条
第１節)。

地区編成に関して統一ある実施方法を確立

するため，地区間の境界の修正が効力を発生
する日は、１月１日および７月１日のうち，
事情により都合のよいほうを選ぶものとす
る。（42,62）

］理事会は，新たに編成された地区の境界が

決定，発表されてから１カ年間は、同地区の
境界の修正を考慮しないものとする。（48）
新しいクラブが．現在の地区の境界外にお
いて国際ロータリーヘの加盟を許されたとき

は，その新クラブを地区に編入すべきか，そ

れとも，無地区クラブ群の中に入れるべきか

重なり合って，地区の運営が難しくなってい

る場合,地区は，地区再編成の計画を立てて

問題の解決を図ろうとすることがよくある。
地区担当のＲ､1.事務局職員が,再編成を考慮
するように地区指導者に提言する場合もあ
匙地区綱成委員会と理事会は，こういった
ことに精通しているので，地区に， 再網成 を

考MHするように助言す亀場合もある。

Ｕ地区編成委員会が地区再綴成案を審議
するのは，通常，国際協議会のときだけであ
る。他の時期に地区再編成案の審議を求める
仁は例外的な理由がなければならない。

ｃ） ＬＬ事務局職員はｎ地区指導者が,地区

綱成委貝会や理事会の要求する情報を含む再
週成案を作成できるように直接に協力する。
国際協議会開会日の90日前までに編成案が
ＲＬ那務総長の手元に届けられるよう準備す

ることは，地区ガバナーの責務である。編成
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案には次のことが記戦されていなければなら 区再編成案を国際協議会で調査したうえ，地

ない：̄
 

１）現在の地区を管理するに当たって直面

区再編成問題を討論したいと`思っている地区

ガバナー・ノミニーの相談に乗らなければな

した問題の説明； らない。打ち合わせの約束などの手配は，地

2）その問題を軽減するために立てた計画 区編成委員会に協力しているＲＬ事務局職員

の説明；̄
 

３）その地域の広さ，再編成後の地区の境

が行うことになっている。

界，クラブの所在状況を明確に示す地図

4）既存クラブの名称，この３年間におけ 地区内のクラブ数

（NumberofClubsinaDistrict） る各クラブの会風数，再編成後の地区それぞ

れにおける拡大可能性のある地域；

5）再編成後の地区それぞれにおける地区 地区を榊成するクラブ数と地理的な面積と

に関する厳格な規定を設けることはできな

い。地区は，国際ロータリーに対して財政的

に不当な負担をかけるような規模であっては

ならないし，また，地区が大きすぎてガバナ

ーが任務を正しく遂行するのに過労となって

もいけないというのが原則である。これらの

両極端の中間が，決定要素と言えよう。（31）

地区編成を決めるのは一定のクラブ数で

も，一定の面積でもないが，一般的な考えで

は，今後３年間に加盟見込みの新クラブを含

めてクラブ数が40未満の場合は地区を設定し

てはならないし,会員数は少なくとも1.200人

大会開催地に関する情報；

6）再繍成後の地区それぞれにおける交通

の便に関する説明；

7）再編成案に関迎のある，地域内の地理

的，文化的，言語、政治，経済状況の説明；

8）この再編成案を地区内のクラブに提示

し，どのクラブが承認し，過半数となったか

を知らせる声明へのガバナーの署名

。）ＲＬ地区繍成委員会は，地区ガバナー

提出の再編成案を調在研究するために,毎年，

国際協議会開催地で,理事会の要請に応えて，

会合を開くものとする。地区ガバナー・ノミ

ニーは地区の提案のあらゆる面に完全に精通 まで端やすように要緬されている。（82,87）

しているよう要調されている。地区編成委員

会が，地区ガバナー・ノミニーに，追加憐報

国家間に跨る地区

（InternationalDistricts） 

を求める場合もあるからである。再編成案を

調査後，地区編成委風会は，理事会の審議を

求めるために,その勧告を理事会に報告する。

ｅ）ＲＬ理事会が．審識に付されている￣ 言語，風習および距離が許す場合，国家間

に跨る地区を新たに編成することは，原則と

して，望ましいことである。しかし現存の地

区の境界を改編し，２以上の地区あるいは地

区の一部を結合して国際的な地区を編成する

ことは，関係クラブにとっても，また，国際

ロータリーの全般的運営にとっても望ましい

ことではない。このような国家間に跨る地区

の縄成は，慎璽な考慮を払って行われなけれ

ばならない。（46）

つまたはいくつかの地区内のクラブを，ＲＬ

細則第12条第１節の規定の下に〆再編成する

場合，国際ロータリー会長は，上記地区内の

クラブに，決定事項と地区再綱成の発効日を

通知するものとする。

ｆ）影響を受ける地区内のクラブの過半数

が，国際ロータリー理事会の示す期間内に異

識を申し立てない場合には，Ｒ1.事務総踵が，

地区ガバナーにその旨通知し，次に地区ガパ

ナーから関係クラブに響面で通知するものと

する。̄
 

ｇ）地区編成委貝会は，提出されている地
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地区ガバナーて指定していないすべての地区会合にオプザ
（DistrictGovernor）一バーとして出席するよう，地区ガバナーか

ら要講される；

地区に編成されている地区内のクラブは，３）地区大会のプログラムにどのような任
地区ガバナーの直接監督の下に管理される。務で参加するかを地区ガバナーによって考慮
地区ガバナー制度を効果的に運営するためされる。（66）
には，地区における国際ロータリーの役員と地区ガバナーは，次期地区ガバナーの適応
して地区ガバナーの職に選ばれるロータリア指導，教育を行い，さらに職務に対する意欲
ンが，完全な適格者であり，その任務およびを刺激するという責務を負わなければならを
責任について精通しており，注意深く選ばれ，い。そしてそのために元地区ガバナーおよび
その任務および責任を果たす意思があり，身ロータリー研究会等の会合を活用すべきであ
体的にもその他の意味においてもこれを采たる。（69）
すことができるということが,不可欠である。地区は，クラブ群または地理的地域のあい
地区ガバナー･ノミニーの選考に当たっては，だで回り持ちによって地区ガバナーを指名す
地区ガバナー職の資格および必要条件を明確る，という従来の方式に煩わされない手続lこ
に理解しかつ十分に考慮を払うことが必要でよって,地区ガバナーとして最適の人を探し，
ある。（61）指名するよう要諭されている。（69）
地区内のクラブは，ロータリーの原則に合既存地区のクラブが，新地区に再編成され
致した厳粛で信頼できる方法で，地区ガバナる場合は，新地区は，できれば，再編成前に
房エ是二雷電坦墜Ｉ池ばならない｡地当該ｸﾗﾌﾞが使っていた手続と同ｉｆ争騒
区ガバナー候補者の支援活動は，地区ガパナ新地区発効前に，地区ガバナー・ノミニーを
－の重要かつ重大な職務にふさわしいもので選出するものとする。
なければならない。地区ガバナー候補者支援このような手続が実施できない場合，理事
の文響の内容は，写真および本人のロータリ会は郵便投票の実施を承認し，地区ガバナー
－活動，市民としての活動，そして事業またにその任に当たらせるものとする。
｛よ専門職務活動の説明に限定されるべきであ
る。このほかに本人の立候補を後援，推進す

るいかなる措置も講じるべきではない。（64）地区ガバナーの身分，任務および資格
ＲＬ細則第９条第12節の規定によると，選（Status,Duties,andQualificationsof

拳によって任命される国際ロータリーの役職DistrictGovemor）
につくために選挙運動もしくは投票依頼を行

ったロータリアンは，被選資格を失うことに地区ガバナーに最適の候補者を得るため
なる。この規定は，地区ガバナー候補者にもに，地区ガバナーは，毎年，所管地区内のク
適用される。ラブに対し，あらゆる資料を調査しガバナー
地区は，地区ガバナー・ノミニーを，地区にふさわしい候補者を推薦するよう要請して
ガバナーに就任する２年前のロータリ－年度ほしい。

中に選出することになっている。その場合，地区ガバナーは,地区内の全クラブに対し，
地区ガバナーを務める年度の前年度に地区かＲＬ細則の規定に従って，ガバナー候補者の
パナー・ノミニーは：推薦案と候補者の履歴および資格を伝達しな
１）地区ガバナーから，その地区の各種委ければならない。

貝会または地区組織に関し，特別の任務が与このような指名に対する被推薦者並びに椎
えられる；薦者が地区ガバナーの責務に精通できるよう
２）地区ガバナー・ノミニーを参加者としに，毎年，地区ガバナーの身分，任務および
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資格に関する次のような文瞥を全クラブに配ならない。

布している。（２９，３９，７４）地区ガバナーは，就任の時点で，－つまた
はいくつかのロータリー・クラブで通算７年

以上会風であり，国際協議会に全期間を通し

身分て出席していなければならない（R､1.細lll第
（Status）１２条第７節参照)。

地区ガバナーは，また，

地区ガバナーは●所属クラブの尊敬の的であり，かつ信頼さ
・国際ロータリーの役圖である；れていなければならなし、；
●所管地区内のクラブによって指名され，国・本人の事業または専門職務の経営において
際ロータリー大会によって週挙される；示された経営力をもつ，職業上令名ある△麹
・７月１日に就任し，１カ年|Ｍ１または後任者でなければならない；
が選挙され，資格が確定するまでその任に留・ロータリーの仕事を遂行するのに必要な時
まるものとする。間を提供できるように，自己の事業または専

門職務をうまく綱成しなければならない；

・本人並びにその近親者の品行が非難の余地

資格のないものでなければならない；
（Qualifications）・ロータリーとその目的，綱領および規則を

よく心得ており，国際ロータリーに対し忠実

地区ガバナーはであることが認められているロータリアンで
地区ガバナー・ノミニーは，遡出の時点でなければならない；
次の資格条件を備えていなければならない。・ロータリーのあらゆる面において信服させ
（１）本人が指名を受ける地区内のクラブのうる方法で論じることができ，自己の所信を，
名誉会員以外の暇疵なき会貝であることを要私的にも，公的にも，簡潔，直裁，かつ真剣
する。な言葉で表現できなければならない。必ずし
（２）会員規定の厳格な適用に照らして，完も雄弁家である必要はない。
全に会員資格を有する者でなければならな

い。そしてその職業分類の正当性が疑問の余
地のないものでなければならない。 任務

（３）本人が地区ガバナー・ノミニーの候補（Duties）
識として推薦される年のIVjの会計年度の最【終

日において，国際ロータリーに対して負債残地区ガバナーは理事会の一般的な指揮，監
高をもたない，義務機能を果たしている暇疵督の下に職務を行うその地区における国際ロ
なきロータリー・クラブの有資格会員でなけ－タリーの役員である。担当地区のクラブに

対する直接監督の責任を果たすに当たって地ればならない。

（４）クラブ会長を全期務めたことのある者区ガバナーは国際ロータリーの綱領を推進す
でなければならない。る特別の任務を課せられており，自ら次の諾
（５）ここに規定する地区ガバナーの任務と項の資務を負うものとする。
責任を果たす意思があり，身体的にもその他（１）担当地区の新クラブ結成。
の意味においてもこれを来たすことができる（２）担当地区内既存クラブの強化助成。

（３）担当地区内クラブ相互間の友好関係お者でなければならない。

（６）このほかに，就任時までに必要な資格よびクラブと国際ロータリー間の友好関係の
条件を満たそうとする能力と熱意がなければ漸進。

３４ 
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（４）担当地区の地区大会を計画・主宰するかまたは両者の特別会議を開催する；
こと。会長エレクト研修セミナーと地区協議●毎月担当地区内クラブの出席報告の摘要を
会の計画．準備に当たる次期地区ガバナーに作成し，この地区報告を国際ロータリー事務
協力すること。総長に送付する。
（５）できるだけ年度の早い時期，なるべく

前半６カ月に担当地区内の全クラブを公式訪

問すること。指名に必要な資格の取得
（６）担当地区内各クラブの会長および幹事（QualifyingforNomination）

に対して月信を発行すること。

（７）会長または理事会の要謂があれば速や地区ガバナー．ノミニーとしての資格条件
かに国際ロータリーに報告を提出すること。を認められるためには，その職に指名された
（８）後任ガバナーに対して，国際協議会の候補者は，細則に定められている地区ガバナ
前に地区内クラブの状況について詳細な情報一の資格条件，任務および責任を熟知したう
を提供し，併せてクラブ強化策の勧告案を提えで，細則に列記された地区ガバナーの資格
供すること。条件，任務および責任を明確に理解している
（９）地区で保存すべき文書を後継者に引きこと，および地区ガバナーとして資格条件を
継ぐこと。備えており，ガバナーの任務と責任を引き受
００１地区における国際ロータリー役員としけ，これを忠実に果たす意思があり，それが
ての職責に属するその他の任務を遂行するこできる状態にある旨の声明書に署名し，これ
と。を事務総長を通じて国際ロータリーに提出し
しかしながら，グレートプリテンおよびなければならない。

アイルランドにおいては，地区ガバナーの任国際ロータリー細則は，同細則に規定され
務は,Ｒ､1.B､L審議会の指示の下に，ＲＬＢＩ､定た資格並びに必要条件に合致しない地区ガバ
款並びに細則に則り，当該地域の伝統的慣行ナー・ノミニーの指名は拒否されるべきもの
に従って遂行されるものとする。また，国際とし，事務総長はこれを選挙のため国際大会
ロータリー会長あるいは理事会から要請があに提出しないものとすることを規定してい
った場合は，速やかに国際ロータリーへ報告る。

をし，そして地区における国際ロータリー役もしも，前述の規定の通り地区ガバナー．
貝としての責任に属するその他の任務を遂行ノミニーから署名ある声明書を受理したにも
しなければならない（Ｒ1.細則第12条第７節かかわらず，そのノミニーが細則に定める任
(｡)項)。務と責任を十分に果たすことができないであ
このほか，地区ガバナーは，次のことを遂ろう，と理事会が信じる理由があれば，理事
行すべきものと考えられている：会はその指名を一時保留することができる。
●ロータリアン誌レピスタ●ロータリア，このような一時保留が行われたならば，地区
承認され，指定されたロータリー地域雑誌ガバナーとそのノミニーに，その旨通告しな
国際ロータリー・ニュース，事務総長書翰，ければならない。そして，そのノミニーは，
その他国際ロータリー事務局から発行される地区ガバナーおよび事務総長を経由して，地
すべての公報，文献類，および地区内各クラ区ガバナーとしての任務と責任を取り，忠実
ブの出版物などに目を通す；にこれを遂行することができることについて
●各クラブに対し，少なくとも毎年１回は都の再度の申し立てを]理事会に提出する機会が
市連合会に参加するよう奨励する；与えられるものとする。このような申し立て
･国際ロータリー大会への出席を勧奨する；を含めすべての関連事情を審議したうえで，
、必要があれば，クラブ会長と幹事のいずれ理事会は，３分の２の多数をもってそのノミ

３５ 
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ニーの指名を拒否するか，あるいは一時保留

を解除するものとする。

もし上述の規定のいずれかに基づいて地区

ガバナー・ノミニーの指名が拒否された場合

は，事務総長は，関係地区の地区ガバナーに，

その旨，並びに理由を通告しなければならな

い。そして地区ガバナーは，これを当該ノミ

ニーに通告しなければならない。そこで，時

間が許すならば，その地区は，細則の規定に

従って，地区ガバナー指導の下に，地区大会

または郵便投票のいずれかにより，地区ガバ

ナー･ノミニーを再度選ばなければならない。

地区が，地区ガバナー・ノミニーとして理事

会の満足するような適任者を選出することが

できなかった場合，ノミニーは，国際ロータ

リー細則第12条第７節(9)項の規定に従って選

出されるものとする。

されないこと。

理由のいかんにかかわらず，地区ガバナ

ー・ノミニーが国際協議会に出席することが

できない場合は，その人自身およびその地区

のクラブに対し公平に考え，かつ，世界を通

じての国際ロータリーの最善の利益のため

に，その人は，国際協議会に全期間出席でき

かつ事実出席する被指名者の選択ができるよ

うにするため，直ちにその指名を辞退するこ

とが期待されている。

地区ガバナーまたは地区ガバナー・ノミニ

－噸の欠風を補充する座当たって，ＲＬ]理事

会は，次の方針を採択し左：

a）国際協議会前に２回目の就任が決まつ

た元地区ガバナーは，Ｒ・Iの費用で国際

協議会に出席するよう要鏑される；

ｂ）国際協議会から９月１日までのあいだ

に地区ガバナー職の久貝を補充するため

に選出された元地区ガバナーは，ＲＬの

費用で，日本支局において１日ないし２地区ガバナー・ノミニーの

国際協霞会出席

（AttendanceofDistrictGovernor． 

ＮomineeatlntemationalAssembly） 

日間,強化研修を受けるものとする。(87）

経費

（ExpensesofDistrictGovemor） 地区ガバナー．ノミニーが国際協議会に出

席することは，長い経験から照らしても，ま

た，所定の方針・手続に沿うという面からみ

ても，国際ロータリーの地区レベルの管理に

不可欠である。

さらに，各地区ガバナーが，その地区にお

ける国際ロータリーの代表者として効果的に

行動し，かつ国際ロータリーの役員として地

区ガバナーに期待されている所管地区内クラ

ブの指導，指揮および助言を行おうとするに

は，国際協議会に参加することから得られる

基本的経験と訓練が不可欠である。

各地区ガバナーは，地区ガバナー候補者全

員および地区内の全クラブに対し，次のこと

を強調すべきである。ガバナー・ノミニーは

地区ガバナーとして必要な単備をするため国

際協議会に出席しなければならないこと。ま

た，候補者が国際協議会にその全期間出席で

きかつ実際出席するのでなければ指名は承認

３６ 

国際ロータリーは，各ガバナー・ノミニー

に対し，国際協議会出席に伴う必要かつ適正

な費用を弁済することになっている。

地区ガバナーは，任期の初めに，予算表を

受け取る。予算表に計上されている金額は，

国際ロータリーの方針を遂行するために性わ

れるのであるが，その目的は，地区ガバナー

が．ＲＬの組織規定と理事会の所定の方針Ｅ

従って，地区内において自己の任務と責務を

遂行するに当たって，妥当かつ必要な費用を

支払うことである。

地区ガバナーの予算額には次のものが含ま

れる：

．必要に応じて，パート・タイムの事務員

と速記者の費用

･ガバナー月信の印刷代と地区内会長・幹

事宛の月信送料
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トを上限とする。･必要な一般通信費

地区内の国際ロータリー公式活動のほか･必要であるが，ＲＬから供給されない文

房具や事務用品費 に，地区ガバナーの参加出席を必要とする，

または，望まれる特別なクラブ・地区活動や･必要とされる電報電話代

行事があることを理事会は認識している。し･所定の方針に従って次のものの旅費と雑

かし,国際ロータリーの永年の方針によると，質：̄
 

－地区内の各クラプヘの１回の公式訪問 こういった追加活動に伴う費用は，地区ガバ

ナーにかかる費用も含め，当の地区ガバナー一地区大会の準備と実施

自身またはクラブ・地区側の負う責務とされ一次期地区ガバナーとして，また，地区

ガバナーとして出席する地区協議会の てきた。̄
 

国際ロータリーの要求する諸活動のほか準備と出席。

に，地区からいろいろな活動が要求される。事務費は，地区内のクラブ総数に基づいて

見積もられる。

旅費は，地区内のクラブ数，旅行距離，運

賃に基づいて見械もられる。ＲＬは,地区内の

旅行に対してガバナー個人にかかった費用だ

けを支弁し，地区外の旅行に対しては，いか

なる費用も支弁しない。但し，ガバナー・ノ

ミニーとして国際協議会に出席した費用は例

外とする。（71）

国際ロータリーは前記出費を，この割当の

範囲内においてのみ各ガバナーに弁済する。

グレート・プリテンおよびアイルランドにお

いては，地区ガバナーの任務遂行上生じた費

用は，グレート・プリテンおよびアイルラン

ド内国際ロータリー加盟クラブが国際ロータ

リーに納入した人頭分担金からＲ・LBLに割

り当てられてＲＩＢ１．が保有している資金か

ら，地域単位RLB.Lによって支払われる。

ガバナーに対する予算割当額は，全クラブ

に公平かつ適切な援助を提供しうるような予

測額に基づく。予算および割当は，各種活動

を考え合わせたうえで決められるが，各地区

の年々の割当額と大きくかけ離れることはな

い。

地区ガバナーは，理事会，または，理事会

地区ガバナーと地区ガバナー・ノミニーが，

このような責務や任務を遂行する際,地区は，

国際ロータリーの負担する費用とは別に，財

政的支援をするよう要請されている.

クラブ創立記念日，家族会，役員の交代な

どの活動は，ＲＬの支払う公式行事の範壌に

'よ入らない，ということをクラブが銘記して

おくことが重要である。このような訪問Iこか

かわる費用は，招待側のクラブが負担するよ

うに，地区ガバナーまたはガバナー・ノミニ

－から，関係クラブに示唆しても差し支えな

い。（86）

地区ガバナーの

職務管理に関する方針

（PolicyonAdministrationofOfficeof 

Governor） 

地区ガバナーの職務管理に関する方針の一

部として，国際ロータリーの定款並びに細則

は，地区ガバナーが遂行する具体的任務を規

定している。

ガバナーは，総括的責務を保持しながら，

地区の規律正しい管理に最も役立つと思われ

る任務の多くを，適切であれば分区代理と地

区ガバナー･ノミニーに委任してもよい｡(84）

地区ガバナーの職務管理に挑わる人の参考

および指針とするため，次のことをこの方針

の一部として掲げておく：

１）地区ガバナーは，地区内において国際

３７ 

に代わる事務総長の承認を事前に受けること

なしに自己の予算額を超えて支出することは

できない。

ＲＬは，地区ガバナーの予算額と別個に，新

クラブ設立と加盟認証状伝達のための費用も

地区ガバナーに支払う。この金額は，新ロ-

タリー・クラブが支払う加盟金の50パーセン
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ロータリーの管理役風と認められている唯一

の人物であるが，地区内のクラブ数および地

区の地理的範囲に応じて，地区内の隣接して

いるクラブを二つないしそれ以上の地域に区

分して，各地域にガバナー代理として適格な

ロータリアン（直前クラブ会長を優先的に）

を任命すべきである。この代ﾖ理は，日常の管

理事務についてガバナーを補佐し，その地区

内のクラブおよび地区ガバナーの非公式の助

言者として行動するものである。地区ガバナ

ーは，また，その監督の下に，地区内のロー

タリー・プログラムを推進する地区鰭間委員

会を－つないしいくつか設置することができ

る。

２）分区代理または地区諮問委員会を設け

ようとする地区ガバナーの参考として以下に

その詳細を述べる；

ａ）ガバナーの分区代理：

本質：地区内においてあらかじめ決定した分

区にある各クラブの管理責任者を援助するた

めの非公式なガバナー代理。

これらの代理は，その分区内のクラブ会長

とガバナー間の連絡貝で，公式の権限をもつ

ものではない。

ガバナーは，自分が直接責任をもつべきも

のと考えられている職務を分区代理に委任し

てはならない。

資格：元会長；所属クラブの管理者として特

に成功した人々・

方法：地区は，その地理的状態およびその広

さにより，３クラブから７クラブの基単で区

分される。

分区代理の一般的任務：分区内のクラブに，

年２回か３回くらい非公式の訪問をする。こ

れらのクラブ内部の進展状況をガバナーに知

らせる｡分区内の都市連合会を計画地傭する。

分区内または他の分区との出席競争を準備す

る。非常事態の発生した場合，特別訪問をす

る。クラブ役風に鋼演者の紹介その他有用な

援助を与える。地区ガバナーの要鋼事項や勧

告事項の実行を推進するようクラブを督励す

る。クラブの充噸未充填職業分類表作成に助

力する。クラブが会貝数を徐々に確実に増加

３８ 

させるためには上手に立案されたプログラム

を作成することがクラブにとって大切である

ことを，役風並びに必要な場合には会員にも

理解させるのに協力する。地区大会のプログ

ラム委員会の委貝として活躍する。

経擬：クラブ間の距離が接近しているため，

経費は普通あまりかからないので，通常各代

理の自己負担とする。

長所：将来のガバナーを養成することができ

る。ガバナーの資格で出席することが好まし

くないような場合に，非公式に援助できる。

分区代理のいない場合よりも多く都市連合会

を開催できる。出席率を高める。分区内のク

ラブの全般的管理が改善される。地域社会に

おける一般に認められた有益な事業並びに専

門職務活動の真の横断面をクラブ内に実現す

るために，上手に立案されかつ管理される計

画がいかに大切かを分析，検討するようクラ

ブを督励できる。ガバナーに援助と，思いや

りと，刺激を与え，かつ，地区内に健全な道

徳を樹立するのを助ける。

ｂ）地区鰭問委国会：

地区諮問委員会は，ガバナーの直接の監督と

指導を受けて活動するために任命されるべき

もので，その目的は地区管理のあらゆる面に

ついてガバナーに助言することにある。本委

員会の委貝は地区内の元Ｒ､L役風の中から選

ぶよう提案されている。

ｃ）－股：

ガバナーは,地区を管理する役員であるから，

所管地区内クラブに関する権限および責任を

いささかも軽減させることはできない。ガバ

ナーは，分区代理または地区諮問委員会が存

在しないかのように，各クラブを訪問し，ク

ラブの報告を受ける等々のことをしなければ

ならない。国際ロータリーは，分区代理また

は地区諮問委員会の仕事に付随する経費の請

求には応じない。地区ガバナー自身によるク

ラブの直接監督という一般に認められた方針

を乱すようなEMIガバナー，代理ガバナー，常

任の地区幹事,またはいかなる正式な組織の

設置を承認しない。

事悩が許せば，ガバナーは，地区内の弱体
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一・プログラムの効果的推進に必要と考える，

その程度の規模でなければならない。（66）

地区ガバナーは，次の指針に従ったうえ，

地区組織を通じて責務を委任するよう奨励さ

れている：（69,74）

１）地区ガバナーは，地区組織の継続性を

図るよう要請きれている；

２）地区ガバナーによる分区代理の任命お

よび活用を絶えず推進すべきである；

３）地区組織図試案が，地区の必要事項，

プログラムおよび地形に応じて修正しうるよ

うに立案されている弾力的プランであること

を地区ガバナーに強調する；

４）地区ガバナーは，その就任前に地区幹

事を選定するよう奨励されている。地区幹事

は，ロータリーに精通しかつ地区会合の経験

も豊富なロータリアンで，地区会合の準備，

適切な書簡処理,諸地区会合の議事録の編集，

諸種の記録保存等の日常の管理事務の面でガ

バナーを補佐し，ガバナーをそのような仕事

から解放することができる者でなければなら

ない。但し同一人を通算５年を超えて地区幹

事に任命してはならない。（68,75）

クラブを強化するため，慎重に選考された補

佐（元国際ロータリー役員その他）の奉仕を

活用すべきである。分区代理または地区諮問

委員会が既に任命されている場合は，弱体ク

ラブの強化に当たってガバナーを援助する補

佐を，上記の分区代理または地区諮問委員会

委員の中より任命しても差し支えない。

国際ロータリー理事会により随時特に勧告

され，そしてその示された方法により構成さ

れた委員会を除き，次期ガバナーの権限また

は責任をいかなる方法でも弱める結果となる

ような継続的役員，組織，または委且会など

を地区内につくってはならない。

新クラブ結成と認証状伝達に関連してガバ

ナーが必要とする旅費の弁済は，ガバナー予

算の前記割当額には含まれていないので，別

に国際ロータリーから支給される。新クラブ

結成並びに認証状伝達に関連して加盟金の半

額を超える経費を必要とする場合，ガバナー

は，その経費が得られるか否かを確かめるた

め，中央事務局と協議すべきである。（65）

国際ロータリーの資金は，種々の地区委員

会に関係するいかなる経費にも使用してはな

らない。（46）

地区と法人設立

地区組織

（DistrictOrganization） 

） (District andIncorporation 

地区の法人化は，1938年以来Ｒ1.理事会に

いかなる地区においても，恒久的地区組織

を設け恒久的地区幹事をおくことは賢明なこ

とではない。適切な広さの地区であれば，１

人のガバナーで管理することができる。援助

を要するときには，ガバナーは，いつでも非

公式に元ガバナーや他のロータリアンの助力

を繭うことのできる特典をもっている。ロー

タリー世界の至る所で定型的な地区管理また

は地区運営組織をもつことは得策でないし，

効果もない.（２５，３７，５７）

地区ガバナーは，種々の地区委員会の委員

長の人選に際して経験豊かなロータリアンを

任命しなければならない。また地区委圓会組

織は，地区ガバナーが地区におけるロータリ

よってはっきりと否認されてきた。地区規模

の活動の法人化は特に否認されてはいない。

多地区合同活動の法人化を承認する既存の方

針は，地区規模の活動を法人化してもよい．

と示唆するものである。（87）

多地区合同組織

（MultidistrictOrganization） 

同一国内の数地区もしくは全地区を含む機

関，その他の組織体制，管理体制を設置する

ことは好ましいとは思えない(｢多地区合同活

動」の項参照)。（69,80）

３９ 
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元ガバナーの利用

（UtilizingServicesofPastGovernors） 

交流・国際協力分野など地区外の交流活動に

力を貸すこと。（76）

クラブ内に元ガバナーまたは元ＲＬ役員が

いるかもしれないということに各クラブ会長

の注意を喚起する。元ガバナーや元Ｒ､1.役員

は，ロータリーの仕事に経験も能力もあるの

で，困難と思われるクラブ問題のあるものの

解決に，または，クラブ会長が然るべく運営

しにくいクラブの任務の一部に助力してもら

うのに適切であろう。（41）

ガバナーは地区内における国際ロータリー

の公式代表者である。ガバナーの任務または

管理上の権限の一部を元ガバナーもしくは他

の人に委任することは畷明でない。（39）

しかし，地区の元ガバナーは才能と経験の

豊富な泉と言えるので，必要な場合は元ガバ

ナーの援助を利用すべきである。（36）

地区ガバナーは，元ＲＬ役員に次のことを

含む援助と協力を求めるよう奨励されてい

る。

１）成し遂げ難い職務に面面したとき，ガ

バナーの努力を補うこと。

２）プログラム資料を必要としている地区

内の弱体クラブを訪問して弱体クラブを強化

し，財務について助言し，委員会組織および

クラブの適正な職務遂行を援助するなど補佐

役(元ＲＬ役員他)を務めること。ガバナーが，

クラブに元ガバナーを招待したらどうかと言

ってもよいし，元ガバナーの来訪を歓迎する

かどうか尋ねても差し支えない。（41,62）

３）関係地区にふさわしい方法で地区ガバ

ナーに助言する元地区ガバナーの定期的会合

を開くこと。（76）

４）諮問委員会およびロータリーのプログ

ラムの特定の面に関係のある他の委員会の委

員を務めること。「ガバナー協会｣，「ガバナー

審議会｣，「ガバナー諮問委貝会」その他類似

の元地区ガバナー達のグループが，ロータリ

ー・プログラムおよび地区ガバナーの援助に

大きな貢献をなしうることが認められてい

る。但し，このような元国際ロータリー役員

の正式な組織は，地区ガバナーの指揮，監督

の下におかれ，いかなる面においても，地区

ガバナーの権限または責任を軽減しないもの

とする。

５）拡大努力，次期地区ガバナーの指導，

国際大会推進を援助すること。

６）地区協議会と地区大会で何らかの役割

を果たすこと。

７）青少年交換，世界理解月間，他の国際

４０ 

地区ロータリー

宵報コーテネーター

(District Rotarvlnformation 

Coordinator） 

ガバナーは，元役員の才能をより活用し，

地区内ロータリアンのロータリー情報への理

解を深めようとして，地区ロータリー情報．

－ディネーターを任命してきた。ロータリー

備報コーディネーターは,ガバナーを補佐し，

ロータリー財団に関するあらゆる事項を含む

ＲＬ情報を提供する地区情報顧問としてガパ

ナーに力を貸す。他の役割としては，地区し

ベルでのほとんどの基本的問い合わせを処理

しながら，財団プログラムや資金調達の問題

や衡問に答える。世界社会奉仕やインターア

クトなど他のＲＬプログラムについても燗

報顧問を務める。

地区ロータリー

Ｗ報コーディネーターの役割

(TheFunctionof theDistrictRotar 

InformationCoordinator） 

地区ロータリー悩報コーディネーターは，

地区ガバナーによって任命され，地区ガバナ

－を補佐する。

その主要な責務は：

1．ロータリー財団を含む国際ロータリー

にＩｌＭする事項の情報顧問を務めることＩこよっ
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区の問題の処〕理やその他の責務の遂行に役立

つ悩報を，簡潔に付記した地区記録または手

引轡を作成することを奨励されている。なお

このような書類は，ガバナーが常に最新の状

態に整備し，後任地区ガバナーに引き渡さな

ければならない。（68）

てガバナーを補佐する。直接の管理責任はな

いが，地区ガバナーの承麗を常時受けつつ，

各種地区委員長と協力して，情報顧問として

の役割を果たす.

2．各種プログラム分野を強調したり，専

門知識を生かしたり，責務を遂行したりしな

がら，国際ロータリーや財団に関する事項に

ついて地区の情報顧問を務める。

地塁ガバナーの半期報告

（SemiannualReportsofDistrict 

Governor） 

３．財団と他のＲ｣.プログラムについて,地

区内ロータリアンの質問や照会に答える。必

要であれば，方針を明確にし，１W報を入手す

るために，Ｒ､L事務局職員に直接連絡する。地

区とクラブの財団委員会は，地区ロータリー 地区ガバナーは,年２回報告轡を提出する。

第１回報告は，７月１日より12月31日の期間

にわたるもので，ガバナーは，その中で，地

区内のロータリー管理に関する所見，観察お

よび示唆を提示して，国際ロータリー会長に

提出する。この報告は，３通作成し，１通は

国際ロータリー会長事務所に，１通は日本支

局に送り，そして１通は地区ガバナーのファ

イルに保管するものとする。

第２回，すなわち６月１日付の最後の報告

は，国際ロータリーに提出されるもので，地

区の一般状況，および地区内の具体的活動お

よび事態について記戦し，かつ，総括的な所

見,観察および示唆を提供する。この報告は，

１通は国際ロータリー事務総長に送り，１通

は次期ガバナーに送り，１通は地区ガバナー

のファイルに保管する。

情報コーディネーターから情報を入手できる

ので，Ｒ1.事務局職員に照会するには及ばな

いのが普通である。

4．ガバナーの要請でクラブや地区の行動

が必要になる場合，また，クラブや地区の要

繭に応えて事務局職員の何らかの措髄が必要

－になる場合などを含め，特別の問題や状況の

コミュニケーション面における調停者や解決

者の役割を果たす。

5．ＲＬプログラムや財団関係の事項につ

いて，ＲL中央事務局や各種地区委圓会の璽

要を通信を受け取る。発信するときは，地区

ガバナーにコピーを送る。

6．帰国する財団奨学生の顧問がまだ任命

されていなければ，その顧問を務める。地区

財団委員会にはその他の専門的な援助を行

う。（86）

ガバナーのマンスリー・レター

（Governor，sMonthlyLetter） ガバナーの記録および書類

（RecordsandFilesofGovemor） 

ガバナーのマンスリー・レターを個々のロ

ータリアンに送るには国際ロータリーの資金

では十分ではない。地区の費用でガバナーの

マンスリー・レターを個々のロータリアンに

送ることにするかどうかは，各地区が決定す

べきことである。（33）

ガバナーのマンスリー・レターは，各クラ

ブの会長，幹事だけでなく，全会員がこれに

響かれている地区の活動とその他の重要な傭

４１ 

退任するガバナーは，その後任者に対し，

その地区において最もロータリーのためにな

るようにその任務を遂行するうえで参考にな

ると思われる情報をすべて引き渡すよう期待

されている。

地区ガバナーは，代々相伝の地区記録を全

部後継者に引き渡すものとする。

地区ガバナーは，ガバナーの就任準備と地
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報を得られるよう，毎月クラブ理事会で読み

上げること，また，一部をクラブ例会でも読

むようにすることを，全クラブに対し提案す

る。（34）

地区ガバナーがそのマンスリー．レターで

クラブ会員数の増減を報告するときは，前月

の報告との比較墹減の代わりに，またはそれ

に加えて，当該ロータリー年度の７月１日以

降の会貝の轍減を示す数字を入れるよう勧奨

する。（67）

地区ガバナーは，適切であれば，そのマン

スリー・レター第１号に，日本語版で入手可

能なロータリー文献に関する記率を赦せるよ

う要諭されている。

てこれらの国のクラブを訪問させる権限をも

っている。（49,50）

地区出席競争

（DistrictAttendanceContests） 

各地区ガバナーは，その地区内のクラブ間

の出席競争を実施し，かつ，クラブからガバ

ナーに提出される月例の出席報告に基づき，

マンスリー．レターにこの競争の結果を発表

することを要望されている。（67）

活動の同格部門３点

（ThreePointCoequalAvenuesof 

Activity） ガバナーのクラブ訪問

（Governor0sVisittoClub） 

ロータリーが最大の影響力を発揮できるよ

うにするために，地区において，次の同格部

門３点を実行することはガバナーの責務であ

ると強鯛しなければならない。

１）どこであろうと，クラブが成功裏に維

持されうる見込みのあるあらゆる地域社会に

ロータリー・クラブを結成すること。

２）各クラブの職業分類をできるだけ多く

充填すること。空席の職業分類に最良の候補

者を確保することに重点をおく。一つの職業

分類においてすべての条件が同一である場合

には，若い候補者を選ぶこととしてクラブの

平均年齢を下げる。

３）国際ロータリーのプログラムおよびロ

ータリーの綱領を個々のロータリアンが推進

することを強調すること。（45）

ガバナーは，自己の地区内全クラブを公式

訪問しなければならない。この訪問は急ぐべ

きではない。効果的なクラブ協譲会を催した

り，クラブに対し総合的なロータリーのスピ

ーチをしたり，あるいはまた，クラブ内にロ

ータリーに関する知識を普及強化する目的で

クラブ・フォーラムを開いたりすることによ

って，クラブと協譲する機会がもてるように，

十分な時間をかけるべきである。（46,49）

地区ガバナーに就任してから６カ月のあい

だに国際ロータリーに加盟したクラブがあ

り，ガバナーが自身の判断で，そのクラブを

公式訪問する必要があると認めた場合に，事

前に事務総長の承認が得てあれば，そうした

訪問に要した費用は国際ロータリーから支弁

してもらうことができる。

直前ガバナーが，その任期の最後の３カ月

INIに加盟した新クラブを訪問することに異議

はない。但し，あらかじめガバナーの承認を

受けなければならない。（44,45）

ガバナーが所管地区内の外国に法律上入国

できない地区においては，国際ロータリー会

長は，ガバナーと相談のうえ，理事あるいは

他の適格なロータリアンにガバナーに代わっ

４２ 

クラブの意義ある業績の表彰

（RecognitionforSigDificant 

AchievementofCIubs） 

これは，ロータリー・クラブの意義ある業

繍を。それにふさわしい証明轡によって表彰

するプログラムで，各地区の地区ガバナーが
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局に対して自分の行った選定を証明する手続

をとり，事務局は，これに対する正式の認証

状を作成してガバナーに送付する。

６）地区ガバナーが受賞クラブに認証状を

贈る場合には，これを広く一般の人々に知ら

せる適切な方法をとるようにしてもらいた

い。もしできれば，この贈呈式を地区大会の

行事に加えるべきである。（73）

受賞クラブを選ぶものと定められている。

地区ガバナーが意義ある業繊賞の受賞クラ

ブを選定する場合の参考基準を次に挙げる：

ｌ）プロジェクトは，その土地において，

あるいはその土地のみに限らず，誰の目から

も重要とみられている問題またはニーズを対

象とするものでなければならない。

２）プロジェクトは，単なる金銭的な奉仕

でなく，クラブ会員の大半または全員が直接

参加するようなものでなければならない。

３）プロジェクトは，他のロータリー・ク

ラブもこれと競争して行うことができるよう

なものでなければならない。

４）プロジェクトは当該年度に始められた

ものであることを要しないが，そのプロジェ

クトが，現に実施中のものであること，もし

くは，その表彰の行われるロータリー年度に

終えられたものであることを立証するものを

提出しなければならない。

５）いかなるクラブも，同一プロジェクト

につき，重ねて業繊の認証を受けることはで

きない。

次に，地区で選定を行う場合に適切な手続

方法を掲げる：

１）毎ロータリー年度の．８月１日までに，

地区ガバナーは，地区選考委員を選任し，こ

の選考委員会においてすべての表彰の申爾を

受理すべきことを告示する｡地区ガバナーは，

この委員会の，職権上の委員となるものとす、

る。

２）地区ガバナーは，そのマンスリー・レ

ターで，選定基準とともに，この委員会に関

する発表を行い，申鋼轡の委員会必藩鍍終期

日を公示するものとする。

３）地区選考委員会は，当該ロータリー年

度の12月１日までに会議を開き，５クラブま

でを限度として受賞候補クラブを選び，これ

を地区ガバナーに送達する。

４）地区ガバナーは，前記５クラブの中か

ら選定する。選定するクラブは１クラブのみ

とし，特別な事憎がある場合に限り，３クラ

ブまでの選定を考えるようにする。

５）地区ガバナーは，国際ロータリー事務

地区協蟻会

（DistrictAssembly） 

地区協議会は，次期会長，幹事および理事

会が指名したその他の次期クラブ指導者に各

自の責務と奉仕の機会についての理解を深め

させるため，活動意欲を刺激し，感動を与え，

ロータリー知識を伝え，クラブの管理業務を

教示することを目的として開雌される。

地区は，毎年，国際協議会終了後に地区協

繊会を開かなければならない。但し，その時

期は，地区協議会参加者が国際大会に出席で

きないような時期であってはならない。

地区ガバナーは，地区ガバナー・ノミニー

と協力して地区協議会を準備する。地区ガバ

ナー・ノミニーは，地区協議会の立案と実施

に横極的に関与するものとする。地区ガバナ

ー・ノミニーが，地区ガバナーと協力して，

新ロータリー年度開始前５月31日までに地区

協議会を計画・実施することとなる。

地区協議会の催しに力を貸してくれる人を

選考するに当たっては，地区内で最適格の人

を選考すべきである。（54）

地区協議会のプログラムから娯楽およびレ

クリエーションをすべて除外しなければなら

ない。（52）

会長を務める資格を得るために，次期会長

は，標準ロータリー・クラブ定款第８条に規

定されているように，地区協議会に出席しな

ければならない。正当な理由により，出席で

きない場合は，正式の代jgllを派過し，その代

理の報告を受けるものとする。また，次期幹

事はその所属クラブに対し地区協議会に出席

４３ 
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することを誓約しなければならない。次期会

長および幹事の地区協議会出席に要する費用

は，クラブまたは地区が支払うよう勧告され

ている。（63）

ガバナーは，次年度のクラブ会長および幹

事が地区協議会に出席することの重要性を特

に強調しなければならない。また，クラブ役

員がロータリーのプログラムに関する知識を

得て，感激と決意を胸にクラブに戻り，さら

に，クラブ協議会を通じて，個々のロータリ

アンに至るまで，ロータリーのプログラムを

浸透させることに特に努力を払わなければな

らない。（48）

次期クラブ会長並びに幹事は，地区協議会

開催に先立って，所属クラブの会貝墹強の形

態を調べておき，健全な発展を約束する計画

について討議できるようにしておいてほし

い。（73）

修セミナーは，多地区規模で実施して差し支

えない。

クラブ会長エレクト研修セミナーと地区協

議会は，時期を違えて開催しなければならな

い。但し，距離，天候，経費の点で，別個に

会合を開くことが実際的でない地区を除く。

この場合，同一の場所で連続して開催するこ

とができる（Ｒ・I､細則第12条第３節)。

地区大会

（DistrictConference） 

ロータリアンの地区大会は，各地区で，毎

年，地区ガバナーと地区内過半数のクラブ会

長が同意した時期と地区内の場所において開

雌される。但し前記の開催時は，地区協議会，

国際協繊会または国際大会に選ばれた時期と

重ならないようにしなければならない。

地区大会の目的は，交歓と，感銘深い識演

と，地区内クラブおよび国際ロータリー全般

に関する問題の討議によって，ロータリーの

プログラムを推進することである。大会は，

理事会から提出された特別な問題あるいは地

区内で生じた問題について審議する。

地区大会は立法機関ではないが,時として，

大会での討議の結果起草された立法案を規定

審繊会に提出して審議を求めることもある。

地区大会は，所定の年度には，規定審議会に

送る代表議貝を１名選出する。（70）

地区は，地区大会を開雌する期日の少なく

とも１年前，地区大会が非常に早期に行われ

るよう計画されていない限り，なるべく前地

区大会において，次の大会の期日と場所を選

ぶよう奨励されている。

地区ガバナー・ノミニーが地区によって選

出され，国際ロータリー事務総長にこれが証

Ⅲ]されたならば，そのガバナー・ノミニーが

ガバナーを務める年度のその地区の大会はあ

らかじめ計画することができ，その開催地は．

そのガバナー・ノミニーと地区内クラブのそ

の時点における会長の過半数との合意によっ

て決定することができる。

クラブ会長エレクト研修セミナー

（ClubPresidents-e]ectTraining 

Seminars） 

クラブ会長エレクト研修セミナーは，知識

を与えるプログラムであり，地区ガバナー・

ノミニーがＲＪ・に費用をかけずに地区ガバナ

ーと協力・調整して立案・組織・実施するも

のである。その目的は：

ｌ）ＲＬ会長が発表したテーマおよび国際

ロータリーの新プログラムと継続中のプログ

ラムを実施する；

２）次年度のクラブおよび地区のプログラ

ムと活動を立案する；

３）クラブ会長に自己の指導的役割を開

発・遂行する意欲を与える；

４）クラブ会長に地区の運営と活動につい

て情報を提供する；

地区ガバナー・ノミニーは，地区ガバナー

の協力を得て，できれば国際協議会後１カ月

以内に，クラブ会長エレクト研修セミナーを

計画・実施するものとする。

実行可能であれば，クラブ会長エレクト研

４４ 
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ないと考えている。（４６，４７，４８，６８，６９）

前述の規定に合致しない地区大会を開いた

地区では，地区大会の立案・推進・主宰にか

かる地区ガバナーの経費はＲ､1.から支払われ

ない。（82）

大会の出席率を高め，股大の効果を上げる

ため，ガバナーは次のことを行うよう要禰さ

れている。

１）新クラブすべての会員がことごとく大

会に出席するよう特に努力する；

２）地区のほぼ中心に位置する都市で大会

を開催するよう努力する；

３）クラブ奉仕，轍業奉仕，社会奉仕，国

際奉仕の各協議会を開くよう準備する；

４）大会プログラムの立案に当たっては，

不必要な娯楽番組や競技類をやめ，主題を厳

格にロータリーの議事日程に限るようにす

る；

５）配偶者およびその他すべての大会参加

ある種の地区大会委員会は，できるだけ早

期にガバナー．ノミニーによって設撒される

よう示唆されている。しかしながら，諸計画

の最終的決定は国際協議会の終了後まで保留

すべきである。（56）

地区ガバナーが地区大会の成功を確実にす

るというその基本的責任の遂行に必要な時間

を十分に取ることができるように,できれば，

地区大会開催期日を，ロータリー年度内のガ

バナーのクラブ公式訪問完了後（大抵は年度

後半）に予定することを勧奨する。（69）

連合地区大会の開催：国際ロータリー細則

の規定によると，国際ロータリー理事会は二

つ以上の地区の連合地区大会の開催を認める

ことができる。

可能な場合，二つ以上の地区の連合大会の

開催が奨励されている。（63）

２年続けて連合地区大会を開くことは望ま

しくない。（61） 者が，本会議の全部に出席するよう強調し，

配偶者達のための催しも本会議出席を妨げな

いような時間にのみ行うよう準備する。（42,

47,48） 

地区ガバナーは，地区大会会場に展示場を

準備して，地区内全クラブに少なくとも一つ

のクラブ・プロジェクトを展示するよう要請

し，優れたプロジェクトは表彰するようにし

てほしい。なお，併せて地区レベルのプロジ

ェクトも展示してもらいたい。（68）

会長代理の地区に対･する挨拶は，股も重要

なものである。従ってこの挨拶はプログラム

中段もI1i要な地位を与えられるべきである。

しかしながら，会長代理の挨拶を大会プログ

ラムに組み入れる前に，ガバナーはプログラ

ム参加に関し会長代理の意向を聴くべきであ

る。（48）

ガバナーは，大会番組の一つとして，少な

くとも１回，ロータリーに関する討論会ある

いはタウンミーティングを開催すべきであ

る。（49）

可能な場合，地区内に居住する国際ロータ

リーの元役貝であるロータリアン夫妻のため

に，何か社交的な集い，宴会，昼食会，ある

４５ 

大会プログラム：大会プログラムの立案・

推進はガバナーの責務であり，ガバナーのみ

が,プログラムを終始管理すべきである。(48）

大会の期間は最低２日とする。大会のプロ

グラムを準備するに当たり，ガバナーは，ロ

ータリーの話題が主となるようにし，ロータ

リアンでない講演者がプログラムに登場する

場合には，講演の主題をロータリーの綱領に

直接関連させるよう努めなければならない。

(42,58） 

地区ガバナーは，地区大会プログラムを計

画するに当たり，地区内のロータリアン並び

に米賓が経済的理由から大会出席を思いとど

まることのないよう経費を股小限にとどめる

ことが得策であることを考脳に入れなければ

ならない。（63）

地区大会の会期は，股小阪２日，蛾大阪３

日とすべきである。地区大会プログラムは，

昼食，宴会および娯楽を除き総計９時間を本

会議並びにグループ討論会に充当しなければ

ならない。理事会は，１日の大会ではロータ

リーのプログラムを十分織り込むことができ
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いはレセプションのようなものを開くのがよ

いと思われる。このような集いは親睦と社交

のためのみに限るべきであって，ガバナーあ

るいは他の国際ロータリー元役員が地区大会

の仕事や方策を組織したり支配したりしては

ならない。（41）

ロータリーの効果的なパプリシティの方法

として，地区ガバナーは，地区大会のプログ

ラムの中に知名の士を１名ないし２名加え

て，それらの人々のメッセージまたは出席に

よって大会をニュース性のある行事とするこ

と，そしてその人達のメッセージをロータリ

ーの活動やロータリーの綱領に関係づけるこ

とに尽力しなければならない。（72）

その決定を制約すべきでない。（69,72）

会長代理：地区大会および地域大会には

Ｒ'･会長代理が任命されて出席する。会長代

理の個人的旅費はＲＬが支弁する。夫人同伴

の場合は夫人の旅費もＲＬが支弁する。

会長代理夫妻の地区大会出席期間中は，夫

妻のホテルおよび他の大会関係の費用は地区

大会が負担するものと期待している。

会長代理をどのように歓待してほしいか，

また，プログラム参加回数，時間，種類につ

いては，会長からガバナーに連絡するのが普

通である。地区ガバナーはこの意見を注意深

く守るものと期待されている。

いかなる事情があっても，地区大会におい

て会長代理に対し金銭を剛ってはならない。

(46） 

地区大会が会長代理の自国以外の国で開か

れる場合には，可能な限り，大会の直前また

は直後に同地区内の数クラブを訪問できるよ

う計画すべきである。但し，会長代理がその

地区のロータリアンの使用する言語を知って

いることが必要であり，また，訪問するクラ

ブはガバナーが選択すべきである。（48）

立法案：地区大会は，ＲＩ・細則によると，地

区内の重要な事柄について勧告を採択するこ

とができる。但し，このような勧告は，ＲＬ定

款および細則と一致し，ロータリーの精神と

本質に沿うものでなければならない｡従って，

地区大会で採択された決議は，Ｒ・I・定款･細則

およびＲＬ理事会決定事項に盛り込まれてい

るＲＬの所定の方針に調和したものでなけれ

ばならない。（58）

各地区ガバナーは，立法年度には，地区集

会を開く手配をしなければならない。地区内

クラブの代表者は，１）規定審議会で審縦す

る立法案の理解を深め，２）規定稀議会に地

区から派遣される代表議員に立法案の各項に

関するクラブの総意を認識させることの二つ

を目的として，この地区災会に招かれる。で

きれば，このような集会を地区大会のプログ

ラムの一端として計画すべきである。

規定審議会のクラブ代表議貝と，立法案の

採否が投票に付せられる場合の国際大会への

クラブ代議員は，立法案に対する地区または

クラブの総意ばかりでなく，審議会や国際大

会の場での討譲討論を公平に判断して，討議

に加わり，投票できるものとする。これがＲ

Ｌにとっても最もためになる方法である。従

って，審議会のクラブ代表識、と，立法案の

採否が投票に付せられる場合の国際大会のク

ラブ代議貝に，案件の賛否投票を指示して，

４６ 

地区の諸会合の席次

（OrderofPrecedenceatDistrict 

Meetings） 

地区ガバナーが，地区の公式会合の立案・

推進・主宰者であることは認めるものである

が，地区大会における会長代理は，会長自身

が地区大会に出席した場合と同じ席次を与え

られるということに特に注意を払うべきであ

る（第３章の「国際ロータリーの席次」を参

照のこと)。

地区の諸会合の日程

（SchedulingofDistrictMeetings） 

地区大会および地区協議会は，それぞれ特
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ルでロータリーのプログラムを推進したうえ

で，さらに立派に合同活動も行えるような規

模および性格でなければならない；

２）関係地区の各地区ガバナーがまずこの

定の目的をもっているのであるから，それぞ

れの会合は別個に，関連なしに，開かれるも
のとする。

しかしやむを得ぬ事情により，もし地区大

会がロータリー年度の最後の３カ月中に開か

れる場合は，地区協議会と地区大会とを継続

した会合として開くように考慮しても差し支

えない。但し，このように会合を継続して開

く場合は，地区大会を第２番目の会合として

開くこと，また，各会合は別個の会合として

各会合に必要な時間を削減することなく，各
会合の本質的特色を十分に重んじて，開くよ
うに考慮すべきである。（68）

地区の面積が非常に広大で，旅行の都合上

全区協識会に全クラブの代表が必ずしも出席
できない場合には，ガバナーは，必要とする

数のグループあるいは分区協議会を開くよう
勧められている。（42）

ような合同活動に賛成したうえ，それぞれの

地区のクラブの３分の２の承認があって初め
て着手するものとする；

３）関係地区ガバナーの監督下にあるもの

とする。このような活動のために募金もしく

は徴収した全資金の保管は，たとえ関係地区

のロータリアンから成る委員会が設置され，

このような資金の管]理を援助するとしても，
関係地区ガバナーの責務とする；

４）関係地区ガバナーが,合同で,事前に，
理事会を代行する事務総長の承認を得てから
着手するものとする；

５）ロータリー・クラブおよび／またはロ

ータリアンの参加は任意とし，任意というこ

とを明確に打ち出すものとする。クラブまた

は個々のロータリアンの参加費用は最小限に

とどめ，人頭分担金または賦課金その他とい

った形で強制してはならないし，また，その
ようにほのめかしてもならない；

０－１地区内のすべての多地区合同活動の詳

多地区合同会繊

（Mu1tidistrictMeetings） 

ロータリーのプログラムを推進するため

に，二つないし三つ以上の地区の合同提唱に

よる多地区合同会議を開くことに何ら反対す
るものではない。但し，このような会合は，
地区大会あるいは地区協議会とは別個のもの
とする。（65）

細を，地区ガバナーを通じて「国際ロータリ

－への報告」に記職するものとする；

７）関係地区ガバナーの承認を先に得たの

でなければ，クラブにいかなる文書も配布し
てはならない。

一つの地区が「援助提供者」となり，もう

一つの地区が「援助受領者」または「プロジ

ェクト提唱者」となる世界社会奉仕活動にお
いて地区が協力しているプロジェクトについ

ては，この方針は適用されない。

多地区合同奉仕活動またはプロジェクトへ

の参加に終止符を打とうとする参加地区は，
地区内のクラブの３分の２の承認を得なけれ

ばならない。地区ガバナーは，その終結の６０

日前までに，その決定を，事務総長と他の関
係地区ガバナーに通知するものとする。

二つ以上の地区のクラブが合同活動または

プロジェクトに参加すること力署gまし〈必要

と考えられる場合，その準備および関係クラ

４７ 

多地区合同活動

（Multidist｢ictActivities） 

２地区またはそれ以上の地区のクラブが参

加する，ロータリー提唱の奉仕活動およびプ

ロジェクトは，次の条件に従うよう勧められ
ている：

多地区合同奉仕活動およびプロジェクト
は：

１）クラブ本来の活動の規模や有効性を妨

げたり，損なうようなものであってはならな

い。クラブやロータリアンが，クラブ・しべ
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プの参加を含め，活動またはプロジェクトを

妥当な範囲内にとどめるよう注意を払わなけ

ればならない。また，地区ガバナーが，活動

またはプロジェクトおよびクラブの参加を直

接監督すべきものとする。このような活動ま

たはプロジェクトは，扱いきれないほどの規

模であってはならないし，また，関係地区お

よびクラブの通常のロータリー・プログラム

推進活動を直接間接妨げるほどの規模であっ

てはならない。そのような活動またはプロジ

ェクトに関して，クラブは，関係地区ガバナ

ー（１名または数名）の承露を先に得たので

なければ文書を配布してはならない｡(66,75）

理事会は，二つ以上の地区のクラブの関係

する機関または他の管理組織を設置すること

を好ましいとは思わない。しかし，理事会は’

二つ以上の地区内のクラブの協力を必要とす

る規模のプロジェクトまたは活動があること

を認めているので，地区ガバナーが，数地区

のクラブに対してこのような活動の運営に力

を貸すための諮問グループまたは調整グルー

プの設置を承認することに異議を唱えない。

但し，二つ以上の地区の参加する活動または

プロジェクトは，多地区合同活動に関する理

事会の方針に記救されている規定に従うもの

とする。（80）

とｉ̄
 

-4-二独立した組織体としてのクラブまたは

地区の自主性を保持すること；

５．ロータリーとその奉仕活動を一般の

人々に知らせるために，協力という性格の範

圏内で，クラブまたは地区が適切な形で認め

られること；

６．クラブまたは地区と協力団体とが合同

コピロジェクトの性格を一般の人々に伝達する

という共同責任を負うこと；

７．クラブまたは地区は，合同プロジェク

ﾄ参加に当たって継続的義務を引き受けない

こと；

８．クラブまたは地区は，他団体への継続

的財政義務を引き受けないで，地区内のロ－

タリーダクラブに対して，地区大会その他の

適切な手段により，このようなプロジェクト

または活動への継続的支援を検討し，決定を

下せるような機会を提供すること；

９．クラブまたは地区は，協力団体のメン

パーとならないこと

10．クラブと地区は，他団体にクラブ名簿

またはロータリアン名簿を提供したり，他団

体に資料を配布したりしないこと。但し，ロ

一タリー・プログラムのためになるような具

体的目的（募金を含まない）のある場合を除

〈。（88）

地区とロータリー・クラブの

他団体との協力 地区資金

（DistrictFunds） (Districtan dRotaryClubCooDeration 

withOtherOrRanization ） 

Ｒ､1.細則は，地区資金を設ける手段につい

て規定している（ＲＬ細則第12条第６節)。地

区によっては，ロータリーを適切に運営，推

進していくために，地区資金を必要としてい

る。同時に，理事会はロータリーにおける会

同の翻用を最小限に保つ必要性を強調してい

る。個々の地区がその決定をすることができ

る。しかし，資金を集める地区では，次のこ

とを必ず配慮しなければならない。

(1)予算を提出し，地区協議会で承認を得る

こと。(2)資金は一個人で管理しないこと。（３）

地区とロー芝リー・クラブは，次のことを

定めたプロジェクトと活動において，他団体

を支援し，他団体と協力することができる

1．ロータリーの理想と目的に沿って着手

すること；

２．関係クラブまたは地区内の会員がこの

協力活動を承認していること

3．活動の継続期間中クラブ会長または地

区ガバナーの任命したロータリー委員会が南

接協力し，責任を負うこと。毎年梢交するこ

4８ 
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収支の監査報告を次の地区大会か地区協議会

に，また，要望があれば，クラブにも提出す

ること。手続例を参考として次に掲げる：

地区財務委員会が設けられ，地区】運営に必

要な費用を検討，調査するものとする。ガバ

ナーは，１年任期の委員を１名，２年任期の

委貝を１名，３年任期の委員を１名任命する。

翌年からは毎年，在任中のガバナーが，３年

を任期として1名のロータリアンを任命し，

空席を補充することとする。同委員会は，地

区ガバナーと協力して地区経費の予算を作成

し，予算案を地区協議会の最【低４週間前にク

ラブに提出し，地区協譲会の次期クラブ会長

の会議で承認を受けなければならない。

地区資金負担金の額は，地区協議会に出席

思われる。（82）

ロータリーの後援者

（PatronsofRotary） 

ロータリーを支持する人々に謝意を表する

ために適切な称号を授与することを希望する

地区においては，そのような称号の授与は，

政府の股高指導者，王室の人々，またはその

地区のロータリアンによって適切とみなされ

るような上記の人々の代理に当たる人のみに

限ることとする。（78）

地区鏑演者斡旋

（DistrictSpeakersServices） 

した次期会長の４分の３の承認を得て初めて

決められるものとする。地区資金負担金の支

払は，地区内全クラブの義務である。この負

担金未払が６カ月以上に及ぶという証明圏:類 地区内に識演者斡旋所のある地区ガバナー

は，講演者リスト中に，ロータリー以外のグ

ループにロータリーの話を効果的に話せる人

の氏名を加えておくよう，理事会は勧めるも

のである。（72）

を地区ガバナーから受理したＲ､1.理事会は，

直ちに，未納中のクラブへのＲ1.事務局のサ

－ビスを停止するものとする（Ｒ､1.細則第1２

条第６節)。

資金は地区の名義で銀行口座を開き，地区

ガバナーと財務委員会委員１名が管理するも

のとする。この委員は会計係を務め，収支の

記録をつける。この記録は委員以外の人，で

きれば会計士などの資格をもつ人が監査し，

収支報告番は，毎年地区内全クラブに提出す

るものとする。

資金を合同地区青少年交換などの特定の目

的のために集めた地区では，経費予算を作成

し，地区ガバナーと財務委風会に提出し，そ

の承認を得るものとする。そして，この資金

も地区資金委員会から地区協議会または地区

大会へ提出される会計報告に含まれるものと

する｡このような資金は別の銀行口座を殻け，

合同青少年交換委貝会委員長もしくは関係委

員会委員長を著名者の１人とすることが望ま

しい。

地区資金を設けることは義務づけられてい

クラブ会員の増強

（qubMembershipDevelopment） 

地区ガバナーは次のことを行うよう勧めら

れている：

１）地区会員iii強委貝会を設識する。同委

員会は：

ａ）クラブの会貝増強委風会，特に委貝数

が減少しているかあるいは，ほとんど，また

は，まったく増加していないクラブの会員増

強委員会と直接に協力活動すること；

ｂ）地区の会員増強の進展に関する情報を

あらゆる地区会合並びにロータリー地域研究

会に提供し，また求められた場合･はそれらの

会合やクラブにおいて会員期強に関するプロ

グラムを提供する責任を負うこと；

ｃ）地区会風増強委貝会の目標達成に適切

と考えられるその他の活動をなすこと；

４９ 

ないが，ロータリーは民主的な団体なので，

前述の手続で地区内の全クラブが必ず従うと
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２）地区ガバナーは，会員増強のための諸

活動に関連して分区代理をより効果的に利用

し，分区代理を任命したならば，会員増強に

関する分区代理の任務と責任の範囲を明確に

定めること；

３）会員増強委員会の設置とその積極的な

活動をクラブに奨励する。そしてクラブ会員

増強委員会による会員候補者推薦ということ

は決して，会員個人の新会員推薦の責任を免

除するものではない点をクラブに力説する；

４）週例会，家庭集会，フォーラムでスピ

ーチをしたり，クラブ会報に記事を載せたり

することによって，会員に多くの情報を伝達

するようロータリー・クラブ情報委員会に要

請する；

５）最高の会員増加率を示したクラブを適
切な形で表彰することを考慮する。

クラブ幹事は，会員減少の原因に関する情

報を地区ガバナー並びに地区会員増強委員会
に提供するよう要請されている｡そして次に，

地区ガバナーおよび地区会員増強委員会は，

クラブの会員減少防止措置を講じる。

居住地に基づくロータリー・クラブ正会員

身分の規定は，国際ロータリー出版物を通じ
また地区協議会や地区大会のプログラムにお

いて絶えず広報すべきである。またクラブが

理事会推奨の範囲内でこの会員増強方法を利
用するのを努めて援助しなければならない。

会員の増加と若い熱心な会員を獲得する方

法としてアディショナル正会員規定の活用を

最も強調しなければならない。

クラブの会員増強委員会の任命に当たって

はＪ推奨ロータリー・クラブ細則に定められ
ている手続に基づいて，委員会委員の継続性

を図らなければならない。（69）

の理由を確認し，どのような再建措置が講じ

られているかを確認するものとする。
地区ガバナーは，その調査結果を国際ロー

タリー会長に報告し，かつ会員数の問題の解

決に対して，どのような援助をクラブに与え
たか明らかにするものとする。（５３，６２，８９）

世界親睦活動

（WorldFUlowshipActivities） 

共通の趣味を抱くロータリアン・グループ

の活動は，友情と知り合いを深め，ロータリ

ーの綱領のクラブ奉仕，社会奉仕，国際奉仕

の各面の推進に大きく寄与する。

従って，地区ガバナーは地区世界親睦活動

委員会を設邇するよう奨励されている。同委

員会は，委員長と最低３名の委員から成り，

地区内クラブの各種組織的親睦活動および他

地区の同種の活動や国際的な親睦活動との交

流の責務を負う。（68）

拡大

（Extension） 

各地区ガバナーは，国際ロータリー理事会

の全般的監督の下に自己の地区内における新

クラブの結成を監督する特別な任務を託され

ている。

地区拡大カウンセラー

（DistrictExtensionCounse1ors） 

各地区ガバナーは，地区拡大カウンセラ

ー・セミナー・プログラムを設けるよう要請

されている。それぞれの地区には，３名の拡

大カウンセラーのチームが任命されている。

３名の拡大カウンセラーが地区拡大委員会を

構成する。拡大カウンセラーの任期は３カ年

で，毎年１名が任命され，任期の３年目に当
たる委員が拡大委員会委員長となる(最初は，

会員数の最小限

（MinimumNumberofMembers） 

ロータリー年度の最初の月にロータリー・

クラブが会員数25名未満と報告した場合，地

区ガバナーは同クラブと連絡して会員数減少

５０ 
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このような地域にクラブを結成する場合に

は，国際ロータリーでクラブの区域限界を定

めこれをクラブ定款に記蛾して当該クラブの

区域を規定するものとし，以後は，国際ロー

タリーとクラブ双方の同意がなければ変更で

きないものとする。クラブは，国際ロータリ

ーの同意を得て，その区域の一部を割藻する

か，あるいは区域を共有することによってア

ディショナル・クラブの結成を承認すること

ができる。

ロータリー・クラブの区域限界は，境界設

定時に存在する行政上または自然の境界ばか

りでなく街路または道路によっても定めるこ

とができる。仮クラブが，現存クラブから割

譲された区域に結成されることになった場

合，事務局は，求められれば，その関係資料

を提供し，スポンサー・クラブの区域割鍍計

画の立案に協力・援助するものである。

区域が決められると，クラブは，事業場ま

たは住居が，その区域内，もしくは，該当す

る場合，同一の市の行政区域内または直接に

隣接するクラブの区域限界内にある人を会員

に選ぶことができる（ＲＬ定款第４条第３節

(a)項；標準ロータリークラブ定款第５条第３

１名を任期１年，他の１名を任期２年として

任命するようにする)。

拡大に関する一般方針

（GeneralPolicyonExtension） 

クラブは，ロータリーのプログラムを推進

し,ロータリーの綱領を実現する媒体である。

従って，ロータリーが広大な影響力を股も発

揮できるように，クラブの保持が成功しうる

と無理なく見込むことのできる場合は，どこ

でも，いつでも世界中に新クラブを進んで設

立すべきである。

ロータリー・クラブは，ロータリーの基本

原則を何の制約も受けずに守ることのできる

地域であれば，どこにでも般立することがで

きる。但し，次のことを念頭に趣かなければ

ならない：ａ）ロータリー・クラブのない国

または地理的地域へのロータリーの拡大は，

理事会の明確な承認を得て初めて企てるもの

とする。ｂ）その地域に住んでいるか，関係

地域の永続性のある，定着している，事業も

しくは専門職務に携わる人を主としてその会

員とすることができる地域においてのみ，ロ

ータリー･クラブを結成するものとする。ｃ）

新クラブおよびその会員がたやすくロータリ

ーに溶け込めるように，新クラブは前記のよ

うな地域に位題し，会員は前記のように織成

されなければならない。

節)。

将来クラブを結成するのに

有望な地域

（ProspectiveLocalitiesforC1ubs〉

ロータリーの職業分類の原則の下に，少な

くとも25名の会貝を有するクラブとして成功

を収めるには最低40の職業分類が必要である

が，それだけの数の，一般に認められた有益

クラブの区域

（TerritoryofaClub） 

クラブはある一定の．"Locality"場所（地

域）に結成ざれ存在しなくてはならない。社

会的貢献をする仕事に活発に従事している，

事業および専門職務に擢わる人がいて，その

事業場または住居が互いに近接しており，ロ

ータリー・クラブとして活動できるような適

当な広さの区域があれば，国際ロータリーは

これを前記のような地域と認めるであろう。

＊この"LocaIity.,場所(地域)という甘葉には．市，区，ＢＪ･

村野のM[々の名称でﾛﾁﾋばれてし､るものがすべて含まれている。

また，大郁市の各部分,あるいは二つ以上の小きい町村の属接

したものも含まれている。米国においては"Community”（社

会,都71i町村>という勧獲がクラブの区域を示す掛合に健jliさ

れるがその場合はLocalilyと同義である。しかし,Localityと

いう目薬が0地理的な領域と位皿とを示す愈味を含むのに対し

て．Communityは共通の利害を有する人々のグループを茸味

する。これらの)11隅はＯ他の双似のlIlMiの場合と同じく、しば

しば相互に画き換えて11】いられている．

５１ 
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な事業または専門職務の持主，共同経営者，

法人役員または支配人である善良な人がいる

地域で，まだクラブが結成されていない地域

は，クラブの結成に有望な地域であると考え

てよいであろう。

－つ以上の既存クラブと区域限界を同じく

する新クラブの結成を考慰する場合，最小限

40の職業分類がなければならない。新クラブ

はこの40の職業分類から既存クラブ会員とか

ち合うことなく，適格の会員を優に入会させ

ることができるであろう。そうすれば，少な

くとも25名の会員を有する成功を収めるクラ

ブを必ず長く維持できることになる。

ある地域が，クラブをうまく持続していく

ことができそうだと考えられる場合，早くク

ラブを結成すればするほど，クラブのために

もまたその地域のためにもよいのである｡そ

の地域がロータリーを欲しているという気持

を外に示すまで待つという考えは適切ではな

い。ロータリーを欲する気持をつくり出すの

がロータリアンの義務である。ロータリーを

拡大しているロータリアンは，与えることを

求めているのであって，何かを得ようとする

のではない。どのような地域でもロータリー

の結成を控えるより，失敗を恐れず敢えて結

成しようとするほうがよいのである。

しかし，僻地でクラブを結成する場合，そ

の地域の住民からクラブ設立の明確な要望が

出されるまで,クラブ結成を待つものとする。

近接地域に二つ以上の小地域社会を含む地

域に仮クラブが結成され，Ｒ1.に力Ⅱ盟を申請

する場合,ＲＬ力Ⅱ盟条件を満たしていれば,そ

のクラブの加盟は承認される。しかし，それ

ぞれのケースに応じてその都度考噸されるこ

とになる。

きである。そして，その地域に貢献する立派

なクラブを結成できるかどうか決定すべきで

ある。もしクラブがその年度中に結成されな

い場合は，その調査記録は，後任の地区ガバ

ナーに引き継ぐべきものとする。

新ロータリー・クラブを結成しようとして

いるすべての地域については，人口にかかわ

りなく，調在を行い，ガバナーの承認を得て

から，結成活動に着手しなければならない。

クラブの結成に取りかかる前に，クラブを

成功させる地域かどうか確かめるために，ガ

バナーが有望な地域を訪れることが望まし

い。人口5,000人未満の地壌また，既存クラ

ブ（一つまたは二つ以上）と同一区域を共有

するアデイショナル・クラブで，既存クラブ

の承認を受けた地域の場合は，特にそうであ

る。このような訪問が，かなりの費用と時間

を伴う場合は，調査，および，その地域に詳

しい１名または数名のロータリアンから得た

報告と助言を大いに参考にしてクラブの結成

地備をしてもよい。

特別代表

（SpecialRepresentatives） 

あらゆる機会を利用して，立派な新クラブ

を結成することはガバナーの義務であり，こ

れに協力するのは，あらゆるクラブとロータ

リアンの義務である。

地区ガバナーが自ら新クラブ結成の仕事を

指導できない場合には，近隣のクラブから，

それもなるべくスポンサー・クラブから十分

噸情を心得ている会員１名をガバナーの「特

別代表」に任命して新クラブ結成の任に当た

らせる。

このガバナーの代表はもちろんロータリー

の理想に桁通していなければならないし，こ

の理想を説明することができ，自己のロータ

リーへの熱情を他人に伝える力がなければな

らない。またロータリー・クラブの組織と機

能について実際に役立つ十分な知識をもつこ

とも必要であるし，この仕事をするのに必要

鯛査

（Surveys） 

地区ガバナーは，できるだけ早く，なるべ

く前半の６カ月間に，まだクラブを有しない

地域の調在を行い，かつその結来を記録すべ

５２ 
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スポンサー・クラブ

（SponsorClubs） 

な時間を捧げることのできる人でなければな

らない。

特別代表は，クラブの結成に至るまでの細

目についてガバナーを代表して事を行う権限

を有している｡時には(常にとは限らないが)，

最終の結成会合にガバナーに代わって出席す

るようガバナーから要請されることもある。

できれば，加盟認証状(Charter)はガバナー

が自ら伝達すべきである。

ガバナーは退任に際して，次期ガバナーに

自分の任命した特別代表のリストを引き渡す

べきである。これらの代表は新ガバナーが就

任後30日以内にその任命を更新しない限り自

動的にその任を終わるものとする。

ロータリーの用語で特別代表"Special

Representative，，とは,仮クラブの結成につい

てガバナーを代表する者のことをいう。

特別代表の所属クラブが新クラブの「スポ

ンサー｣となるのが普通である。スポンサー・

クラブは次の責務を負う：１）特別代表の立

案・実行を助けて，新クラブの結成を成功さ

せる；２)新クラブの初期のプログラム；３）

ロータリー連動の１単位として，発展し始め

た．新クラブの指導.

スポンサー・クラブは慎重に選ばなければ

ならない。新ロータリー・クラブを結成する

スポンサー・クラブとして選ばれるクラブは，

できる限り，円滑に機能している暇疵なきロ

ータリー・クラブで，少なくとも，新クラブ

結成に必要な会貝数を有し，国際ロータリー

に負憤がなくロ釣り合いのとれたロータリー

奉仕プログラムを実施していなければならな

い。

地区ガバナーの拡大補佐

（Governor,sExtensionAide） 

仮クラブ

（ProvisionalQub） 「地区ガバナーの拡大補佐」という用語は，

クラブ結成の仕事に経験のあるロータリアン

で，特別代表が他からの援助なくしては任さ

れた地域のクラブの結成を完成することがで

きないように思われる場合，またガバナーが

必要な援助を与えることができない場合に，

近隣地域に住む特別代表に援助を与えるよう

ガバナーから指名された者を意I床する。特殊

な事情がある場合には，この［補佐」が自ら

クラブの結成に当たったほうがよいと思われ

ることもありうる。

しかし，クラブを結成しようとしている土

地のおのおのに対して異なった「補佐」を任

命せよというのではなく，また補佐が任命さ

れても，ガバナーが自己の地区の全部または

－部における，その拡大の責任を委鍍するこ

とにはならない。拡大補佐の必要かつ妥当な

実費はガバナーの申諭により国際ロータリー

によって支払われる。

結成集団は，毎週定期的に会合を開くこと

を条件として，その結成グループの第１回会

合のときから国際ロータリーの加盟クラブに

認められるまでは“仮ロータリー・クラブ厨

と呼ばれる。

標準ロータリー・クラブ定款

（StandardRotaryClubConstitutio､） 

仮クラブは標準ロータリー・クラブ定款お

よびそれに調和した細則を採用しなければな

らない。

＊一つ以上の既存クラブがその陸All限界内にアデインョナ

ル･クラブの結成を承腿した柵合は０常に必ず既存クラブ（複

数の鳩合Iよその[18の一つ）が新クラブのスポンサー･クラブに

なるものとする。

５３ 
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クラブの名称

（ＮａｍｅｏｆＣｌｕｂ） 

52回例会を開いたとしても，会員の時間を不

当に費やすというものでもないのである。こ

のことは実際の経験によって既に証明されて

いる。

クラブの結成または結成監督の責務を負う

Ｒ1.代表者は，毎週例会を開くことに同意し

ないクラブはＲ､1.に加盟できないということ

を知っていなければならない。

クラブの名称は，そのクラブの区域を示す

ことになっている。その名称またはその名称

の一部は，その地域の地図を見れば､容易に

所在地が分かるようなものとする。その地域

をよく知らない人でも，大体の位冠が把握r２

きるようでなければならなし１。

一つの地域社会に二つ以上のクラブがある

創立会員

（CharterMemberShip） 

場合，アディショナル・クラブは，同一地域

社会内の他のクラブと区別できるように，地

域社会の名称のほかに，何か他の字句を付せ
・25名以上の創立会員名を記載した申し分

のない名簿を提出しなければならない。

仮クラブの創立会員の中に「アディショナ

ル正会員」または「シニア・アクチブ会員」

を含めることは，少なくとも過半数が「正会

員」で，パストサーピス会員が10パーセン

ト以下である場合には差し支えないものとす

る。

創立会員は，職業重視の観点からいって多

種多様であることが大切である。従って新ク

ラブ結成のときは，できる限り，関連のある

一群の職業分類中の一つの業種だけを充収す

ること力塑ましい。事情により特別の場合と

して，このような職業分類を二つまたはそれ

以上充填することを考える必要があるかもし

れない。しかし，創立正会員総数の10パーセ

ントを超えないものとする。

仮クラブの創立会員の少なくとも半分は０

加えるものとする。

クラブの名称に都市名を使う場合，クラブ

の区域限界の一部は都市の行政区域内になけ

ればならない。

クラブの名称が適切かどうかは事務総長の

判断にまかされている。事務総長は，新クラ

プの名称または既存クラブの名称変更が近隣

クラブの異議または不必要な混同を招くと判

断した場合，この名称を否認する梅限を有す

る。このような場合,事務総長はその旨Ｒ､1.会

長へ報告するものとする。ＵＱ

毎週の会合

（WeeklyMeetings） 

仮クラブは標準ロータリー・クラブ定款の

規定に従い毎週定期的に会合を開くように定
めなければならない。標準クラブ定款にクラ

ブの例会を毎週開くように定めた主な理由の

－つは，ロータリーの親睦と友情が，もし２

週間に１度の例会で多少は進められるものと

すれば，毎週例会を開けばさらに好結果が得

られるはずだからである。１年間に26回同僚

ロータリアンと接触する機会を得るだけで

は，年に52回接するほどには仲'1Mを知り，ロ

ータリーを体得することはできないであろう

し，国際ロータリーの目的を推進するととも

に各クラブが関心を有する社会奉仕を進めて

いくこともできないであろう。さらに，年に

５４ 

クラブの区域限界内に事業場か住居がなけれ

ばならない。（87）

ある職業分類に２名の候補者が推繭された

場合〆他の条件がすべて対等であれば，クラ

ブの平均年齢を引き下げるため，若いほうを

選ぶべきである。

年長者または隠退した人がもともと多い地

域に関して，正当な事由がある場合，理事会

はその裁量で最小限25名の創立会員のうちシ

＊特別の禍令には.加盟承趨委貝会はそのnIm裁且によって

､Ｉ江会Ⅱが25躬未戦のクラブの加盟を承翅することがある。
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ニア・アクチブ会員が12名を超えていないク

ラブの国際ロータリー加盟を承認することが

できる。国際ロータリー加盟が承認されたと

きに，そのクラブの創立会員であるシニア・

アクチブ会員は，新加盟クラブのシニア・ア

クチブ会風でありながら同時に他のいずれか

のクラブの正会員，シニア・アクチブ会員ま

たはパストサービス会員の籍を保持するこ

とはできない。

新クラブの国際ロータリーへの加盟を承認

するに当たり国際ロータリー理事会は，現存

のクラブに見られる違反逸脱行為や誤解のた

めに生じた特別な妥協の前例を纈臘すること

なく，クラブ内の会員資格に関する規定を厳

守する義務があり，また厳守する所存である。

もし地区ガバナーやその特別代表が同じよう

に会風資格に関する規定を厳守しない場合に

は，創立会員の何名かが会員資格の規定に従

わないで選ばれているという]理由てくクラブ

の加盟が拒否されたり，延引されたりするよ

うな困った事態が生ずるであろう。

クラブの加盟申請書の一部として国際ロー

タリー理事会に提出された会員名簿は，クラ

ブの創立会貝全員の名簿とみなされる。加盟

に関する国際ロータリー理事会の決定が行わ

れるまでは，この名簿に載っている以外に新

たに会員を入会させることはできない．（27,
83） 

加盟今

（CharterFee） 

Ｒ､1.に加盟するためには，仮クラブは,理事

会の随時定める加盟金を申請響に添えて提出

するものとする。加盟金は現在創立会員１人

に付き_米貨１５ドルである。

加盟潔証状

（ClubCharter） 

クラブが国際ロータリーに加盟を認められ

たときには，国際ロータリー会長，事務総長

および地区ガバナーの署名のある加盟認証状

(Charter）が中央事務局からそのクラブへ発

行される。この加盟認証状は大切に保存しな

ければならない。なるべく額に入れてクラブ

の本部か例会場あるいは幹事の事務所の目に

つきやすい場所に掲げておくのがよい。

理事会によって国際ロータリーに加盟を許

された日からクラブは国際ロータリーにおけ

る公式の構成単位クラブとなるのであって，
これは認証状が伝達された日とは関係がな
い。

スポンサー・クラブ

（SponsorClubs） 

入会金および会費

（FeesandDues） 
国際ロータリー加盟直後の数カ月間の新ク
ラブを援助することは，極めて重要なものと

考えられている。そこでスポンサー・クラブ

に対して，少なくとも１年間は新クラブを援

助することが強く要繭されている。

米国およびカナダにあるクラブで，少なく

とも米貨２０ドルの入会金，米貨２５ドルの年会

費を徴収しないクラブには理事会はその加盟
を認めない。その他の国々では，地区ガバナ

ーが，米国およびカナダの新クラブに対して

理事会が決定した金額に等しい蠅質力のある

金額によって新クラブの入会金および年会費
を定めるものとする。

新クラブのプログラム

（ProgramsforNewCIubs） 

ガバナーまたはクラブ結成者は，近隣クラ

ブその他を通じて新クラブの最初の８週間な

いし'0週間までの例会プログラムを提供する

５５ 
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責務がある。もちろん，これは，スポンサー・

クラブが誕生まもないクラブの世話をする義

務を免除するものではない｡このような例は，

ロータリーがまだしっかりと根を下ろしてい

ない国のクラブに特に当てはまる。

るなら，理事会は，関係クラブの承認を得る

ことなく，区域の割譲まZとは共有を承認でき

る。ガバナーは，その勧告に当たって該当す

る拡大調査報告書を提出することになって匹

る（Ｒ､Ｌ細則第１条第１節)。

不明確または必要以上に広範な区域を有す

るクラブは，その区域の一部を割譲するか，

または区域を同じくするアディショナル・ク

ラブの結成を承認して，ロータリーの会員の

特典をその地域社会のさらに多くの人々に与

えるようにすべきである。

会員24名以下のロータリー．クラブの所在

地にアデイショナル・ロータリー・クラブを

結成することは，割譲であろうと共有であろ

うと，原則としてｉ好ましくない。

都市の行政区域内で，その市の主要な商業

または取引の中心から離れたところに二つ以

上の「商業上の中心」があり，そのいずれも

が強力かつ活動的なロータリー・クラブに必

要な多種多様の会員をもちえない場合は，こ

れらの中心を２カ所以上含む割譲地域に，一

つのクラブを結成することができる。これら

の中心が併合されると，国際ロータリー細則

第1条第１節に使われている“区域”を形成

することとなる。（５９，６４，６６）

アディショナル・クラブ

（AdditionalClubs） 

ロータリー世界の人口変動の結果，大都市

中心部に著しく人、が集中することとなっ

た。そのような地にアデイショナル・クラブ

を結成することが賢明であることは，そのよ

うにして結成されたアデイショナル・クラブ

の活力と成功によって，また，区域を釧鍍し

たクラブのさまざまな面に，ひいては，ロー

タリー全体の発展に，数々のプラス面をもた

らしたことによって，実証されている。

Ｒ1.細則の当該規定に従って，既存クラブ

がその区域を割譲するかあるいは区域を同じ

くするアディショナル・クラブの結成を承認

することによって，既存クラブの現区域内に

アデイショナル・クラブを設立することはロ

ータリーの発展に最も貢献することである。

地区ガバナーは，ロータリーの轍業分類IiIl度

の下に少なくとも25名の会貝をもつ強力かつ

活動的なクラブとして永続しうると合理的に

判断される場合は，必ず，大都市にアデイシ

ョナル・クラブを結成することを奨励すべき

である。（74）

同一区域限界を有するクラブが三つ以上あ

る場合･は，クラブの過半数がアデイショナ
ル．クラブの結成を承認することが必要であ

る（クラブが二つのみの場合は．細則の特別

規定を適用する)｡区域の割譲または共有の提

案が関係クラブによって否決された場合，地

区ガバナーまたはＲＬ理事会は，再審識を求
めることができる。その場合，否決を再確鰹

するためには，当該クラブの会合に出席し投

票した人の３分の２の投票が必要とされる。

地区ガバナーの判断で，アディショナル？

他の奉仕クラブのある地域社会
（CommunitieswithOtherService 

clubs） 

ある地域社会にロータリー・クラブを結成

しようとする試みがうまくいかない場合の主

要な原因として，既にその土地に奉仕クラブ

があるという事実が挙げられる例がある。し

かし地域社会に既に奉仕クラブが存在すると

いうことは，その地域社会がロータリー．ク

ラブを保持できないということを決定する要

因とはならない。（45）

クラブ結成のための必要かつ十分な理由があ

5６ 
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新クラブへの激励

（EncouragementtoNewClubs） 

国際ロータリーへの加盟

（AdmissiontoMembersllipinRJ.） 

申請瞥類が完備するよう注意を払うこと

は，ガバナー（ガバナーが結成グループの会

合に欠席した場合は特別代表)の責務である。

理事会は，国際大会…つまり，全ロータリ

ー・クラブ…に対して，加盟承認されるクラ

ブが基本的加盟資格を備えているようにする

責任がある。従って，理事会は，この資格の

厳守を力説しなければならない。

クラブが加盟を承認されると直ちに事務局

から地区ガバナーにその通知が送られ，さら

に地区ガバナーがクラブに対し国際ロータリ

ー加盟が認められた旨を通知することになっ

ている。

加盟申請轡が事務局から理事会に提出され

るのと同様に加盟認証状(Charter）も事務局

から地区ガバナーに送付される。地区ガバナ

ーがこの加盟認証状に署名した後，加盟祝賀

の特別会合において地区ガバナーもしくはそ

の特別代表から認証状がクラブに伝達され

る。

グレート・プリテンおよびアイルランドの

クラブに対する加盟認証状は，ＲＬＢＬに送付

され，その会長および幹事が署名したうえ，

各クラブに伝達されることになっている。

クラブに対して発行される加盟認証状は。

理事会が国際ロータリーの公式用語として認

めている英語で書かれることになっている。

(53） 

国際ロータリー加盟が認められたときにク

ラブに加盟認証番号(CharterNumber）を与

える方式は，1951年７月１［Iをもって取り止

められた。（50）

新クラブが地区ガバナーの居住地から遠距

離の地にある場合には，加盟露証状伝達式を

その公式訪問と同じ時に行うとか，また特別

代表もしくは他のスポンサー．クラブの会貝

が地区ガバナーの代理を務めることによっ

て，国際ロータリーの査金を節約するよう翻

意しなければならない。（35）

新クラブの国際ロータリー加盟については

地区内の近隣のクラブおよび国際ロータリー

の元役員にこの旨を通知するとともに，元役

員および近隣クラブ会員の訪問は新クラブへ

の激励になると伝えるべきである。（35）

ロータリー地区あるいは

地域の出版物

（RotaryDistrictorRegional 

Pub1ications） 

１．ロータリー地区ないし地域の出版物

は，米国以外の地区においてのみ必要あるい

は望ましいものである。

２．全地区を通じて，ロータリーの名称を

付したいかなる出版物も，必ず国際ロータリ

ーの管理下にあるのであり，かつ，その地区

における国際ロータリー代表であるガバナー

の直接の監督を受けなければならない。

３．ガバナーがロータリー地区ないし地域

出版物を出版することができず，しかも地区

内のクラブが地区出版物を望んでいる場合に

は，ガバナーの直接監督の下に刊行すること

のできるロータリアン個人に，国際ロータリ

ーから，出版許可を与えるものとする。

４．既に公認されているもの以外に，この

ような出版物を出す場合には，それに対して

許可を与える前に，地区内の全クラブで投票

を行い，ロータリー地区ないし地域出版物を

もつことを過半数の会員が望んでいるかどう

か，どのような雑誌が望まれているか。そし

て財政をどうするか等を調査すべきである。

(23,72） 

ロータリーの地域雑藤の定義

ロータリーの地域雑誌は，ロータリーのあ

らゆる面にわたってロータリーの綱領を推進

するためにある。次の基準に合致するロータ

リー出版物をロータリーの地域雑誌と認める

５７ 



第２章ロータリー地区

ことができる：

１）その雑誌は２地区もしくは２国以上の地

域を対象に発行されるものであること。

２）その雑誌の出版については，全面的に，

関係地区ガバナー（１名または数名）かある

いは地区ガバナー（１名または数名）の任命

した雑誌評議会または委員会が直接監督する

こと。

３）ロータリーの地域雑誌編集者には，ロー

タリーの方針の基本的枠内において，完全な

編集の自由が認められてはいるが，出版責任

者である地区ガバナー（１名または数名）も

しくはその任命した雑誌評議会または委風会

による，編集並びに経営の面における適切な

監督を受け入れること。

４）その雑誌の編集内容は国際ロータリーの

方針に合致していなければならないこと。そ

して，少なくともその50パーセントはロータ

リーあるいはロータリーと関連のある事柄に

関する記事でなければならないこと。

５）地元あるいは地域的性格のニュースに加

えて,国際ロータリーに関する悩報を禍戦し，

かつＲＪ・会長または理事会から要鏑される話

題や特別教示事項の発表を考慰に入れるこ

と。

６）その雑誌は１年間に４回以上発行されな

ければならないこと。

７）その雑誌は，ロータリーの品位と特質に

ふさわしく，全体的に格調の高い内容と魅力

的な外観を保たなければならないこと。

８）その雑誌は，その目的と経済的自立発展

を維持できるよう，対象とする地域のロータ

リアンのほぼ過半数に達する発行部数が確保

されなければならないこと。

９）その雑誌は，Ｒ､1.に財政的負担をかけず

に，経営しうるだけの資金をもっていなけれ

ばならないこと。

地区ロータリー出版物に対する指針

地区ロータリー出版物は，ロータリーのあ

らゆる面にわたってロータリーの綱領を推進

するためにある。地区ロータリー出版物は下

記の基準に合致するものとする：

１）その出版物は特定の１地区を対象に発行

されるものであること。

２）その出版物は，あらゆる面において，当

該地区のガバナーの直接監督下になければな

らないこと。

３）当該地区ガバナーは，編集者に任命され

たロータリアンとともに，地区出版物の鯛巣

内容に対して共同責任を負うものとし，かつ

その内容は国際ロータリーの方針に合致すべ

きこと。

４）局地的あるいは当該地区全体に関するニ

ュースに加えて，国際ロータリーに関する情

報およびＲＬ会長から要請される情報および

特別教示事項を掲載すること。（77）

5８ 
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第３章

国際ロータリー
(RotaryIntemational） 

国際ロータリーは，世界中のロータリー・

クラブの連合体である。Ｒ､1.は，組織規定によ

って課された義務をたゆまず遂行する加盟ロ

ータリー・クラブによって構成される。

ロータリアンは，それぞれのクラブの会風

であり，ロータリー・クラブは国際ロータリ

ーの会員である。国際ロータリーの目的は：

１）全世界にわたって,ロータリーを奨励し，
助長し，拡大し，そして管理すること；

２）国際ロータリーの活動を調整し，全般的
にこれを指導すること。

（R､1.定款第２条）

るべきであるという認識を深めること；そし

てロータリアン各自が業務を通じて社会に奉

仕するために.その業務を品位あらしめるこ
と；

第３ロータリアンすべてがその個人生

活，事業生活および社会生活に常に奉仕の理
想を適用すること；

第４奉仕の理想に結ばれた，事業と専門

職務に櫛わる人の世界的親交によって，国際
間の理解と親善と平和を推進すること。

（Ｒ1.定款第３条）

ロータリーの基本的特色

（FundamentalChamcteristicsof 

Rotary） 

ロータリーの定義

（ADefinitionofRotary） 

ロータリーは，人道的な奉仕を行い，あら

ゆる職業において高度の道徳的水地を守るこ

とを奨励し，かつ世界における親善と平和の

確立に寄与することを目指した，事業および

専門職務に携わる指導者が世界的に結び合っ
た団体である。（76）

ロータリーは，奉仕の理想を個人として，

また，団体として，現実に適用することを奨
励するために，事業および専門職務に携わる

人がロータリー・クラブにおいて世界的親交
を結ぶ場である。

ロータリーは，奉仕の理想に基づき，世界

中の人々のあいだに理解，親善，平和な関係
の推進，奨励，助長することに関心がある。

ロータリー・クラブは，地域社会の牛活而

を広範に代表し，ロータリーの綱領を推進す

るために，職業分類に基づき，その会員を選
考する。

会同身分を継続するために，少なくとも所

定回数はクラブ例会に出席しなければならな

い。知り合うことと親睦とを永続的友情への

第一歩としてはぐくむことができるようにす
るためである。

ロータリー・クラブは，会員に個人活動お

５９ 

ロータリーの綱領

（ObjectofRotary） 

ロータリーの綱領は，有益な事業の基礎と

して，奉仕の理想を鼓吹し，これを育成し，
特に次の各項を鼓吹育成することにある：

第１奉仕の機会として知り合いを広める
こと；

第２事業および専門職務の道徳的水地を
高めること；あらゆる有用な業務は尊重され
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よび職業活動において高度の道徳的水iikを実

証する機会を提供する。

ロータリアンの宗教的，政治的信念は，個

人の問題とみなされる。

＿タリアンを当惑させる場合もある。（34-

16） 

標準ロータリー・クラブ定款第11条には，

クラブがこの点についてどのように自己を律

すべきかが具体的に規定されている。これら

の規定は,1989年規定審議会で再確認された。

(89-134） Ｒ1.の管理

（RLAdministration） 

国際ロータリーの他団体との協力
（RotarylnternationalCooperaUQn 

国際ロータリーの管理の基本原則は，加盟

ロータリー･クラブの大幅な自治である。(62）

管理に関する定款および手続上の制約は，

ロータリーの基本的かつ比類ない特色を保持

するうえで必要最小限にとどめられている。

この範囲内で,特に各地域において，Ｒ1.の方

針を解釈、実施するに当たって最大限の柔軟

性が認められている。（62）

ロータリーを通じて国際理解，親善，平和

を推進するためには，世界中の加盟クラブの

国際親睦を保持，推進することの重要性が広

く認められることが必要である。これは，加

盟クラブが国や地域のクラブ・グループでな

く，国際ロータリーに直接つながり，共通の

責任を負うということに基づくのである。

(61,62） 

withOtherOrganization） 
￣ 

国際ロータリーは，一般方針として，他団

体の価値ある活動に関心を抱き,称賛するが，

こういった団体を公式に支持するものではな

い。しかし，ロータリーの目的と活動に合致

する目的と活動を有する他団体との協力活動

やプロジェクトが，ＲＬプログラムまたは特

別の奉仕分野の実践に著しく役立つ場合，国

際ロータリーがこのような他団体と協力する

ことは，妥当といえる。事務総長I主要讃さ

れれば，次のことを定めた特定のプロジェク

トと活動において，他団体を支援し，他団体

と協力する権限を有する。

1）国際ロータリーは，他団体のメンバーに

ならないこと；

2）国際ロータリーは，他団体にクラブ名簿地域社会，国家および国際問題の方針
（PolicyinCommunity,Nationaland 

lntemationalAffairs） 

またはロータリアン名簿を提供したり，

他団体に査料を配布したりしないこと。

但し，ロータリー・プログラムのために

なるような具体的目的(募金を含まない）Ｒ､1.は国際団体で，その役員は世界的運動

に奉仕するのであって，その運動に属す特定

の国の奉仕者ではない。

どの問題を審議し，会員の］理解を深めるか

については各ロータリー・クラブが自ら決定

しなければならない，ということがロータリ

ー組織における管理の基本原MIIの一つであ

る．

どこかの政府もしくは国家のプログラムを

是認，奨励すると，当事国以外のロータリア

ンには受け入れられない場合もあるし，推奨

された政策に心から賛成できない当事国のロ

６０ 

のある場合を除く

3）ロータリーとその奉仕活動を一般の人々

に知らせるために、協力という性格の範

囲内で．国際ロータリーが適切な形で認

められること；

4）国際ロータリーと協力団体とが，合同プ
ロジェクトの性格を一般の人々に伝達す

るという共同責任を負うこと；

5）国際ロータリーは，他団佳との合同プロ
ジェクト参加に当たって継続的義務を引

き受けないし，他団体への継続曲財政義
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大会で選挙される。

各理事は，特定のゾーン，地理的集団もし

くは地域のクラブから指名されるが，国際大

会で全クラブによって選挙される。従って，

各理事は，ロータリーの管理において全クラ

ブを代表する責務を負う。

理事会は,定款･細則に単拠してＲＬの業務

と資金の監督,管理に当たる。ＲＬの全役員お

よび委員会を総括的に管理，監督する。理事

会は．国際ロータリーの目的推進およびロー

タリーの綱領達成のために必要であるあらゆ

ることを行う任務を負っている。理事会の決

定は最終的であり，国際大会に提訴する以外

は，これを覆すことはできない。

理事会は，３名以上５名以下の理事会のメ

ンバーから成る執行委員会を設騒する。理事

会は，この委員会に，理事会の会合のないあ

いだ,理事会に代わって，Ｒ1.の方針が確立し

ている執行または管理に関する事項を決定す

る権限を委任できる。毎年，理事会は，執行

委員会の具体的職務権限を定める。

務を負わないこと。（88）

国際ロータリーの資金は，加盟クラブによ

ってロータリー自体の目的のためにのみ提供

されたものである。従って，他の団体の活動

に寄付することはできない。同時に，国際ロ

ータリーは，その加盟クラブを通じ，個々の

ロータリアンが地域社会において立派な奉仕

活動を支持し個人的に参加することを奨励す

るものである。（54）

ＲＬのいかなる役員も，Ｒ・I.]浬事会の承認な

しに,他の団体の役職,会員籍とともにＲ・I・役

職名を公表することは杵されない｡(80-102）

国際的レベルにおける

ロータリーの共同事業

（CorporateRotaryProjectsat 

lntemationalLevel） 

ロータリーの目的は，個々のクラブおよび

ロータリアンの活動を通じて最も効果的に表

れる。その活動はロータリーの各種奉仕部門

にわたるもので，各クラブが，自己の能力，

資力，および，会員がどのような特別なニー

ズと奉仕に関心をもっているかを考慮してそ

の活動を決定する。しかし，そうではあるが，

国際ロータリーが，クラブの連合体として，

ロータリーの綱領の推進に役立つプログラム

やプロジェクトで，しかもそれに参加を希望

するロータリー・クラブ（複数）と個々のロ

ータリアン達との協同活動によって有益な結

果が得られると思われるものを時々発表する

ことは，妥当と言える。（74,78）

国際ロータリーの役員

（OfficersofRL） 

ＲＬの中央役風は，会長，副会長，財務長，

理事,事務総長である｡他のＲｑＩ・役員は地区ガ

バナー（それぞれの地区内におけるＲＬ役

員)，グレートプリテンおよびアイルランド

(Ｒ､ＬＢ.I.）内国際ロータリー会長，直前会長，

副会長,名誉会計である。この役貝達はＲ１.細

則の規定に従い指名，選挙される。

Ｒ｣.会畏は，組織の最高執行者であり，国際

ロータリーの業務および活動を監督する。会

長は，理事会のメンバーであるとともに議長

であり，理事会を主宰する。常任委貝および

特別委員は,すべて会長によって任命される。

会長は，会長指名委風会を除くすべての委員

会の職権上の委員である。会長は，また，国

際ロータリー国際大会および地域大会の議長

となり，会長職に付随するその他の任務を行

う。

６１ 

理事会

（BoardofDirectors） 

理事会はＲＬの管理主体で，１８名のメンバ

ーから橘成される；理事会の議長である会

長，会長エレクト，１６名の理事。１６名の理事

は，細llUに明記されているゾーン，地理的集

団もしくは地域のクラブから指名され，国際
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会長は：

副会長は，毎年国際大会終了直後に開かれ

る暫定会合において次期会長によって選ばれ

る。会長の地位が空席となった場合は，副会

長が会長の地位を継承し，さらに，その他の

理事会のメンバーの中から新たに副会長を選

任する。

－事務総長の業務を監督し，事務総長およ

び事務局の業務遂行を評価し，これを定

期的に理事会に報告する。

－不在が２週間以上に及ぶ場合は，ＲＬ本

部で監督に当たる副会長または理事を指

名できる。

理事は，国際大会で選挙され，その任期は

2年間である。理事会のメンバーとなったこ

とから生じる任務および責務を負う。
－地区ガバナーが国際協議会で適切に指導

されるよう配慮し，地区ガバナーの業務

遂行を観察し，助言，指導する。
理事会はＲＬの管理主体であり，会長はＲ・

Iの主たるスポークスマンである。同時に，一

般の人々は，理事会の他のメンバーを同様に
ロータリーの代弁者とみなしている｡従って，

理事会の全メンバーは，ロータリーの方針を

明瞭かつ正しく説明できるように，尋ねられ

ると思われる方針に十分に精通するよう期待

されている。（80）

－地区大会に会長代理を派遣する。会長が

指示する任務と責務を有する個人的代理

を任命することができる。

－理事会が定めた予算と方針の範囲内でU上

界各地を訪れるプログラムを立案，実行

するよう望まれ，奨励されている。

事務総長は，会長の監督と理事会の統制の

下に実務を執行する国際ロータリーの常務役

員である。事務総長は直接理事会に報告を行

い，その年次報告は理事会の承認を経て国際

大会に提出される。］理事会は，事務総長の任

期の殿終年の３月31日までに，７月１日に新

たに事務総長に就任する者を選任する。事務

総長の任期は５カ年以内とする。但し，これ

には再選が認められている。

－在職年度中，Ｒ､1.中で遵守する適切なテ

ーマもしくは重点を選ぶことができる

し，選ぶよう奨励されている。

一国の元首，政府および市民の指導者，報

道機関および一般社会の人々に対してロ

ータリーの代表者となる。

一会長は，その職務に関して会長を直接柵

佐するエードを１名おくことができる。
財務長は，理事会の定める方式に従ってＲ

Ｌ資金を支払い，理事会の委任するところの

財務長職に付随するその他の任務を遂行す
る。理事会が要求する報告を]埋事会に行い，

国際大会に年次報告を提出する。財務長は理

率会によって理事会のメンバーの中から選挙

され，次年度の７月１日より１年間，同職を

務める。

－理事会またはその執行委員会が開かれて

いないときもしくはこれを招集できない

ときに生じた緊急事態については，会長

は，国際ロータリーの定款，細則の定め

るところに従い，理事会に代わって決定

を行うことができる。

会長エレクトは，理事会のメンバーとなっ

たことから生じる任務のみを負うが，会長も

しくは理事会からさらに任務を課される場合

もある。

６２ 

財務l菱はまた：

－財務委員会の会合に出席し，理事会と委

日会の連絡役を務める。
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きる。理事会のメンバーは，次のようなこと
について非公式に協議するために地区ガバナ

ーと連絡を密にすべきである。例えば，理率
会の決定班項の説明，地区または地区間の深
刻な問題，将来必要な場合もありうる理鞭会

との正式連絡などについてである。また，指

名されたゾーンの地理，慣習，慣行，住民を
直接知っていることが役立つような件につい

ては，理事会の他のメンバーに助言する心概
えが必要である。（80）

国際ロータリーの理事は,事備の許す場合，
自分力詣名されたゾーンまたは地域内の地区

を，国際ロータリーに負担をかけないで，訪
問することを奨励されている。このような訪

問を活用して，地区ガバナーや地区内の国際
ロータリーの元役員に会い，またクラブ会長

にも会って，ロータリーのプログラムの推進

について意見を交えたり，激励すべきである。

地区ガバナーは，自分のゾーンまたは地域

選出理事を招き，地区訪問の日程を組み，地
区内の元ＲＩ､役貝やクラブ会長と話し合うた

めの会合を１回もしくは数回手配するよう奨

励きれている。また，理事のこのような訪問
に要した旅費と雑費を地区が負担するよう地
区ガバナーから示唆していただきたい。

理事会のメンパーカ彌々のクラブの講旗依

頼を承諾するには，できれば，クラブで都市
連合会を準備することが必要である。できる
だけ多くのクラブやロータリアンと接するた
めである。

一国際ロータリーの財務に関する事項につ

いて財務委員会とともに理事会に助言す
る。

－４カ年間の収支見横額の作成に当たって

財務委員会と協力する。その見積額を基

礎として，財務委員会と協力して，理事
会に目標と目標達成措冠案を伝える。

地区ガバナーは，］理事会の総括的監督下に
おかれる。

国際ロータリーの各役員の任期は，会長，
理事および事務総長を除き，その選挙された

国際大会終了直後の７月１日に始まる。会長
および理事の任期は，その選挙の行われた年
の次の暦年の７月１日に始まる。但し，会長

は，会長エレクトとして，その選挙の行われ

た直後の７月１日から理事会のメンバーとな
る。

特殊な事情の下においては，理事会はガバ

ナーの任期が７月２日以降に始まるものとす

ることができるが，これを10月１日より後と
することはできない。

国際大会で選挙される役員は理事を除き，
すべて任期１カ年とする。理事の任期は，２
カ年間とする。会長も理事会のメンバーを２
カ年－１年は会長エレクトとして，次の１

年は会長として－－務めることとなる。

理事，クラブおよび地区

（Directors,clubsanddistricts） 
国際ロータリーの席次

（RotarylntemationalProtocol） 

それぞれのゾーンの理事と地区ガバナー

は，相互に絶えず接触するよう奨励されてい

る。理蛎の役荊は，すべてのロータリー．ク

ラブおよび地区を代表することであることは

明らかであるが，自分を指名したゾーンに親
近感をもち，また，特によく知っているのは

当然である。この特別な関係をロータリーの

プログラムを高めるために活用することがで

次の席次が，正式行事に出席する国際ロー
タリーの現役貝，次期および元役員のために

指針として承認されている。

会長（または会長代理）

会長エレクト

副会長

理事会のメンバー

事務総長

６３ 
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会長ノミニー

理事エレクト

理事ノミニー

元会長（先任順）

地区ガバナーと他の現ＲＬ役圓

元理事

元事務総長（先任I頓）

その他の元ＲＬ役員（先任順）

会長エード

会長エレクト・エード

次期地区ガバナーと地区ガバナー・ノミニ

とする。

委貝会による指名に加えて，各クラブは，

クラブの指名決議書を12月１日までに事務総

長に提出することによって，国際大会におけ

る会長選挙のためその氏名を提出する会長ノ

ミニーを選ぶことができる。

１２月１日までにクラブによる指名が提出さ

れていないときは，会長は指名委員会の指名

する者を会長ノミニーと宣言する。会長ノミ

ニーがただ１名である場合は，国際大会にお

ける選挙人は口頭投票によって，そのノミニ

ーに全会一致の投票を行うよう事務総長に指

示することができる。

しかしながら，細則に従って，クラブから

の指名が受理されており，かつその指名が有

効である場合は，全会長ノミニーが郵便投票

に付されるものとする。

国際ロータリー会長ノミニーの選出は，も

っぱら，会長指名委員会の責務である。同委

貝会の主な目的は，求めうる股も有能なロー

タリアンを指名することであるから，この点

について委風会の外部から委貝会の決定に，

直接，間接，影響を及ぼそうとしてはならな

い。（62）

現職の席次が元役職より上席である。２以

上の役職を保持している人は，高いほうの役

職の席次に着くものとする。

配偶者が同行している場合，その席次は夫

妻ともに同一となる。（84）

国際ロータリー役員の選出
（SelectionofOfficersofRL） 

会長（President）

会長職の指名は，会長指名委貝会，クラブ，

もしくは，その両者によってなされる。指名

委員，その委貝の補欠者，元会長または現国
際ロータリー理事は，指名委員会によって会

長に指名される資格を有しない。指名委員会

の櫛成および会長指名手続は，細則第９条第

１節と第２節に詳細に規定されている。手続
の概要は次の通りである：

委員会は各クラブに対し，会長指名に関し

委貝会の考慮を求める提案を出すよう招鏑状

を出す。各クラブからの提案は９月１日まで

に中央事務局に到達しなければならない。

指名委員会の会合は10月１日までに開かれ

る。委員会はこの会合において委員の１人を

委員長に選ぶ。この会合において委貝会は会

長ノミニーを選ぶ。

全クラブ宛の委員会の報告は，委員会会議

後10日以内に委員長から率務総長に証明され

る。事務総長は．この報告を受領後10日以内

に．その写しを，各クラブに送付すべきもの

６４ 

理事ノミニー

（Directors-nominee） 

指定されたゾーン，地理的集団，地域内の

それぞれの理事ノミニーは，グレートプリ

テンおよびアイルランドを除き，指名委貝会

手続によって選出される。指名委員会が選出

した候補者のほかに，１名または数名の候補

者がクラブから推薦された場合，理事ノミニ

ーは,細ｌｌｌ第９条第３節(c)項の規定に従って，

その候補者の中から郵便投票によって週ばれ

る。理可S候補者が３名以上いる場合，投票は

Ⅱ１－移i鰻式投票（解説については第９章の国

際大会を参照）による。

国際ロータリー理事ノミニーの選出は，も

っぱら，理事指名委員会の責務であると認め

ているので，理事会は，この点について委員
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または，かなりの程度推進したり，推進する

意図のある活動を指す｡このような状況下で，
次のようなことが禁じられた活動に含まれる

が，これだけに限られるものではない。

会の外部から委員会の決定に，直接，間接に

影響を及ぼそうとする動きに好意を寄せな
い。委員会は，指示や拘束力のある誓約を受

け入れたり，またこれによって候補者の審議

に制約を課されず,委員会の慎重な討議の後，
全候補者の適正な資格条件を厳正に審議し，
それに基づいて決定を下さなければならな
い。（69）

理事指名委員会への指針として，理事会は

次のような意見を述べている：もし理事指名
委員会の判断五推薦された候補者の支援活

動が厳正かつ責任ある候補者推薦としての範
囲を逸脱すると考えられる場合，このような

候補者の推薦を無視することは委員会の特権
事項に属することとする。（65）

国際ロータリー細則は，理事ノミニー候補
者に関して次のように規定している。国際ロ
ータリーから配布される写真および履歴書以

外の文書は,ﾖ理事会が特に認めた場合を除き，
候補者自身が，もしくは候補者のために他人
が，当該ゾーン，地理的集団または地域内の

クラブもしくはクラブ会員に配布してはなら
ないものとする。

ａ・細則に特に規定されているもののほか

に立候補に関するパンフレット，資料，書

簡，その他をクラブまたはクラブ会員に配
布・回覧することｂ

ｂ・講演の約束，出席，旅行，資金の支出，
パブリシテイ，その他のコミュニケーショ
ン｡

候補者が，禁止されている活動が自分に代
わって行われているのに気づいたなら，関係

者に直ちに不満の意を表明し，このような活
動を終結させるよう通知，指導するものとす
る。

選挙運動，投票依頼，当選を図るための活

動の禁止規定は，ロータリアンが立候補する

と意思決定した時点から適用される。氏名を
正式に提出する前であっても，後日の立候補
の選挙運動を主たる目的とする活動は，どの

ようなものであっても，細則の精神とロータ
リーの原則に反するものである。

Ｒ､1.の被選役職の立候補に関して，事務総
長からクラブその他に送る全情報と資料に
は，被選役職候補者自ら，または，代わりの

人の活動に対する細則の禁止規定およびそれ

に関する理事会の方針について記載しなけれ

ばならない。このような規定と方針に従わな
かった場合，目指す役職の失格処分などの理

事会の決定を招きかねないという警告をも載
せるものとする。

Ｒ1.の被選役職の投票に関する情報と資料
には，できるだけ包括的な略歴と可能な限り

各候補者の比較用紙を載せるものとする。
(85） 

選挙運動および投票依頼

（CampaigningandCanvassing） 

選挙運動，投票依頼，当選を図るための活

動を禁じている国際ロータリー細則（第９条
第12節）の規定を適用するに当たって，理事
会は，ロータリアンが自己の現在の生き方を
変えたり，自分にふさわしいロータリー役職
要諭を辞退したり，または，習慣となってい

る日常のロータリー奉仕や活動を退けたりす
るとは思っていない。しかし，ロータリアン

は，同一役職を目指す他の候補者より不当に

有利になるような活動や意図的な支援要請，
またはその他選挙運動と解釈されるような活
動を自ら，または自分に代わって行われるこ

とを避けつつ、周到な注意を払って行動しな
ければならない。

禁じられた活動とは，立候補をもっぱら，

６５ 
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選挙審査委員会

（ElectionReviewCommittee） 

い。聴聞は，中央事務局か支局で開かれるも

のとする。但し，特別な状況においては，招

集者が事務総長と協織して決める。

４）委員会は，細則違反の申し立てを審査す

るに当たって，細則の関係規定，また，細則

の規定の解釈・適用において理事会の設けた

方針を考慮に入れるものとする。告訴人は，

明確かつ納得させるような証拠を提出し，自

分の立場を明確にしなければならない。

５）委員会は，あらゆる憤報を調べ，それに

基づき，調査結果，結論，勧告を理事会に報

告するものとする。理事会は，

ａ）申し立てを退けるか，

ｂ）ロータリアンまたはロータリー･クラブ

に警告するか，あるいは，公平で公正と思わ

れる適切な措識を講じるか，

ｃ）候補者を失格させる。（85）

選挙審轟委員会が，毎年，会長から任命さ

れ，次の蹴務権限に従ってその機能を果た

す：

委員会は９名の委貝によって概成される。

各地域から少なくとも１名の委員が選ばれる

が，１地域から選ばれる委員の数は２名を超

えないものとする.委員は３年を任期として，

理事会の承認を得たうえ，会長から任命され

るものとする。そのうち１名が会長から委風

長に任命されるものとする。選挙迎動，投票

依頼，当選を図るための活動などの告発を含

む，国際ロータリー被選役職にまつわる論繊

で，同委員会に付託された問題は後述の手続

に従って，選挙審森委員会が調査するものと

する。（85,88）

国際ロータリー

被選役職候補者の指針

（Guidelinesforcandidatesforelective 

positioninRotarylntemational） 

手続

１）候補者の行為または活動に関して細則の

規定に違反しているとの轡面による申し立て

が，補助轡類を添付したうえ，クラブまたは

Ｒ1.役員から提出されると，候補者にその旨

通知し，事務総長の定めた適切な期間内にそ

の回答を受理してから，会長または会長を代

行する事務総長が，このような申し立てを関

連瞥類とともに選挙審査委員会に付託するも

のとする。

２）会長は，３名の委員を指名してパネルを

栂成きせるものとする。そのうち１名は関係

地域出身の人で，このパネルが，申し立て，

回答，すべての証拠，その他審査中の全要素

を調査する。どの委員も，特定の申し立ての

審査を辞退しても差し支えない。会長は，ま

た，パネラーの１名を招染者に指名するもの

とする。

３）告訴人と候補者はそれぞれ聴聞を受ける

権利を右する。そして，逸反の申し立て，ま

たは，その否定，釈明，銀静のための証拠を

提出する。パネルの裁量によって出頭するか

どうかが決まるが。直接，聴聞の機会を得る

こともなく候補者が失格とされることはな

６６ 

ロータリアンの立候補，Ｒ､I・細ＨＩの規定の

解釈,適用の指針として,ＲＬ理事会は次のよ

うなものを破けた。

１．選挙運動，投票依頼，当選を図るため

の活動に関する第９条第12節の規定を含む

ＲＬ細則。

２．理事会は，細則の前述の規定の適用､

解釈における方針淘明を採択した（この方針

は前述の通り)。

３．国際ロータリーの被選役職の候補者に

なろうとしているロータリアン，または，現

に候補者であるロータリアンは，選挙運動，

投票依頼，当選を図るための活動に関する細

Ｈｌの禁止規定すべてを守るよう期待されてい

る。立候補を発表したか，公式に申鯖したか

にかかわりなく，立候補を宣伝し，支援を乞

うことによって他人に影響を及ぼそうとする

あらゆる活動を禁じている細則の字句と精神
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は次のものが含まれるが，これだけにとどま
らない。

－地区大会の会長代理

一ゾーン／地域研究会のプログラム担当

一他クラブの各種会合における講演

一国際ロータリーの会合におけるプログラ

ム担当。（85）

を守らなければならない。

ロータリアンのいかなる遮動（氏名の正式

提出前であっても）も，後日の立候補の選挙
運動を主たる目的としている場合，細則の精

神およびロータリーの原則に反するものであ
り，失格の理由となる。

４．活動が細則の字句に厳密に従っている

かどうかにかかわりなく，候補者として自己

の氏名および／または資格を売り込み，現実

または意中の立候補への支援を求めることを

真の目的としている全活動を不適切なものと

して，候補者は退けなければならない。

５．このような状況において，次のような

活動が禁止されているが，これだけにとどま
るものでない。

ａ）細則に特に定められているもの以外

にパンフレット，印刷物，轡状，立候補に関

する他の資料をクラブまたはクラブ会員に配
布または回覧すること。

ｂ）辮楓の約束，催しの出席，旅行，資金
提供，パプリシティ，その他のコミュニケー
ション。

６．禁止されている活動は，自分ばかりで

なく，自分のために活動している人にも禁じ

られている。禁じられている活動力弛の人に

よって始められているのに気付いたなら，直

ちに，関係者に不満の意を表明し，活動に携

わっている人に中止するよう指示しなければ
ならない。

７．候袖者になろうとしているロータリア

ンまたは候補者であるロータリアンは，通常

のロータリー奉仕と活動を続けて差し支えな

いし，続けなければならない。このようにし

ていれば，故意に支援を求めた，あるいは，

立候補を助長した，と解釈されそうな活動を

自ら，または，他の人が行うようなことは避

けられるであろう。支援を得るために，金銭
を支出するような活動はまさに論外である。

８．ロータリアンが,Ｒ｣.の被選役職の候補

者になると決意したら，選挙が終わるまで，
同一役職を目指す他の候補者より有利になる

ような，選挙区のロータリーの役鞭を新たに

引き受けるべきではない。このような役職に

中央役員の選出投票

（BallotsforElectionofGeneral 

OfficeTs） 

国際ロータリーの中央役員を選挙するため

の投票用紙には，指名委員会選出の候補者を

最上部に記載し，他の候補者がいる場合は，
その候補者の氏名をアルファベット順に記載

する。但し，指名委貝会から推薦された人が

いない場合は，全候補者の氏名の記載順序を

投票用紙ごとに変えて記載するものとする。
(81） 

国際ロータリーの委員会
（CommitteesofRI.） 

細則に規定されたゾーン，地理的集団およ

び地域から推臆され，選ばれた15名の委貝に

より会長指名委貝会が栂成されるという規定
が股けられている。

常任委員会は細則に明記されている。委員

は，会長が任命する。会長は，また，自身の

判断もしくは理事会の判断で必要と思う特別

委貝会を設邇できる。特定の目的を達成する

までを任期として般磁された特別委貝会はア

ド・ホック委員会と呼ばれる。特別委員会の

任期はアド・ホック委貝会を除き，設置され

たロータリー年度の終了とともに終わる。ア

ド・ホック委員会の任期は，その委貝会が任

命された特定の目的が達成されたとき，また

は理事会がこれを解任したときに終わる。

会長は，自分が設樋した各委員会の委員長

を指名し，このような委員会の欠員を補充す

６７ 
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る権限を有す。会長は会長指名委貝会を除く

全委貝会の職権上の委貝である。

会長指名委員会を除き，すべての委員会の

決定は，理事会の承認を受けなければならな

い。委員会は，所定の職務権限が別段規定す

る場合を除き，本来，管理機能をもたず，も

っぱら理事会に助言するものとする。（74）

を受理することについてはＲ1.組織規定に明

記されているが，事務総長の事務所が実際の

締切日に業務を行っていない場合，その締切

日以後、最初に事務所を開いた日に受理した

薔類は有効なものとして扱われる。

委員会報告

（CommitteeRepoTts） 

委員会の会合

（CommitteeMeetings） 理事会は，執行委風会に，理事会の会合と

会合のあいだに諸委員会の報告を検討し，必

要であれば，報告書に記載されている事項に

何らかの措置を講じる権限を与えている。但

し，理事会が定めた執行委員会の職務権限の

範囲内でなければならない。

ＲＪ・の各委員会は,会長が承認し，指定した

時と場所，または，細則や理事会の特別決議

によって定められた時と場所で開く。しかし，

委員会の会合は，会長または理事会が十分な

根拠があると考えないならば，会長によって

開催を承認されない。（46）

ＲＬの委貝会の会合は通例エパンストンの

事務局で開かれる。例外的な状況下では，会

長は，他の場所で委貝会を開くことを認める

権限を有す。（45）

委員の代理

（SubstituteMembersofCommittees） 

正式に任命された委員がその委員会の会合

に出席できないときは，会長はその代理をお

くことができる。但し代理として任命された

委員はその会合のあいだだけ委員であるもの

とする。この代理として任命された委員は自

分が代理する委員の見解を代表するように努

力するものとする。しかしすべての点におい

て委員会の開かれているあいだは自分の代理

する委貝と同じ権利と責任をもつ委貝であ

る。

通信による投票

（VotingbyCommunication） 

細則，あるいは国際大会または理事会によ

る特別の決定に基づき別段の規定ある場合を

除き，委員会は郵便，１m信，無線冠信，遜話

によって議事を処理することができる。この

ような方法で決定される提案に対する投票

は，委員の過半数の投票が30日目までに返送

された場合には，３０日目をもって締め切るも

のとする。但し，委凰の過半数がそれより以

前に賛成または反対の投票を終えていた場合

には，３０日目以前に締め切ってもよい。（52）

クラブの監督

（SupeTvisionofC1ubs） 

クラブの管理は，次のいくつかの直接監督

に加えて，理事会の総括的監督下にある：

書類の受理

（ReceiptofDocuments） 

１）地区に綱成されている地区では，地区

ガバナーによるクラブの直接監督。

２）理事会によるクラブの直接監督。事務総長が特定の締切期日までに各柧瞥類

6８ 
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次の通りとする：

１）集団内各クラブの管理進展状況並びに

当該地区におけるロータリーの拡大に関し，

常に中央事務局を通じて理事会に報告する。

２）集団内の各クラブに対し，管理その他
の問題につき助言を与える。

３）毎年１回各クラブを訪問し，クラブ会

長，理事会および各委員長と会談し，その相

談に応じ，またクラブ役員達と個別的に相談

し，さらに例会でロータリーのプログラムを

主題としたスピーチをする。

管理顧問がこのような職務の遂行に関して

支払った妥当かつ必要な事務費並びに旅費は

国際ロータリーにより弁済されるものとす
る。

会長が管理顧問を決定できるように，理事

会は，管理顧問指名の基盤となる無地区クラ

ブのグループ編成をする。（67）

これは無地区クラブのために規定された監

督形式である（無地区クラブの詳細について

は次の項を参照)。

３）地理的に隣接している二つ以上の地区

から成る地域内のクラブの場合は，地区ガバ

ナーの監督に加えて，理事会が適切と考え，

国際大会が承認した方式による監督。

グレートプリテンおよびアイルランドに

おける地区の地区ガバナーの任務は，その地

域の伝統的慣行に従い，Ｒ､LBI・審議会の指示

の下に，Ｒ・ＩＢ.Lの定款並びに細則に基づい

て，遂行される。グレート・プリテンおよび

アイルランドにおける各地区ガバナーは，国

際ロータリー細則並びにＲＩ.B､I・定款の規定

により，自己の地区の監督につき，国際ロー

タリー理事会およびＲＬＢ.I・審議会に対して

責任を負うものとする。

グレートプリテンおよびアイルランドに

おける地区ガバナーは，その地区のクラブに

よって指名のために選ばれ,Ｒ・ＬＢ.L年次大会

において指名され，国際ロータリー国際大会

において出席投票する選挙人によって選挙さ
れる。

選挙されるＲＬＢ.Lの役員は，会長，直前会

長，副会長および名誉会計である。会長，副
会長および名誉会計は，毎年Ｒ・I.ＢI､大会に

よって指名され，国際大会において出席投票
する選挙人によって選挙される。

非公式の地域的クラブ集団
またはクラブ・グループ

（UnofficialRegionalorSection 

GrOupingsofC1ubs） 

非公式な地域的クラブ集団またはクラブ・

グループは，目的が何であれ，組織の統一を
減少させる第一歩になりうるとみなされてい

る。従って，これは理事会の要注意事項，場
合によっては，対策を講じなければならない

問題とみなされている。地域に関する事柄，

あるいは，クラブ集団を強化することを目的
とする活動を過度に強調し，専念することに

よって，クラブと地区ガバナーの機能と活動

が制約されるのを恐れるからである。機能と

活動が制約されると，世界中のクラブの連合

体を通じて理解と親善を築く，もっと大きな

機会にクラブと地区ガバナーが効果的に参加
できなくなるであろう。（61）

無地区クラブの管理

（AdministrationofNon-districted 

Clubs） 

地区を織成するには数の足りない無地区ク

ラブの集団が理事会の直接監督下にある場
合，会長は，その集団内（特殊な事情のある

場合は，集団外）のクラブ会員１名を折々指
名して，その年度中，名誉職の管理顧問を務
めさせることができる。

管理顧問を務めるロータリアンの職務は，

6９ 
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事務局

（Secretariat） 

６）ロータリー関係および非ロータリー関

係の両面における重要な諸問題を取り上げて

フォーラムを開催し，それらの問題に対する

参加ロータリアン達の見解,関心を特集して，

ロータリアン一般のロータリーに対する信念

を刺激し，深め，そして強めることに役立た

せること。このようなことを了解したうえ，

編集者の見解で，特定の国民を不快にさせる

ような問題，または，特定の国の最善の利益

に反すると思われる問題は，どのような人が

提出するにせよ，その論評を載せてはならな

いこと。

７）ロータリー地域雑誌，地区出版物およ

びクラブ会報の協力を得て世界全域にわたる

ロータリーに関する情報のネットワークの整

備に指導的な役割を務めること。

８）魅力的かつ新鮮で，時事に関する事柄

や，ロータリアンのことやその生活に関連す

る記事を載せた雑誌を編集して，読者の関心

をかき立てること。（76,85）

事務総長が，職員とともに，国際ロータリ

ー事務局を構成する。中央事務局は米国イリ

ノイ州エパンストンにあり，理事会が必要と

し､承認した支局はロータリーの世界の各地
にある。支局の所在地並びに住所は，公式名

簿最新号に記載されている。

機関雑誌

（OfficialMagazine） 

国際ロータリーの機関雑誌は，理事会の認

める数だけの言語版が刊行されている。現在

は２種類であり，すなわち基本版である英語

のＴＨＥＲＯＴＡＲＩＡＮとスペイン語版の

REVISTAROTARIAである。現在世界各

地に多くの地域雑誌がある。その中には公式

地域雑誌となっているものがある（第２章参

照)。

Ｒ1.の機関雑誌であるロータリアン誌の基

本目的は，］理事会がロータリーの目的を推進

し，ロータリーの綱領を達成するのを助ける

媒体の役割を果たすことである。

ロータリアン鱗の目標：

１）Ｒ､1.会長のテーマや所信および理事会

が承認した特別プログラムを支持し，広める

こと。

２）ＲＬの重要な会合および各種の公式ロ
ータリー「月間」への参加推進を図りかつそ

れらについて報道すること。

３）ロータリー・クラブやロータリー地区

の指導者達のためにプログラム・アイディア

の源泉として，またロータリー知識の宝庫と

しての役割を果たすこと。

４）世界各地においてロータリー・クラブ

やロータリアンが行った，四奉仕部門での活

動の実例を報道することによって，ロータリ

アンに刺激を与え，その意欲をかきたてて，

奉仕活動の向上，強化に助力すること。

５）国際友好の推進,強化に寄与すること。

７０ 

レピスタ・ロータリアの顧問

（AdvisersofRevistaRotaria） 

会長は，ロータリー・クラブのあるスペイ

ン語圏およびポルトガル語圏のそれぞれの国

に居住するロータリアン１名を指名して，レ

ピスタ・ロータリアの編集者との連絡係を務

めさせる権限を有する。このようにして指名

されたロータリアンは，レピスタ・ロータリ

アの顧問と呼ばれる。任期は１年であるが，

２年務める場合もある。（55）

ロータリーの雑誌月間

（RotarysMagazineMonth） 

毎年，４月は「雑誌月間」に指定され，ク

ラブはその月間中に雑誌に関するプログラム

を実施しなければならないことになってい

る。このようなプログラムを作成するための

資料は，中央事務局雑誌部から提供される。
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所の一覧表，その他名簿に一般的な事項を戦
せた公式名簿を発行する。

この名簿は，クラブ役員，国際ロータリー

役員および姿風の使用並びにロータリアンが

旅行する際に役立つように発行されるもので

ある。この名簿はロータリアン以外の人に配

布するためのものではない。ロータリアンが

営利を目的としてこれを利用するのは妥当で
ない。

公式名簿は，新版が出るたびに各クラブの

幹事に１部無料で配布されるものとする。ク

ラブは追加分を何部でも購入することができ
る。

公式名簿には版権が設定されている。

旅行するロータリアンのため，公式名簿に

は，ホテルの有料広告を戦せている。このよ

うなホテルの中にはロータリアンの所有また
は経営しているものもあるし，ロータリー・

クラブの例会場または事務所のあるところも

ある。また，クラブ幹事その他がロータリー

の徽章のついた商品を購入するような場合の

案内として，この名簿には，ロータリー，イ
ンターアクトおよびローターアクトの名称や

徽章入りの物品の製造または販売を国際ロー

タリーが特に漣めている会社の一覧表も戦っ
ている。

地区または地域が，その地区または地域内

のロータリアンの名簿の発行を望む場合に

は，これを行って差し支えないが，その経澱
は国際ロータリーの費用外で賄わなければな
らない。（55）

いずれの地区，地域またはクラブも，ロー
タリー名簿を発行する場合，その名簿の中に
ロータリアン以外の人に固B布するものでない

こと，また営業用の名簿に使用されてはなら

ない旨の注意轡きを明記しなければならな
い。（35）

国際ロータリー・－ユース
ー

（R,I､News） 

Ｒ､L事務局（中央事務局）から，Ｒ､1.ニュー

スが定期的に各クラブの会長に送付されてい

る。このＲ､1.ニュースは，クラブ役員に対す

る公式通達その他一般的なまたその時々の重

要なニュースを伝えることを目的としてい
る。

１部をクラブ会長宛に郵送し，会長はクラ

ブ幹事に回覧する。そのほかに，４０名以上の

会員を有するクラブは，４０名を超える20名に
つき１部の割合で追加分を入手することがで

きる。クラブはこの無料追加分の郵送を受け
る会貝を知らせるものとする。

事務総長は，クラブ会長または幹事から鏑
求があった場合は,無料で,国際ロータリー・

ニュースを，クラブ会長または幹事の指定す

るクラブの主要委員会の委員長に送付するこ
とができる。（44）

国際ロータリー・ニュースはすべての国際
ロータリー役員および委貝に送られている。

なお，多くの元国際ロータリー役風および委
員長にも送られている。これらの部数は，ク
ラブ削当分には含まれない。

国際ロータリー・ニュースは，一般に配布
することを目的としたものではない。クラブ

の会同個人は，一定の購読料で購読すること
ができる。

国際ロータリー・ニュースは，中国語，英
語，フィンランド語，仏語，独語，イタリア

語，日本語，韓国語，ポルトガル語，スペイ
ン語およびスウェーデン語で出版されてい
る。

名簿

（Directories） 

国際ロータリーは，各ロータリー年度の初
めに世界中のクラブ，その会長および幹事の

氏名および住所，例会場，例会lliiH，時lMl，
国際ロータリーの役員および委員の氏名，住

パンフレット

（Pamphlets） 

特定の題目を取り扱った各種パンフレット

７１ 
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が国際ロータリーから発行されている。その

全目録については，国際ロータリー事務局お

よび日本支局から入手できるすべての出版

物，用紙類，提供品等の価格が掲載されてい

る「カタログ」（CD3-O19-JA)を参照のこと。

理事会または国際大会の決定によって特に

発行が認められているパンフレットを除き，

事務総長は，新しいパンフレットをいつ，い

かなる言語で出版するか，また，現在出版さ

れているパンフレットをいつ廃刊にするかを

決定する権限を有する。

在庫目録の年次報告を行うものとする。

６）ロータリー出版物の各言語版は新版，

または正大な変更がなされた改訂版の刊行さ

れる都度，事務総長の決定に従って，該当す

る言語版をクラブに贈呈する。

７）各国の優れたロータリアンの奉仕を，

できれば，ロータリー文献の翻訳に，また，

翻訳作業の調整に，翻訳担当職員の翻訳検討

に，国際ロータリーに費用をかけずに，活用

しなければならない。自発的奉仕による経費

節約に加えて，語法や慣行の地域的相違を見

抜くという貴重な機会を提供することになろ

う。（34,57,73,81）

ロータリー文献の翻訳

（TranslationofRotaryLiterature） 

財務

（FinancialMatters） Ｒ､1.の公式用語である英語以外の言語版の

国際ロータリー出版物に関する国際ロータリ

ーの方針は：

１）ロータリー文献は，ＲＬの優先リスト

案に基づきＲ､1.資金の許す限り，またはクラ

ブおよび地区資金の許す限り，ロータリアン

が使っている言語版を作成するものとする。

２）経費節約のため，理事会は，ロータリ

ーの任務の基本となるＲＬ出版物で，事務総

長が決定した出版物を優先するよう勧めてい

る；出版物を翻訳，印刷する前に理事会の承

認を得なければならない。

３）まだ刊行されていない国際ロータリー

出版物の翻訳，印刷を奨励する。但し，優先

リスト案を考慰し，理躯会の承認を得，最新

の英語版を翻訳の基盤として使うものとす

る。規定審議会または理事会の決定が，出版

物の内容に重大な変更をもたらした場合は，

各地で翻訳，製作された版の在庫の配布は，

英語の新版に合致した改訂版が翻訳．印刷さ

れるまで中止しなければならない。

４）英語版出版物の価格を，ＲＬ製作の他

の言語版に適用するものとする。

５）国際ロータリーの経費で製作された全

出版物の保管および配布は，事務総長の監督

と管理下にあるものとする。このような出版

物はすべて事務局に保管され，中央蛎務局に

７２ 

理事会は，Ｒ１．の業務および資金を統制,運

懲し，毎年，次の会計年度の予算を採択する。

投資方針

（InvestmentPolicy） 

１）理事会は随時，差し当たって使用目的

のない金についてこれを一般資金投資勘定に

積み立てておくようにすることを指示するも

のとする。一般資金の投資として以前に購入

されていた証券の売却による収益は特に指示

しないがｐこのような収益は，理事会の指示

を待たずとも，一般資金投資勘定に入れるこ

とができるものとする。また，理事会は，一

般資金投資勘定からの利子や配当も，理事会

による指定の措証を待たずとも．一般資金投

資勘定に再投資することを認可している。国

際ロータリー資金の投資は理事会が定める条

件の下に，理事会によって承認された国々に

おいて行われるものとする。投資マネージャ

ーの成果は米国のドル貨でもって算定される

ものとする。国際ロータリーとしては，投資

マネージャーの成果は，四半期ごとの監査を

実施しながら，３～５年を期間として測るこ
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ニア・アクチブ会貝およびバスト・サービス

会員１人当たり米貨７ドル25セントの比例人

とが股も重要であると認識している。

２）目的：

一般資金および本部建物改築資金の投資

は，実質的価値の観点から元金の安全と市場

性を考えて，そのうえで，最高の収益率を目
指して行うものとする。

３）この方針は，理事会が随時定める「投

資実施手続」に従って実施されるべきものと
する。

頭分担金を納める（ＲＬ細則第14条第３節)。

規定審職会のクラブ代表職員：規定瀞談合

の開かれる予定の年の７月１日には，各クラ

ブは，その正会員，シニア・アクチブ会貝，

パスト・サービス会員１人当たり，１ドルの

追加人頭分担金を支払い，規定審議会に出席

する規定審議会クラブ代表議員の旅費補助金

とする。その支払様式は理事会が定めるもの
とする。

新加盟クラブ：５月１５日またはその面前に

新たに加盟したクラブに限り，７月１日にお

ける会貝数を証明し，その日付による人頭分

担金を支払うものとする。同様に，１１月15日

またはその直前に加盟した新クラブに限り，

１月１日における会員数を証明し，その日付

による人頭分担金を支払うものとする。

払戻しまたは比例部分の支払：半期の中途

で退会した会貝の人頭分担金については，ク

ラブは国際ロータリーから払戻しを受けるこ

とができない。クラブおよび国際ロータリー

の会計年度は同一であり，すなわち７月１日

から６月30日までであるため，ときとしてク

ラブが（会費の徴収をすませる前に）７月１

日および１月１日に支払うべき人頭分担金お

よびロータリアン誌購読料をとりあえず立て

替えて送金し，後に至りその期間の会費を未

払のまま死亡，退会あるいは会員資格を喪失

した会員の国際ロータリーに対する人頭分担

金および購読料を国際ロータリーに支払って

いたということになる場合･を生じる。このよ

うな場合，理事会は国際ロータリー事務総長
が事情に応じた調整をして払戻しをすること

ができるようにしている。

国際ロータリーの会計年度
（FiscalYearofRJ.） 

国際ロータリーの会計年度は７月１日に始

まり６月30日に終わる。人頭分担金および購

読料の徴収は，７月１日から12月31日までと

１月１日から６月30日までの二半期に分けて
行われる。

国際ロータリーの収入

（RevenueofRI.） 

国際ロータリーの収入の主要財源は，加盟

クラブの人頭分担金，国際大会および地域大

会の登録料，新クラブの加盟金，出版物の代

金，機関雑誌の購読料および広告料，免許料
および使用料並びに投資に対する利子および
配当金である。

人頭分担金

（PerCapitaDues） 

各クラブは国際ロータリーに，そのクラブ

の各正会員，シニア・アクチブ会貝およびパ

ストサービス会員１人当たり年額米貨２９ド
ルの分担金を，毎年７月１日および１月１日

に，当日の会員数に基づいて分納する。

毎年，１０月１日および４月１日に，各クラ

ブは，人頭分担金を支払う半期の始まる日の

翌日以降にクラブ会員に選ばれた正会風，シ

納入義務金滞納クラブ

（CIubsinArrears） 

クラブがＲ､Lへの納入義務金を支払わない

場合，支払期日を６カ月過ぎると，クラブの

加盟資格は一時停止処分されることになる。
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さらに90日未払が続くと，クラブの国際ロー

タリーへの加盟は自動的に終結することにな

る。但し，理事会の納得する条件と協定が事

前に取り交わされている場合を除く。

外貨送金を制限されている国のロータリ

ー.クラブで，最善の努力をしてもＲＬに送金

できないクラブの場合は，自動的に会風身分

が終結することはない｡このようなクラブは，

理事会の納得のいくように，次のことを証明

する必要がある：必要額の地備金を倣え，ク

ラブの所在国内でiMl求されればＲ､Lに引き渡

すか，あるいは,できるだけ早い時期にＲＬの

銀行口座に送金する,という条件の下にＲＬ

への納入義務金を保持していること。（78）

だけ国際ロータリーの資金が節約されること

になる。

一方，いかなる目的のためであっても，計

上された予算額を超えた支出は，事前に]堅事

会の承認を得ない限り，行ってはならない。

ある潤目が特定の目的のために計上されて

いる場合，例えば次期ガバナーの国際協議会

出席の経費のようなものは，あらかじめ理事

会の承認がない限り，ほかの人の経費に流用

してはならない。

支出に対する承潔

（AuthorityforExpenditures） 

支払鋼求があった場合，そうした支払が国

際ロータリー理事会によって正式に計上され

た予算澱目で賄われているものであり，かつ，

理事会がその予算を計上することにした趣旨

に反しないものであるとの確信が得られない

限り，その支払をしないことおよび確かに支

払われていないことを財務長に証明すること

は，国際ロータリーの資金の支出当務役員と

しての国際ロータリー事務総長および（また

は)会計検査役の義務でありかつ責任である。

また，事務局の事務総長および（または）会

計検査役が，理事会の計上した予算の趣旨に

反しないものと認めてそれを保証することが

でき，また保証するのでない限り，事務総長

も財務長も国際ロータリー資金からこうした

経費の支払をすることをはっきりと禁じられ

ている。事務総及は、いかなる経費計算醤に

よる支払の請求あるいは支弁の要求であって

も，それについて自分に前記の保証をする確

信がない場合には，その事悩を理事会に報告

してこれを承認するか否かの決定を求めなけ

ればならない。（31,51）

］理事会はいかなる行為についても，そのた

めの必要な予算措置をするかまたはしたもの

でない限り，その経費の支出を承認しない。

(31） 

藍香報告書の配布

（DistributionofAuditor，sReport） 

Ｒ1.と財団の監査報告に関する愉報を含

む，ＲＬとロータリー財団の総合的な報告が，

毎年．機関雑誌や地域雑誌とともに配布され

ている。ＲＬと財団の完全な監査報告は，申込

を受け次第，クラブに送付する。（88）

国際ロータリー資金の支出

（ExpendituresofRLFunds） 

一般手続：以下は，国際ロータリーの資金

支出に関する一般手続の簡単な要綱である：

理事会は，ガバナーその他の支出賀任者の

使う予算額を決定する責任をもつ。国際ロー

タリーによる年|M1予算の綱成によってこのよ

うな予算額が決められる。この予算には，来

る年度におけるすべての見械経費がiil・上され

ている。理事会が予算を承認すれば，それぞ

れの予算額が決定されたことになる.もちろ

ん各費目の予算額はその必要（またはその一

部の必要）を考えて計上されたものである。

換言すれば，各費目の最大限度を定めたもの

で，もし経費を使う者がその最大限度以下の

金額で仕事を遂行することができれば，それ
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国際ロータリーの活動に対するもの

以外への国際ロータリー資金の寄付
（ContributionsofRLFundsforOther 

thanRLActivities） 

国際ロータリーの資金に対する
緊怠措置

（EmelgencyHandlingofRLFunds） 

理事会は，事務総長に，緊急を要する場合

に，できる限り財務長および／または財務委

員会委員長との事前協議を経たうえで，理乎
会に代わって事を取り決める権限を与え，国
際ロータリーの資金および財政義務を保漣す

るために必要と考えられるいかなる措置も事

務総長においてこれを行いうることとした。

国際ロータリーの資金は，その加盟クラブ

によって，それ自体の目的のために提供され

たものである。従って他の団体の活動に寄付

することはできない。同時に，国際ロータリ

ーは，その加盟クラブを通して，個々のロー

タリアンが地域社会において立派な奉仕活動

を支持し，かつ個人的に参加することを奨励
(74） 

するものである。（54）
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第４歳ロータリーのプログラム一般

第４章

ロータリーのプログラム一般
（GeneralProgramofRotary） 

ロータリーのプログラムは，国際ロータリ

ー定款第３条と標準ロータリー・クラブ定款

第３条に掲げられている綱領の中に示されて
いる。すなわち：

ロータリーの綱領は，有益な事業の基礎と

して奉仕の理想を鼓吹し，これを育成し，特
に次の各項を鼓吹育成するにある：

第１奉仕の機会として知り合いを広める
こと；

第２事業および専門職務の道徳的水準を

高めること；あらゆる有用な業務は蝋重され

るべきであるという認識を深めること；そし

てロータリアン各自が業務を通じて社会に奉

仕するためにその業務を品位あらしめるこ
と；

第３ロータリアンすべてがその個人生

活，事業生活および社会生活に常に奉仕の理
想を適用すること；

第４奉仕の理想に結ばれた，事業と専門

職務に携わる人の世界的親交によって，国際
間の理解と親善と平和を推進すること。

ロータリーの奉仕の四｢部門｣は，この綱領

の各項を反映している：クラブ奉仕，職業奉
仕，社会奉仕，国際奉仕。

げ，これを，例えば地区大会その他テーマを

用いる地区会合のテーマにするとか，マンス

リー・レター，公式訪問その他地区内のクラ

ブやロータリアンと接触する場で紹介するな

ど，あらゆる適切な方法によって強調するこ

とは，その役職と切り離すことのできない任

務である。地区ガバナーの掲げる地区の目標

あるいは目的は，会長のプログラムまたはテ

ーマに関連させ，これを強調するようなもの

でなければならない。そして，前記の地区の

目標か目的について何か言う場合には，必ず

会長のプログラムまたはテーマをはっきりと

分かるように示すことが必要である。要は会

長のメッセージをすべてのロータリー・クラ

ブおよびロータリアンに知らせ，理解させ，

効果的に実行させることである。

災害救援

（DisasterRelief） 

災害時にロータリー特別救援募金に乗り出

すのはＲＬの慣例ではない。このような救援
活動を担当する機関があるのが普通だからで

ある。赤十字その他の責任ある機関がこのよ

うな事態に対処しようとしているならば，ロ

ータリアンは，このような団体の要鏑に憐し

みなく速やかに応えてほしい。そのような機
関のない場合，または，ロータリー・クラブ

やロータリアンが，被災地のロータリー・ク

ラブに直接寄付･金を送りたい場合，そのクラ

ブが寄付金を受け取ることができ，また，受
け取るのをいとわない場合に限り，送金して
もよい。（59）

災害救援活動に関して，被災地のロータリ

７９ 

年次プログラムの強鯛

（AnnuaIProgramEmphasis） 

毎年度の国際ロータリー会長のメッセージ

は，特定のプログラムあるいはテーマその他

その発表の形式のいかんを問わず，当該年度

におけるロータリーのプログラム遂行上斌大

の重要性をもつものである。地区ガバナーが

会長のプログラムもしくはテーマを採り上
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一・クラブが，被災者のさし迫ったニーズを

かなえるプログラムを組織し，救援のための

寄付を他の人々から進んで受け，これを管理

することもまれではない。クラブの関心も高
いし，ロータリー・クラブやロータリアンの

災害救援活動の価値は明らかではあるが，国

際ロータリー理事会に申讃し，承認を得て初
めて，クラブまたはクラブ・グループは，他
のロータリー・クラブまたはロータリアンに

文書を配'1ｔ｢し，災害救援に関し，財政援助ほ

かの支援を求めることができるのである。

事務総長が災害を知り，被災地のロータリ

アンが援助受入計画を立てたとき，災害と，

被災者のための援助受入先を告げる災害発生

通知が世界中の地区ガバナーに郵送される。

人道的援助と設備に関する方針
（PolicyreHumanitarianAidand 

Equipment） 

Ｒ1.には，人道的援助と設備を提供してい

る各穂運動への支援要請が帯せられてくる。

人道的援助を行っている各種運動の推進を手
がけている機関は数多い。このため，また、

このような運動が絶えず多数生まれているた

め，ＲＬは，このような運動と提携しない。ロ
ータリー・クラブは自治権をもっているので

あるから，この種の問題について，自己の希

望する措置を識じて差し支えない。（42）
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第５章

職業奉仕

(VocationalService） 

Vocation(職業）という言葉は社会人の｢定

職，稼業，事業，専門職務，あるいは業務｣を

指すものである。ロータリーは，職業奉仕と

いう言葉を使用するに当たって，Service(奉

仕）という文字をその一番広い意味で使って

おり，単に事業あるいは専門鰄務における取

引行為や販売された商品を指すのみでなく，

相手の必要と境遇に対して正当な考慮を払う

とともに常に他人に対し思いやりの心をもっ

て当たることも指しているのである。

職業奉仕はロータリーの綱領において次の

ような言葉によって強調されている：

事業および専門職務の道徳的水準を高める

こと；あらゆる有用な業務は尊重されるべき

であるという認識を深めること；そしてロー

タリアン各自が業務を通じて社会に奉仕する

ためにその業務を品位あらしめること；を鼓

吹育成する。

1987-88年度に，ＲＬ理事会は次の声明を

職業のみならず，あらゆる有用な職業の

社会に対する価値を認めること；

3）自己の職業上の手腕を社会の問題やニー

ズに役立てること。

職業奉仕は，ロータリー・クラブとクラブ

会貝両方の責務である。クラブの役割は，た

ぴたび職業奉仕を実践してみせることI二よっ

て，また，クラブ自身の行動に職業奉仕を生

かすことによって，模範となる実例を示すこ

とによって，さらに，クラブ会員が自己の職

業上の手腕を発揮できるようなプロジェクト

を開発することによって，目標を実践，奨励

することである。クラブ会員の役割は．ロ－

タリーの原則に沿って，自らと自分の職業を

律し，併せてクラブが開発したプロジェクト

に応えることである。

さらに，1989年規定審議会は次の職業宣言

を採択した：

事業または専門戦務に携わるロータリアン

採択した： として，私は以下の要鏑に応えんとするもの

である。̄
 

1）職業は奉仕の一つの機会なりと心に銘せ職業奉仕に関する声明

よ･̄
 

2）職業の倫理的規範，国の法律，地域社会職粟奉仕とは,あらゆる職業に携わる中で，

奉仕の理想を生かしていくことをロータリー の道徳規準に対し，名実ともに忠実であ

が育成，支援する方法である。 れ。̄
 

3）職業の品位を保ち，自ら選んだ職業にお職業奉仕の理想に本来込められているもの

lま次のものである。 いて，最高度の倫理的規準を推進すべく

1）あらゆる職業において股も高度の道徳的 全力を尽くせ。

水巡を守り，推進すること。その中には， 4）履主，従業風，同僚，同業者，顧客，公

雇主，従業員，同僚への誠実．忠実さ， 衆，その他躯業または専門職務上関係を

また，この人達や同業者，一般の人々， もつすべての人々に対し，ひとしく公正

鰔業上の知己すべてへの公正な取り扱い なるべし。

(｣含まれる； 5）社会に有用なすべての業務に対し，当然

2）自己の職業またはロータリアンの携わる それに伴う名誉と敬意を表すべきことを
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知れ゜

6）自己の職業上の手腕を捧げて，青少年に

うとしていることを連想させるのにふさわし

いからである。

四つのテストは，いかなる意味においても

｢規則｣として取り扱われてはならない。

機会を開き，他人からの，格別の要爾に

６応え，地域社会の生活の質を高めよ。

7）広告に際し，また自己の事業または専門

職務に関して，これを世に問うに当たつ

職粟指導

（VocationalGuidance） 

ては，正直専一なるべし。

8）事業または専門職務上の関係において，

普通には得られない便宜ないし特典を，

同僚ロータリアンに求めず，また与うる 青少年の職業選択を援助する活動はクラブ

の職業奉仕委員会の活動の一つである。クラ

ブは，青少年奉仕委員会の協力の下に，とり

わけ，青少年の職業選択を援助する活動を進

めるため，職業奉仕委員会の下に｢就職相談」

ことなかれ･

四つのテストの複製並びに使用

（ReproductionandUseofTheFbur、

WayTest） 

小委員会を設誕するように示唆されている。

(55） 

四つのテストの複製はすべて次の形式で作

成されなければならない：

四つのテスト

言行はこれに照らしてから

1）真実かどうか

2）みんなに公平か

3）好意と友情を深めるか

4）みんなのためになるかどうか

四つのテストを複製あるいは使用する唯一

の目的は，人間関係における高度の道徳的水

準の向上を図り，それを維持することでなけ

ればならない。複製は販売や利益を増すため

の広告と結びつけてはならない。しかしなが

ら，商社，団体または公共機関の人lMI関係の

すべてが四つのテストの方針に沿って実施さ

れることを願って真剣に努力していることを

説明するような方法としてならば，轡iii菱や

その他の印刷物に刷り込んでもよい。

四つのテストを，一つのロータリー・クラ

ブあるいはクラブ・グループが頒布する物品

の一部として，またはこの物品に関迎させて

複製する場合，当該ロータリー・クラブまた

はクラブ・グループが複製した旨の断り書き

をテストの本文の下方のどこかに入れるべき

である。これは，それらのクラブがあらゆる

人間関係を四つのテストに照らして実施しよ

８２ 

職蘂奉仕活動

（VocationaIServiceActivities） 

ある国から別の国へと労働者が大移動した

結果，言語障壁および文化的・社会的背景の

相違から苦難が生じるかもしれない。このよ

うな苦難を克服する一助として，クラブは，

自国以外の国の文化的・経済的・地理的状態

に関するプログラムを例会で実施し，また，

地元地域社会の他のグループの会合でも実施

するよう奨励すべきである；

・クラブはその地域に新たに移って来た人が

新しい環境に溶け込むよう援助するため市民

相談所を創般するとかあるいは支持する方法

を講じることを考究する；

・適格な候補者が得られた場合,クラブは｢労

働団体｣という職業分類の下にその候補者を

会貝に選挙する；

・クラブは随時，労使に関連した特別講演会

や対論会に，要望があれば，臓用者団体の労

務管】魂担当者を招待する；

・国家や地方自治体の政策は同業組合並びに

労働組合双方の指導者の折衝と協定にどれほ

ど依存しているか，ということを考慮するよ

うクラブ会員の注意を促す。さらにクラブ会
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ロータリアン間の取引関係

（BusinessandProfessionalRelations 

AmongRotarians） 

貝は同業組合で指導的役割を果たすことに努

力して労使間の問題における方針の確立に影

響を与えうる機会に恵まれているという点に

もクラブ会員の注意を喚起する。（63）

職業奉仕の範囲は，クラブとロータリアン

の創意によって無限に広がる。ロータリアン

は，自己の轍業に基づいてクラブで職業分類

されているのであるから，職業奉仕は，すべ

てのロータリー・プログラムを遂行するうえ

で不可欠な要素である：その影響は，他の奉
仕部門に及ぶ。

職業奉仕は多面的である；クラブや地区

は，ためらわず，ロータリーの第２奉仕部門

の目標を鼓吹，育成することを目指す新しい

革新的な方法をつくり出さなければならな
い。

ロータリアン間の取引関係に関するロータ

リーの方針は次の通りである。すなわち，ロ

ータリアンはその同僚ロータリアンから，他

の事業家に対する場合よりも多くの利便を期

待してはならないし，ましてこれを要求する

ようなことがあってはならない。ロータリア

ンが，取引関係にある他の事業家には普通与

えないような特典を同僚ロータリアンに（ロ

ータリアンであるという理由だけで）与える

のは，競争業者に対するロータリアンの責任

に反することであるし，また，ロータリーの

職業奉仕の原則に背くことである。いかなる

場合においても，ロータリーの親睦を利便や

利益を得る手段として利用することはロータ

リーの精神から遠く遊離したものである。
(33,79） 

いかなる商社も敬具(Yourstruly）の代わ

りに“YoursRotarily”という字句を署名す
べきでない。（29）

職薬奉仕月間

（VocationalServiceMonth） 

理事会は，クラブだけではなく，各ロータ

リアンも，職業奉仕の理想を日常実践するよ

うに強調するために，毎年10月を特に職業奉
仕に焦点をしぼったプログラムを行う｢職業
奉仕月間｣と定めた。（78,81）

8３ 
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第６章

社会奉仕

(CommunityService） 

最初のロータリー・クラブが艇生した早期

より，ロータリアンは，自己の地域社会に奉

仕することに深く携わってきた。各ロータリ

ー･クラブの歴史には，その所在地を問わず，

ロータリーの綱領の第３項を実行に移してい

るプロジェクトが数多く記録されている。

ロータリアンすべてがその個人生活，事業

生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用

すること。

１．ロータリーは，基本的には，一つの人

生哲学であり，それは利己的な欲求と義務お

よびこれに伴う他人のために奉仕したいとい

う感悩とのあいだに常に存在する矛盾を和ら

げようとするものである。この哲学は奉仕

一｢超我の奉仕｣－の哲学であり,｢最もよ

く奉仕する者,最も多く報いられる」という実

践倫理の原理に基づくものである。

２．本来ロータリー・クラブは，事業およ

び専門職務に携わる人の代表として，ロータ

リーの奉仕の哲学を受け入れ，次の四つのこ

とを実行することを目指している人々の集ま

りである：まず第１に，奉仕の理論が職業お

よび人生における成功と幸福の其の基礎であ

ることを団体で学ぶこと；第２に，自分達の

あいだにおいても，また地域社会に対しても,

その実際例を団体で示すこと；第３に，各人

が個人としてこの理論をそれぞれの職業およ

び日常生活において実践に移すこと；そして

第４は，個人として，また団体としても大い

にこの教えを説き，その実例を示すことによ

って，ロータリアンだけでなく，ロータリア

ン以外の人々のすべてが，理論的にも実践的

にも，これを受け入れるように励ますことで

ある。

３．国際ロータリーは次の目的のために存

在する団体である：(1)ロータリーの奉仕の理

想の擁護，育成および全世界への普及；(2)ロ

ータリー．クラブの設立，激励，援助および

運営の管理；および(3)一種の情報交換所とし

て，各クラブの問題を研究し，また，強制で

なく有益な助言を与えることによって各クラ

ブの運営方法の標準化を図り，社会奉仕活動

についても，既に広く多くのクラブによって

その価値が実証されており，国際ロータリー

８５ 

社会奉仕活動に対する方針

（PolicyTowardCommunityService 

Activities） 

社会奉仕に対するロータリーの方針は，

1923年国際大会で採択され，以後の国際大会

で改正された決議23-34に述べられている。

決磯23-34の本文

(TextofResolution23-34） 

ロータリーにおいて社会奉仕とは，ロータ

リアンのすべてがその個人生活，事業生活，

および社会生活に奉仕の理想を適用すること

を奨励，育成することである。

この奉仕の]座想の適用を実行することにつ

いては，多くのクラブが会貝による奉仕にそ

の機会を与えるものとして，さまざまな社会

奉仕活動を進めてきている。以下に掲げる諸

原則は，ロータリアンおよびロータリー・ク

ラブの指針として，また，社会奉仕活動に対

するロータリーの方針を明確に表すものとし

て適切であり，また管理に役立つものである

ことを認め，これを採用するものである。
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定款に掲げられているロータリーの綱領の趣

旨にかない，これを乱すような恐れのない社

会奉仕活動によってのみ，その標地化を図る

こと。

４．奉仕するものは行動しなければならな

い。従って，ロータリーとは単なる心構えの

ことをいうのではなく，また，ロータリーの

哲学も単に主観的なものであってはならず，

それを客観的な行動に表さなければならな

い。そして，ロータリアン個人もロータリー・

クラブも，奉仕の理論を実践に移さなければ

ならない。

そこで，ロータリー・クラブの団体的行動

は次のような条件の下に行うように勧められ

ている。いずれのロータリー・クラブも，毎

年度，何か－つの主だった社会奉仕活動を

－それもなるべく毎年度異なっていて，で

きればその会計年度内に完了できるようなも

のを，後援するようにすること力璽ましい。

この奉仕活動は，地域社会が本当に必要とし

ているものに基づいたものであり，かつ，ク

ラブ全貝の一致した協力を必要とするもので

なければならない。これは、クラブ会貝の地

域社会における個々の奉仕を奨励するために

クラブが継続的に実施しているプログラムと

は別に行われるべきものとする。

５．各ロータリー・クラブは，クラブとし

て関心があり，またその地域社会に適した社

会奉仕活動を自主的に選ぶことについて絶対

的な椎利をもっている。しかし，いかなるク

ラブも，ロータリーの綱領を無ﾈ兇したり，ロ

ータリー・クラブ結成の本来の目的を危うく

するような社会奉仕活動を行ってはならな

い。そして国際ロータリーは，一般的な奉仕

活動を研究し，標単化し，推進し，これに関

する有益な示唆を与えることはあっても，し

かし，どんなクラブのどんな社会奉仕活動に

せよ，それを命じたり禁じたりすることは絶

対にしてはならないものとする。

６．個々のロータリー・クラブの社会奉仕

活動の選択を律する規定は別に設けられてい

ないが，これに関する指針として以下の準則

が推奨されている：

８６ 

ａ）ロータリーの会員の数には限りがあ

るので，ロータリー・クラブは，市民全体の

積極的な支持なくしては成功しえないような

広範囲の社会奉仕活動は，ほかに地域社会全

体のために発薗し，行動する適切な市民団体

などの存在しない土地の場合に限り，これを

行うこととすべきであり，商工会議所のある

土地では，ロータリー・クラブはその仕事の

邪魔をしたり，横取りをしたりすることのな

いようにしなければならない。しかし，ロー

タリアンとしては，奉仕を誓い，その理念の

教えを受けた個人として，その土地の商工会

織所の会員となって活躍すべきであり，また，

その土地の市民として，他の善良な市民と一

緒に，広くすべての社会奉仕活動に関与し，

その能力の許す限り，金銭や仕事のうえでそ

の分を果たすべきである。

ｂ）一般的に蘭って，ロータリー・クラブ

は，どんな立派な事業であっても，クラブが

その遂行に対する責任の全部または－部を負

う用意と意思のない限り，その後援をしては

ならない。

ｃ）ロータリー・クラブが奉仕活動を選ぶ

場合に宣伝をその主たる目標としてはならな

いが，ロータリーの影響力を拡大する一つの

方法として，クラブが立派に遂行した有益な

事業については正しい広報が行われるべきで

ある。

。）ロータリー・クラブは，仕事の重複を

避けるようにする必要があり，総じて，他に

機関があり，それによって既に立派に行われ

ている事業に乗り出すようなことをしてはな

らない。

ｅ）ロータリー・クラブの奉仕活動は，な

るべく現存の機関に協力する形で行うことが

望ましいが，現存機関の設備や能力が目的の

遂行に不十分である場合には，必要に応じ，

新たに機関を設けることにしても差し支えな

いｏ

ロータリー・クラブとしては，新たに重複

した機関をつくるよりも，現存の機関を活用

することのほうが望ましい。

ｆ）ロータリー・クラブはそのすべての活
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クラブは次のように要繭されている：

ａ）社会奉仕委員会が，地元内のそれぞれ

の地域の特定の相対的状況を総合的に調査，
分析し，地域社会のニーズを確認する；

ｂ）地域社会のニーズを見いだすために

個人的，また職業上の立場を生かしてクラブ

の区域内を探り，社会奉仕委員会の調査，分

析を補足，強化するよう個々のクラブ会員に
勧める；

ｃ）他の社会奉仕団体との会合が可能かつ

必要で，所定の方針に合致して行うことがで

きる場合，そのような会合を開き，話し合い
と意見の交換をする；

。）地域社会のニーズに積極的に関心を
示し，これに梢通していることを会員候補者
選考の－要素に含める。（63）

動において，宣伝者として優れた働きをし，
多大の成功を収めている。ロータリー・クラ

ブは地域社会に存在する問題を見つけ出すこ

とはしても，それがその地域社会全体の責任

にかかわるものである場合には，単独でそれ

に手を下すようなことはしないで，他の人々

にその解決の必要を悟らせる努力をし，地域

社会全体にその責任を自覚させて，この仕事

がロータリーだけの責任にならないで，本来

その資任のある地域社会全体の仕邸になるよ

うにしている。また，ロータリーは，事業を
始めたり，指導したりするが，一方，当然そ
れに関心をもっていると考えられる他のすべ

ての団体の協力を得るように努力すべきであ

り，そして，当然ロータリー・クラブに帰す
べき功績であっても，それに対する自分のほ

うの力を最小限度に評価して，そのすべてを
協力者の手柄にするようにしなければならな
い。

ｇ）クラブがひと固まりとなって行動す
るだけで足りるような事業よりも，広くすべ

てのロータリアンの個々の力を動貝するもの

のはうがロータリーの輔神によりかなってい

ると言える。それは，ロータリー・クラブで

の社会奉仕活動は，ロータリー・クラブの会
員に奉仕の訓練を施すために考えられたいわ

ば研究室の実験としてのみこれを見るべきで

あるからである。（23-34,26-6,36-15,
51-9,66-49） 

社会奉仕会鯛の運営手続規則

（RulesofProcedureforaCommunity 
ServiceCounciD 

地域社会内のいろいろな奉仕クラブあるい

は他の団体の役員が，それぞれの団体の社会

奉仕に関し，討議し，意見を交換するため，
時々会合する必要があると認識した場合に

は，ロータリー・クラブの代表者は，次の運

営手続に従ってこれに出席することができ
る。

会議は，それぞれの団体によって実行され

ているかあるいは考慮されている社会奉仕に

関する問題について,討論を行ってもよいが，
それぞれの団体が独立団体としての行動の自
由を失うことを葱味する決定は行わないもの
とする。

問題のいかんを問わず会議がとるべき措漣

は，出席者の意見の表明と会議の意見を各所
属団体に報告することを出席者が承諾するこ
とだけにとどめるべきである。

会議は，その代表者を送り出している団体

を，いかなる点においても拘束するような意

見を表明する資格も権限も与えられていな

い但し，各団体が前もってそれぞれその間

８７ 

クラブと地区の

社会奉仕活動への参加

（ParticipationinCommunityService 

ActivitiesbyClubsandDistricts） 

地域社会のニーズに対して，政府および民
間の諸団体が活uilIしているが，しかし，ロー
タリー・クラブやロータリアンが地元地域社

会において効果的かつ重複しない奉仕を引き
受ける各種やりがいのある機会が依然として
存在する。

効果的な社会奉仕活動をする基礎として，
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題を考慮し，その問題に対する態度を決め，

その代表者に対し会議においてこの立場を他

の代表者とともに表明することを指示し，委

任した場合はこの限りでない。

地域社会内の団体全部の共同行動を必要と

すると考えられる問題がある場合には，各団

体のとるべき措置に関する決定はまず各団体

自体においてなされるべきである。その決定

後に，その問題を特別に考慮するための会議

を特に招集すべきである｡そしてこの会合に，

各団体は，代表者を派遣すべきである。この

代表者は，自己の所属団体を代弁し，共同活

動への参加を約束する権限を正式に与えられ

るものとする。

ロータリー・クラブの態度が明確になる前

に，会議の意見が新聞その他に発表されるこ

とは，会議に代表を送っている種々の団体を

こうした意見によって束縛しようというので

あれば，なすべきでない。

これらの運営手続の目的は，このような会

議において各自が考えを自由に交換し，意見

を発展させることであり，また，同時に，会

議に代表を送っている諸団体の立場,つまり，

団体相互間，あるいはそれぞれの団体から構

成されるより大きな団体あるいは地域社会と

の関係を，決して侵害することがないように

することである。（32）

特に関心の高い社会奉仕活動

（CommunityServiceActivItiesof 

Speciallnterest） 

クラブは，クラブ奉仕，社会奉仕，青少年

奉仕委員会を通じて，犯罪行為にまきこまれ

た青少年を調査し地元の状況に照らして問

題を軽減するために何ができるかを決定すべ

きである。その際，妥当であればローターア

クトとインターアクト・クラブの援助を求め

るべきである。（81）

ロータリー．クラブは，地域社会内に薬物

問題がどの程度存在するか調べ，このような

問題と闘うために頼れる人材，団体を見極め

るよう要請されている。（82）

ロータリー．クラブは，社会奉仕プロジェ

クトを通じて，また保健当局と協力して，児

童に対する伝染病(特にポリオに重点を騒ぐ）

の免疫措置対策を推進，援助するよう要請さ

れている。

文盲追放

（LiteracyPromotion） 

ロータリー・クラブは，世界社会奉仕，ロ

ータリー村落共同隊（theRotaryVi1lage

Corps),３－Ｈプロジェクト，インターアクト

ローターアクトなどのロータリーの既存プロ

グラムにおいて適切なプロジェクトを実施し

たり，既存プログラムに文盲追放という要素

募金運動への参加

（ParticipationinFundRaising 

Activities） を組み入れたりすることによって，地元や他

地域の文盲追放を推進するよう奨励されてい

る。募金計画あるいは他の運動に参加または提

携する場合，クラブは，クラブの信望を落と

すような品位のないやり方に陥らないよう常

に注意を払うべきである。（46）

（ ） ＣｏｎｃｅｍｆｏｒｔｈｅＡＲｉｎ２ 

ロータリー・クラブは，高齢者の物質的，

社会的，経済的ニーズに応える社会奉仕プロ

ジェクトを実施するよう要請されている。

8８ 
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を確保するため，できる限り，年齢層のバラ

ンスを保つよう心がけなければならない。

(67） 

どのローターアクトクラプにも，その名

称の後に｢(名称）ロータリー・クラブ提

唱｣という文言を付するようにすることが強

く要望されている。（79）

毎年ロータリー・クラブのローターアクト

委員会委員を１名またはそれ以上再任するこ

とにより，委員の継続性を保つよう規定する

ことが重要である。

いかなる意味においても，ローターアク

ト．クラブは提唱ロータリー．クラブまたは

国際ロータリーの一部または合法的加盟クラ

ブと考えてはならない。ローターアクト・ク

ラブ会員は｢ジュニア・ロータリアン」と呼ば

れたりみなされぬものであり，またロータリ

ー徽章を使用したり着用したりしてはならな

い。ロータリー徽章とは異なった，ローター

アクト．クラブ会員専用の徽章が別にある。

ローターアクト・クラブは，一つのロータ

リー．クラブまたは数クラブによって結成さ

れ，提唱され，かつ助言が与えられ，そして

所管地区ガバナーによって確認された後，国

際ロータリーの証明と承認を得て設立され

る。その他の方法では，創立することも，維

持することもできない。クラブの存続は，提

唱ロータリー・クラブの不断の後援と国際ロ

ータリーが継続して承認を与えるか否かにか

かっている。

国際ロータリーが設定した機構の下に，提

唱ロータリー・クラブは，ローターアクト

クラプを結成し，その後指導と助言を与える

責任を有するものとする。

ローターアクト・クラブが大学を結成基盤

とする場合，提唱ロータリー・クラブは，そ

のクラブに対しては,、当該大学当局制定の全

学生団体並びに課外活動に関する規定並びに

方針と同一のものに従うべきものであること

を了解のうえ,大学当局の完全な協力の下に，

ローターアクト・クラブ

（RotaractC1ubs） 

RJ・理事会は，ローターアクトの目的と目

標に関して次のような声明を採択した：

目的

ローターアクトの目的は，青年男女が個々

の能力の開発に当たって役立つ知識や技能を

高め，それぞれの地域社会における物質的，

あるいは社会的なニーズと取り組み，親睦と

奉仕活動を通じて全世界の人々のあいだによ

りよい信頼関係を推進するための機会を提供

することにある。

目標

1）専門技術および指導能力を開発するこ

と；
－ 

２）個人の価値を認める考え方に立脚して，

他人の権利を尊重する観念を養うこと；

3）すべての有用な職業は社会に奉仕する機

会であるとして，その品位と価値を認識する

こと；
－ 

４）指導者としての資質という面でも，職業

上の責務を遂行するという面でも，道徳的基

準が大切であることを認識し，実践，推進す

ること；̄
 

5）地域社会と世界各地のニーズ，問題，機

会に対する知識と理解を深めること；

6）地域社会に奉仕し，かつ，国際理解と全

人類に対する善意を推進するために，個人と

して，また，団体として，活動する機会を提

供すること。（87）

ローターアクト・クラブは，提唱ロータリ

・クラブの近隣地域内に居住，就職または

就学している18歳から29歳までの青年によっ

て構成される。年齢制限は大学に在学中の者

には適用されない。

ローターアクト・クラブ年度はロータリ

ー･クラブ年度と一致させなければならない。

ローターアクト・クラブ会員組織の継続性
､本方針脚明杏で使用される大学という百乗はすべての玻高教

育機関を含む。

８９ 
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当該ローターアクト・クラブに対する管理と

助言を行うものとする。

ローターアクト・クラブ会貝をロータリ

ー・クラブ並びに地区大会のプログラムに参

加するよう招待するロータリー・クラブおよ

び地区大会は，起こりうる法律上または道義

上の義務と責任に対しクラブないし地区大会

を保護するために，十分な旅行傷害保険およ

び責任保険に加入すべきである。

原則として，ローターアクト・クラブは，

他の団体の趣旨いかんにかかわりなく，他の

団体に加盟または合併してはならない。（67）

ロータリー・クラブは，教育機関を鑛盤と

するローターアクト・クラブのほかに地域社

会に基づくローターアクト・クラブをも提鴫

するよう奨励されている。（74）

－.クラブの承認を得なければならない。

ローターアクト・クラブは．国際ロータリ

ー理事会の文書による許可を得た場合に限り

提唱ロータリー・クラブの近隣地域外にロ_

ターアクト・クラブを結成することができる。

ローターアクト・クラブは，次の条件下に

２以_'二のロータリー・クラブが共同して結成

し，かつ提唱することができる：

１）地区ガバナーが,慎重に考慮した結果，

地区と各関係ロータリー・クラブ並びにロー

ターアクト・プログラムに対する最大の利益

が共同提唱によりもたらされることを文瞥に

より表明し，承認を与えること。

２）推薦されるローターアクト・クラブ会

同は，各提唱ロータリー・クラブの区域限界

内よりそれぞれ相当数選出されること。

３）個々のロータリー・クラブの提唱によ

り，個々にローターアクト・クラブを結成す

ることが，原則であるが，ロータリー・クラ

ブが個々にローターアクト・クラブを結成す

ると地域社会内もしくは大学内における単一

の青年団を人為的に分断するような結果を招

く恐れがあること。

４）各提唱ロータリー・クラブから効果的

に代表者が送り出されるような合同ローター

アクト委員会を設立すること。

ローターアクト・クラブは次の場合に解散

する：ａ）その定款に従って運営されな

い場合，あるいはその他の理由により，提唱

ロータリー・クラブの同意，承認，合意の有

無にかかわらず，国際ロータリーにより解散

させられる場合，ｂ）提唱ロータリー・クラ

ブにより解散させられる場合，またはｃ）ロ

ーターアクト・クラブ自身の決定により解散

する場合。

国際ロータリーの方針として，理事会は，

国際ロータリー以外のいかなる個人または団

体も，営利その他の目的のためにローターア

クト・クラブに対して回状を送達する権利を

謎めない。但し，ローターアクト・クラブ．

ローターアクトの標語

（RotaractMotto） 

ローターアクト・クラブ並びにその会貝が

使用するのにふさわしい次の標語が採択され

た：

｢奉仕を通じての親睦」

（FellowshipThroughService）（77） 

ローターアクト組織

（RotaTactO屯anization）

標準ローターアクト・クラブ定款は，国際

ロータリーによって規定されるものであり，

かつ国際ロータリー理事会のみが，これを改

正できる。クラブ結成並びに認証の必要条件

として，各ローターアクト・クラブは，標蝋

ローターアクト・クラブ定款を採択し，以後

国際ロータリー理事会の採択する全改正条項

を自動的に採用しなければならない。

各ローターアクト・クラブは，標準ロータ

ーアクト・クラブ定款および国際ロータリー

が設定した方針に矛盾しない細則を採択しな

ければならない。この細則は，提唱ロータリ

９０ 

レベル，地区レベル，多地区レベルの会合を

単価する責任者であるローターアクターの場

合はこの限りでない。
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地区組織を開発し，次の責務を遂行するよう地区ガバナーは，地区内にローターアク

ト・プログラムを公表し，新ローターアクト

クラプの結成を推進し，ローターアクト・プ

ログラムを運営するに際し，その補佐役とし

て地区内各地のロータリアンによって櫛成さ

れる地区ローターアクト委員会を設置するよ

う要禰されている。地区ローターアクト委風

会の設極に際し，それが可能でありかつ実行

できる場合は，１名ないし数名の委貝を再任

することにより，委員の継続性を保つよう規

定すべきである。ロータリーの地区ローター

アクト委員会は，その任務を遂行する際，地

区ローターアクト代表とその委員会と調整の

奨励されている

a）ローターアクト地区ニュースレタ

－を発行・配布すること

b）ローターアクト地区大会を計画，地

傭，開催すること；

c）ロータリー地区大会への出席・参加

を奨励すること；

｡）Ｒ1.地区ローターアクト委員長とと

６に地区内いたるところでローターアクト

の推進と拡大活動を実施すること；

e）日本支局へローターアクト情報を報

告する連絡役を務めること；

うえ，活動しなければならない。（67） f）奉仕活動を計画･実施すること（地区

内のローターアクトクラプの４分の３の

承懇を得た場合）；

クラブ・レベル以上の 日）ローターアクト・クラブがプロジェ

ローターアクト組織と会合 クトを実施する際,助言･援助をすること；

（ RotaractOrganizationandMeetin2 h）地区内におけるロータリーとロ_

ターアクトの活動を調整するためにＲＬ地BeyondtheClubLeveI ） 

区ローターアクト委貝長に協力すること；

1）三つまたはそれ以上のローターアク i）地区レベルにおけるローターアクト

トクラプを有するロータリー地区は，ロ~ の広報活動を調整すること；

ターアクト地区を構成するものとする。この i）地区内におけるローターアクトク

ようなローターアクト地区内のクラブは，そ ラブ役員の瀦習会を計画，実施するために

の会員の中から地区ローターアクト代表を選 ＲＬ地区ローターアクト委員長と協力する

拳しなければならない。選挙の方法はローダ こと。̄
 

5）ローターアクト・クラブの地区レベル＝アクト会員が決めるものとする。ローター

アクト代表に選ばれるためには，１年間ロ- Ｏ会合の目的は,_友情と友愛にあふれた雰囲

ターアクｌ・クラブ会長または地区ローター 気の中で社会奉仕プロジェクトを推進し，国

ヱクト委員会委員を務めた経験がなければな 際理解を深め2-専門知識を高めることである。
らない。̄
 

２）ロータリー地区内におけるローターア

(87） 

６）クラブ・レベル以上のローターアクト

会風の会合は，すべて，立法の権限をもたな

いものとし，かつまた，そのような権限をも

っているかのように思われる手続，方法によ

って会合を準iii，運営してはならないものと

する。但し，地区レベルあるいはその他のレ

ベルにおけるローターアクトの運営に携わる

人々に対して有益な助言となりうるような意

見を発表することは差し支えない。

７）地区レベルのローターアクトの会合

で，地区内ローターアクト・クラブの４分の

９１ 

クトクラプの数が－つまたは二つの場合は，

地区ガバナーが，地区内の直前ローターアク

トクラプ会長1名を地区ローターアクト代

表に任命するものとする。

3）地区ローターアクト代表は，ロータリ

一地区ガバナー，ロータリー地区ローターア

クト委貝会，他の関係ロータリー地区委員会

の指灘と助言を受けることになる。

4）各ローターアクト地区は，地区ローダ

－アクト代表を指導者とするローターアクト
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３の多数投票により，地区奉仕プロジェクト

に着手し，このプロジェクト募金のために地

区ローターアクト奉仕基金を設立することが

できる。この基金への寄付は任意としなけれ

ばならない。このようなプロジェクト並びに

奉仕基金は地区ガバナーの承認を得なければ

ならない。また，地区プロジェクトの運営お

よび基金の使途に対する具体的計画および説

明書も，地区ガバナーと地区内の４分の３の

ローターアクト・クラブの承認を得なければ

ならない。地区ガバナーは，地区基金の募金

および運営の資任者となる地区基金委貝会を

設置しなければならない。この委員会は，地

区内のローターアクターおよび少なくとも１

名のロータリアン(地区ローターアクト委員）

によって構成される。地区奉仕基金は，その

基金がローターアクト地区の財産であって，

特定のローターアクターもしくはローターア

クト・クラブの専有財産でない旨を明記した

銀行預金口座に保管されなければならない。

(80,87） 

８）すべてのローターアクト地区活動に要

する資金は，その地区のローターアクト・ク

ラブが調達するものとする。国際ロータリー

は，地区レベルのローターアクト・クラブの

会合の経費を負担しないものとする。このよ

うな会合の経費は最小限度にとどめ，参加者

が負担できる範囲のものとする。（67,87）

プログラム，予算。さらに，十分な金額の責

任保険に加入したことの証明轡を添付するも

のとする。̄
 

２）ローターアクトの多地区合同会合（国

際レベルでない）の場合は，ローターアクト

会合委員長が，会合の申謂香を関係地区ガパ

ナーに提出しなければならない｡申繭惑には，

日時，場所，会場設側，参加者，プログラム，

予算を明記し，さらに，十分な金額の責任保

険に加入したことの証明書を添付するものと

する。さらに，開催地の地区ガバナーは，そ

の地域選出の理事と事務総長にこの催しにつ

いて報告するものとする。さらに，関係地区

ガバナーにローターアクト多地区合同活動ま

たはプロジェクトをすべて報告するものとす

る。
－ 

３）ローターアクト交換チームは，Ｒ､1.理

事会の指針に従って実施されるなら，奨励す

るものである。（87）

ローターアクｈ・プログラムの

資金關達

（FinancingtheRotaractProgram） 

1）ローターアクターは，クラブの運営費

を賄うために，所属ローターアクト・クラブ

に年会費を支払うものとする。

2）ローターアクト・クラブは，地区の運

営費を賄うために，所属ローターアクト地区

地区レベル以上の

ローターアクトの会合

（RotaractMeetingsBeyondthe 

DistrictLevel） 

組纈に，年会費を支払うものとする。

3）提唱ロータリー・クラブが，地区しべ

ルの指導者講習会におけるローターアクト

クラブ役員，理事，委員会委員長の出席費用

を支払うものとする（あるいは，事IWIこよっ

1）ローターアクトの国際レベルの会合 て，提唱ロータリー・クラブとロータリー地

I土，開催地の地区ガバナーとその地域選出の 区とローターアクト参加者のあいだで費用に

ついて取り決めるものとする）；ＲＬ理事の承腿を得なければならない。さら

4）ロータリー地区は，多地区合同指導者に，Ｒ､1.理事会の承認も得なければならない。

このような会合の申綱轡は，開催地の地区ロ 講習会への地区ローターアクト代表の出席費

－ターアクト代表が提出するものとする。そ 用を負担するものとする。

して，この申請書には次のことを明記するも 5）ローターアクト・プログラムの財務方

のとする：日時，場所，会場設備，参加者， 針には次のものが含まれる：

9２ 
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型国際ロータリーは，国際大会でロ_
ローターアクト・ニュース

（RotaractNews） 
ターアクトの活動の場を提供するものとす

塾さらに,ＲＪ・地区ローターアクト委員長
と地区ローターアクト代表にプログラムの

資料を提供するものとする。 Ｒ・I・事務局は，ローターアクト・クラブ提唱

ロータリー・クラブのために，また，ロータ

ーアクトクラプ自身のために，時折，ニュ

ースレターを発行している。ニュースレター

または他の出版物は提唱ロータリー・クラブ

とローターアクトクラプ会長に配布される。

b）国際ロータリーは， 国際大会直前に

開かれるローターアクト年次会合を除 き，

ロニーターアクトクラプの会合または複数

｡_ローターアクトクラプの会合に要する
塑用を一切負担しない。

Ｊローターアクト 2クラブ会員の会費 適切であれば，この資料の内容は，ローター

アクト・クラブと提唱ロータリー・クラブ間
の討論の機会となることができる。

または分担金はごくわ壷かとし，クラブの

迎営費を賄える額迄けとすべきである。 ロ

_ターアクト・クラブが企てる活動および
プロジェクトの資金は， 会費または分担金

とは別に,クラブが調達すべきものとする。 ローターアクト指導者講習会

（LeadershipTrainingMeetingfor 
Rotaract） 

Ｊローターアクトヒクラプのプログラ

ﾑ遂行に必要な資金を集めるのは，ローダ

=ｱｸﾄｸﾗﾌﾟ自身の資務である｡

ｅ）ローターアクトクZラブ会風をロ－次期ローターアクト・クラブ役員すべては，
坐＝二z』幽三型旦2A塗Ｑｚ且Ｚ乏墾ﾚﾍﾞﾙにおいてﾛｰﾀｰ百ﾃﾗ丁了壽
今4二藝嘆竺型壁垂工竺－２二2-2二二ｚ役員としての指導万；Ｆ１要を雨三~涼;元二;：
=空竺』饗些竺些些LZ-型延乙｡この研修には,今jiji二扇忘諒ﾗﾗ蘓誌
圭竺竺藥竺藝型塾EE2iL-zZzzE護習会が含まれる`この講習蚕Fi司汀;蕨
と÷L邑型勢鍾21麹二竺竺ＥＪ幽丘＝2-ｱｸﾄ委貝会と協〕両三遍i目Eテー
型璽f趣i圭堕f遜墜E12lムェニ堂ヱヱクト委員会が実施孑云諒房i孟雨ii石
ある。

－ターアクト・クラブ役員，理事，委員会委
些二二二z2LL2-zZ些_旦二z｣Ｌ壁で,費用は,提唱ﾆﾀﾜ芒寺戻諒
==竺二型塑些些＝Z二z-Z-L2塗するか,ある可蕪１１;E]E;~:そ司燕
量_プに財政援助を広く求めてはならない。－タリー．クラプレロー々1,-側h面し戸一々一タリー・クラブとロータリー地区とローダ

＝アクト参加者のあいだで費用について取 り
２トヘの寄付は任意であり， 個々のローダ 塗めるものとす=堂。

ロータリー地区は，多地区合･同で－アクターまたはローターアクト・クラブ
地区ロ

に強制することはできない。（80,87） －ターアクト委風会の指導力研修を行うもの
とする。（8２１

9３ 
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第７章

国際奉仕
(InternationalService） 

国際奉仕の目的

（ThePurposeofIntemationaI 

Service） 

ロータリアンのあいだに,また,一般の人々

のあいだに理解と善意をはぐくむことがうロ

ータリーの国際奉仕の明砿な任務である。

(51） 

個々のロータリアンの責務

（ResponsibilityoftheIndividual 

Rotarian） 

ロータリアンは，それぞれ，奉仕の第４部

門に込められている理想の達成に寄与するよ

う期待されている。

各ロータリアンは，自国の忠実かつ勤勉な

市民となるべく個人生活および職業活動を律

するよう期待されている。

各ロータリアンは，場所を問わず，個人と

して尽力し，視野の広い世論をつくりだすよ

う助力すべきである。このような世論は，必

然的に，あらゆる国の人々のあいだに国際理

解と親善を増進しようとする政府の政策に影

響を及ぼすであろう。

世界に目を向けるロータリアンとして：

１）愛国主義にとらわれず，自分が，国際

理解と親善と平和を推進するという責務を共

に負っているものとみなす。

２）国家的または人種的優越感によって行

動しないようにする。

３）他国民と協調する共通の基盤を求め，

これを育成する。

４）思想，百論，集会の自由，迫聾と侵略

からの解放，欠乏と恐怖からの解放を享受で

きるように，個人の自由を守る法律と秩序を

擁讃する。

５）どこかが貧困であれば，全体の魁かさ

を危うくすると認識し，あらゆる国の人々の

生活水準を高めようとする措置を支援する。

６）人類に対する正義の原則を向くかざ

す。この原則は基本であり，世界的なもので

なければならないと認識する。

７）国家1111の平和を推進しようと常に努

９５ 

国際奉仕における

ロータリーの基本方針

（BasicPolicyofRotaryin 

lntemationalService） 

ロータリーの国際奉仕の目指していること

は，奉仕の第４部門に表現されている；すな

わち，「奉仕の理想に結ばれた，事業と専門職

務に携わる人の世界的親交によって，国際間

の理解と親善と平和を推進する上

自由，正義真実，宣誓の神聖，人権尊重

は，ロータリーの原則に本来備わっているも

のであり，また，国際平和と秩序の維持およ

び人類の発展に不可欠である。（51,53）

国際奉仕は，概念上，次のような四つの一

般的分野に分類できる：

1）世界社会奉仕活動；

2）国際レベルの教育的，文化的な交換活

動；

3）特別月間と他し；

4）国際的な会合。（85）
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め，この理想のためには個人的犠牲を払う覚

悟をする。

８）実践されれば，必ず豊かで充実した人

生をもたらす，倫理的・精神的基本水準が存

在すると認識しながら，国際親善の一歩とし

て，あらゆる他の人々の信念を理解する心を
かき立て，これを実践する。（51,53）

し，また，特定の国際問題の解決に関する計

画案や意見番をi塾inしてはならない。

ロータリー・クラブが存在する国家間の関

係が緊迫している場合には，悪意や誤解を増

すことがないように，関係国および他の国々

のクラブは，細心の注意を払わなければなら

ない。（51,53）

ロータリー．クラブとロータリアンは，な

お一層の努力をして，世界中の人々のあいだ

に理解と親善を奨励・助長するよう要請され

ている￣常に国際ロータリーの所定の方針

を守ること，また，誤解を生じ，悪意を生み，

平和達成と維持への努力を後退させるような

行動，発言，通信，文轡は，鱈露することな

く避けること（第１章｢ロータリーと政治｣，

第３章｢地域社会，国家，国際問題の方針｣参

照)。（73）

ロータリー・クラブの責務

（ResponsibilityoftheRotaryClub） 

ロータリー・クラブは，政府や世界問題あ

るいは国際間の政策に影響を与えるような団

体行動をとってはならない。むしろ，個々の

会風に対して，これらの問題についての知識

を与えるように努め，それによって会員に，

啓発された建設的な心機えをもたせるように

すべきである。

ロータリー･クラブで，討論会を開催して，

公共の問題を論じても差し支えない。但し，

そのような場における一連の措置は，奉仕の

第４部門の助長を目指すものとする。もし論

争点のある場合には，双方の主張が十分に発

表されることが肝要である。

国際ロータリーの方針としては，ロータリ

ー・クラブが核時代や貿易などの国際問題を

公平な立場で討論するプログラムを退けるも

のではない。これらの問題は，平和の追求と

いう範囲内において真剣に考え，討譲するの

にふさわしいテーマである。

ロータリー・クラブにおいて国際的な論題

を取り上げる場合，論者に他国の国民を攻撃

しないように注意してほしい。また会合にお

いて表明された個々の論者の意見に対して

は，ロータリー・クラブは必ずしも責任を負

うとは限らないことを明らかにしておかなけ
ればならない。

ロータリー・クラブは，国際問題に関係を

もつ特定の計画に関するいかなる決議をも採

択してはならない。ある国のクラブから他の

国のクラブ，国民あるいは政府に対して何ら

かの行動をとることを要望してはならない

９６ 

国際ロータリーと国際奉仕

（Rotarylnternationaland 

lntemationalService） 

国際ロータリーは，さまざまな見解をもつ

多数の国に存在しているロータリー・クラブ

によって榊成されているのであるから，Ｒ,１．

は，政治問題に関し団体行動をとったり，団

体声明を発表してはならない。とはいえ，国

際ロータリーは，世界各地の加盟クラブを通

じて，国家間の平和の基礎として人々のあい
だに国際理解と親善を鼓舞・育成している。

国際ロータリーは，平和と正義の原則を固

守することを再確認し，全ロータリアンに，

国際的難問を平和交渉によって解決するため

に自己の影響力を行使するよう要請してい

る。（５１，５３，６１）

国の法律，慣習に対する批判
（CriticismsofLawsandCustomsof 

acountry） 

次の方針声I川が採択された
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９）国際奉仕プロジェクト諮問委員会

(IPACs)が世界社会奉仕活動の有益な骨組と

なっているゾーンや地域において同委員会を

推奨すること；

１０）国際ボランティア奉仕を含む世界社会

奉仕活動にロータリアンを直接参加させるこ

と。

地区とクラブは世界社会奉仕小委員会を含

む国際奉仕委貝会を設置するよう推奨されて

いる。その目標は，理解を深め，連絡を直結

させ，あらゆる種類の国際奉仕の責任系統を

ロータリアンのあいだに，理解と親善を促

進するに当たって，ある国において非合法と

されていることが他の国においては合法であ

る場合が多数あること，また，ある国におい

て慣習となっていることが他の国においては

そうでない場合もあること，を認めなければ

ならない｡従って世界各国のロータリアンは，

これらの事実を認識し，他国の法律や慣習を

批判することを恨むべきであり，かつまた，

他国の法律，慣習に干渉するような行為もこ

れを慎まなければならない。（32）

明確にすることである。（85,88）

世界社会奉仕または国際奉仕プロジェクト

が，３地区以上のクラブを含むと思われる場

合，または実際に含む場合,第２章の｢多地区

合同活動｣の項に記載されている方針を参照

しなければならない。

地区世界社会奉仕委貝会または小委員会は

次のことをしなければならない。

１）地区内のすべてのロータリー・クラブ

に，世界社会奉仕を目的として他国のロータ

リー・クラブと提携するよう奨励すること。

この提携は，地区世界社会奉仕委貝会を通じ

世界社会奉仕

（WorldCommunityService） 

世界社会奉仕を構成する活動は，国際奉仕

に属す。ロータリアンは，このような活動を

通じて，人々の生活を改善し，人々のニーズ

に応えるプロジェクトを実施する。そして，

物質的，技術的，専門的援助を通じて，国際

理解と親善を推進する。

世界社会奉仕プログラムは，さまざまな活

動を含む：

１）世界社会奉仕の機会と活動を通じてロ

ータリーの国際奉仕の目標を広く知ってもら

うようにすること；

２）プロジェクト交換室の推進と活用；

３）適切であれば，地区レベルと国際レベ

ルにおいて国際奉仕委員会とロータリー財団

委員会との協力を推進すること；

４）世界社会奉仕活動を含む国際奉仕の牽

引車として国際共同委員会を拡張すること；

５）災害救援プロジェクトの支援を推進す

ること；

６）２月23日の｢世界理解と平和の日｣の推

進；

７）世界社会奉仕プロジェクトを寄贈物資

と供給品で援助するための現物拠出憎報ネッ

トワーク(Donation-in-kindNetwork）の活

て調整するよう奨励されている。（88）；

２）地区内各クラブとの定期的接触および

地区の諸会合並びに都市連合会等を通じて，

世界社会奉仕プログラムに対する理解の増進

を図り参加を推進すること；

３）他国のロータリー・クラブから世界社

会奉仕の援助を受けることができれば成功す

ると思われる地元のニーズを見つけるよう地

区内のクラブを激励すること；

４）地区内のクラブから報告された世界社・

会奉仕プロジェクトを審査し，その結果を地

区ガバナーに報告し，適切であれば,ＲＬ世界

社会奉仕プロジェクト交換室にプロジェクト

を登録するよう力を貸すこと；

５）世界社会奉仕活動のために提供可能な

地区内の援助資源を探し出すよう地区内クラ

ブを督励すること；

６）世界社会奉仕の目標と業績とを地区内

のすべての関係報道機関一ロータリーとの

関係の有無を問わず－に発表すること；

９７ 

用；

８）世界社会奉仕プロジェクト実施の財源

として特別補助金を使うこと；
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７）地区レベルの世界社会奉仕プロジェク

トを実施すること；

８）地区内の世界社会奉仕活動の記録を取

り，定期的に地区ガバナーおよび中央事務局

へ報告すること。（68）

９）金銭は，エバンストンの中央事務局か

協力｣をも参照のこと)。

Ｗ丈翻

（ Rota FriendshipExchanRe 

ら送金するので，国際ロータリーを受取人と ロータリー友悩交換プログラムは国際ロ－

し，エバンストンの中央事務局に送付するよ タリーの活動で，国境を越えた個人対個人の

う奨励すること。（88） 交流を通じて国際理解，親善，平和を推進す

金銭が含まれるか否かを問わず，地区やク

ラブから特定の世界社会奉仕活動に関して協

力や援助を要請する場合，一つまたは限られ

た数の地区かクラブを対象とし，全クラブを

対象としないならば，財政援助懇請に課され

た制限条項に制約されないと考えられてい

る。（66）

「世界社会奉仕プロジェクト交換｣。ＲＬ事

務局は，提唱ロータリー・クラブが援助を要

請している世界社会奉仕プロジェクトの｢登

録｣を整備している。ロータリー･クラブは２

通りの方法でこの登録を活用することができ

る：

１）地元地域社会のプロジェクトに援助を

求めているクラブは，プロジェクトの詳細を

計画資料12『式に記入して提出できる。この書

式は，地区ガバナーと地区世界社会奉仕委員

会委員長を経て中央事務局に送付する。番式

が事務局に着くと，そのニーズは公表される。

そして，このような種類の援助を提供したい

と申調したクラブに伝えられる。

２）世界社会奉仕に援助を提供したいクラ

ブは，情報要繭轡式に提供できる援助の種類

や希望する援助提供地域を記入して提出す

る。これを受理した事溌；局からは，一つまた

はいくつかのニーズについての情報が送られ

てくる。悩報を要鋼したことによって，その

クラブが世界社会奉仕プロジェクトを引き受

ける義務を負うことにはならない。

地区ガバナー，その代理，ロータリー・ク

ラブは，ロータリーの理想と目的に合致して

いる提案であれば，世界社会奉仕活動におい

て他団体や組織との協力の道を探る権限を有

する(第３章の｢国際ロータリーの他団体との

９８ 

るため仁，ロータリアンとその家族が他国の

ロータリアンとその家族を訪問し，ホームス

テイを行うものである。

友情交換プログラムには２種類ある。一つ

(よクラブ対クラブの肪問者プログラムごこ

れは個々のロータリアンが他国のロータリア

ンの家庭に数日間滞在するもので，家族を同

行することもできる。もう一つは地区対地区

のチーム・プログラムで，４組から６組のロ

一タリアン夫妻が最高１カ月間ホスト地区内

の地域社会を数カ所訪問する。ロータリアン

夫妻の数や滞在期間は関係地区双方の合意に

より変更できる。これら２種類のプログラム

はいずれも地区友悩交換委員会が調整に当た

り，国際ロータリーに経費の負担をかけずに

実施される。地区は，実行可能な場合、単一

職業の交換プログラム，すなわちホストおよ

ぴゲスト・ロータリアンが同じ職業について

いるといった交換も考慮するよう奨励されて

いる(パンフレット，「ロータリー友悩交換の

指針｣にはiこのプログラムが詳細に解説され

ており，Ｈ本支局から入手できる)。

ロータリー国際理解賞

（TheRotaryAwardforWorId 

UnderStanding） 

ロータリー国際理解賞は，世界のあらゆる

人々の切望するに値する理想としてロータリ

ーの奉仕の理想を推奨するような方式で，特

に，国際理解，親善，平和の推進において，

この理想を実現，実証，浮き彫りにするため

に設けられた。
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地区ガバナーは，地区青少年交換担当役員

を任命するかまたは委員会を設詮して年度の

初めにこれらの役風または委員長の住所，氏

名を事務総長に報告しなければならない。事

務総長は毎年，青少年交換担当役員または青

少年交換委員会委貝長全員の名簿を出版す

る。この名簿は，毎年改訂され，地区ガバナ

ーおよびこの名簿に載っている人々に送付さ
れる。

地区青少年交換担当役員または地区青少年

交換委貝会は，それぞれの地区ガバナーの監

督の下におかれ，地区ガバナーに報告するこ
とになっている。

理事会は，クラブや地区に，青少年交換活

動に着手する前に賠償責任問題に関して法律

顧問に相談するよう奨励している。この中に

は，責任保険加入の是非に関する協議も含ま
れる。

いつでも，またどこでも実行可能な場合，

そして派遣，受入双方のクラブまたは地区の

あいだに合意ある場合に，身体障害者を青少

年交換プログラムまたはその他の青少年プロ

ジェクトに参加させることが好ましい。

成功を収めた交換プログラムに期間が１学

年度未満のものが沢山あること，また，国際

理解と親善の墹進を図るためには,必ずしも，
プログラムの全部が相互交換である必要はな

いということが認められている。関係当事者

相互の合意により，参考指針（下記に略述）
に記されている資務を当事者以外の人に受け

もたせることにしても差し支えない。

国際ロータリー青少年交換プログラムは，
ロータリアンの子女のみに与えられた特権で

はなくて，ロータリアン，ロータリー・クラ

ブまたは地区が推薦し，後援者となっている

者でぅ必要な資格条件を備えた若い人なら誰
でも歓迎している。

指名される個人は，誰でも，その生活また

は仕事が,模範的かつ推奨するに足る方式で，

特に，国際理解，親善平和の推進において，
ロータリーの奉仕の理』想を実証した個人でな

ければならない。

受賞者は特別委員会によって選考される。

毎年，授与されるとは限らない。選考された

候補者の氏名は，Ｒ､1.理事会と財団管理委員

会に提出される。両者の承認があって初めて

当該個人が受賞者に選ばれる。

選考後の最初の国際大会または適切であれ

ばもっと早期に同賞を贈る。

世界理解月間

（WorldUnderstandingMonth） 

「世界理解月間｣は特別月間として毎年２月

に実施される。同月間中，クラブは，世界平

和に不可欠なものとして理解と親善を特に強

調するクラブ・プログラムと活動を実施し，
世界社会奉仕を中心としたプログラムを行う
よう要鏑されている。（77,81）

世界理解と平和の日

（WorldUnderstandingandPeace 
Day） 

２月23日は，最初のロータリー・クラブ会

合が開かれた記念日であり，世界理解と平和

の日として遵守されている。各クラブは，こ

の日，ロータリーの国際理解と友梢と平和へ

の献身を特に認め,強調しなければならない。
(83） 

国際青少年交換

（InternationalYouthExchange） 

国際瀞少年交換は，然るべき条件の下に行
われる場合，ロータリー世界の全域にわたっ

て国際理解と親善を促進するのに役立つ立派

な活動として評価されるものとなる。

参考指針

（SuggestedGuidelines） 

青少年交換活動の指針として，以下のもの

９９ 
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を関係者に使っていただきたい。これらの義

務や関係事項は推奨されるにすぎない。交換

関係者が，それぞれの責務並びに相互の責務

を決定する最終的責任者である。

交換青少年の人選を慎重にすることが何よ

りも大切である。派遮および受入両地区の認

めている年齢の候補者は，申繭嘗を提出して

選考を受けるものとし，選考手続には，クラ

ブおよび地区の各段階で行う本人および両親

との面接を含む。

派遣ロータリー・クラブまたは地区は，地

元ロータリー・クラブおよびその活動に関す

る説明を含む，交換青少年と両親の適応指導

の準備をするものとする.

交換青少年の両親は，受入ロータリー・ク

ラブまたは地区が十分と露める金額をもっ

て，本人を，その自国出発から帰国までの期

間の危険を担保する，疾病，傷害および責任

保険に加入させなければならない。ホスト・

ロータリー・クラブまたは地区の認めた，確

実な１社または数杜の保険会社が引き受けた

保険契約の証明書類は，すべて，交換の開始

に先立って，ホスト・ロータリー・クラブま

たは地区に送達され受理されていなければな

らない。前記の保険契約は，少なくとも米貨

10,000ドルまたはその相当額の医療費，事故

死または手足切断の場合に少なくとも米貨

8.000ドルまたはその相当額を担保するもの

でなければならない。

交換青少年の両親は適切な衣料を整え，ま

た，ホスト地区への往復旅費を負担しなけれ

ばならない。

交換青少年は，両親および関係ロータリ

ー・クラブまたは地区の同意を得ないで，受

入ロータリー・クラブの所在する土地の周辺

外への旅行をしてはならない。

交換青少年は，事情のいかんを問わず，交

換期間中いかなる種類の自動車その他の動力

付き単iiWも運転してはならないし，またホス

ト国内で動力付き率爾を所有することもでき

ない。

交換青少年とホスト・ファミリーに予定さ

れている家庭とは，交換青少年が自国を出発

１００ 

する前から互いに文通を行うものとする。

ホスト・ファミリーは部屋と食事を提供し，

本人の両親に代わって同様の責任を負い，監

督しなければならない。

交換青少年とその両親は，派過および受入

ロータリー・クラブまたは地区の定めたプロ

グラムの規定のすべてに同意する旨の承諾轡

を提出しなければならない。交換青少年は，

常時，自己，自国およびロータリーの名誉を

傷つけないように行動し，ホスト・ファミリ

ーの国の生活様式に憤れるように努めなけれ

ばならない。そして交換期間中はホスト・フ

ァミリーおよび受入ロータリー・クラブまた

は地区の監督と指図を受け，両親と受入ロー

タリー・クラブまたは地区のあいだで取り決

めた日時と経路によって帰国しなければなら

ない。

プログラムの規定に従わない交換宵少年は

受入ロータリー・クラブまたは地区により，

両親または派避ロータリー・クラブとホス

ト・ロータリー・クラブまたは地区とのあい

だで取り決めた経路により，できる限り速や

かに帰国させられるものとする。

青少年交換活動の関係ロータリアンおよび

ロータリー・クラブはすべて，交換の取決を

行う相手方のグループに対する要望，特に交

換学生の選考と適応指導における要望事項が

予備的な取決の中に正確に表示されているか

否かを必ず確かめるようにする必要がある。

以下の個条は，高校生を１学年度間派遣す

るプログラムの場合に限り，上記のものと併

せて適用されるものとする。

クラブおよび地区は，理事会が定め，国際

ロータリーより発行される標準書式を使用す

るよう要繭されている。

交換青少年は，関係ロータリー・クラブま

たは地区が年齢層につき別段の取決をした場

合を除き，海外に滞在する年の初めに15歳か

ら19歳までの者とし，学業成績は平均以上，

なるべくクラスの上位３分の１以内の順位に

あること力f望ましい。交換期間は１学年度と

するが，その学年度の直前または直後の休暇

の一部または全部を含めた期間に延長するこ



第７章国際奉仕

のあらゆる面にわたって事前に慎重な計画が

立てられていない限り，海外旅行プログラム

に基づく青少年派遣を援助あるいは協力すべ

きではない。特に，旅行する青少年を他国の

ロータリー・クラブに紹介したりその身分を

証明したりするために，身分証明書,紹介状，

援助依頼状，その他の瞥類を提供してはなら

ない。但し，青少年に対する援助ないし歓待

に関し事前に両方のロータリー・クラブ間で

完全な協約が取り決められている場合はこの
限りではない。

いずれのロータリー・クラブも，たとえ他

国の青少年がロータリー・クラブの後援の下

に旅行していることを証明または主張した場

合といえども，事前に当該青少年を援助ない

し歓待することをはっきりと承諾していない

限り，そうした青少年を援助あるいは歓待す

る義務はない。援助を与える場合にしても，

どのように援助するかを決定するのはロータ

リー・クラブ側である。

とができる。

受入ロータリー・クラブまたは地区は，交

換青少年各１名ごとにこれを次々と受け入れ

ていくホストファミリーを，なるべくは３，

４カ所慎重に選定し,教育費の全額を負担し，

適切な学習プログラムの手配をし，顧問ロー

タリアンを任命し，また絶えず交換青少年と

接触を保って，本人をホスト地域社会になじ

ませるようにしなければならない。

受入ロータリー・クラブまたは地区は，関

係当事者間で協議決定した適当額の小遮銭を

毎月支給しなければならない。学校給食のな

い場合には，その食費を小遣銭に加算するも
のとする。

帰国した交換青少年とその両親とは，地区

青少年交換委貝会が，交換青少年を各自の元

の家庭，学校および地元の社会環境に早く復

帰させる目的で開催する報告会に出席するよ
う勧められるものとする。

多地区合同青少年交換プログラム

（MultidistlictExchangePrograms） 国家間の連合会

（IntercountryMeetings） 
各地区ガバナーは，その管轄地区内におけ

る青少年交換プログラムを監督し取り締まる

責任がある。しかし，理事会は，２地区以上

のクラブが共同で交換活動またはプログラム

を実施するために協力し合うことを望む例が

あることを認めている（詳細な規定について

は第２章の｢多地区合同活動｣を参照のこと)。

各地区ガバナーは，地区内の青少年交換活

動に全力を尽くさなければならない｡同時に，
こうした活動からいかなる個人的金践利益も

生じることのないように配慮，確認しなけれ

ばならない。

雑誌国際ロータリー・ニュースおよび地

区および地域の刊行物に連合会の成功例を発

表することによって，国家間の連合会を奨励

すべきである。このような会合を行うに当た

っては，十分な注意が必要であり，かつ，必

ず関係地区ガバナーの承認を得て行わなけれ
ばならない。（32）

国家間のロータリー連合会を準備するに当

たって，開催都市のロータリアン宅へ，海外

から訪れる他国のゲストを宿泊させるよう考

慮すべきである。これは，他国への通貨流出

制限のため生じている問題を解決しうる手段

となり，また，開佃地区のロータリアンと他

国のゲストのあいだに永続的交流をもたらす
役に立つ。（48）

国家間の連合会では，政治的性質をもった

世界問題または国際政策に関して決議ないし

見解を採択したり配布したりしてはならを

１０１ 

ロータリー交換青少年の海外旅行

（InternationalTravelbyRotary 
YouthExchangees） 

いずれのロータリー・クラブも，海外旅行
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い。またこれに関して団体行動を起こしては

ならない。国家間の連合会は，政治的性質を

もった特定の国際問題の解決のために，クラ

ブ,国民,政府に対して嘆願してはならない。

また，書状，演説，提案を配布してはならな

い。国家間の連合会は，公職に対するいかな

る候補者も支持または椎繭してはならない。

また，いかなる会合においてもこのような候

補者の長所または短所を討議してはならな

い。（69）

国際共同委員会

（IntercountryCommittees） 

隣接地区のガバナー，または，共通の倫理

的，文化的，物質的関係を有する地区のガバ

ナーは，国際共同委員会を設立するよう要綱

されている。但し，このような委員会は，国

際ロータリーの財政援助なしにその務めを果

たすものとする。（３７，５０，５２，５３，５７）

言語のうえで，また文化的，法律上のきず

なによってロータリアンが結束している地域

の地区ガバナーは，次のことを行って差し支

えない。

ｌ）互いに協議し，プロジェクトの提唱ま

たは推進に協力する。そのプロジェクトは，

言語，文化，法律上の特定の状況を考慮に入

れても，その地域中にロータリーの綱領をは

ぐくむ役に立つものとする。

２）共同承認したプロジェクトの実施に当

たるクラブの指導に際し，ガバナーに助言，

支援する地区共同委員会を設立し，同地域内

の元地区ガバナーや経験豊かなロータリアン

の協力を求める。但し，国際共同委貝会が運

営されている場合，国際共同委員会の組織に

当たって，４年以上連続して国際共同委員を

務めてはならないという規定を設けるものと

する。（58）

国際共同委員会が存在するかあるいは設趨

が提案されている場所では，関係国または近

接地区グループの地区ガバナーは，自国と近

接国間の国際共同委員会の活動を監督し推進

するに当たって，また自国のクラブと他国の

クラブ間の接触を地傭するに当たって，ガバ

ナー補佐として有資格ロータリアン１名を任

命することを考慮しなければならない；この

ようなロータリアンの任命に当たっては，国

際共同委貝会の仕蛎に継続性を保証するた

め，３年以上６年以内の任期を与えることを

考慮すること。

実行できるなら，非常に離れている国家間

に国際共同委員会とコンタクト・クラブを設

樋することも考慰すべきである。さらに，こ

のような国際共同委員会の委員は"パートナ

国家間の訪問

（IntercountryVisits） 

外国訪問旅行は大いに望ましいことであ

る。ロータリアンは，可能なときにはいつで

も，このような訪問の機会を利用すべきであ

り，また，これに関連して，地区ガバナーを

通じてあるいはＲＬ事務局の援助を得て，旅

行のコースに当たるクラブと連絡を取り，訪

問するよう努力すべきである。

ロータリアン・グループによって，国家間

訪問の計画を立てたならば，関係各ガバナー

に相談し，ガバナーはまた相互に相談して，

受け入れることができるかどうかあるいはそ

の旅行が妥当かどうかを協議するものとす

る。

このような訪問がたとえガバナーのあいだ

で妥当であると意見が一致した場合であって

も，この訪問は国際ロータリーまたはその役

貝が責任をとるいかなる意味の公式な訪問と

みなされることはなく，また，訪問するほう

もされるほうも，明確にそのように指示，あ

るいは了解されているのでなければ，その掴

する地区あるいは国家を代表することを示唆

してはならない。

国家間訪問の価値が認められていることを

考慮して，ガバナーは率先これを推奨しても

よく，また，そのために，国際共同委員会あ

るいはその他のロータリアン・グループに援

助を求めてもよい。
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タリアン間の交友と親睦を増進することを目

的とし，かつ，その目的を遂行する機会を提
供するものであること；

６）共通の趣味をもつ有資格のロータリア

ンであれば入会できるという国際性のあるこ

と。各会貝は進んで文通と協同活動を行うこ
とを誓約すること；

７）会員名簿を毎年改訂して，整備するこ
と；

８）いかなる国においても当該国の法律に
違反して，存在したり，あるいは，活動して
はならないこと；

９）国際ロータリーが当該グループの存在
を認めることは，そのグループが，国際ロー

タリーの世界親睦活動プログラムに参加して

いる他の親睦グループと，活動を推進するこ

とに協力する点であって，国際ロータリー，
あるいは，国際ロータリーのいずれの地区，
もしくはロータリー・クラブも，そのグルー

プのために法的，財政的，あるいは，その他
の義務もしくは責任を負うものではないとい

うことを理解し，かつ，了承すること；

１０）当該親睦グループの会費を納めた会貝
全員に（毎年改訂される会員名簿に氏名を記
載することによって会費が納められているこ

とを示す)，毎ロータリー年度に１回，ニュー
スレターを発行送付すること。

ＲＬは，「ロータリアンの世界親睦活動」
(PA2-729-JA）と公式名簿（FD3-007-

一'，国への訪問を考えているロータリアンの

中から指名されるべきである。

国際共同委員会は，地区ガバナーに対し顧

問としてのみの働きをするものとする。（60,
69） 

Ｐ 

世界親睦活動

（WorldFdlowshipActivities） 

有意義なレクリエーションまたは趣味に共

通の関心を抱くロータリアンは，交友と親睦
を刺すため，親睦グループに参加するよう奨
励されている。このような｢趣味｣のグループ

が世界親睦活動プログラムを榊成する。この

ような親睦グループは他に依存しないで独自
に活動する。但し，所定のロータリーの方針
に合致していなければならない。さらに，何
らかの点で所定の方針に反する活動とともに
ロータリーの名称や徽章をこのような親睦グ
ループが使ってはならない。

国際ロータリーの認定を得ようとする親睦
活動グループは，次の基準に合致したうえ，
ＲＬ世界親睦活動委員会の承認を受けなけれ
ばならない：

１）レクリエーションあるいは趣味に関す
る有益な活動において，共通の趣味を抱くロ

ータリアンのグループで十分な会員数を有し
ていること；

２）少なくとも３カ国３地区のガバナーの
承認を得ること；

３）委貝長（またはその他の管理資任者）
がいること，さらに，財政的にも管理的にも．
また，その他の点においても自立しているこ

と；そして，委員長は，国際ロータリーの世

界親睦活動委員会の特別委員を務める意思と
能力がなければならないこと；

４）ロータリーの既定方針に従って柵成さ
れて活動すること，かつ，ロータリーの既定
方針に反したいかなる方法においても，ロー
タリーの名称や徽章を一切使用しないこと；

５）財政的，営利的，あるいは，政治的な
目標を表明もしくは意図せず，もっぱらロ－

ＥＮ)に，認定を受けた親睦グループの主な役
員の住所氏名を毎年発表している。ロータリ

アンは，個人の資格でこのプログラムに参力Ⅱ
する。親睦グループによっては，ニュースレ

ターと壌低限の運営費を賄うだけの実費を会

員に負担させている。親睦グループを法人組

織にすることはできるが，事前に承認を受け
なければならない。さらに，法人設立定款に
次のように記戦しなければならない：この活
動は国際ロータリーの機関ではない；この活
動と国際ロータリーには何の関連もない；Ｒ、

1.はどのような111轡に対しても補償しない

し，どのような責務をも免れるし，義務を負
わない。

１０３ 
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親睦グループには，飛行，ゴルフ，音楽，

エスペラントなどの多彩な活動が含まれる。

地区世界親睦活動委員会が，地区内クラブllU

の組織化された各種親睦活動の責任者とな

り，さらに，他地区の同種の活動グループと，

必要であれば，国際レベルの各種親睦グルー

プ役員との連絡に当たる責任者となるよう推

奨されている。

各種親睦グループの役員選挙については，

親睦活動委員長の任期は，最低２年最高３年

としなければならない。委員長は，選挙年度

の１月15日までに，できれば，直前委員長と

２名の元委員長によって指名されなければな

らない。このような指名は,Ｒ､1.に費用を負担

させずに，親睦グループの会員に通知され，

郵便投票が行われる。委員長エレクトの氏名

は，出版物にタイムリーに掲戟できるように

速やかに事務総長に報告されなければならな

い｡

世界親睦活動グループは，ＲＬに費用を負

担させない，という条件で，毎年，ＲＬ国際大

会に関連させて国際大会直前直後の活動を手

配するよう奨励されている。世界親睦活動グ

ループは，Ｒ1.世界親睦活動委員会委艮長の

監督の下に，国際大会会場の一部を，展示・

広報用に利用できる。国際大会マネージャー

と事前に打ち合わせたうえ，このようなブー

スに各種親睦グループの会貝を配殻させてお

〈ことができる。

104 



第８章青少年への奉仕

第８章

青少年への奉仕
(ServicetoYouth） 

青少年への奉仕の目標

（ObjectivesofSelvicetoYouth） 
青少年への奉仕プログラム

（ServicetoYouthProgram） 

次の目標が，クラブの参考案として承認さ
れている：

１）大人への成長過程にある青少年に影轡

を及ぼす都市および農村の状況と要素を実際

に印して知り，理解しようとすること。

２）青少年にとって(a腱康焦（b)均衡のと

れた教育，（c噸神的資質の癌養，（｡)職業の賢

明なる選択および，（e)十分な職業予備教育が
いかに重要かを認識すること。

３）ロータリー・クラブ並びに個々のロー

タリアンに対し青少年関係の活動を奨励する

こと。ロータリアンは青少年活動の最高の適

格者であり，青少年活動を通じて股大の奉仕
を行うことができる。

４）地域社会に対して個人の負う責務を潔

識することを通じて青少年に善良な市民精神
を鼓舞すること。これによってのみ，地域社

会の一風たる特権が保持されるのである。

５）青少年の心の中に世界悩勢の理解をは

ぐくみ，自国ばかりでなく他国の国民に対し
ても適正な態度を取るよう推進すること。
６）（a)ロータリアンと青少年との個人的接

触，（b)年代の異なるグループ，例えば青少年

と成人とか青少年と両親といったグループ間

の意思疎通を図ることに関する研究，および
(c)他国の青少年との直接，間接の接触を実現

するための手段,方法の促進を図ること。(40,
47,48,75） 

ロータリー．クラブが青少年への奉仕プロ

グラムを実施しようとする場合,その機会は,
ロータリー・クラブの存在する国ならどこで

も同じというわけにはいかない。しかし，ロ

ータリー・クラブの存在するすべての国に一

般的に当てはまる基礎的関係と参考事項があ

るはずである。均衡のとれた青少年への奉仕

プログラムの概要を次に挙げたので，自己の

ロータリー・クラブが実行できると思われる

有益な活動をいくつか見いだせるのではない
かと思う：

１．青少年と両親とのあいだに有益な関係
を増進する活動

２．青少年に影響を及ぼす地域の状況を調

査し，その結果として次のような既存団体と
の協力活動

ａ）学校

ｂ）裁判所

ｃ）仮出歎事務を取り扱う事務所
。）ボーイ・スカウト

ｅ）青少年クラブ

ｆ）野営場

ｇ）運動場

３．ロータリー・クラブに特に適した活動

を－つかこつ選択してこれを推進すること，
例えば

ａ）青少年の声を聴く会

ｂ）「青少年への奉仕｣大会

ｃ）青少年の後援者となること

。）学費貸与資金および奨学資金

ロータリー・クラブは，それぞれの地域社

会において青少年への奉仕特別プログラムを
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採用するよう奨励されている。その際，少年

犯罪防止または地元で現在直面しているlllj図

を扱っている既存団体と協力すること。さら

に，青少年への奉仕分野において実際的な活

動を新たに開始しかつ強力に推進することも

奨励されている。（53）

クラブおよび個々のロータリアンに，現行

の青少年向けプログラムに自ら参加すること

が益々重要になっている点を喚起する。例え

ば，職業選択，職業訓練，薬物濫用，犯罪防

止，レクリエーション，市民教育などの分野

における問題を軽減し，解決することを目的

とするプログラム。（68）

若い人達と接触する機会の多い職業のロー

タリアンは，ロータリー・クラブ例会や委貝

会会議のときにスピーチをして，自分のもっ

ている青少年問題に関する知識と青少年への

奉仕の機会をロータリー・クラブの同僚会員

に伝えるようにしていただきたい。青少年へ

の奉仕の機会に対する認識を深めるために，

時々，例会のときに特にそうした目的のため

の時間を設ける必要がある。（70）

を提供している。また，このプログラムは，

現代的諸問題の山積している状況において青

少年の指導力を育成する方法として立証済み

のものである。

青年功綱賛

（YouthMeritAwaTds） 

青年が，奉仕，信頼，指導面において優れ

た資質を発揮した場合，これを表彰する手段

として，ロータリー・クラブに，青年功繊賞

を贈るよう奨励している。（69）

青少年活動月間

（YouthActivitiesMonth） 

青少年活動月間は,毎年９月に実施される。

この月間１１]，ロータリー提唱のすべての青少

年活動に総点を当てるものとする。（68,69,

81） 

ロータリー青少年指導者

養成プログラム

（RotaryYouthLeadershipAwards） 

標語

｢各ロータリアンは青少年の模範」

（SIogan“EveryRotariananExample 

toYouth”） 

ロータリー青少年指導者養成プログラムは

地区内の若い人々とロータリアンを参加させ

る地区のプロジェクトであり，若い人々の，

指導者および善良な市民としての資質を伸ば

すことを目的とするものである。

ＲＹＬＡプログラムは,世界各地でさまざま

な形で行われているが，それぞれ，プログラ

ムを開発した地域ならではの特徴を備えてい

ることがよくある。しかし，ほとんどのプロ

グラムは，セミナーか指導者キャンプのどち

らかの方式に基づく。

どんな方式をとるにせよ、ロータリー青少

年指導者養成プログラムは,ロータリアンに，

宵少年のためにというより，むしろ，青少年

とともに活動するというやりがいのある課題
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ロータリー・クラブは，この標語を，クラ

ブ会報，特に青少年活動月間中のクラブ会報

に，また，青少年活動についてクラブに報告

するときに使うよう奨励されている。（79）

青少年への奉仕団体と

ロータリー・クラブの関係

（RotaryClub'sRelationshiptoService 

toYouthOrganizations） 

青少年への奉仕団体並びに運動と，ロータ

リー・クラブとのあるべき関係についての一

般的声明を次に挙げる：
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の一般の人々の支援を獲得するキャンペーン

を組むことが方策としては望ましい。すべて

の人が，この団体とその活動に関心をもてる

ように他の関係団体の協力を集める。ロータ

リアンは，同程度の資力をもつ他の市民と同

じくらい個人的にキャンペーンの成功に寄与

するものとする。

４．新事業発足。既存団体がまだ手をつけ

ていない事業を発足する必要のある場合には

前述に類似した方法が取られるべきである。

但し，青少年のために必要欠くべからざる場

合を除き，既存青少年奉仕団体と別個に組織

すべきではない。

５．新たなニーズにいつでも応えられるよ

うにする。クラブは前述の大要に従って行動

し，特定の団体のニーズに応える一方，何も

のにも束縛されず，必要であればいつでも他

方面に手を差し伸べられるようにしておく。

６．非常事態における緊急援助。疑う余地

のないほど価値ある団体、または，地域社会

全体で，緊急に救いの手を差し伸べなければ

ならないような事態が生じた場合，クラブが

他者の行動に関係なく援助に乗り出しても正

当と言える。

７．クラブの単独擾助または麹助の主力。

クラブは，恒久的義務を負わないよう強く戒

められている。しかし，クラブが，慎重に考

慮した後，新しくかつ恒久的な事業または既

存事業に単独で，または，主たる責任者とし

て譜手すると決定した場合，基金もしくは他

の適切な手段によって，このような事業を恒

久的に支援する措籏を講じておかなければな

らない。（20）

１．一般規定。青少年への奉仕においてロ

ータリー・クラブのもつ最大の機会：第１，

青少年に対する地域社会の義務および責任に

ついて地域社会が自覚するよう指導するこ

と；第２，地域社会の青少年のニーズを見つ

けること；第３，こういったニーズを関係当

局および代行機関が十分把握できるようにす

ることである。

２．接触の方法。クラブの青少年活動委員

会は，既存の青少年奉仕団体と協議のうえ，

活動を調整し，重複を避けるために，できる

限りの援助をしなければならない。こういっ

た団体それぞれと，または，いずれかと協力

するために特別小委員会を設置したほうがよ

い場合は，－つまたはいくつかの小委員会を

設置しなければならない。

クラブは，諮問委員会を組織し，これを設

立するために地域ぐるみの活動を開始するこ

ともできる。諮問委員会は，通常，市内の青

少年奉仕団体の長によって織成され，地域社

会の宵少年への奉仕事業の情報交換所の役割

を果たす。

このような諸団体は，通常，次の目標をも

っていると思われる：

ａ）宵少年への奉仕に関心をもつすべての

社会団体を力づけ，共通の目的に結集する。

ｂ）青少年の現在の一般的状況を説明し，

既存団体がこの状況に応えるために何をして

いるか明らかにする。

ｃ）背少年への奉仕活動に携わる人の数

を，ボランティアと専門職の両者において増

やす。そしてこの人達の大会と研修会の実施

を奨励することによって能率を高める。

。）青少年関係の立法は，青少年に有益で

あれば促進し，有害であれば阻止する。

ｅ）各種既存団体が何をしているかを知ら

せたり，適切な規模で報道したりすることに

よって青少年への関心を高める。このように

して全団体への支援を高める。

ｆ）意見交換の場としての役割を来たす。

ｇ）活動の重複，二重の努力を防ぐ。

３．財政的掻助。クラブが助力したいと望

んでいる団体が資金不足の場合，この団体へ

青少年障害者

（YouthDisabilities） 

青少年プロジェクトに節害者を参加させる

べきである。ロータリー・クラブと地区は，

障害者への奉仕経験をもつ既存団体に接触

し，あらゆる援助を与えなければならない。

青少年奉仕団体とクラブのあるべき関係に関
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する声明は，障害者奉仕団体とクラブの関係

にも適用される。（79）

ロータリー・クラブと地区は，次のことも

行うよう奨励されている。

１）できれば，青少年障害者にインターア

クト・クラブに入会するよう誘う；

２）障害者に職業相談会に参加するよう誘

う。そして，この相談会で，障害をもつ労働

者または障害者とともに行動している団体の

一員に，障害者が学業終了後どのような職業

につけるか話してもらう；

３）宵少年障害者に，ロータリー青少年指

導者養成プログラムに参加するよう誘う；

４）障害者に役立つ方法を見いだすため，

障害者と関係のある，地元の団体，全国的団

体，国際的団体に接触する。そして，このよ

うな団体の接触から提起された地元プロジェ

クトなどに障害者を参加させる。（79,80）

と；地域社会，国家および世界の問題につい

ての知識と理解を深める機会を提供するこ

と；国際理解と全人類に対する善意を増進す

るために，個人として，また団体として，進

むべき道を切り開くこと。

いかなる意味においても，インターアク

ト・クラブを提唱ロータリー・クラブまたは

国際ロータリーの一部または合法的加盟クラ

ブと考えてはならない。インターアクト・ク

ラブ会風は｢ジュニア・ロータリアン」と呼ば

れたりみなされぬものであり，ロータリー徽

章を使用したり藩用したりしてはならない。

ロータリー徽章とは異なったインターアク

ト・クラブ会員専用の徽章が別にある。（61）

インターアクトクラプは，一つのロータ

リー・クラブまたは数クラブによって結成さ

れ，提唱され，かつ指導監督され，そして所

管地区ガバナーによって確認された後，国際

ロータリーの証明と承認を得て設立される。

その他の方法では，創立することも，維持す

ることもできない。クラブの存続は，提唱ロ

ータリー・クラブの不断の後援と国際ロータ

リーが継続して承溺を与えるか否かにかかっ

ている。

国際ロータリーが設定した機構の下に，提

唱ロータリー・クラブは，インターアクト・

クラブを結成し，その後指導と助言を与える

責任を有し，かつインターアクト・クラブの

すべての活動，方針並びにプログラムを完全

に統制し，かつ指導監督する。

インターアクト・クラブが学校関係である

場合，提唱ロータリー・クラブは，そのクラ

ブに対しては，当該学校当局制定の全学生団

体並びに課外活動に関する規定並びに方針と

同一のものに従うべきものであることを了解

のうえ，学校当局の完全な協力の下に，当該

インターアクト・クラブを統制し，指導監督

するものとする。

国際ロータリーが定めた標準インターアク

ト・クラブ定款があり，国際ロータリー理事

会のみがこれを改正できる。クラブ結成並び

に認証の前提条件として，各インターアク

トクラプは，標地インターアクトクラプ

インターアクト・クラブ

（InteractClubs） 

インターアクト・クラブは，奉仕と国際理

解に貢献する世界的友好精神の中で相共に活

動する機会を青少年に与えるために結成され

る。

インターアクト・クラブに入会できる者は

高校に在学中の学生または年齢14歳から18歳

までの若い人である。

インターアクト・クラブは次の目標をもっ

ている。すなわち，建設的な指導力を養成し，

自己の完成を図ること；他人に対する思いや

りと，他人の力になる心栂えを奨励し，これ

を実践すること；家庭と家族の重要性に対す

る認識を癌菱すること；個人の価値を掴める

考え方に立脚して，他人の権利を尊廼する観

念を養うこと；個人的成功のためにも，地域

社会の改善のためにも，さらには団体として

の業繊を上げるためにも，各人が責任を負う

ことがその基本であることを強調すること；

すべての有用な職業は社会に奉仕する機会で

あるとして，その船位と価値を認識するこ
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プにより解散させられる場合，またはｃ）イ

ンターアクト・クラブ自身の決定により解散
する場合。

国際ロータリーの方針として，理事会は，
国際ロータリー以外のいかなる個人または団
体も，営利その他の目的のためにインターア

クトクラプに対して回状を送達する権利を
掴めない。

地区ガバナーは，地区内にインターアク

ト・プログラムを公表し，新しいインターア

クトクラブの結成を推進し，インターアク

ト・プログラムを運営するに際し，その補佐
役として地区内各地のロータリアンから織成
される地区インターアクト委員会を設置する

よう要繭されている。地区インターアクト委
風会を設邇することが可能であり，かつ実行
できる場合は，１名ないし数名の委員を再任

することにより，委員の継続性を保つよう規
定すべきである。ロータリーの地区インター

アクト委員会がその任務を遂行する場合に，

インターアクトクラプ会員と協議すれば，
有益な結果が得られることと思う。

インターアクトクラプ会員をロータリ

ー・クラブ並びに地区大会のプログラムに参

加するよう招待するロータリー・クラブおよ

び地区大会は，起こりうる法律上または道義

上の義務と資任に対しクラブないし地区大会
を保漣するために，十分な旅行傷害保険およ
び資任保険に加入すべきである。（65）

原則として，インターアクト・クラブは，
他の団体の趣旨いかんにかかわりなく，他の
団体に加盟または合併してはならない。
ロータリー・クラブは，教育機関を基盤と

するインターアクト・クラブのほかに地域社
会に基づくインターアクトクラプをも提唱
するよう奨励されている。（74）

定款を採択しその後に国際ロータリー理事会

により採択される全改正条項を自動的に採用
しなければならない。

各インターアクトクラプは標準インター

アクトクラプ定款および国際ロータリーが

設定した方針に矛盾しない細則を採択しなけ
ればならない。この細則は,提唱ロータリー．

クラブの承認を得なければならない。

インターアクト・クラブは，会員が選出さ

れる居住地または学校の所在地がその区域限
界内にあるロータリー・クラブにより提唱さ
れるべきものとする。但し，国際ロータリー

理事会が提唱ロータリー・クラブの区域限界

外にインターアクトクラプの結成を認める
旨を文書をもって許可した場合はこの限りで
ない。

インターアクト・クラブは，次の条件の下

に，二つ以上のロータリー・クラブが共同し

て結成し，かつ提唱することができる：

１）地区ガバナーが,慎重に考慮した結果，
地区と各関係ロータリー・クラブ並びにイン

ターアクト・プログラムに対する最f大の利益

が共同提唱によりもたらされることを文轡に
より表明し，承認を与えること。

２）推薦されるインターアクト・クラブの

会員は，各提唱ロータリー・クラブの区域限
界内よりそれぞれ相当数選出されること。
３）個々のロータリー・クラブの提唱によ
り，個々にインターアクトクラプを結成す
ることが原則であるがウロータリー・クラプ

カ掴々にインターアクト・クラブを結成する
と，地域ｉｔ会内もしくは学校内における単一
の青年団を，人為的に分断するような結果を
招く恐れがあること。

４）各提唱ロータリー・クラブから効果的
に代表者が送り出されるような合同インター
アクト委貝会を設立すること。

インターアクト・クラブは次の場合に解散
する：ａ）その定款に従って運営されな
い場合，あるいはその他の理由により，提唱

ロータリー・クラブの同意，承認，合意の有

無にかかわらず，国際ロータリーにより解散
させられる場合，ｂ）提唱ロータリー・クラ
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クラブ・レベル以上の

インターアクトの組織と会合

（InteractOrganizationandMeetings 

BeyondtheC1ubLevel） 

者の会合を開催するよう奨励されている。距

離の関係が許せば，地区インターアクト委員

会の指導の下に，同委員会の委員１名ないし

数名が同席のうえ，このような会合を地区規

模で開催することもできるであろう。

地区規模のインターアクト会合の目的は，

学校および地域社会に対する奉仕に関してイ

ンターアクト・クラブを激励し，啓発し，感

銘を与えること，および国際理解のためにイ

ンターアクトが世界的に発揮しうる能力と業

績とに注意を集中させることである。

クラブ・レベル以上のインターアクト会員

の会合は，すべて，立法の権限をもたないも

のとし，かつまた，そのような橘限をもって

いるかのように思われる手続，方法によって

会合を準備もしくは運営してはならないもの

とする。但し，地区レベルあるいはその他の

レベルにおけるインターアクトの管理に挑わ

る人々に対して有益な助言となりうるような

意見を発表することは差し支えない。

２地区以上，特に２カ国以上のインターア

クトクラプ会員の合同会合が可能であれば，

これを開くよう勧める。このような会合は，

開催地のロータリー地区ガバナーとインター

アクト委員会の指導の下に，インターアクト

委貝１名または数名が出席し，開催地の地区

インターアクト代表とインターアクト・クラ

ブ会長の協力を得て開かれるものとし，国際

ロータリー理事会の承認を必要とする。イン

ターアクト・クラブ多地区合同会合の開催に

ついてＲＬ理事会に提出する承認申請懇に

は，下記の鱒類を添付しなければならない。

ａ）申謝にかかわる会合の開催日時，場

所，Ｉ]的，プログラムおよび参加者を記述し

たもの。

ｂ）会合の予算の見禰轡。会合の開催に伴

う契約上および金銭上の義務については主催

者が責任者として一切の識を負う旨の保証を

付すること。

ｃ）会合で生じた事故に対する責任の損害

を担保するのに十分な額の責任保険の加入を

証明するもの。

。）申諦にかかわる会合の計画および実

一つの国際ロータリー地区内に，５以上の

インターアクト・クラブがある場合は，その

国際ロータリー地区と境界を同じくし，その

中にそれぞれの提唱ロータリー・クラブを包

含するインターアクト地区を設定することが

できる。インターアクト地区内のクラブは，

会員の中から地区インターアクト代表を選挙

することができる。選挙の方法はロータリー

地区インターアクト委貝会によって決定され

るものとする。地区インターアクト代表は，

ロータリー地区ガバナーおよびロータリー地

区インターアクト委員会ないしその他の適切

なロータリー地区委員会から指導と助言を受

ける。同時に，地区インターアクト委貝会が

地区規模の会合を整えるのに協力し，できれ

ば，このような会合で司会する。さらに，地

区内インターアクト・クラブに対して，特に

地区内インターアクト・プログラムの拡大，

強化について助言し，力づける。そして，イ

ンターアクト・クラブの関心を，インターア

クトの世界的規模と国際理解のためのプログ

ラムの可能性と業績とに集中させるよう力を

貸す。

インターアクト地区が設定されている場

合，所管地区ガバナーの承認を得て，地区代

表に加えて１名の地区幹事，２名以上のゾー

ン代表をもって栂成される地区組織を設ける

ことができる。各ゾーン代表は一定数のクラ

ブに対して責任をもつほか，地区代表から割

り当てられたその他のPIF項に対して責任を負

うものとする。

国際ロータリーの地区内において、相互に

便利な土地に存在する二つ以上のインターア

クト・クラブは，友情を深め，愈兇を交換し，

刺激を受け，地区内のインターアクト・プロ

グラムを強化，拡大，充実させるため，地区

インターアクト委員会の１名ないし数名の委

貝の助司と指導と出席の下に，各クラブ代表

１１０ 



第８章青少年への奉仕

ロータリー・クラブのために，また，インタ

ーアクト・クラブ自身のために，時折，ニュ

ースレターを発行している。ニュースレター

または他の出版物が提唱ロータリー・クラブ

経由で配布される場合,関係ロータリアンは，
その資料を調べ，それを対象者のインターア

クターに必ずタイムリーに渡すようにしても

らいたい。適切であれば，この資料の内容は，
インターアクト・クラブと提唱ロータリー・

クラブ間の討論の機会となることができる。

施がロータリアンの直接監督の下に行われる

べきことを保証したもの。

ｅ）会合の開催される地域に居住している

理事または直前理事のその会合の実施計画に
対する同意書。（65）

インターアクト・プログラムの

資金鯛達

（FinancingthelnteractProgram） 

クラブのプログラム遂行に必要な資金を集

めるのはインターアクト゛クラブの責務であ

る。インターアクトクラプの提唱ロータリ

ー．クラブは，インターアクト゛クラブに,

時折，または，臨時の援助以外に財政援助を
してはならない。

インターアクト・クラブは、ロータリー．

クラブまたは他のインターアクト゛クラブに

財政援助を広く求めてはならない｡インター

アクト．クラブは，地元地域社会の個人，業

者，団体に，同価値の代償を提供することな

しに，財政援助を求めてはならない。

インターアクト・クラブ会員の会費または

分担金はごくわずかとし，クラブの管理費を
賄える額だけとすべきである；インターアク

ト．クラブが企てる活動およびプロジェクト

の資金は，会費または分担金とは別に，クラ

ブが調達すべきものとする。（65）

インターアクト指導者講習会

（LeadershipTrainingMeetingfOr 
lnteract） 

ロータリー地区は，その地区内のインター

アクト指導者のために会期１日の講習会を開

くことを奨励されている。この講習会は，地
区インターアクト代表の協力を得て，ロータ

リー地区インターアクト委員会が実施すべき
ものとする。（71）

国際学生計画並びに青少年交換

（InteTnationalStudentProjectS 
andYouthExchange） 

国際学生計画並びに青少年交換に関する

ＲＬ理事会の方針声明書については，この要

覧の国際奉仕の章を参照してもらいたい。
インターアクト・ニュース

（InteractNews） 

ＲＬ事務局は，インターアクト・クラブ提唱

111 



第３部

国際的会合
(INTERNATIONALMEETINGS） 

章
章
章
章
章
章

９
ｍ
ｕ
⑫
⑬
皿

第
第
第
第
第
第

国際大会

地域大会

協議会

研究会

規定審議会

会議運営手続規則



第９章国際大会

第９章

国際大会
(Convention） 

ＲＬ国際大会は,毎年４月，５月または６月

に，理事会の決定する時と場所において，開

催される。但し十分な理由があれば，理事会

はこれを変更することができる。

国際ロータリーの年次国際大会の主たる目

的は，国際レベルにおいて，全ロータリアン，

特に，次期クラブ会長，国際ロータリーおよ

びロータリー・クラブの次期役員を，鼓舞，

激励しかつ情報を与え，これによって地区レ

ベルおよびクラブ・レベルにおけるロータリ

ーの発展を活発に推進しようとする意欲を起

こさせようとするものである。年次国際大会

は，また，国際的連合体の年１度の会合であ

り，連合体の業務を執り行う。（76）

各ロータリアンに出席資格があるととも

に，各ロータリー・クラブは国際大会に代議

員を送ることができる。クラブ会員｡50名ごと

に１名，端数が26名以上の場合，さらに1名

の代議風を送るものとする。各クラブは，少

なくとも１名の代議員を送ることができる。

また，委任状による代理者によってクラブを

代表させることもできる。役風および元ＲＬ

会長で,現在もロータリー･クラブでシニア・

アクチブ会員籍を有する人は，特別代議員で

ある。

ヨ厘事会が国際大会開催地を決定する。理事

会が，国際大会が開かれる地域を決め，発表

する。さらに，国際大会を開くことのできる

国（々)，時には（諸）都市を具体的に指示す

る場合もある。開催地はクラブからの大会招

致を考慮して決められるのが普通である。

大会の招致

（InvitationstoHoldConvention） 

自分のクラブの所在する都市において国際

大会を開髄することを希望するクラブは，事

務総長より入手した大会招致申込醤を提出す

る。理事会は国際大会招致を申し出たクラブ

からの委員とか代表を迎え入れることはせ

ず，事務総長に郵送された書面による国際大

会招致申込を受け取った後，もし必要と考え

る場合には，招致希望のあった都市を調査す

るために人を派遣する。（24）

国際大会におけるクラブの代表

（ClubRepresentationatConvention） 

国際大会におけるクラブの代表に関する規

定は，国際ロータリー定款第８条および細則

第７条にある。

国際大会の都度，投票に参加するのは各ク

国際大会開催地

（SiteofConvention） 

ＲＩ・国際大会は，同一国におけるＲ､1.国際

大会開催回数に関する決議を時折採択してき

た。同一国において３年連続国際大会を開く

ことができない，と1970年国際大会で決議さ

れ，今日に至っている。（64-42）

】～５０名まで

５１～７５名まで

７６～125名まで

126-175窃まで

176～225名まで

226-275名まで

人
人
人
人
人
人

１
１
２
３
４
５
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ラブの義務であり，代議貝をＲ,L国際大会に

出席させるか，有資格者に委任状を与えるこ

とによって投票に参加する手配をしなければ

ならない。

クラブは国際大会に１名の代議員を送るよ

う要請されている。しかし，不可能であれば，

四つか五つの小クラブが協力し，そのいずれ

かのクラブの１名の代議員の費用をぜひ分担

してほしい。この代議員が，自分の所属クラ

ブ以外のクラブの派遣貝の務めを果たし，国

際大会の報告を行えるようにするためであ

る。（35）

各代議員（または補欠者および委任状によ

る代理者）の資格は，信任状によって証明さ

れなければならない。クラブが国際大会に出

席することを公式に認められるためには，そ

の代議員は，信任状を大会開催地の信任状委

員会に提出し，その投票用紙に査証をしても

らわなければならない。いかなる代議員も，

登録料を支払ったうえ，その信任状が信任状

委員会によって承認されるまでは投票するこ

とを許されない.

信任状の用紙は，代議員の出発前に記入署

名を終えて本人に渡すことができるよう十分

の余裕をみて,各クラブの幹事宛郵送きれる。

および特別代議員は，国際大会の選挙体を構

成するものとし，これを選挙人と称する。投

票は，国際ロータリー細則並びに国際大会手

続規則に従って行われるものとする（ＲＬ定

款第８条第５節)。

投票手続

国際大会の投票はロ顕で行われる。但し，

役員の指名，選挙について細則に別段の規定

のある場合と,決議77-105中の国際大会手続

規則に詳述されている例外規定を除くものと

する。

単一移鰻式投蕊

大会において選挙される理事あるいはその

他の役職に，３名以上の候補者がいる場合は，

単一移譲式投票が用いられる。このような候

補者の氏名の記載順序は投票用紙ごとに変え

なければならない。

単一移纏式投票の実施方法

３名以上の候補者がいる場合，各選挙人は

１察の投票権を有し,それが次のように｢ふり

かえ｣られる仕組になっている。

１）前記選挙人は，投票用紙上の，自分が

第１に選んだ候補者の氏名に隣接する空欄に

１という数字を記入する。この欄に１という

数字が書かれた蕊が｢第１選択投票｣である。

２）選挙人は，前項に認められた１という

数字のほかに，２番目に選挙したいと思う候

補者の氏名に隣接する空欄に２という数字を

記入し，第３番目に選挙したいと思う候補者

の氏名に隣接する空欄に３と書く。以下同様

に，自分の最も希望する候補者が落選した場
合に選びたいと思う順序に従い，候補者に番

号を付していくのである。従って選挙人は候

補者の数と同数だけ自分の選択希望を表明す

ることができるわけである。

過半数の票を得た候補者が当選したものと

される。いずれの候補者も過半数の票を得ら

れない場合には，第２選択投票以下の選択票

を加算して過半数の票を得た候補者を，当選

者として発表する。

投票の数え方の一例を次に挙げる。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄと４名の候補者があり，そ

の内１名が選挙されることになっている。第

選挙管理委員会

（BallotingArrangementsCommittee） 

各国際大会において会長は，選挙人の中か

ら，会長の決定した５名以上の選挙人から成

る選挙管理委員会を設置する｡この委員会は，

すべての投票の準備，投票用紙の配布および

投票の集計の任にあたる。この任務は，国際

大会で投票が必要になった場合その他の票決

を要する場合にも適用される。

国際大会における投票

（VotingatConvention） 

正当な信任状をもつ代議員,委任状保持者，
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での交通ないしその他の特別活動に対して支

払う金額を国際大会登録料に加算すべきかま

たは除外すべきかを決定するものとする。
(65） 

１選択投票をＡ，Ｂ，ＣＤの四つに分けて

数える。この第１回の計算において誰も総投

票数の過半数に達しない。Ｃの得票が最も少

ないのでＣを除外する。Ｃの得票で，数字２

が付されている候補者のそれぞれの得票に，
その頚を加えていく。

しかしこのように票を移譲しても，残り３

名の候補者の得票がいずれも過半数に達しな

い。そこで，第２回目の計算で最下位になっ

たＢを除外する。従ってＢの得票を得票者の

示す選択数字に従ってＡとＤの得票にそれぞ

れ繰り入れる。Ｃ候補は既に除外されている

からこの場合は無視し，次にＡとＤとどちら

を選択しているかをみる。この移澱すなわち

第３回の計算の結果Ｄが明らかに多数を得
た。

全項目に記入していない得票は，記された

選択の分だけ数えることにし，それ以外のも

のは移醸できないから無視することにする。

Ｍｘ"は第１選択の表示とみなされる。一つ

の投票用紙に“１，，または"×”を二つ以上の氏

名に付してあるものは無効とする。

得癩が同数になった鰯合何回目の計算に

せよ，得票が同数になった場合には，選択粟

の数とその相対的価値によって結果を求める

ことになる。すなわち，第２回目の計算にお

いては第１選択の数の最も少ない候補者，第

３回目の計算においては第１および第２選択

の数の鮫も少ない候補者を除外していけばよ
い。

国際大会融亭録

（ConventionProceeding） 

印刷，製本された国際大会議事録は，毎回

地区ガバナー，地区ガバナーＰノミニー，現

および元Ｒ､I・役員，現Ｒ1.委員に各１部贈呈

される。この識事録は販売しているので，国

際大会登録時と会期中に注文することができ

皇｡また,後日Ｒ・I・中央事務局に注文すること

６できる。（87）

国際ロータリーの国際大会

（ConventionsofRL） 

年度場所月日登録者数

１９１０シカゴ(イリノイ州）

８月１５日～17日６０

１９１１ポートランド(オレゴン州）

８月21日～23日149

1912テユーノレス（ミネソタ州）

８月６日～９日598

1913バッファロー(ニューヨーク州）

８月１８日～21日930

1914ヒューストン(テキサス州）

６月22日～26日1,288

1915サンフランシスコ(カリフォルニア

州）

７月18日～23日1.988

1916シンシナテイ（オハイオ州）

７月16日～20日3,591

1917アトラン夕(ジョージア州）

６月１７日～21日2,588

1918カンザスシテイー（ミズーリ州）

６月24日～28日4.145

1919ソールトレーク・シティー(ユタ州）

６月16日～20日3,038

１１７ 

登録料

（RegistrationFee） 

国際ロータリー細則の規定によれば，国際

大会に出席する16歳以上の者は，必ず登録の

うえ登録料を支払うことになっている。登録

料は国際ロータリー理事会によってその都度

定められる。選挙人は，登録料を支払わない

限り投票することはできない。

理事会は，毎年開催する国際大会の計画に

関連して，国際大会登録者が国際大会開催地



第９章国際大会

1920アトランテイック・シティー(ニュージ

ャージー州）

６月21日～25日7,213

1921エジンバラ(スコットランド）

６月13日～16日2,523

l922ロサンゼルス(カリフォルニア

州）

６月５日～９日6,096

1923セントルイス（ミズーリ州）

６月18日～22日6,779

1924トロント（カナダ・オンタリ

オ州）

６月16日～20日9,173

1925クリープランド(オハイオ州）

６月15日～19日10.216

1926デンパ-(コロラド州）

６月14日～18日8,888

1927オステンド(ベルギー）

６月５日～10日6,412

1928ミネアポリス（ミネソタ州）

６月18日～22日91428

1929ダラス(テキサス州）

５月27日～31日9,508

1930シカゴ(イリノイ州）

６月23日～27日11,008

1931ウイーン(オーストリア）

６月22日～26日4,269

1932シアトル(ワシントン州）

６月20日～24日5,182

1933ボストン(マサチューセッツ

州）

６月２６日～３０日8,430

1934デトロイト（ミシガン州）

６月25日～29日7,377

1935〆キシコ・シティー(メキシコ）

６月１７日～21日5,330

1936アトランテイック・シティー(ニュージ

ャージー州）

６月22日～26日9,907

1937二ス(フランス）

６月６日～１１日5,790

1938サンフランシスコ(カリフォルニア

州）

１１８ 

６月19日-24日10,432

1939クリープランド(オハイオ州）

６月19日～23日９．２４１

１９４０ハバ ナ(キューバ）

６月９日～14日3,713

1941デン（_(コロラド州）

６月15日-20日8,942

1942卜ロン卜（カナダ・オンタリ

オ州）

６月21日～25日6,599

1943セントルイス（ミズーリ州）

５月17日～20日3,851

1944シカゴ(イリノイ州）

５月18日～22日403

1945シカゴ(イリノイ州）

５月31日，６月５日-12日-19日141

1946アトランテイック・シティー(ニュージ

ャージー州）

６月２日～６日10,958

1947サンフランシス。(カリフォルニア

州）

６月８日～12日14,678

1948リオデジャネイロ(ブラジル）

５月16日～20日7,511

1949ニューヨーク(ニューヨーク州）

６月１２日～１６日15,961

1950デトロイト（ミシガン州）

６月１８日～22日6,949

1951アトランテイック・シティー(ニュージ

ャージー州）

５月27日～31日8,453

1952〆キシコ・シティー(メキシコ）

５月25日～29日6,804

1953パリ（フランス）

５月24日～28日10,107

1954シアトル(ワシントン州）

６月６日～１０日8,015

1955シカゴ(イリノイ州）

５月29日～６月２日14,3l2

1956フィラデルフィア(ペンシルベニア

州）

６月３日～７日10,003

1957ルサーン(スイス）
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６月８日～１２日12,975

１９７６ニューオーリンズ(ルイジアナ州）

６月13日-17日13.935

１９７７サンフランシスコ（カリフォルニア

州）

６月５日～９日１４．１６８

１９７８束京(日本）

５月１４日～１８日39,834

１９７９ロマ(イタリア）

６月10日～14日14.429

１９８０シカゴ(イリノイ州）

６月１日～５日18,309

1981サンパウロ(ブラジル）

５月31日～６月３日15,222

1982ダラス(テキサス州）

６月６日～９日13,558

1983トロント（カナダ・オンタリ

オル|）

６月５日～８日16,250

1984パーミンガム(英国）

６月３日～６日22.452

1985カンザスシテイー（ミズーリ州）

５月２６日～29日12,930

1986ラスベガス(ネバダ州）

６月１日～４日18,426

1987ミユンヘン（ドイツ）

６月７日～１０日26,9O9

1988フィラデルフィア(ペンシルベニア

外|）

５月19日～23日9,702

１９５８ダラス(テキサス州）

６月１日～５日14,035

１９５９ニューヨーク(ニューヨーク州）

６月７日～１１日15.475

１９６０マイアミーマイアミ・ビーチ(フロリダ

州）

５月29日～６月２日11,354

１９６１束京(日本）

５月28日～６月１日23.366

１９６２ロサンゼノレス(カリフォルニア

州）

６月３日～７日22,302

１９６３セントルイス（ミズーリ州）

６月９日～13日10,779

１９６４トロント（カナダ・オンタリ

オ州）

６月７日～11日14,661

１９６５アトランティック・シティー(ニュージ
ャージー州）

５月30日～６月３日9,368

１９６６デン（－(コロラド州）

６月12日～１６日12,929

1967二ス(フランス）

５月21日～25日19,362

1968〆キシコ・シティー(メキシコ）

５月１２日～１６日11,840

1969ホノルル(ハワイ州）

５月25日～”日14,453

1970アトランタ(ジョージア州）

５月31日～６月４日10,803

1971シドニ_(オーストラリア）

５月16日～20日16,646

1972ヒューストン(テキサス州）

６月１１日～１５日13,287

1973口－ザンヌ(スイス）

５月13日～17日17,187

1974ミネアポリス・セントポール（ミネソタ
州）

６月９日～１３日10,O15

1975モントリオール(カナダ・ケベック

州）

５月22日～25日16,316

1989ソウル(韓国）

５月21日～24日38,878

1990ポートランド(オレゴン州）

６月24日～27日開催予定

1991〆キシコ・シティー(メキシコ）

６月２日～５日開催予定

1992パノレセロナ(スペイン）

5-k131日～６月３日開催予定

１９９３オ_ランド(フロリタリN）

6-月13日～16日一開催予定
1994台 北(台湾）

ｑ月12日～15日開催予定
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第10章

地域大会

(RegionalConferences） 

地域大会は，知り合いと理解を育成・推進

し，意見の交換の場を提供するために開催さ

れる。一般方針として，地域大会は､同一地

域において５年に１回を超えて開催しないも

のとし，また，その開悩地は同じ年に開かれ

る国際大会から相当離れた土地になければな

らないものとする。地域大会は，国際大会の

開催地となる可能性のあるようなところとは

かなり離れた地域にいるロータリアンに，あ

まり費用をかけないで国際ロータリーの会合

に出席できる機会を与えるために開かれるも

のでなければならない。

型裏会は，３年に１回を超える地域大会の

４）「主要な出席地域｣内に居住するロータ

リアンは，国際大会へ大した費用を負担せず

に旅行する機会がこれまでなかったか，また

は数年のうちに予定されていないこと。

５）しかも，最小限2,000名のロータリアン

の出席が期待できること。

開催予定地は，出席を希望する全ロータリ

アンが国籍，人種または宗教にかかわりなく

出席できる場所になければならない（国際ロ

－タリー細則第16条第５節)。

当該都市は，国際ロータリーへ何らの負担

をかけることなく，大会の本会議にふさわし

い，適当で便利な公会堂並びにその他の会議

のための会場を準備するよう期待されてい

る。どのような都市であっても，ロータリー・

クラブが，ＲＬの使う会議場の室代その他を

負担しなければならないとは考えていない。

しかし，その都市が地域社会としてこのよう

な設備を術えているか，または市当局，ある

いは商工会議所，旅行協会，または事業家や

ホテル業者等の類似の団体が，必要であれば

会織場資金を配噸してくれることを期待して

いる。地域大会の立案と開催を援助するため

の資金予算は,ＲＬ国際大会について,現在行

っている方法と同一の方法で行われる。（65,

69） 

ある年に地域大会を開くことが適当かどう

かは，大会出席地域内の要望，他の国際ロー

タリー活動を考えたうえでの大会の適否，大

会開催に関する他の状況を考え合わせたうえ

で決められる。（65,66）

理事会は，地域大会を開催する決定は，開

催予定期日の３年から５年前までに行うよう

にすべきであるとの意見であり，従って，将

来いろいろなロータリー地域において開催さ

’2１ 

開催を認可しないものとする｡このような地

域大会は，毎年規則正しく開催される行事と

いうより臨時的出来事であり，従って，地域

大会招致には，その大会を開く特別の事由を

付記するという前提の下に，地域大会の日程

を定める。（81,87）

地域大会の開催地を選定する際次の賭点を

考慮に入れること：

１）「主要な出席地域｣内に少なくとも１万

名のロータリアンが居住していなければなら

ない－その地域とは，ロータリアンが大し

た費用を負担せずに大会開催地まで旅行する

ことができ，従って最E多数の出席者が期待さ

れ，かつ，大抵の場合壜実際に出席する地域を

言うのである。

２）国際大会が，地域大会会期の前後２年

間，その地域で開かれる予定がない。（81）

３）開催都市は，地域大会の独立採算性の

ためにも3,000人を超す出席者を収容できる

設備をもっていなければならない。国際大会

開催有望地と両立しないため，できれば，そ

の収容能力は10,000人以下であること。（81）
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れる地域大会の予定表を作成するようなこと

はしない。（74）

起草して理事会の承認を受けるものとする。

大会委員会は，本会議，部会，余興等を含む

承認ずみのプログラムの細目の実施，並びに

他の誰にも委嘱されていないその他すべての

事項に対する責任をもつものとする。
ホスト・クラブ実行委員会として知られて

いるホスト・クラブの地元準備委員会の監督

管理の責任は,大会委員会が負うものとする。

地域大会の財務

（Regiona1ConferencesFinancing） 

国際ロータリーの地域大会は，経済的に自
立すべきものと期待されている。（77）

国際ロータリー事務総長

（GeneTalSecretary,Ｒ・I.）

国際ロータリー事務総長は，広報，財務，

会場の選定と設備，出席の推進，登録，ホス

ト・クラブとの協力等運営上のあらゆる任務

に対し第１の責任を負うものである。事務総

長は，運営上の多くの任務を遂行するに当た

って，ホスト・クラブの協力を要請する。さ

らに，事務総長は,_各地域大会の主要な職務

地域大会組織の手続規則

（RulesofProcedureforOrganizing 

RegionalConferences） 

Ａ・組織

（Organization） 

国際ロータリー理事会は，随時，大会を催

すべき都市および日時について決定を行い，

大会開催の通知を発し，地域大会委員会を設

置し，かつその委員長を指名する。

国際ロータリー会長は，大会の議長（主宰

すべき役員）となる。

国際ロータリー事務総長は，地域大会およ

び地域大会委員会の事務局長となるものであ

るが，中央事務局の職員を指名してその任務

を代行させてもよい。

地域大会に出席のロータリアンは，立法機

関を構成しない。従って，国際ロータリーま
たはロータリー・クラブを拘束するような決

議を行うことはできない。

理事会は，地域大会の開催期日より少なく

とも１カ年前に大会開催の通知を発すること

になっている。

ホスト・クラブの手を遂行するに当たって，

腕や能力をできる限り活用するものとす_皇。

また，プログラムおよびその関連事項に関し

て，大会委員会に協力し，大会の運営につい

ては，理事会に対し，第１の責任を負うもの
である。

国際ロータリー地域大会幹事

（Confer℃nceManager,ＲＩ.） 
国際ロータリー地域大会幹事は，事務総長

の代理人であって，事務総長が第１の責任を

もつ運営上の多くの業務を代行する。

ホスト・クラブ

（HostClub） 

ホスト・クラブは，来訪ロータリアン並び

に来賓を歓待する貴任がある。歓待計画はす
べて国際ロータリー地域大会委員会の承認を

受けなければならない。

ホスト・クラブは，国際ロータリー事務総

長と協力して，事務総長が第１の責任を負っ

ている運営業務の多くを遂行する。

地域大会委員会

（RegionalConferenceCommittee） 
地域大会委員会を設置するに当たっては，

理事会は，地区内に含まれる各国の特異性を

考顧に入れる。大会委員会は，国際ロータリ

ー理事会に対し，他の誰にも委嘱されていな

い部面すべてに関し責任を負うものであり，

大会の特別方針を定め，大会のプログラムを

１２２ 

Ｂ，ホスト・クラブよりの大会招致

(Invitationf｢omHostClub） 
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われる；

４）登録誓約を報告する地区大会その他の

決議は，ホスト・クラブ招致を継続審議する

ためにも，開催日の36カ月前までに事務総長

に受】理されなければならない；

５）ホスト地域のクラブまたは地区大会の

決定でこのような登録支援が撤回された場

合，理事会が，その地域大会開催地の継続審

織を行うかどうか決めるものとする。

地域大会を招致したいクラブは，希望する

大会の開催予定期日の少なくとも36カ月以前

に，事務総長の手許まで大会の招致状を提出

しなければならない。この招致状に添付する

説明醤に含まれるべき事項は次の通りであ
る：

１．地域大会開催予定の会場並びに収容能

力。但し国際ロータリーまたはロータリー・

クラブへ負担をかけずに使用できるか否かを
明記のこと。

２．利用できる一級および二級ホテルの室

数およびその宿泊料の範囲。

３．地域大会の開催月に関する希望とその

理由を述べた書状。国際ロータリーとしては

10月ないし11月を希望しているが，少なくと

も９月15日から１月15日までのあいだに開催

しなければならない。（81）

また，地域大会をホストしようというクラ

出席

（Attendance） 

世界のどの地域のロータリアンも地域大会

に参加できるが，地域外のクラブからの出席

を得るために特に努力する必要はない。

プ・グループ，地区，地区グループからの地

域大会招致も奨励されている。但し，地区の 余興

（Entertainment） 場合，ガバナーが，地区内クラブの過半数の

承認を得て，招致状を出すものとする。（87）

クラブまたは地区からの地域大会開催の申

込番の受理については，添付すべき契約轡も

含めて，すべて国際大会招致に関して定めら

れた規則，手続と同一のものが適用される。

この諸規則には，次のような明確な方針が
含まれている：

１）理事会は，ホスト・クラブ地域が地域

大会を支援すると明記した招致状を優先す

る。地区の決議またはその他によって，地域

大会直前の１月現在のホスト・クラブ地域の

ロータリアン総数に等しい同地域からの登録

によって支援を表明した招致状を優先する；

２）理事会が，ホスト・クラブの区域を含

む地域を定め，これがホスト地域とみなされ
る；

３）ホスト地域のクラブに所属するロータ

リアンは，地域大会をホストすることに関連

して，特別な出費を招くことを考慰して，理

事会は，ホスト地域の特別登録料を定めるこ

とになっている。その額は，他のロータリア

ンの登録料より約25パーセント低くなると思

余興は地域大会開催国または地域の郷土色

豊かなものであるべきである。趣味がよく，

経費をあまりかけないもの色プロである必

要はない。（81）

地域大会に関する広報

（PublicReIationsforRegionalConfer‐ 
ence） 

】皿覗会は，地域大会のプログラムを立案す

るに当たって，プログラムの広報面に力を入

れるべきであると考えている。そうすれば，

はっきりとした広報目標がその地域で達成さ

れるし，そのうえ，ロータリーの全体的知名
度も高まる。
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地域大会

（RegionalConferences） 

オステンド，ベルギー…1954年９月

カンヌ，フランス………1959年９月

アムステルダム，

オランダ……………1965年10月

ローマ，イタリア………1970年11月

イェーテポルイ，

スウェーデン………1980年８月

南アメリカ

パルパライソ，チリ……1936年３月

サンチアゴ，チリ………1960年11月

モンテビデオ，

ウルグアイ…………1969年12月

ブエノスアイレス，

アルゼンチン…･･･…1983年９月

1,576 

2'264 

2,421 

3,187 
今までに開催された地域大会は次の通りで

ある。

開催時期登録者数

太平洋地域

ホノルル，ハワイ………1926年５月４３３

束京，日本………………1928年10月５６８

シドニー，

オーストラリア……1930年３月７３６

ホノノレル，ハワイ………1932年６月３３５

マニラ，フィリピン……1935年２月２２O

ウェリントン，

ニュージーランド…1937年３月３１２

シドニー，

オーストラリア1956年11月1,94O

メルボルン，

オーストラリア1981年11月4,461

アデレード，

オーストラリア1986年11月1,OO6

欧州，北アフリカおよび東地中海地域

ハーグ，オランダ………1930年９月７６３

ローザンヌ，スイス……1933年８月７００

ペニス，イタリア..……･1935年９月1,514

ストックホルム，

スウェーデン………1938年９月1,513

585 

331 

1,655 

2,667 

２，９００ 

(概数）

カリプ海一メキシコ滴

ハバナ，キューバ………1937年３月

サンフアン､

プエルトリコ………1966年11月

カラカス，ベネズエラ…1985年11月

中央アジア

ベナン，海峡植民地……1938年４月

アジア

デリー，インド…………1958年11月

ソウル，韓国……………1979年９月

マニラ，フィリピン……1984年11月

500 

1,666 

1,980 

170 

２，９１３ 

9,096 

2,885 

ニューデリー，インド…1987年10月10,5m
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協議会

(Assemblies） 

国際協鐡会

（InternationalAssembly） 

参加者

（Participants） 

国際協議会は毎年通常国際大会の開かれる

前に開催される。理事会は，毎年，２月中旬

協議会は，会長，副会長，並びにその他の

理事，もしいれば会長ノミニー，および理事

ノミニー，事務総長，財務長,地区かパナー

ノミニー，Ｒ・LBL役員ノミニー，国際ロータ

リー各種委貝会委員長および理事会が指定す

るその他の者から成る。

国際協議会は特別の目的をもった会合なの

で，出席者は前記参加者とその近親者に限定

されている。（74）

から３月中旬までのあいだに国際協議会を開

〈と決定した｡国際協議会は，Ｒ､1.管理におい

て股も重要な国際会議である。協議会は，ガ

バナー・ノミニーの数と居住地を考慮して，

便利がよく経済的な場所で開かれる。

目的

（Purpose） 

経費支弁条件

（ExpenseLimitation） 国際協織会の目的は，地区ガバナー・ノミ

ニーに対して，ロータリー教育と管理上の任

務に関する指導を行い，かつ，ノミニーと他

の出席者に，来る年度のロータリーのプログ

ラムと活動の実施方法を討議・計画する機会

を与えるものである(国際ロータリー細則第

国際協議会に出席する参加者と他の者の経

費は，協議会への全期出席を果たした人に対

してのみ支払われる。但し，やむを得ぬ事情

(不可抗力の旅行遅延，病気など)がある場合

は，会長が一般規定の例外として支払を許可

できる。

16条第３節)。

とりわけ，国際協議会は次のことを行う：

１）地区ガバナー・ノミニーを刺激し，意
欲を与える；

２）会長が発表した国際ロータリーのテー

マと国際ロータリーの新プログラムの説明と

実施；

３）地区ガバナーが国際ロータリーの継続

中のプログラムと活動を実施する効果的な方

法；

４）クラブと地区の指導者に情報を伝え，

訓練し，意欲を与える実際的技術。

文献の配布

（DistributionofLiterature） 

国際協議会の参加者に配布される文献その

他の資料は，国際ロータリーによって出版さ

れまたは配布されるものに限られている。そ

の他による文献，資料の配布は許可されてい

ない。（63）
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第12章

研究会
(Institutes） 

国際研究会

（Intemationa1Institute） 

'よ，申込順に登録する。

理事会の判断で，国際ロータリーの元役員

と現役貝のための研究会を開催できる。研究

会は毎年開かれるのが一般的である。この研

究会は，国際協議会と同時期に開催されるの

が慣例であり，できれば，同一の場所，設備，

条件の下で開催される。

国際研究会と国際協蟻会の関係

（Relationshipofthelntemational 

l､stitutetolntemationalAssembly） 

国際協議会と同時期に国際研究会を開脳す

ることにより，研究会参加者は，教育的で感

銘深い特別の機会に恵まれる。場所の都合が

つけば，国際研究会参加者は，本会議の催し

に出席できる。国際研究会の目的

（Purposeofthelntemational 

lnstitute） 

国際研究会の経費

（Expensesofthelntemational 

lnstitute） 

国際研究会により，現役貝と元役貝は，ロ

ータリー計画とプログラムを深く知り，その

ため，所属クラブと地区に有益な人物として

自己の価値を高める機会に恵まれる。研究会

は，また，国際ロータリー元役貝と現役貝の

意見を聴く機会を現指導者と次期指導者に与

えることによって，ロータリーの現在および

次期指導力に寄与する。

国際研究会は、通常，参加者の費用を負担

しない。理事会が認めた準備費，つまり，組

織とプログラムと指導力関係の費用のみを支

弁する。

地域／ゾーン研究会

（Regional／Zonelnstitute） 国際研究会の参加者

（PaTticipantsatthelnternational 

Institute） 理事会は,ロータリーのさまざまな地域で，

または，多地域で，あるいは地域内の一つま

たは二つ以上のゾーン内で，研究会を開くこ

とを承認している。特別な事情があれば，一

つのゾーン内で二つ以上の研究会を開催でき

る。

開催予定地は，出席を希望する全ロータリ

国際研究会は，国際ロータリーの現役員と

元役風およびその近親者のすべてが参加でき

る。場所の都合により，出席を制限しなけれ

ばならない場合もある。理事会は，出席者数

を考慰して，現および元役員の中で優先すべ

き人を定めることができる；その他の場合 アンが国籍,－人種または宗教にかかわりなく
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心

出席できる場所になければならない（国際ロ有益な伝達手段の役割を果たすものである。
－タリー細則第16条第５節)。

地域／ゾーン研究会承認手続

（ProceduresforAuthorizing 

Regional／Zonelnstitutes） 
地域／ゾーン研究会の目的

（PurposeofRegional／Zonelnstitute） 

国際ロータリーの種々の地域またはゾーン

に居住している理事は，関係地区ガバナーと

協議して，－つまたは二つ以上のロータリー

研究会を開催する必要があるかどうかを決定

し，必要であれば,研究会開催の申請をする。

研究会は，理事会の承認を得て招集すること

ができるものとし，承認は，会長が理事会に

代わってこれを行う。

会長は，ロータリー研究会の開催を承認す

るに当たって，どの地域の国際ロータリー風

役員，元役員，次期役員を出席者とするかを

指定する権限を有するものとする。

参加者の旅行に要する距離あるいは言語上

の困難などの理由で，一つのロータリー研究

会では知識の習得や討議に所期の成果を収め

ることができないと思われるような地域，ゾ

ーン等については，国際ロータリー会長は，

なるべく多数の国際ロータリーの現役員，元

役員および次期役員を参加させるために，二

つ以上のロータリー研究会の開催を認めるこ

とができるものとする。

研究会プログラムの主たる目的は，参加者

と現職のロータリー指導者との情報と意見の

伝達である。研究会の課題とプログラムによ

って，次の機会が生まれる。

１）すべての参加者に，ロータリーの奉仕

活動および運営事項に関する精確かつ最新の

情報を与えること；

２）現在行われているロータリーのプログ

ラムを分析し，強化し，拡充すること；

３）その地域のロータリーに特に関連のあ

る問題を研究すること；

４）将来におけるロータリーの使命につい

て考察すること；

５）現地区ガ'サーの特別プログラムを作

成すること；

６）地区ガバナー ・ノミニーの特別プログ

ラムを作成すること。（74,80）

地域／ゾーン研究会の参加者

（ParticipantsatRegional／Zone 

Institute） 

地域／ゾーン研究会の招集者
（ConvenerofRegional／Zone 

lnstitutes） 

地域／ゾーン研究会は，研究会の対象範囲

の地域に居住しているＲ・Iの元,乳,次期役員

の出席と参加を目的とする会合である。

研究会の目的を考慮すると，－つまたはい

くつかの研究会の開催の承認を受けた地域ま

たはゾーンの理事は，研究会に出席すること

が大変望まれる。また，会長は，研究会開催

時における現理事を，その研究会の招集者と

地域／ゾーン研究会の重要性

（ImportanceofRegional／Zone 

lnstitutes） 

して指名する。通常は，研究会ごとに１名の

理事が招集者となることになっているが，言

語,地理その他特殊事情により必要であれば，

会長は，同じ地域またはゾーンの理事２名を

Ｒ､L会長と理事会と事務総長は，ＲＬの現，

元，次期役員の理解ある完全な支援と協力を

必要としている。ロータリー研究会は，この

ような支援，協力，理解をもたらす重要かつ
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認めた経費以外はＲＬで負担しない。招集者として指名することができる。さらに，

会長は，やむを得ない事情があるときは，関

係理事と協議のうえ，当該地域またはゾーン

の元理事，あるいは，元理事が招集者として

得られない場合は，他の適任の国際ロータリ

ー現役貝か元役風を，研究会の招集者に指名

することができる。

研究会開催の申請をした招集者は，その研

究会の招集者になると否とにかかわらず，研

究会の議題およびプログラムの責任者となる

ものとするが，研究会の準備および推進につ

いては，会長は，その任務を，当該地域また

はゾーン等の元理事またはその他の適任の現

役貝もしくは元役員に委任することができ

る。

地域／ゾーン研究会プログラム

（Regional／ZonelnstituteProgram） 

毎年，理事会は，研究会の目的と参加者の

特別資格条件とを十分勘案のうえ，時機を得

た，適切，妥当なテーマを設問形式に作成し

たものを一覧表につくり，研究会の開催が認

められた地域またはゾーンの理事が研究会の

議題およびプログラムを作成するときに，そ

の中から選び出すことができるように準備し

ておくべきものとする。

報告

（Reports） 地域／ゾーン研究会の経費

（Regional／ZonelnstituteExpenses） 

ロータリー研究会の都度，その報告は，理

事または研究会の招集者に指定された人によ

って会長と事務総長に提出され，理事会のメ

ンバーに回付される。（74）

国際ロータリーの現，元，次期役員のため

の地域／ゾーン研究会は，経済的に自立ベー

スで開催しなければならない。理事会が特に
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第13章

規定審議会
(CouncilonLegislation） 

規定審議会は，国際ロータリーの立法機関

であり，３年ごとに開かれる。

立法とは，組織の特質を変え，広範囲にわ

たる諸方針を採択し，組織の団体意思を別の

形で表明することのできる方法である。立法

手続には，審識会会議と，審議会後クラブが

審議会の採択した制定または決織に反対意思

を表明する機会が含まれる。国際ロータリー

の定款に影響を及ぼさない決定は，審議会の

開かれない年，または審議会の会期後には，

国際大会でこれを行うことができる。

審議会が開催される都度，各地区内のクラ

ブは，代表議員を１名選ぶ。この代表縦貫が

審議会の投票権を有する議員である。このほ

かに，投票権を有しない議員として，議長，

副議長，譲事運営手続の専門家（parliamen‐

tarian),ＲＬ会長,会長以外の理事会のメンバ

ー,Ｒ､1.元会長全員,事務総長を10年以上務め

た人，ロータリー財団の管]浬委風1名,定款・

細則委員会委員が特BⅢ議員を務める。

規定審議会は，理事会の定めた時と場所に

おいて開かれる。代表識貝の旅費の一部は，

国際ロータリーの資金で賄われる。

審議会は，副穀長と議事運営手続の専門家

の援助を得て議長が司会する。三者とも，審

議会開催の年に会長が任命する。審議会が開

かれる年のＲＬ定款･細則委員会委員は,審議

会の｢特別議員｣を務める。投票権を有しない

議員として，立法案件の提出・審議の法解釈

面に関する任務と責務を負う。各審譲会は，

その手続規則を採択する権限を有する。

審議会は，審鍍会に提出された立法案件す

べてを審織し，決定を下す。その決定は，Ｒ

1.細則に規定されているように，その後のク

ラブの議決にのみ従う。立法案は，制定案ま

たは決鬮案という形で審議会に提出される。

国際ロータリーの定款・細則，標準ロータリ

ー・クラブ定款を改正する意図をもつ立法案

件は制定案である。決議案は，単に意見を表

明するか，もしくは組織規定を改正すること

なしに国際ロータリーの方針または手続を設

定または廃止する案件である。

立法案を提出しうるものは，クラブ，地区

大会，グレートプリテンおよびアイルラン

ド内国際ロータリーの審議会もしくは大会，

規定審議会および国際ロータリー理事会であ

る。制定案は，規定審議会が開催されるロー

タリー年度の前年度の５月１日までに事務総

長に送達されていなければならない。決議案

は，規定審議会が開催される日の30日前まで

に受理されていなければならない。

適法に提案され，正式に受理されたほぼす

べての制定案は，審議のため審議会に回付さ

れるが,Ｒ､L細則は，理事会が立法案すべての

本文を点検することを定めている。制定案が

専門的見地からみて妥当でない場合，無効と

みなされ，その旨提案者に通知される。提案

者は提案を修正し，それを有効なものとする

機会を与えられることになる。

決繊案がＲＬのプログラムの｢枠内のもの

でない｣と理事会が決定した場合は,審議会へ

回付されない。決議案がこのようにして撤回

される場合は，審議会の開会に先立ち，提案

者にその旨通告する。そして，提案者は，理

事会の決定を覆し,決議案を審議するために，

審議会に耐願する機会を与えられる。

制定案提出締切後，制定案すべてとその時

点で受理した決議案すべてを記戦した立法案

集を出版する。この立法案巣は１部，各ロー

タリー・クラブと規定審識会全榊成員に送付
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される。クラブは，注文すれば追加部数を入

手できる｡立法案集は英語版のみ刊行される。

英語以外の言語を使用している地域では，該

当する言語の一つで書かれた立法案要旨を配

布する。既に出版されている立法案の修正お

よび出版後提出された決議案は，後日，刊行

される１ないし２以上の補足に収録される。

審議会終了後，議長は，審議会が採択した

全立法案に関する審議会決定報告を事務総長

に回付し，事務総長は，次いで，これをクラ

ブに送付する。その時点で､各クラブは，立

法案採択における審議会の決定に反対の意思

を１票投じる機会を与えられる。７５名を超す

会員数を有するクラブは，直前の７月１日現

在の会員実数に基づいて２票以上の投票権を

有する。投票権を有する総投票数のうち10パ

ーセント以上が反対の意思表示をした場合，

当該立法案に対する審議会の採択は無効とさ

れ,次の国際ロータリー国際大会に提出され，

国際大会に出席し投票する代議員が審議し，

最終決定を行う。

クラブの代表識員

（RepresentativeofC1ubs） 

各地区において，１名のロータリアンが選

ばれ，審議会で，その地区内のクラブを代表

する。この選挙は，審議会が開かれるロータ

リー年度の直前ロータリー年度に開かれる地

区大会で行われるのが普通である。代表議員

がその務めを果たせない場合に備えて，補欠

議員もそのとき選ぶ。

補欠議員および代表議員は，国際ロータリ

ーの役員か元役員（または特別な事情の下で

は地区ガバナー・ノミニー）で，自分が代表

する地区内のロータリー・クラブの名誉会員

以外の会員でなければならない。ロータリア

ンが，審議会におけるクラブ代表議員となる

ことを認められるためには，審議会における

クラブ代表議員としての資格要件および任務

をよく調べたうえ，次のことをしたため，署

名した書面を，事務総長に提出しなければな

らない。

ｌ）審議会におけるクラブ代表議員の資格要

件，任務および責任をはっきりと心得てい

ること。

２）前記の任務と責任を引き受け，それを誠

実に履行するための資格要件，熱意および

能力をもっていること。

３）審議会の会議に,その会期の全部を通じ，

出席すること。

いかなるロータリー・クラブも，地区内の

クラブを代表する，資格を備えた候補者を指

名できる。地区大会に出席する各選挙人は，

審議会におけるその地区のクラブ代表議員の

選挙に１粟を投じる権利を与えられるものと

する。最高票数を得た候補者をその地区の審

議会議員とする。第２位の票数を得た候補者

を補欠議員とする。

補欠議員は，代表議員力務めを果たせない

場合，その任につく。両者とも務めを果たせ

ない場合，ガバナーは，地区内の資格を備え

たロータリアンをもう１名任命して，その務

めを果たさせる。

各地区は，ロータリーの現在の方針と手続

規定制定と決識の効力

（EnactmentandResolutioninEffect） 

規定審議会で採択した制定の結果は，現行

の組織規定に記載されることになっている。

決議は，審議会の決定報告に記録される。そ

して効力を保ち続けるか，所期の目的を果た

し効力を失うか，のいずれかの道をたどる。

Ｒ､1.理事会は，一定の期間のみ施行される決

議または後の決議によって補足された決議を

勘案しながら，どの決議が現に効力を有する

かを随時決定する権限を有する。理事会がこ

の権限を行使して行った決定は，そのような

決定がなされた年の国際大会で会長または事

務総長が報告することによってクラブ会員に

伝えられる。
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立法案の提出方法

（HowtoProposeLegislation） 

に精通していて， 現定審議会に出席できる最

世適格のローターリアンを， 審議会代表議員に

選ぶよう奨励さ札ている。（87）

ロータリアンは連続３回以上規定審議会代 ロータリー・クラブが立法案を提出する場

合，その案件は，クラブの理事会より会員に

提出され，正式に採択されたものでなければ

ならない。それから，その案件は採択された

ことを証明するクラブの会長と幹事の署名し

た書簡を添えて事務総長に送付されなければ

ならない。この書簡に，立法案が提出される

に至った事情となる理由や事実を詳しく述べ

る，注意深く作成された説明を付記しなけれ
ばならない。

地区大会が立法案を提出することを決定す

る場合，ガバナーおよび地区大会幹事が国際
ロータリーに対して行う地区大会公式報告の

中に，これに関する報告も含めるようにしな
ければならない。

正式に立法案を提出したとみなされるため

表議員を務めるべきではない，と地区に勧告
している。（87）

代表議員の任務は，国際ロータリー細則に
明確に記載されている：

１）地区大会やその他の地区会合で，立法
案を討議すること；

２）ロータリーの問題に関する現在の自分

の地区内の意向をよく知っておくこと；

３）審議会に提出された制定案および決議

案のすべてに批判的な考察を加え，審議会に
自分の見解を的確に伝えること；

４）国際ロータリーの公正な立法当務者と
して行動すること；

５）審議会の会議に，会期の全部を通じて
出席すること；

６）審議会終了後，審議会で行われた審議

について地区内のクラブに報告すること。

審議会会議に備えて代表議員が準備する，

その予備知識を提供する力になるため,また，

全体的に立法過程を強化するため,できれば，
立法年度には地区大会の本会議のうち少なく

とも１回は，立法案の討議を含めるよう理事
会は勧めており，また，地区ガバナーに立法

案の検討と討議のための地区の特別会合を準
備するよう奨励している。また，クラブは，

案件と審議会の決定を話し合うため，他クラ

ブと自由に接触することが認められている。

これは，このような接触を通常制約している

国際大会決議80-102の規定の例外である。
(71,75） 

立法案の検討と討議のために手配された地

区の特別会合に，地区のクラブ代表議員を招

待しなければならない。立法案を論理的に理

解すること，そして地区代表議員に自分が代
表するクラブの総意を理解させることがその
目的である。（86）

には，立法案それぞれに次のことを書きしる

した趣旨説明醤僅が提出者から添付されていな

ければならない：(1)立法理由；(2)その目的を

達成する方法;(3)ほかにどのような効果があ
塾か（ＲＬ細則第６条第１節)。

所定の期日までに適法に提出された制定案

のほぼすべては，審議会に回付される。制定

案は，規定審議会の開催きれる年度の前年度

の５月１日までに，事務総長のもとに届いて

いなければならない。制定案は理事会で点検

され，ヨ理事会は，ＲＬの定款･細則委員会の勧

告に基づいて，明らかに提案を無効，不適切

にするような不備または不適坦な個所につ
き，提案者に勧告する。量して，できれば，
修正か代案を推奨する。制定案が大幅に不備

ごあったり，あいまいであるにもかかわらず，

提出者に代案が受け入れられなかった場合
理事会は， 原案を審議会に回付しないよう指

示できる。このような場合， 提出者にこの旨

連絡し，提出者は，理事会の決定を覆すこと

を審議会に求める機会を与えられる。実質的
に同種の制定案が提出されている場合 理事

会は折衷案を勧告できる。 提出者達が折衷案

仁同意しない場合，理事会は，同種の提案の
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制定案

(簡潔に提案の要旨を書く）

－－－－■■￣￣－－－－－￣￣￣￣￣￣￣－－￣■■￣￣－－－－￣￣￣￣￣￣￣＝￣▲￣■￣￣￣￣－－－－￣￣■■① 

の件
一■■■￣■■－－－－■￣￣■￣￣￣￣■■￣■￣￣￣⑤■￣■￣＝￣￣￣●￣￣￣￣■￣■＝＝￣￣￣￣￣

提案者－－－－－－－…____－－－－－－

(規定名)，第条，第節の（改正個所
を記載）は次のように改正されると国際ロー

タリーは制定する：（改正を示す個所にし昼

趣旨を最もよく表現するような代案を審議会

に回付するよう指示できる（R､1.細則第８条

第10節几

決議案は審議会が開かれる30日前までに，

クラブおよび地区大会から受理されていなけ

ればならない。決議案がＲ､Lのプログラムの

枠内のものでないと理事会が決定した場合

は，審議会へ回付されない。しかし，提案者

が審議会議員の３分の２の同意を得ることが

できれば，その決議案は審議に付される。決

議案が撤回される場合は，審議会前にその旨

提案者に通告する。実質的に同種の決議案逆

提出された場合も，理事会は，折衷案または

しを付け，条項の関係個所を挿入）

ＰＲＯＰＯＳＥＤＥＮＡＣＴＭＥＮＴ 

Ｔｏ(Sm彫ＣＯ"cjSe/うり”””ｏｓｅｑ／，mPoszz〃

Proposedby---__－－－－－－－－－－－－___＿ 

ＩＴＩＳＥＮＡＣＴＥＤｂｙＲＩ・that(Document)，

Ａｒtｉｄｅ，Section，beandherebyis 

amended12-mzqZzs/b"0雄：

代案を勧告できる（Ｈ１細則第８条第10節1．

審議会の開催予定日の２カ月前までに提案

者から事務総長に提出された，制定案と決議
､！"Sc唖Cu〃i2cteapO"iO〃けｄｏ“腕c"ｉ加餓案の修正案は審議会に回付される（R・I細則
ｍα沈ｊ"ＡＦｓｍｓ〃0”ｃｈｑ宛gEs）第６条第１節)。

規定審議会の審議に付されるために，立法

案を適切な様式で作成することは,一般的に，

提案者の責任である。制定案の不適当な個所

に関する勧告のほかに，理事会は，クラブお

よび地区の要請があれば，制定案を提出する

前に，定款・細則委員会が，制定案の案文の

起草，訂正および修正を援助することを認可
している。しかし，立法案は受理締切日憧

決鐡案

(簡潔に要旨を書く）の件

提案者_－－－－－－－－－－－－－

国際ロータリーは次のように決職する：

(以下決議文を記載）

ＰＲＯＰＯＳＥＤＲＥＳＯＬＵＴＩＯＮ 

Ｔｏ「ｂｍｔｅ碗“"cfsc施糀”ゆo“ｑ／Ｐ、‐

'０辺り

Proposedby-----___－－－－－－－－－－ 

ＩＴＩＳＲＥＳＯＬＶＥＤｂｙＲＩ・ｔｈａｔ（tz"‘肋e〃

戚似必ＩＡＢ？qeso/"施刈．

直ちに印刷準憶にとりかからなければならを

いので．締切日直前に受理した立法案につい

ては起草に力を貸すことはできなﾚﾕ。（79）

様式

（Format） 
趣旨説明醤

制定案は，関係条項の全文を明記して提出（PurposeStatement）
しなければならない｡削除する文章には削除

立法案件そのものが専門用語を使うた』｡』のしるしを付け，新しく文章を付け加える鍵
その目的と効果があまり明確でない場合がし所は挿入個所を明確に示さなければなら堂
ばしばある。出版時に各案件の後に載っていい◎

事務総長が次のような様式で立法案を受:理

する場合，その立法案は提出条件に最もかな

っているものと言える。

る説明によって，立法案の提出理由が明確仁

なり，どういった変更が生じるかを示すこと

ができる。
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賛成および反対

（SupportandOpposition） 

見定審麟会の審鰯方法

（ HowLeRislationComesBeforethe 

） CouncilonLeRislation 

立法案の提出者は立法案件を補足する１頁

以内の愉報を提出するよう要請されている。

同情報は事務総長により群議会議貝へ回付さ

れる。立法案に賛成または反対する情報を瀞

立法案が審議会で審議されるには，会議場

で誰かが立法案の採択を発議しなければなら

ない（第14章の会議運営手続規則の第３節を

参照のこと)。このような｢動議｣の提出も｢賛 議会の議員へ提出しようとするロータリー．

成｣もなければ，立法案は，審議会の審議を求 クラブは，このような見解を審議会議員に回

付してもらうために事務総長へ，これを提出

することができる。但し，この見解も１頁以

内に制限し，かつ，審議会が開かれる少なく

とも２カ月前までに事務総長に受理されなけ

めず，撤回されたとみなされる（第14章の会

識運営手続規則の第６節、項を参照のこと)。

審議会で採択されるために，立法案の提出者

(ま，動議の提出者を指名することができる。

動議の提出者は，審議会議員か審議会特別議 ればならない。（80,87）

貝である。審議会議員の場合は，通常，当該

立法案を提出している地区の代表議員で，特

理事会に対する建識案

（MemoTialstotheBoard） 

別議員の場合は，立法案の提出者の要調によ

り，理事会から指名された人である。立法案

の提出者は，動議の提出前であればいつでも

動議の提出者として審議会議貝を指名でき 立法案を作成するに当たり，クラブもしく

は地区大会はＲＬ理事会へ建議案を提出する

という方法を考慰してもよい。建議案という

形で提案され，より効果的にその目的が達成

されうる場合もいくつかある。

しかし，ロータリー・クラブもしくは地区

が組織規定の改正を必要もしくは望ましいと

考える場合，このような改正案は，理事会で

なく当該クラブもしくは地区から提議される

べきであると理事会は考える。

る｡特別議員に動議の提出を要調する場合は，

審議会開会日の少なくとも５日前までに事務

総長に番面で申し込まなければならない（第

14章の会議運営手続規則の第10節Ｂ項を参照

のこと)。̄
 

立法案の提出者の代理に指名されたローダ

リアンも，審議会議員とともに討議に加わる

権利を認められている。但し，当該立法案に

のみ限られるうえ，審議会議員と同じ制限時

間を守るものとする（第14章の会織運営手続

規則の第４節を参照のこと)。
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第14章

会議運営手続規則
(RulesofProcedure） 

１．規定春霞会の会懲運営手続規則 休憩（同じ日に再開する場合）または一定日

までの休会（後日に延ばす場合）を決める以

外には，立法班項に関するいかなる決定も行

うことができないものとする。

Ｈ、「制定｣－国際ロータリーの定款細則ま

たは標準ロータリー・クラブ定款を改正する

ことを規則制定という。

Ｌ「決議｣－審議会が，単に意見を表明す

るか，国際ロータリーの定款細則または標準

クラブ定款の改正をしないで方針または手続

を制定または改廃する場合，その決定は，決

議という形で行われる。

』．「立法｣－－規Illl制定と決議。

(RulesofProcedure-Councilon 

Legislation） 

国際ロータリー理事会は，次の会繊迎営手

続規則を推奨している。この規則は，国際ロ

ータリーの定款・細則の諸規定を補足するこ

とを目的としたもので，規定審議会で用いる

ものである。

第１節定蕊(Definition）

会鍍迎衛手続規則中に使用されている一定

の用語の定義を次のように定める。

Ａ、「議貝｣－審議会に参加する資格を有す

るすべての者（ＲＬ細則第８条第１節)。

Ｋ・「国際ロータリーのプログラムの枠内」

－ロータリーの綱領並びに国際ロータリー

の意図と目的に合致していて，組織規定に矛

Ｂ・「代表議員｣－－地区内のクラブの代表者 盾していないこと。

に選ばれた，投票権を有する審議会議員。各 Ｌ・「本文中の不備な個所｣－制定案の本文

中の必要な個所の全部について，関係条文の

書き改めが行われていないこと。

代表議員は，投票に付せられる案件それぞれ

に１票のみを投じる資格を有するものとする

(R､L細則第８条第１節，第６節)。

Ｃ・「出席投票代表議員｣－謬遂成または反対

の投票を行う代表議員。投票を棄権する代表

議貝は，出席投票する者とは認めない。

，．「過半数の投票｣~出席投票代表議員の

投票の過半数。

Ｅ、「３分の２の投票｣－出席投票代表議員

の投票の３分の２．

Ｆ．「日程｣－審議会に提出される案件の審

議時間または討議の制限に関し，審譲会力過

半数によって採択した議事進行に関する手

続。

Ｇ、「定足数｣－国際ロータリー細則第８条

第２節勘鰻の麺類(KindsofMotions）

動議には本動議と会議運営手続に関する動

議との２種類がある。この規則に別な定めの

ある場合を除き，動議が採択されるには過半

数の賛成投票を必要とする。

第３筋動麟の提出（OfferingofMotion）

審議会において案件の議事に入るには，ま

ず議貝から，「動織｣を提出する。これは，審

議会がある表決をするという提案，または，

ある見解を保持していると意見を表明する提

案である。動織を提出するには，議貝が起立

１３７ 

第９節に定める数を定足数とする。出席が定

足数に満たないときには，一定の時刻までの
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して議長から発言の許しを得た後，自分の身

分を証明したうえで，「議長,私はこれこれの 第５節本動鬮一定蕊（MainMotions

-Defined） 動議を提出いたします」と言う。この動議に対

してはもう１名の議員の｢賛成｣が必要であ

る。賛成者は起立して議長から発言の許しを

得てから，自分の身分を証明したうえで，「議

主たる動議または本動議とは，審議会の表

決の対象となっている原案のことをいう。こ

うした動議が提出され，賛成を得，議長から

その報告が行われると，その動議の処]理が終

わるまでは，審議会は自由に他の問題や他の

長，私はこの動議に賛成いたします｣と言う。

このような発言が直ちに審議会から表明され

なかった場合には，議長のほうから賛成者を

求めることができる。 本動議の審議を行うことができないこととな

る。但し，本動議の審議または討議中であっ

ても，本動議に優先することとなっている会

議運営手続に関する動議は，これを提出する

ことができる。従って，審議会は他のいかな

第４節肘鐵(Debate）

議長が動議の正式提出があったことを報告

するまでは，その動議に関する討議を始める

ことはできない。

議員は，議長から発言の許しを得たうえ，

自分の身分を証明した後に初めて発言をする

る表決にも先んじてその処理をしなければな

らない。

第６節本動鐵の表決(ActiononMain

Motions） ことができる。本動議の提出者には，議題に

関して冒頭と結びの論述を行う権利が認めら

Ａ・制定案または決議案に関する本動議およ

びその表決は，次の形のいずれかによるもの

とする。

１）（原案の通り）採択する。

２）（原案の修正の仕方を精確に示す)…こ

とにより修正して採択する。

３）提出者の意思に基づき撤回する。

４）撤回されたものとする。この決定が行

われた場合は，審議会の定める特定の指示

を付してこれを国際ロータリー理事会に付

託する。

５）否決する。

Ｂ・制定案または決議案を（原案の通りまた

は修正を付して）採択することとする動議の

採決が行われた場合において，その動議が成

立しなかったときは，当該制定案または決議

案は審議会によって否決されたものとみな

れ，提案理由の説明に５分間，結びに３分間

の時間が与えられるものとする。

討議の場合，各議員は，審議会の許可を得

て行う場合を除き，同じ問題について２回を

限り発言が認められるものとする。但し，そ

の問題についてまだ発言をしていない議員で

発言を求めている者がいる限り，２回目の発

言をすることはできない。議員の発言は，１

回に３分を超えないものとする。但し，前述

の本動議の提出者と議事日程についてはこの

限りでないし，また，出席投票議員の過半数

の同意のある場合もこの限りでない。

上程されている議案の提出者が本手続規則

の第１０節Ｂ項によりその代理者として指名

したロータリアンであれば，たとえ審議会議

貝でなくても,討議を行う権利が与えられる。

この権利は，当該議案に関する限りにおいて

のみ認められるものとする。この規則中に定

められている制限時間は，提出者の代理者に

も適用されるものとする。

す。

Ｃ・制定案または決議案を否決する，とする

動議の採決が行われた場合において，その動

議が成立しなかったときは，当該制定案また

は決議案はなお審議継続中のものとし，議長

は当該制定案または決議案に対して審議会の
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とるべき措置について，動議の提出を促すも

のとする。

Ｄ、議長から次の議事日程に関してとるべき

措置について動議を提出することを審織会に

促す発言があった場合において，議場から何

らこれに応じる動議が提起されなかったとき

は，議長は，当該日程にかかわる案件はこれ

を撤回されたものとみなす旨の発表をするも

のとする。

Ｅ、ある提案について本動議が提出され，そ

れに対する賛成があったときは，その賛成者

の承諾を得ない限り，それを撤回することが

できないものとする。賛成の行われる前であ

れば，提案の提出者はその提案を撤回するこ

とができる。撤回には賛成者を要せず，また

討議も修正も行うことができない。

3）休会動識が否決された直後。

4）審議会がいきなり中止することのでき

ないような議事の進行中。

再開の日時と場所とを定めてそれまで休会

することとする動議の場合は，討議および修

正を行うことができる。その他の休会の動議

については討議も修正も行わない。

Ｂ・休憩：この動議は，議事の合間に，ある

いは日程の議事を終えて次の審織会を開くま

で､休憩しようとする場合に用いられる。こ

の動議については討議を行わない。

Ｃ・特樋の問題に関する動鱗：特権の問題

は，審議会または審議会議員に認められてい

る権利および特典に関するものである。次の

問題が特権の問題に属す：審譲会の構成に関

するもの；会議場の暖房，採光，換気とか，

あるいは騒音その他会繊の妨げとなるような

ものの防止など，議貝のための好適な環境の

保持に関するもの；会蕊に出ている役員や議

員の行動に関するもの；議員の規則違反その

他の非行に対する懲罰に関するもの；傍聴人

や訪問者の行動に関するもの；公表された報

告書または議事録の正確性に関するもの。審

議会の特権の問題は，議貝の特権の問題に優

先する。個人的な特権の問題は，審議会磯貝

としての特権に関するものでなければならな

い。

、．麟車進行手続に関する異溌：この動議

は，議長の裁定とか会議運営手続規則の違反

に対して注意を喚起したり，抗識をしたりす

る場合に用いられる。この動鍍は，他議員の

｢賛成｣を必要としない。この動織は｢議長，議

事進行手続について異議があります」という

形をとる｡議長は｢ご異織の点についてご説明

願います｣と言う。その議員が問題について述

べ終わると，議長は次のように答える。

１）「ご異識の趣旨はよく了承しました」

または

２）「ご異議の趣旨は了承できません｣。

もしこれに納得のできない議貝があれば，

その議貝は,本節Ｌの｢異議の申し立て－そ

の手続｣に述べられている手続に従って,議長

の裁定を票決に付することとする動議を提出

１３９ 

第７節規定審餓会前における修正－その

効果(AmendmentPriortoCounciI

onLegislation-Effectof） 

審議に付せられる案件が制定案または決議

案である場合に，その提出者が，当該制定案

または決議案について修正の意向を，その修

正の正文を添付した轡面をもって，事務総長

に申し入れており，そして事務総長が，繊貝

のために，審議会招集の30日前までに，前記

提出者の意向および修正の正文を公表してい

たときは，まず原案を審議することとする動

議を提出することを要せず，修正された形の

制定案または決議案の審議を求める動議を提

出することができるものとする。

第８節会騒運営手続に関する動鱗一優先

順位(ProceduralMotion-

OrderofPrecedence） 

以下，会議運営手続に関する動議をその優

先順位に従って掲げる。

Ａ・休会：この動議は，次の場合を除き，い

つでも提出することができる。

１）錨長の発言中。

２）採決が行われているとき。
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することができる。

Ｅ・審駁保留：この動議は，審議会が審縦な

動議。この動議は討議および修正を行うこと

ができる。

Ｊ、懸正：審識中の動議に修正を加えようと

する場合に用いられる動議。動議は識長に瞥

面で提出するものとする。但し，修正案が口

頭で明確に理解できるという根拠があれば，

識長はこの規定を無視できる。

ｌ）修正の動議そのものは修正することが

できるが，その修正をさらに修正することは

できない。

２）次のような修正の動識は提出できな

い。

－修正にかかわる問題と密接な関係のない

もの；

－否定の形をとっている原案を肯定の形を

した同じ趣旨のものに修正するにすぎないも

の；

－審議会ｶｾﾞ既に決定した問題と同一内容の

もの；

－実質的な内容に変更なく単に修正の形式

を別な形式に差し替えるだけのもの；

一制定案から｢制定する」という文言を，ま

た決識案から｢決議する」という文言を削除す

るだけのもの；

－何ら意味のある修正を提案したこととな

らないような文言を削除または挿入するも

の。

３）修正案の修正は〆本動織の議案のみな

らず，修正案の内容とも密接な関係がなけれ

ばならない。修正に名を借りて別な新しい問

題をもちこむようなことをしてはならない。

４）修正案の採決：原案に対する修正が提

案されたときは，まずその修正案の採決を行

う。修正案に対する修正が提案された場合に

は，審議会はまずその修正案に対する修正案

かばの問題の審議をしばらく中止することに

したいという場合に用いられる｡この動溌は，

そのときにまだ審議の済んでいない付帯的な

動議や付随的な問題のすべてに優先する。こ

の動議については討議も修正も行わない。但

し，審議保留を求める動議の提出者が，採決

の前に，質問に答えるのは差し支えないもの

とする。

Ｆ・審餓再開：先に審議保留とした案件を採

り上げて審議を再開することとする動議。こ

の動議については討議も修正も行わない。但

し審議保留を求めた元の動議の提出者が採

決の行われる前に質問に答えるのは差し支え

ないものとする。

Ｇ、先決問題(肘磯終結）：審議中の問題の討

議を終結させる動綴。この動議については討

議を行わない。また修正もできない。問題に

ついて既に発言をしている議員はこの動繊を

提出することができない。動議の提出は次の

ような形で行われる。「議長，私は．（ここに，

会議の審議，決定を求めて上程されている動

議の名前を挙げる）の審議を打ち切り，直ち

に本案の採決を行うこととする動議を提出い

たします｣。議長が,十分に討議されたと判断

したならば，この討議終結の動議の可否を次

のように諮る｡｢それではここで本鍍案の採決

を行うこととしますか｣。

もしこの動議が出席投票議員の３分の２の

多数で成立した場合には，討議を打ち切るも

のとする。討議が打ち切られた場合でも本動

議の提出者は本規則第４節に従って３分間応

答する権利を有する。それが済むと直ちに審

議に付せられている議案の採決をしなければ

ならない。

Ｈ，審騒延期：上程されている識案の審織を

一定の日時まで延期することとする動議。こ

の動議は，発言が行われているときを除き，

いつでも提出することができる。また討議お

よび修正を行うことができる。

１．委員会付託：議案を委員会に付託してさ

らに検討を加えたうえ報告させることとする

１４０ 

を採決してから，原案に対する修正案の採決

を行う。次に，原案について，原案の通りと

か，修正案の通りとか，修正動議の結果に応

じた形による採決を行う。

Ｋ，再審鯛；本動議の決定を再審議すること

とする動議は，同日または翌日の審議会に提

出されなければならない。この動議は，多数

側に立って投票した識員が次のような形で提
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議長Ｑ決定が支持されたことになる。議長ま

たは司会者の決定は過半数によって覆されな

い限りその効力を失わないとする原則に基づ

いて，議長自ら可否同数とするための投票を
することができる。

出することを要する。「議長,私は多数側の１

人として投票した者ですが（動議等の名前）

の決定についてそれを再審議する動議を提出

いたします｣。動議についての発言は，動議に

賛成の者２名，反対の者２名に限り許される

ものとし，これらの発言が終わったあと直ち

に採決を行うものとする。各発言者の意見の

陳述には５分間の時間が与えられる。この動

議の成立には３分の２の賛成投票が必要であ

る。再審議という動議が支持された場合，そ

の正式動議の審議は，承認済み審議順序の最
後に置かれるものとする。

Ｌ，異麟の申し立て－その手続：議長の行

った決定に対しては,本節Ｄの｢議事進行手続

に関する異議｣の場合の議長の裁定も含め0す
べて異議の申し立ての動議を提出することが

できる。但し，ほかに異議の申し立てがあっ

てその処理がまだ済んでいない場合はこの限

りでない。この動議は，議長の裁定が行われ

たときにのみ提出しうるものとする。この動

議は他の議員の発言が行われているときでも
提出することができる。もし何かほかの討議
や議事があいだに入ってしまうと，もはやこ

の動議の提出はできないことになる。異議の

申し立ての動議は特権の問題に関する動議に
は優先できない。異議の申し立ての動議につ

いては，討議をすることができるが，修正で
きない。

議長力､異議申し立ての問題について発言
する場合には，議長席に着いたままで，自分
の行った決定についてその理由を説明するこ

とができる。理由の説明には３分間が与えら

れる｡議員の発言はいずれも１回限りとする。

但し，討議が終わったときに，決定に対する
反対意見に答える場合の議長についてはこの

限りでない。各議員の動議に関する発言は３

分間とし，議長が決定に対する反対意見に答
えようとする場合には，それに対して５分間
が与えられる｡問題は｢議長の決定を支持され
ますか｣という言葉で審議会に問いかけられ

る。それから投票の呼びかけがあって，採決
となる。

投票の結果が可否同数となった場合には，

第９節賛否分離方法による採決

（DivisionofVote） 

議長は投票結果を発表する。もし発表され

たものの正確さについて疑念を抱く議員があ

れば,その議員は直ちに｢賛否分離方法による
採決｣を要求すべきである。

この方法による採決の要求があった場合ま

たは議長がその判断でこの方法によることを

必要と認めたときは，議長は直ちに計算係を

任命したうえ，再び採決を行わなければなら

ないが，この場合には，賛成側の起立を求め

てこれを数え，次に，賛成側が着席してから

反対側を起立させてこれを数える，という方

法による。議長は計算係の報告を発表するも
のとし，この発表をもって最終とする。

第10節関係規則
一

（SpecialRulesConceming） 

Ａ・鰯事順序一一議事は次の７段階から成る。

ｌ）審譲会が開かれた場合,最初の議事は，
審議会の信任状委員会が事前に行う，定足

数を満たす出席の確認に関する報告であ
る。

２）第２の議事は，定足数の出席が立証さ
れたあと，推奨手続細則の採択について審
議することである。

３）第３の議事は，事務総長から，審議会

の審議を求めて正式に提出された制定案お
よび決議案を審議会に回付･することであ
る。

４）第４の議事は，国際ロータリー細則第
８条第10節(｡)項または(e〕項の規定に基づく

国際ロータリーヨ理事会の決定により，審議

会に回付されなかった制定案または決議案

に関して提起されている一切の問題を審議

１４１ 
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することができる。

審議会の起草委員会は，審議会特別議員

となっている定款・細則委貝会の委貝長お

よび委風，並びに審議会議長と副議長で構

することである。

５）第５の議事は，審議会の審議を求めて

いる案件の審議順序を推奨している委員会

の報告を受理して，検討し，審議順序並び

に審議会の審議を求めている一つまたは複

数の案件のその日の日程を採択することで

ある。

６）第６の議事は，事務総長から回付を受

けた制定案および決議案の審議である。こ

の審議は審議会があらかじめ決定した順序

に従って行い，いったん採用されたその順

序は，過半数によるほか変更することがで

きないものとする。

７）最後の議事は，審議会の信任状委員会

から股終報告を受けることである。

Ｂ・規定審鱗会の迦営

１）信任状の査証を済ませてから正式に議

席を与えられた審議会の識圖は，審縦会の

全会期を通じて識風を務めるものとし，代

理を任命する権利を有しない。

２）制定案または決議案の提出者は，議長

が動議の提出を求める前に，議案の審議を

審議会に求める動議の提出者となる議貝を

あらかじめ指名しておくか，あるいは理事

会に対し，特別議員に前記の動議を本人に

代わって提出させることを要求することが

できる。前記の指名は，識案が上程される

前であればいつでも行うことができ，議長

はその指名された議員に動議の提出を求め

るものとする。特別議員に命じて前記制定

案または決議案の審議を求める動議を提出

させることを要求する場合には，これを書

面にして，審議会の会議の始まる少なくと

も５日前に，事務総長に提出しなければな

らない。

３）会長は，国際ロータリー細則の規定に

従い，規定審議会の開かれるロータリー年

度の早い時期に，審議会の綱長および副議

長を任命する。

４）審議会の同意なしに,審議会の会場で，

成する。審議会議長は起草委員会の委員長

となるものとする。

起草委員会は次の任務を行う。

（１）審議会で採択するために審議会の会

識運営手続規則を推奨する；

(2)審議を求めている案件の審鋼I1Fi序を

審議会に推奨する；

(3)立法案またはその修正案の中に，委

貝会が，不備な点，首尾一貫していない点

または，その他の欠点を見つけた場合，で

きれば，それを見直すために必要な修正を

審議会のために起草する

(4)審議会から指定された立法案の書き

直し作業に当たる

(5)審議会の採択する制定案が十分効果

を発揮できるように，必要に応じて，国際

ロータリー細則と標準ロータリー・クラブ

の関係個所の修正文案を作成する；

(6)審議会の報告轡を作成する｡さらに，

関係個所を修正する必要がある場合，その

修正をする（国際ロータリー細則第８条第

10節)。

第11節その他の事項(MattersNotCov．

ｅred） 

以上の規則に定められていない事項につい

ては，織長が公正を基本とした判断によって

これを決定するものとし，議貝は審議会に対

して異議の申し立てをすることができる。こ

の規則について，矛盾する点，はっきりしな

い点，あるいは疑問の点が認められた場合に

は，国際ロータリーの定款および綱１mにその

解決を求めるものとする。

立法案に反対する資料を配布することはで

きない。

５）審繊会は，随時休会したり，開いたり

142 
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き，口頭によるものとする。議長が投票結果n.国際大会手続規則

(RuleSofProcedure-Convention） を発表するものとする｡あるいは｢賛否分離方

法による採決｣を指示することができる。

Ｒ1.国際大会の議事運営手続は，1977年規２）議員が発表結果の正確さについて疑念
定審議会で採択された(77-105)。以後，１９８０ を抱いた場合?その議員は直ちに｢賛否分離方
季，1983年，1986年の審議会で改正された。 法による採決｣または起立投票を要求できる。
この手続は，理事会が審議会で使うよう推奨 起立した選挙人を１票と数えるものとする。
した手続規則と似ているが,次の点が異なる。 会長または織長は，必ずしも実際に数を数
－代議員は，正式な資格のあるクラブ代識

風，委任状による代理者，国際大会特別代議

貝で，それぞれが国際大会で投票権を行使で
きる。

－国際ロータリーの全クラブ数の６分の１

えることを要しないで起立投票の結果を宣す

ることができるものとする。そして実数を数

えることとする要求が遅滞なく行われ，２０名

に達する他の選挙人が発言の機会を与えられ

てその要求に同調しない限り，その宣言をも
を代表する代議員および委任状による代理者 って最終決定とする。

をもって，国際大会の本会議の定足数とする 要求があり，２０名が同調した場合，議長は
(ＲＬ細Ｉ１Ｉ第７条第８節)。 直ちに計算係を任命したうえ，再び採決を行
一旦際大会手続規則には，「全員委貝会 わなければならない。今回は，賛成側の起立

LQmmitteeofthewhoIe)｣の規定が含まれ を求めてこれを数え，次に，賛成側が着席し
る。

－各種委員会の報告，国際大会に寄せられ

た通信，制定案および決議案並びにこれらに

対するすべての修正案，および国際ロータリ

ーの会議運営手続規則によって討議できない

こととなっているものを除くすべての動議

は，国際大会の議場において討議することが

できる。但し，国際大会が，その時の出席投

票選挙人の投票の３分の２の多数をもって，

討議を用いないでこれらを処理すべきことを
決定した場合はこの限りでない。

－国際大会において，いったん成立した動

議を再審議する動議を提出する場合には，成
立した動議を議決した日と同じ日の大会の正

式会議においてこれを行わなければならな
い｡

－国際大会において，国際ロータリー定款

の規定に関する改正案または同規定を含む改

正案を投票に付す場合，これを採択するには

そのときの出席投票選挙人の投票の３分の２

を要するものとする。

さらに，国際大会手続規則は次のような投

工から反対側を起立させてこれを数える，と

いう方法による。議長は計算係の報告を発表

するものとし,この発表をもって最終とする。

3）国際ロータリーの方針を左右するよう

な制定案もしくは決議案，またはそのような

制定案または決議案に対する修正案について

(よ，次のような状況であれば，投票用紙によ

って採決するものとする。

③問題が璽要であってぜひこの方式によ

る票決を必要とすることを，理事会の過半数

が前もって表明しているか，または出席選挙
人の過半数がこれを表明した場合。

(b）会長または司会に当たっている議長

が，口頭または起立による投票を見守ってぃ

た後，自分の老えでは投票用紙による票決が
望ましいと宣言した場合。

(C）選挙人が，その氏名と所属クラブを明

らかにしたうえで,＿投票用紙による採決を要

求Ｌ，かつ，前述の規定のいずれによっても

投票用紙による採決を必要としていることに

ならないと告げられ，その要求が正当である

か否かについて議長の意見を聞いたうえで，
票手続を定めている： なお(LjEの要求を主張し，さらにその主張が
Ｕ国際大会における投票は，本手続規則 選挙人の過坐数によって支持された場合。

またはＲＬ細則に別段の定めある場合を除 制定案，決議案，その修正案を投票用紙に
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よって票決するという指図には，当該制定案工幽里-11主塞且=Ｅ２Ｌﾕｴ2型遜ｴﾑｰﾆｰと
ができる。投票用紙による手続は，できる限または決議案とそれに関する未決定の全修正

棗示諏肩五ていなければならない｡投票用-1-iii垂二塞幽l2E-h-2-と_工竺。
紙は，当該制定案，決議案，それに関する未

決定の全修正案の股終決定迩できるような礎
Ⅲ､その他の国際ロータリーの会識式と文言にするものとする。必要であれば多

(OtherRLMeetings） 肢選択方式とする。

投票用紙および役員の指名選挙の場合は，
議案を討議,表決する他のＲ､1.会議でも,必選挙人は，自分の所持する代議員の信任状の
要に応じて，規定審議会の会議運営手続規皿数と委任状の数だけ投票する資格があるもの
を修正して使うことができる。とする。但し，特別代議員は，特別代議員と

しての資格においては，国際大会全体に対し
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第１５章組織および目的

第15章

組織および目的

(OrganizationandPurpose） 

国際ロータリー定款（第11条）と細則（第

18条）に規定されているロータリー財団は，

1917年'二基金としＺ発足し，l2284E国際大会

財団細則の規定によると，管理委員会は，

管理委員が構成メンバーとなる委員会と小委

員会およびそれぞれの任務を決定する。管理

委員会委員長が，その委員会と小委員会の委

員と委員長を任命する。

その委員会の名称と委員の氏名は公式名簿

に記載されている。

ごロータリー財団と名付けられた。1931年に

信託組織となり，1983年に米国イリノイ州の

法令の下に非営利財団法人となった。本手続

要覧の黄色のページに，「ロータリー財団細

則」と「国際ロータリー理事会とロータリー

財団管理委員会との関係に関する声明」が戦
っている。 ロータリー財団地区委員会

（RotaryFoundationDistrict 

Committees） 
財団の目標

（TheObjectiveoftheFoundation） ＲＬ理事会と管理委員は次のことを決定し
た。

各地区ガバナーは，就任のかなり前に，地

区ロータリー財団委員会を設置するものとす

る。次のような人を委員とするよう勧める：

委員長として，元地区ガバナーまたは経験

豊かなロータリアン。委員長は，連続３年を
超えて留任できない。

委員として，地区ロータリー財団委員会小

委員会の委員長。できるだけ元地区ガバナー

の経験を活用する。

次のような小委員会を識霞することを勧奨

する。地区内のロータリアンで構成され，そ

れぞれの小委員会の担当する活動分野におい

て経験豊かなロータリアンをできる限り委員
とし，かつ，委員の継続性を図る.

１）奨学金

２）研究グループ交換

３）特別補助金・保健，飢餓追放および人

間性尊重補助金

４）増進（－部の地区では，年次寄付と計

画的寄付に分けてもよい）

１４７ 

ロータリー財・団の目標は，博愛，慈善，教

育または人道的という特質をもつ明確かつ効

果的なプロジェクトの促進を通じて，さまざ

まな国の国民のあいだに理解と友好的関係を
助長することである。

これに代わるものとして，より非公式な文

章を出版物や広報資料に使うことができる：

国際ロータリーのロータリー財団の目標

は，国際レベルの人道的，教育的プログラム

を通じて世界理解と平和を達成することであ
る。

管理委員の任命と組織

（AppointmentandOrganizatjonof 

Trustees） 

Ｒ､L細則(第18条)の規定によると，会長が，

理事会の承認を得て，１３名の管理委員を任命
する。
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５）財団情報

６）学友

７）基金

小委員会それぞれの任務は,｢地区ロータリ

ー財団委員会要覧」(且F3三176-JA）に記述
されている。

事務総長と同一人とする。事務総長は管理委

員会委員長の監督と管理委員会の統制の下に

実務を執行する常勤役員とする。事務総長は

准事務総長を指名することができる。准事務

総長は，事務総長がその職務を執行できない

場合,または事務総長から委任された場合に，

事務総長に代わって事務を執ることができる

が，事務総長の地位に空席を生じた場合，そ

の地位を自動的に継承するものではない。事

務総長はまた，ロータリー財団のすべての銀

行勘定に影瀞を及ぼす，小切手，銀行手形，

約束手形，為替手形および指示書に署名する

１名以上の管理補佐役を指名することができ

ロータリー財団事務総長

（GeneralSecretaryoftheRotary 

Foundation） 

財団事務総長は，国際ロータリー理事会に

よって選ばれた同一暦年度の国際ロータリー る。
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第16章

ロータリー財団のプログラム
(ProgramsoftheRotaryFoundation） 

国の教育機関で勉学させることによって，相

異なる国民間の理解と友好関係の増進に寄与

することである。奨学生は非公式の｢親善使

節｣として行動するよう期待されており，かく

して，研究年度中および帰国後，自国と留学

国の国民間の理解埴進に寄与する機会に恵ま

れるのである。

各奨学金は，自国から留学地までの往復航

空運賃，補助金授与期間中の授業料，必要な

ＲＬ理事会と管理委員会は，ロータリー財

団の目標を助長する明確かつ効果的な手段と

して，次のプログラムを承認した：

奨学金

研究グループ交換

特別補助金

開発途｣三国で奉仕する大学教員のための補

助金

保健，飢餓追放および人間性尊重プログラ

ム

ロータリー・ボランティア

書籍および学用品,下宿料および食費を含む.

候補者は，志望先を問われるが，管理委員会

の裁量で全奨学生は適切な教育機関を指定さ

れる。

これら５種の基本的奨学金の性質および目

的は類似しており，主な違いは参加者の年齢

と教育水準，および研究プログラムの水地と

性格にある。

資格

男女共に申鏑資格を有する。ロータリー財

団奨学金候補者は優秀な学生，技術者，ジャ

ーナリストないし教師であるとともに｢親善

使節｣となる可能性をもつものでなければな

らない。

自国と受入国の国民間の友情と理解の効果

的なかけ橋を務めるために，候補者は親しみ

やすい外向的な性格と，異なる文化をもつ国

民の態度および生活様式に対する好意的関心

と，自己の考えを即座に効果的に伝える能力

とをもっていなければならない。また，自国

の歴史，文化，地理，時事問題についても十

分な知識をもっていなければならない。

候補者は特に次の諸条件に該当しなければ

ならない：

１）学業または専門的分野において，ある

いは研修または実務において高水準を保持し

Ｍ９ 

ポリオ・プラス

奨学金，研究グループ交換プログラムおよ

び大学教風のための補助金プログラムは，申

鏑響提出最終期日の数カ月前に，地区ガバナ

ーに対して，パンフレットと申繭書を送付す

る。資料が用意されたとの通知を受けたら，

クラブは，地区ガバナー，または，日本支局

から資料を取り寄せることができる。他の４

種類のプログラムの申鮒瞥は時期を問わず提

出できる。

奨学金

（SchoIar君hips）

大学院課程奨学金，大学鴎種奨学金，職蕊

研修奨学金，障害者教師奨学金，ジャーナリ

ズム奨学金，特別の目的をもった競争制の奨

学金（GraduateScholarships,Undergradu‐

ateScholarships,VocationalScholarships， 

TeachersoftheHandicappedScholar‐ 

ships，JoumalismScholarships，Special 

PurposeCompetitiveScholalships） 

ロータリー財団奨学金の目的は，男女を他
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てきた者で，かつロータリー財団奨学生とし

て顕著な成果を上げうる可能性を示す者でな

ければならない。

２）指導性，独創力，熱意，適応性，円熟，

目的の誠実さを実証すること。

３）申請時において，留学国および指定さ

れた教育機関で用いられている言語に熟達し

ていなければならない。

４）他国における厳しい１カ年の研究と旅

行に堪えうること。

このプログラムの詳細，候補者の資格，申

請手続は，「奨学金要覧｣(RF2-133-JA)の

最新版に記載されている。

受領できる奨学金

管理委員会は，毎年，特定の金額を超す番

付を行った地区に褒賞枠を授与する。管理委

員会が毎年，その金額を定め，この決定を全

地区に伝える。地区は，この褒賞枠を奨学金

その他の財団プログラムに使うことができ

る。地区が，褒賞枠の使途を奨学金に決めた

場合，大学院課程奨学金，大学課程奨学金，

職業研修奨学金，障害者教師奨学金またはジ

ャーナリズム奨学金のうち，地区が希望する

いずれか－つを選ぶことができる。奨学金を

受領するためには，各候補者は，管理委風会

によって，奨学金の必要条件を満たすものと

判定された者でなければならない。各地区は

また補欠候補者１名を椎鱒することになる

が，それは正候補者と同種の奨学金を対象と

するには及ばない。

管理委員会は，毎年，世界を枠とする競争

プや地区が申調書をエバンストンに早目に提

出すればするほど，奨学生は競争率の高い大

学を志望することができる。

奨学金は，クラブと地区の推薦に基づいて

ロータリー財団管理委員会より授与されると

いうことが，明確に諒解されていなければな

らない。

管理委員会による選考結果は毎年12月にロ

ータリー財団の事務総長から発表される。

顧問ロータリアン

奨学金受領者として選定，発表された地区

後援の奨学生のひとりひとりについて顧問ロ

ータリアンを任命すること，また，自分の地

区に留学する奨学生のホスト顧問ロータリア

ンを任命することは，地区ガバナーの責務で

ある。

理事会と管理委員会が，顧問ロータリアン

の任務を検討し，承認してきた。顧問ロータ

リアンすべてが，この任務を知り，誠実に遂

行するよう強く要望するものである。

研究グループ交換

（GroupStudyExchange） 

ロータリー財団研究グループ交換は次の三

つの目的のために計画された教育的プログラ

ムである：

ｌ）事業および専門職務に携わる優秀な青

年を，他国において計画準備された研究討論

プログラムに参加させることによって，その

国とその国民並びに諸施設とを研究する機会

を与えるため；

２）善意の人々が，友好的雰囲気のうちに

相会し，語り合い，生活を共にして，相互の

問題や抱負を理解するようになり，かくして

個人的接触を永続する友情へと成熟させるこ

とにより国際理解を増進するため；

３）研究グループのチームのために教育的

プログラムを作成し，チームを歓待すること

によって，ロータリアンを，具体的，実際的

かつ有意義な国際奉仕プロジェクトに参加さ

せるため。

制の奨学金を授与できる。すなわち，＿日本研

究，開発途上国の農業を専攻する大学院課程

の学生のための数カ年にわたる飢餓救済奨学

金，他の特別プログラム。

奨学金プログラムに対する地区の責務は，

｢奨学金要覧」（RF2＝133-JA）と｢地区ロー
タリー財団委員会要覧」（RF3-176-JA）に

詳述されている。

選考並びに発袈

ロータリー財団奨学金候補者を指名する締

切期日はＲＬ事務局から知らせる。この締切

期日は，単に最終的な期日にすぎない。クラ

１５０ 
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なることに同意したことを証明しなければな

らない。

選考

クラブは，地元地域社会の全申請者を面接

するために，クラブ・レベルの選考委貝会を

設謎する。この委貝会は２名以下の申鋼者を

選考，確認する。岐終選考前に，クラブは，

プログラムに関して，候補者の臓主または同

業者と接触し，この人達の協力を得なければ

ならない。

クラブ・レベルで選考･された青年男女から

研究チームを最終的に選ぶのは，地区研究グ

ループ交換小委貝会の責務である。地区ガバ

ナーもこれに協力する。できる限り，個人面

接を行うべきである。

地区は，希望する相手地区を表明する機会

を与えられるが，最終選考は，ロータリー財

団管理委貝会が行う。

申調書に記入し,基本的研究計画を同封し，

12月15日までに財団に送るものとする。相互

交換は，補助金授与発表直後の１年度1111に完

了しなければならない。但し，両地区で交換

が２年にわたるよう延長することに同意した

場合はこの限りでない。管理委員会は１月に

補助金授与を発表する。

ロータリアンであるなしを問わず人々と接

触または講演する際は，チーム・リーダーよ

りもチーム・メンバーに注目が染まるように

しなければならない。

受入地区

研究チームは，到着時点から出発時点まで

ホスト地区の管理下にあるのが普通である。

研究計画に他地区が含まれる場合ですら，ホ

スト地区が，研究計画（日程作成，地元の交

通手配チームの受入，活動の用意など）の

立案およびできる限りのホーム・ホスピタリ

ティーを引き受け，その責務を負う。他の手

続および規定は，「研究グループ交換要覧」

(RF3-165-JA）に記載されている。

このプログラムは，異なる国に属す二つの

地区で研究グループを交換するものである。

それぞれのグループは，十分な資格を備えた

事業または専門職務に樵わる青年（申請書提

出時において25-35歳）と研究グループ交換

地区ガバナー代理（チーム・リーダーを務め

るロータリアン）によって織成される。チー

ム・メンバー全員が特定の１地区出身者であ

る。研究グループ交換チームは次のように櫛

成される：

_事業または専門職務に携わる，ロータリ

アン以外の人５名とロータリアンのチー

ム・リーダー，または，

－事業または専門職務に携わる，ロータリ

アン以外の人４人とロータリアンのチー

ム・リーダーとその配偶者。

地区が，全員男性，全員女性，男女混成の

チーム織成を選ぶことができる。

両地区のうち一方が４週間以上６週間以内

の期間，グループを派過する。正確な期間は，

派遺地区と受入地区双方の合意によって取り

決める。派遣地区は，同年の後日か翌年，相

手地区のグループを受け入れる。

補助金は，出発地点から所定の到着地点ま

での往復運賃を賄えるだけのものであるが，

ジェット機エコノミークラス往復運賃を超え

てはならない。ホスト地区滞在中の食費，宿

泊費，旅費は，地元のロータリアンが負担す

る。

「事業または専門職務に携わる青年｣という

言葉は，研究グループ交換チームへの参加申

爾前に，常勤制の下に少なくとも２年Ulj，一

般に認められた事業または専門職に願用され

たことのある男女を意味するのである。参加

申諭者は居住している国の国民で，候補者の

確認をする地区で雇用されているかまたは居

住していなければならない。

補助金を受ける資格を取得するためには，

地区は，地区大会もしくは地区協議会におけ

る決議によって,あるいは郵便投票によって，

地区内クラブの３分の２が，本プログラム参

加申請を承諾しかつ支持することを表明し，

かつ要請された場合は訪問チームのホストに
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謂発途上国で奉仕する 禰書を中央事務局に提出する（書式，RF2-
-

141-JAは日本支局から入手できる)。大学教員のための補助金

（GramtsforUniversityTeachersto 申謂を受けた財団管理委員会は，そのプロ

ジェクトが資格基準に合致しているか否か，

申爾を承認するか否か，いくら支給するかに

ついて決定する。提唱ロータリー・クラブあ

るいは地区は，プロジェクトの実施中および

完了後に１回ないし数回，報告書を提出しな

ければならない。

ServeinDeveIoping Countries） 

管理委貝会は，毎年，米貨10,000ドルの補

助金を10件，自国以外の開発途上諸国の高等

教育機関で教鞭を執っている有資格の男女に

授与する。詳細は中央事務局に照会できる。

特別補助金

（SpeciaIGrants） 

保健，飢餓追放および人間性尊箪補助金

（Health，IIungerandHumanity 

Grants） 

ロータリー財団の目的推進に貢献する国際

奉仕プロジェクトの開発およびその試みへの

奨励策として,管理委員会は,異なる国の人々

のあいだの理解と友好関係をi勧進させること

に寄与する適格の教育的または人道的プロジ

ェクトに対するクラブおよび地区の財政援助

申調に考慮を払うものである。資格基準は，

中央事務局から入手できる。提唱クラブまた

は地区は，財団への申鏑額と少なくとも同額

を寄付するのが普通である。特別補助金プロ

ジェクトは，単に個人を受益者とするだけに

とどまらず，規模において国際性がなければ

ならない。また，援助受領国の一つまたはい

1977-78年度に，Ｒ1.理事会は，保健，飢餓

追放および人119性尊重（３－Ｈ）プログラムを

設立し，1982-83年度に，理事会は，管理委

貝会にこのプログラムの全面的管理を引き受

けるよう要調した。その目的は，国際間の理

解，親善および平和を促進するための方法と

して人々の健康状態を改善し,飢餓を救済し，

人間的，社会的向上発展を図ることである。

この目的は，クラブや地区の資力と人的資源

だけでは大きすぎて扱いきれないような大規

模なプロジェクトによって推進きれる。

保健，飢餓追放および人間性尊重補助金の

申讃は，中央事務局支給の申請識に記入のう

え，管理委員会に提出しなければならない。

申鯖轡には，申請理由と規模と目標と予算を

記減したプロジェクト案の明確な説明，およ

び地元のロータリアンが目標達成に助力する

ために何をするか，並びにプロジェクトを援

助する他国のロータリアンの職樋を記入しな

ければならない。

プロジェクトは，次のような条件を備えて

いなければならない：

１）国際間の理解，親善および平和を促進

するための方法として，人々の健康状態を改

善し，飢餓を救済し，人間的，社会的向上発

展を図ることを目的とするものであること；

２）相当数のロータリアンが進んで参加す

るものであること；

くつ力､のクラブや地区を含む，少なくとも２

力国以上の相当数のロータリアンが械極的に

参加するプロジェクトでなければならない。

スポンサー・クラブと地区の総寄付額の少な

くとも半分は，援助受領国を除いた提唱者側

が染めなければならない｡次のようなものに，

プロジェクトの資金を使ってはならない：土

地または建物，給与，学位取得のための教育

的プログラム，既に進行中または完了したプ

ログラム，以前に特別補助金を授与されたこ

とのあるプロジェクトと同種のものを同一の

提鴫者が申綱した場合。

特別補助金の申鏑手続は簡単であり，年度

中いつでも申諭できる。ロータリー・クラブ

および地区が国際奉仕プロジェクトを入念に

検討し，提鴫することを決定したならば，巾
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gramsonlmmunization）の目標を支援・補

足しなければならないことを認識したからで

ある。さらに，ＥＰＩ自体が，児蹴の他康を改

善するための，また，年間1,400万人にのぼる

児童の死亡数を減らすための，幅広い基礎保

健計画の一環であることが,認淑されている。

1,400万人の死亡数のうち約350万人は，ワク

チンで予防できる疾病によるものである。

ポリオ・プラス・プログラムを通じて，ロ

ータリーは，接種が承認されている市，州，

国または地域の免疫プログラムに対し，連続

５年以上，必要なだけのポリオ・ワクチンを

提供する。これは，全国ポリオ予防接種日の

一環としてか，ＷＨＯの免疫付与拡大プログ

ラム(EPI）を全面的に支援する他の方法によ

って行う（多くの国々が撲滅という目標に到

３）ロータリアン，ロータリー・クラブお

よび／または地区からできる限りの支援が得

られるものであること；

４）国際奉仕的プロジェクトであること；

５）一つのクラブまたは地区，あるいは，

クラブ・グループまたは地区グループでは大

きすぎること；

６）長期的に自立していけるという利点の

あること；

７）ロータリー財団と国際ロータリーの双

方またはいずれかの手を離れてからも，引き

続き適当な支援が確保されるものであるこ

と；

８）土地の購入，または，堅固な建物の購

入または建設を含まないこと；

９）ロータリー財団または国際ロータリー

に補助金の支給以外の責任を負わせるもので

ないこと。

達できるように，最初の５年が過ぎても．子

防接極を支援し続けるために，ポリオ・プラ

スの資金を使うことができる)。

このようなキャンペーンの対象となった各

国では，ロータリアンの委員会が、ロータリ

アンの専門家や国および地元の保健官と協力

して，正規の健康管理機櫛を補足し，世界的

ロータリー・ボランティア

(RotaryVoIunteers） 

にポリオ撲滅迎動に参加協力するために民間本プログラムは，他国でボランティアとし
￣ 

て奉仕するロータリアン，財団学友，ローダ の事業および専門職務に挑わる人材や物資を

活用するように務める。_アクターを派週するものである。ボランテ

イアの力を借りたいクラブと地区，またボラ

ンティアになりたいロータリアンは，詳細に

ついて,中央事務局に照会することができる。

》》

ポリオ・プラス

（PoIioPlus） 

管理委貝会は，時々，３カ年を期間として，

新プログラムを採択する。試験的プログラム

の股近の例は，災害救援（現在．終結）やロ

ータリー平和会議である。1985年２月に，国際ロータリーは，ロータ

リー創立100周年の2005年までに,世界からポ

リオをなくす力になろうという誓約を発表し

た。1985年６月に，このプログラムは｢ポリ

オ･プラスー全rul:界の児童に免疫接甑を」と名

付けられた。ポリオの制圧は，児童の健康を

高めるための闘いの一面にすぎないこと，ま

た，ポリオ･プラスは，世界保健機関(ＷＨＯ）

の免疫付与拡大プログラム（ExpandedPro．

財団補助金受領無資格者

（IneligibUityforFoundationAwards） 

ＲＬ理ＪｌＯ会と管理委員会は次の点に同意し

た。奉仕の理想を実証するために，ロータリ

ー財団支援プログラムの下に授与される補助
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金は次の者には授与されない：ロータリア

ン；クラブと地区と他のロータリー関係の組

織と国際ロータリーの職員；前記ロータリア

ンと職員の配偶者；直系卑属（血縁による子

または孫,入籍している養子）；直系卑属の配

偶者；尊属（血縁による両親または祖父母)。

財聞への寄付者は，直接またはＩＭＩ接，財団

プログラムの受益者となってはならないと現

実に定めている方針によって，奉仕の理想は

鐙もよく実証される。ロータリーの標語「超

我の奉仕」は，ロータリアンでもロータリア

ンの親族でもない人で，それを受けるにふさ

わしい人への利他の奉仕に基づく人道的，教

育的プログラムによって，最もよく実証され

るのである。

'よ，次のような目的の－蝋に役立つことがで

きる：

１）ロータリー・クラブ会員候補者の宝庫

として；

２）ロータリー・プログラムへの支援（例

えば，出発しようとしている奨学生または帰

国した奨学生の適応指導と助言；社会奉仕プ

ロジェクトの援助）に；

３）ロータリー・クラブと地区に対し，講

減とプログラムの提供；

４）国際親善を築き,維持する,ＲＬとロー

タリー財団の広報プログラムに貢献する；

５）財団プログラムの財政支援源として；

６）世界平和という共通の目標を目指して

努力する男女グループの一員であるという誇

りと共感。

財団学友

（FoundationAIumni） ロータリー財団月間

（TheRotaryFoundationMonth） 

元奨学生，元研究グループ交換参加者，元

大学教員補助金受領者，ロータリー・ボラン

ティアは，すべて，ロータリー財団の学友で

ある。

財団管理委貝会は，各地区（単独または，

地域か国別のいずれか）に，その地区（また

は地域か国）に住む全学友のための学友会を

設立するよう強く勧めている。

管理委貝会の意見では，このような学友会

理事会と管理委貝会は，次のことを決定し

た：毎年11月中，「ロータリー財団月ＩＩｌＵを遵

守すること；月間中，クラブは少なくとも一

つのクラブ・プログラムを財団に充て，さら

に，財団の目標に合致するプロジェクト案を

事務総長に提出するよう要請されている。ま

た，月間について適切な報道機関すべてに発

表すること。（81）
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第17章

財務と表彰に関する事項
(FiscalMattersandRecognition） 

財団資金の支出目的

（PurposesforWhichFundsofthe 

FomdationShallBeExpended） 

とし，さらに，その換算率の再検討を行い，

実際の為替相場に５パーセント以上の変動を

生じていた場合にはこれを変更して10月１日

および４月１日以降に適用する換算率を定め
ること。

２）管理委貝会に代わって，事務総長に，

７月１日および１月１日以降に適用する換算

率を設定しまた10月1日および４月１日以

降これを変更する権限を委任すること。

３）換算率の設定または変更が行われてい

る四半期の間に，ある通貨の米国ドルに対す

る価値に５パーセント以上の変動があった場

合，事務総長は，管理委員会に代わって適切

と考える換算率の調整を行うことができるこ
と。

４）毎年，１月１日と７月１日に，向こう

６カ月間のロータリー財団への寄付に関して

実施される換算率をすべての関係地区に通知

する.１０月１日と４月１日に変更があればこ

れも通知する。この通知には，適用期間また

は，これと異なる換算率が決定，通知される

までは，ロータリー財団への寄付は，この換

算率（米国ドルに相当する地元の通貨を具体

的に明記する）で領収，入金されるという趣

旨の説明を付記する。さらに．財団が授与し

ている巻まざまな表彰を受けるために必要と

される金額を地元の通貨で具体的に言及す
る。

ＲＬ理事会とロータリー財団符理委員会

は，ロータリー財団資金の支出目的について

次の決議を採択した：

ロータリー財団の基本財産あるいは収入か

らの支出は，管理に要する費用を除き，必ず，

慈善，科学，文学，教育またはその他ＵＳ.Ａ・

国内歳入条例，第23(o)２，２３(q)２，および101
(6)の各項に含まれる目的に使用されるべきこ

と，また，ロータリー財団の基本財産も収入

も，そのいかなる部分といえども個人的利益

のために使用しないこと，また，ロータリー

財団の活動の相当な部分が宣伝その他の立法

に影響を与えようとする試みに向けられては

ならないこと，および最後に，ロータリー財

団の解散のときには，その基本財産およびそ

れより生ずる収入は，本決議の条件に従って

支出されるものとすることをここに決鱗す
る。

寄付金の為替レート

（RateofExchangeforContributions） 

ロータリー財団管理委員会は，米国ドル以

外の通貨によるロータリー財団に対する寄付

金の米国ドルへの換算は，このために定めら

れた為替レートによることとしたうえ，以下
のことを決定した：

１）ロータリー財団は，７月１日および１

月１日に始まる６カ月ごとに，その間に用い

る寄付金の米国ドルへの換算率を定めるもの

所得税申告に対する寄付金額の控除
（DeductibilityofContributionson 

lncomeTaxRetums） 

国によっては所得税申告を行う場合ローダ
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リー財団への寄付金は控除されている。クラ

ブ並びに各個人はそれぞれの国においてこの

ような寄付金が所得税の課税金額から控除さ

れるかどうかを関係当局に確かめてほしい。

米国では，ロータリー財団は，国内歳入法

第501項(cX3)の下に,非課税の人道的組織と認

められてきた。さらに，米国の国内歳入事務

局は，財団を｢国内歳入法第509項(a)に定義さ

れている民間財団には該当しない財団｣とし

て分類してきた（1971年12)１２日付･書簡)。

カナダにおいては，寄付者が所得税法第２７

節(lXa)項の規定に従いかつその範囲内におい

て課税所得額を計算する際も，もし正規の領

収番により立証されるならば，寄付金を控除

額として申告することができる。

にこのようなことを書き入れることは認めら

れていない。

理事会並びに財団管理委員会（1964-65）

は，全クラブそして全ロータリアンがロータ

リー財団への寄付者であるべきだということ

に意見が一致した。

地区ガバナーは，地区ロータリー財団委員

会，地区協議会およびクラブ訪問などの正規

の経路を通じて，ロータリー・クラブ並びに

ロータリアンによるロータリー財団への継続

的fliF付の璽要性を強鯛するよう示唆されてい

る。

各ロータリアン，特に新会員に財団へ毎年

寄付し，遺言または資産計画に蝋与の旨書き

しるすことを考顧するよう奨励しなければな

らない。

管理委員会は，使途指定寄付に関し，次の

方針を採択した：

基本財産への寄付の鰯合：

１）条件付き寄付より，無条件寄付を奨励

する。無条件寄付は，管理委員会の定める認

定方式の対象となるものとする。

２）金額を問わず，寄付者は，次の財団プ

ログラムのいずれかを指定して寄付すること

ができる：奨学金；研究グループ交換；保

健,飢餓追放および人間性尊重；特別補助金。

このような寄付は，ポール・ハリス・フェロ

ー，パーセンテージ順位の対象となるが褒賞

枠の対象とならない。

３）個人（人，財団，会社／法人，政府で

あって，クラブ，地区，複数の人の合同活動

ではない）の行う米貨2万5,000ドル以上の好

付の使途指定は，一つのプログラムの範囲内

の現行の財団プロジェクト（これによって予

算を増額）または管理委貝会の承認しうる新

プログラムかプロジェクトに限られる。この

ような寄付はそれぞれの場合において管理委

貝会の定める縄定方式の対象となる。例外：

冠名奨学金および承認済みの特別補助金プロ

ジェクトへの寄付。

４）管理委貝会が寄付金を受理した時点で

もはや存在しなかったり，または，十分な資

金が調達されているプログラムかプロジェク

財団に対する資金の募集

（RaismgFundsforFoundation） 

Ｒ・I・理事会並びに管理委貝会（1964-65）

は，ロータリー財団の資金の最大限度に関し

ては制限をおかないということに意見が一致

した。

地区ガバナーは，国際ロータリーの役員と

して管轄地区にロータリー財団を推進する直

接の責任者であるということを忘れてはなら

ない。世界理解と平和を助長している財団の

目的がより知られ，支援されることを目指し

て財団を推進する責務を負っているのであ

る。

財団への寄付

（ContributionstoFoundation） 

ロータリー財団が自発的寄付の基礎のうえ

に発展してきた噸実にかんがみ，財団への寄

付を会員資格の条件とするとか，あるいはそ

のような意味のことを入会巾込番に響き入れ

てはならない。ロータリー財団に寄付するこ

とを会員資格の条件とするようロータリー．

クラブ細則を改正したり，ロータリー会貝証

１５６ 
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一セント・ロータリー財団クラブ｣となる。そ

して，クラブの寄付金が会員１人当たり米貨

１０ドルとなるたびに，そのクラブは、次のパ

ーセンテージ順位に進むことになる。

クラブの順位に関する詳細については，中

央事務局に照会することができる。

トを指定して寄付した場合は，その寄付は無

効とならず，管理委員会によって別の財団プ

ログラムまたはプロジェクトに活用すること
ができる。

ポリオ・プラス基金への寄付の坦合：

金額を問わず，ポリオ・プラス基金を指定

して寄付することができる。このような寄付

は，ポール・ハリス・フェローおよびパーセ

ンテージ順位の対象となるが，褒賞枠の対象
とならない。

世界理解と平和のための基金への寄付の鰯
合：

金額を問わず，世界理解と平和のためのロ

ータリー財団基金と指定して寄付することが

できる。米貨2万5,000ドル以上の寄付の収益

は，ポール・ハリス・フェローやパーセンテ

ージ順位の対象となり，財団プログラムのい

ずれかを使途として指定していない場合は，
褒賞枠の対象にもなる。

使途指定寄付に関する詳細については中央
事務局に照会してほしい。

寄付の表彰

（RecognitionofContributions） 

「メモリアル・コントリビューター｣とは米

貨100ドル以上を,亡くなった人を記念して寄

付した個人またはクラブである。この証轡は

故人あるいは寄付をした個人またはクラブの

名前で発行される。

米貨1,000ドルを寄付した個人，または，あ

る人の名義でその寄付が行われた場合その名

義人は，申込をすれば，ロータリー財団ボー

ル．ハリス．フェローになったことを認めた

証明香，メダル，襟章を贈呈される○

再度米貨1,000ドルを寄付したポール･ハリ

ス･フェローは，特に，ブルーのサファイア

が一つ付いた金のラベル・ピンを胸られる．

このような寄付をZnねると，最高五つのサフ

ァイアの付いたピンを受け取ることができ

る。この寄付は，新フェローの指名など他の

あらゆる年次寄付認定方法の資格も有する。

詳細は中央事務局に照会してもらいたい。

米貨1,000ドルに達するまで寄付を続ける

意図を明らかにして,股初に米貨100ドルを寄

付した個人，または，ある人のためにその寄

付が行われた場合はその名義人は，申込をす

れば｢ポール．ハリス池フェロー｣と認められ

る｡そして米貨1,000ドルの満額に達したとき

｢ポール．ハリスワェロー｣と認定され，「ポ
ール.ハリス．フェロー｣の証明書，メダルお

よび襟章を受け取ることになる。

財団を生命保険証券の唯一の所有者および

受取人とした場合，証券の解約返戻金はポー

ル．ハリス・フェローやパーセンテージ順位

の対象となるが，地区褒賞枠の対象とはみな

されない。生命保険証券の死亡保険金は，寄

１５７ 

遺贈

（Bequests） 

遺言状に財団への遺産贈与の希望を記載す

る場合，寄付者はその受益人として，米国，

イリノイ州，エバンストンに本部をおく，非

営利財団法人である国際ロータリーのロータ

リー財団と指定するものとする。遺言状に財

団について轡いた（実際の金額を明記するに

は及ばない）と管理委員会に通知した人は，
管理委員会から美しい記念品を噸られ，中央

事務局に陳列されているベネファクター名簿
に自分の氏名が加えられることになる。

パーセンテージ順位

（PIateauStandings） 

クラブの寄付金が，会員１人当たり米貨で

１０ドルとなったときは，そのクラブは｢100パ
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付者が特に別の指示をしない限り，基金のも

のとなる。

「ポール・ハリス・フェロー｣および｢ポー

ル・ハリス準フェロー｣の方法による寄付は，

寄付者の指定したロータリー・クラブの寄付

に加えられて，そのクラブがより高いパーセ

ンテージ順位に進むのに貢献することにな

る。

財団功労表彰状（TheRotaryFoundation

forMel･itoriousService）を授与して，これ

を表彰している。証明書は受賞者各人に贈ら

れる。ロータリー財団に対する本人の功績が

大きくて，地区の範囲を超えていたり，また

長期にわたっていたりするものの場合は，管

理委貝会は，ロータリー財団特別功労賞(The

RotaTyFoundationDistinguishedService 
Awards)によってこれを表彰しており，これ

に対してはプラークが贈られる。管理委員会

は，次の表彰基準を採択した：

１）財団への顕著で意欲的な奉仕に対して

剛るものとする（大変顕著であっても，財団

に財政面で寄与しただけの人は，有資格者と

はならない）；

２）財団功労表彰状を既に受賞した人が，

財団特別功労賞を贈られるのが普通である；

また，表彰状受賞と財団特別功労賞指名のあ

いだには，通常２年間の期間を極く；

３）異例の場合を除き，ｌロータリー年度

に25件以上の特別功労賞を授与しない,かつ，

各ロータリー年度の１地区の表彰状受賞者は

１名を限度とするものとする；

４）財|刑功労表彰状または財団特別功労賞

を受賞すると，再度同じ賞を受賞することは

できない；

５）ロータリー財団管理委員会は，管理委

貝を現実に務めているあいだは，両斌の受賞

資格はないものとする。

冠名奨学金

（DonorNamedScholaTship） 

個人または団体は，１学年度年間の留学費

用全額を寄付することによって，自己の氏名

を冠した奨学金を授与することができる。米

街150,000ドル寄付すると,その工金で１学年

度間の留学費用全額の収益を上げられるので

冠名奨学金基金に該当し，毎年１件の冠名奨

学金を授与できる。詳細は，中央事務局また

は地区ロータリー財団委風会に照会してもら

いたい。

奉仕に対する表彰

（RecognitionofSewice） 

管理委員会は，ロータリー財団に対して多

大の功労のあったロータリアンにロータリー
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第18章

名称と徽章
(ＮａｍｅａｎｄＥｍｂｌｅｍ） 

ロータリーという名称は，最初のクラブが

会貝の事業所で輪番制（inrotation）によっ

て例会を開いたという慣例に由来している。

名詞として,組織全体を指すことが最も多い。

また組織の理想や原則を意味する場合もあ

る。「ロータリアン｣は，ロータリー・クラブ

の会員を指す名詞として，また，機関雑誌ロ

ータリアン誌という名称においてのみ使われ

る。ロータリー・クラブまたはロータリー・

クラブ・グループは，ロータリー以外の名称

を採択してはならないし，ロータリー以外の

名称の下で運営されてはならない。ロータリ

ーという名称の下で，ロータリー・クラブは

R､1.定款に従って結成されたのである。

ているときは．向かい合った二つの輻の中心

線は輪の縦の直径を形造り，回転最高所に達

した換穴を両断することになる。輪歯の両側

面は外側にややふくれている。従って輪歯と

輪歯のあいだの空間はほぼ機械的に正確であ

る。正確な設計の比例は次の通りである。

単位

全体の直径…･･･……………………６１

中心から輪歯の基部まで…………２６

輪歯の輻（内端）から稔歯の基部まで

……･……･……･…………………8兇

こしきの直径………………………１２

軸の直径…………･…………..……７

輻

輪縁と接する点における輻……５

軸の中心における鰯・…･……･…７

喫穴の垂直断面

幅・………………………．.………1列

深さ..……………………･………7/８

姶歯

基部の幅…………………………4％

先端の幅…………………………2％

長さ・…･…………………………･4兇

文字の刷り込み

窪みの幅…･………………･……･5兇

文字の長さ・……･…･……………４

輪が奉仕を一層象徴するように，前述のデ

ザインに襖穴を加えた。さらに，輻の位邇を

定めた。襟章は小さいので，模穴を組み入れ

る必要はないと言えよう。

ロータリーの色は徽章の中に次のように取

り入れられなければならない。すなわち輪全

体として金色でなければならないが，輪縁の

四つの窪みの部分はロイヤルプルーとする。

窪みの“Rotary雨と“International鰯の文字

１６１ 

徽章

（TheEmblem） 

国際ロータリーの公式徽章は，６本の輻と

24の輪歯および一つの喫穴のある歯車であ

る。１個の輪歯が各鶴の中心線上にあり，輻

と輻との中間には３個の輪歯がある。歯車は

次表に示す寸法の比例で造られている。

"RotaryIntemationarの二つの文字は絵縁

の窪んだ所にある。輪を繊で立てて見ると，

"Rotary”の文字は上部の窪みに輪歯５個分

の長さを占め，Tntemational"の文字は下部

の窪みに輪歯約９個半の長さを占める。この

二つの窪みのあいだに位冠して文字のない二

つの窪みが両側にある。これら四つの窪みの

内，どの二つの間隔も下記比例に従って２単

位であり，また，窪みと内外の輪線との間隔

は1.5単位である｡幅は先細で断面は楕円形で

ある。輪が“Rotary”の文字を上にして立つ
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は金色で，中心と喫穴は空白とする。（80-

102） 

録された。このような登録により最近国際ロ

ータリーは他の者がロータリーの徽章を使用

できないようにすることに成功しており，ま

たロータリーと無関係の者がロータリーの名

称を使用し，ロータリーと関係があるように

みせたり，思わせたりして人々を混乱させる

ような場合にはロータリーの名称を使用させ

ないようにすることが可能になった。

役員用としてバッジおよび徽章の
変更は罷められていない

（OfficersBadgesandModificationof 

EmblemNotApproved） 

徽章は，どのような方法であろうとも，改

造，修正してはならない。また所定の形以外
のものを複製してはならない。

ロータリアンがそのロータリーにおける役

職を示すために特殊のバッジ，宝石あるいは

リボンなどを使用することは，轍業人の団体

にはふさわしくない。従って，このような等

級別徽章は承認されない。但し，地元の慣習

がこれと異なる国を除く。また，ロータリー

の国際大会や地区大会等で使用される簡素な

一時的な名札あるいはリボンはこの対象外と

する。（28,55）

徽章の使用潔可

（AuthorizationtoUseEmblem） 

国際ロータリーに対しロータリーの徽章を

付した物品（例えば，襟章，バッジ，装飾用

品，道路標識など）の製造販売を出願する個

人や商社は多数にのぼっている。

Ｒ､L徽章を全ロータリアンのためにのみ使

うためにＲＬの徽章を保持保存するという

Ｒ1.の責務に照らして，また徽章の正確な複

製並びに使用許可制を保持するばかりでな

く，法的地位についてもこの目的に沿って尽

力するという観点から，理事会は，商社およ

び個人のロータリー徽章の製造、販売，使用

の免許料および使用手続を定めた。

二つ以上の色で印刷される場合の徽章は，

ロータリーの公式色すなわちロイヤルプルー

および金色のみで印刷しなければならない。

徽章は他のいかなる徽章または名称と組み

合わせて製造したり使用されてはならない。

免許されたマークは（免許されたマークの

使用ができる国際ロータリーおよびロータリ

ーの加盟クラブを除き),いかなる方法におい

ても，いかなる人，商社，または企業体の商

用便菱または商用名刺に印刷されまたは使用

されてはならない。

徽章はその商標としていかなる人，商社ま

たは企業体によっても使用されてはならない

し，また“ロータリー”または“ロータリア

ン．．という言葉はいかなる人，商社または企

業体によっても，その製造または販売する商

品の商用名または商標として，あるいはその

記述に用いられてはならない。

名称および徽章の保瞳

（ProtectionofNameandEmbIem） 

「Rotary｣という文字は辞轡に記載されて

いる文字であるから，この文字を独占して使

用することはできない。しかし，国際ロータ

リーがこの文字に新しい意味を与えたことは

一般に認められているのであるから，もし

Rotaryという文字が他の人々に使われて国
際ロータリーに関係しているような印象を与

える恐れのある場合はこれを止めさせること

ができる。ＲＬの名称および徽章の不当な使

用にＲ､Lが抗議し，それが法的にも認められ

てきた事例からも明らかであるように，これ

は止めさせることができるのである。

ロータリーの徽章は，米国特許局の登記原

簿に奉仕団体のマークとして登録された。ま

た米国においては，商標並びに集団的会員制

度のマークとしても登録されている。ロータ

リーという名称も米国特許局の登記原簿に登

１６２ 
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印刷物に使用する場合；

２）公式のロータリー旗に使用する場合；

３）ロータリー国際大会その他のすべての

ロータリー公式行事に用いる徽章，パナー，

装飾用品並びに印刷物，国際ロータリーおよ

び加盟クラブの備品並びに設備に使用する場

合；

４）加盟クラブの道標に使用する場合；

５）ロータリアンとその家族の着用する襟

章に使用する場合。

次のような燭合は不当な使用である：

６）商品の商標あるいは特別銘柄として使

用する場合；

７）他の徽章あるいは名称と組み合わせて

使用する場合（但し，、後述の場合を除く）；

８）ロータリアン個人の商用便菱あるいは

名刺に使用する場合；

９）営利を目的として使用する場合。

次のような徽章の使用は肝されるであろう：

ロータリアンおよびその家族の個人的に使

用する物品および季節の挨拶状に使用する場

合。

次のような徽章の使用には賛成できない：

ロータリアンの事務所の戸や窓に使用する

場合。

国際ロータリーの名称を刷りこんだ瞥簡用

紙は，ＲＬの次期役貝，現役貝，元役員および

会長または理事会が各種役職を務めるよう任

命したロータリアンのみが使うものとする。

但し，役職を記載する場合，その年度を明確

に記戦しなければならない。（82）

＊ロータリー関係のプログラムを物語る名称

または他の徽章を含むデザインにロータリー

の徽章を組み入れることはできる。但し，こ

のデザインは,理事会のみの管理下におかれ，

さらに，どのような場合であっても，このデ

ザインは，何らかの形でロータリー徽章を組

み入れたラペル・ピンとして展示することも

使用することもできない。（83）

免許されたマークは,ロータリーの考えで，

不道徳，ごまかしまたは不面目なものから成

りまたは含んでいると思われる製品に使途，

併用されてはならない。あるいは人間，公共

団体，信仰または国家の象徴を傷つけたり，

不当に示唆したり，あるいは侮辱または悪評

に導くような製品に使用，併用されてはなら

ない。（61）

名称および徽章の正しい使用

および不当な使用

（ProperandlmproperUsesofName 

andＥｍｂｌｅｍ） 

クラブの各会員はロータリアンとして知ら

れ，国際ロータリーの徽章，バッジまたはそ

の他の記章を着用する権利を与えられるもの

とする（Ｒ1.定款第12条)。

国際ロータリー並びにクラブの名称,徽章、

バッジその他の記章を，クラブまたはクラブ

の会員が商品の商標または特別銘柄として使

用しあるいはその他商業上の目的のために使

用することは一切できない。これらの名称，

徽章またはその他の記章を他の名称または徽

章，バッジと組み合わせて使用することは国

際ロータリーの承認しないところである（R、

1.細則第15条)。

Ｒ1.のいかなる役員も，他の団体の役職ま

たは一員であることと関連させて，Ｒ､1.役風

としての地位を公表してはならない。但し，

R､1.理事会の同意ある場合を除く。（80-102）

ロータリー・クラブの会員が，政治運動促

進のためにロータリーの名称と徽章，ロータ

リー・クラブ会員名簿または他のロータリア

ン名簿を使うことは，ロータリーのプログラ

ムの枠内のことではない。政治的利益を得る

手段としてロータリーの親睦を使うことは，

ロータリー精神に反することである。（82）

ロータリーの徹軍の次のような使用は鹿めら

れている：

１）国際ロータリーもしくはその加盟クラ

ブより支給，発行されるすべての用紙および
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クラブまたは地区の活動に関連させ

て，「ロータリー｣という名称を使うこ
と

（ＵｓｅｏｆＮａｍｅ“Rotary，'inConnection 

withC1uborDistTic上Activities）

他の団体が，ロータリーという語を使い，ロ

ータリー・クラブまたはロータリー・クラブ

か国際ロータリーの関係団体であるかのよう

に述べたり，示唆することは認められていな

いし，また，許されていない。（47,62）

定歌および細l1ljまた年次国際大会あるいは

国際ロータリー理事会の決議によって認めら

れたものでなければ，“RotaryClub"，

"Rotarylnternational''，‘`Rotary"あるいは
"Rotarian1，等の文字の使用は禁止されてい

る。従ってすべての加盟クラブおよび個々の

ロータリアンは皆この規定に従わなければな

らない。

力Ⅱ鯉クラブは地域的出版物の名称の一部と

して"Rotarian1，という言葉の使用を控える

べきである。（80-102）

クラブまたはクラブ・グループの活動の名

称の一部として，または，その名称とともに，

｢ロータリー｣という語を使う場合，その活動

は，このようなクラブまたはクラブ．グルー

プに直接関連させるべきであ1〕，直接にも間

接にも国I祭ロータリーにUMjlILさせてはならな

い。ロータリー●クラブまたはロータリー．

クラブ・グループの全面的管〕glLTにない活動

の名称の一部として，または，その名称とと

もに，「ロータリー｣という縞を使うことは承

認されていない。または，ロータリアン以外

の人または団体を会員とする団体の名称の一

部として，または，その名称とともに，「ロー

タリー｣という語を使うことは承認されてい

ない。（60）

クラブまたは地区の１M.ｒ１Ｗｉｍｌとともに｢ロ

ータリー｣という名称をロータリークラブま

たはクラブ・グループが使うことに反対する

ものではない｡但し，(1)このような使い方は，

活､1Jを，国際ロータリーでなく関係クラブに

関連させるものでなければならない；(2)｢国

際｣という語は,クラブまたは地区の財団活動

の名称の－部として，または，その塙称とと

もに，、使ってはならない；(3)クラブまたは地

区の財団活動の名称は，クラブまたは地区名
から始まらなければならない；(4)クラブまた

は地区の財団活動とともに，「ロータリー｣お

よび｢財団｣という語を使うときは,「ロータリ

ー｣と｢財団｣という語を離して使わなければ
ならない。（63）

青少年クラブおよび

同種の団体による名称徽章の使用

（ＵｓｅｏｆＮａｍｅａｎｄＥｍｂＩｅｍｂｙＢｏｙｓ 

ＣｌｕｂｓandSimilarGroups） 

多くのロータリー・クラブは青少年クラブ

に関心をもっており，中には直接ロータリ

ークラブが後援しているものもある。また，

このようなクラブの名称には後援クラブとの

関係を示すために｢ロータリー｣あるいは｢ロ

ータリアン｣の文字が入っている場合もある。

ロータリーと関係のあることを示すような徽

章や記溌を使用したがっているクラブもあ
る。

すべてのロータリアンは，ロータリーとい

う模範を見習おうとしている団体に思いやり

ある援助と激励を与えP‘てほしい。しかし，こ

のような団体またはグループの目的がどんな

にIlllili(Lがあっても，Ｒ1.はロータリーの名利（

または徽瀧を使用させることを認めない。そ

うでなければ，ロータリアンのためにのみロ

ータリーの名称と記章を保存することは危機

に激する。このような見解を抱いているから

といって，各種団体またはグループがロータ

リー・クラブを範とすることに銭成しないと

● 

諸団体による名称の使用は

認められていない

（UnauthorizedUseofNameby 

Groups） 

仮ロータリークラブにI奥Iする場合を除き，

］６４ 



第１８章名称と徽章

いうのではない。このような団体およびグル

ープが，ロータリーの名称と記章を侵害する

ことなく適切な名称および記章を考案するも

のと考えているのである。（39）

ロータリーの標語

（RotaryMottoes） 

「超我の奉仕｣"ServiceAboveSelf"と｢最

もよく奉仕する者,最も多く報いられる｣"He

ProfitsMostWhoServesBest,，が，ロータ

リーの公式標語である。前者がロータリーの建築関係での名称の使用

（UseofNameinBuildingVentur巴s） 第１標語である。（50-11,51-9,89-145）

直接間接に国際ロータリーへの波及を避け

るために，いかなるロータリアン・グループ，

ロータリー・クラブ・グループ，Ｒ1.地区も，

家屋その他の建物の建設，購入に当たって，

｢国際ロータリー｣という名称を使用すべきで

はない。このような事業のために会員に資金

を割り当てて募金することは賛成できない.

(44） 

ロータリーの営利化，

（CommerciaIizingRotaIy） 

公式名簿の｢序文｣には次のように記述され

ている：国際ロータリーの公式名簿は，全ロ

ータリアンヘ情報を伝えるために毎年出版さ

れている。ロータリアンはこれを商用の郵送

名簿として用いてはならないし，同様の目的

のために他人に使用させてもならない。

従って，ロータリアンが自己の商取引に営

利を目的として公式名簿を利用することは妥

当でない。（29）

ロータリーの色

（RotaryColors） 

国際ロータリーの色はロイヤルプルーおよ

び金色である。（80-102）

配布に関する方針声明

（StatementofPoIicyConcerning 

Circularization） ロータリー旗

（RotaryF1ag） 

Ｒ､1.の公式名簿にせよ，あるいは地区また

はクラブの会員名簿にせよ，ロータリアンま

たはロータリー・クラブ，地区は，これを文

書配布を目的として利用してはならない，と

いうことが慣行として確立されている。（36）

ロータリーの公式旗は，白地でその中心に

組織の公式徽章を飾ったものである。

輪全体は金色，縁の窪んだ四つの部分はロ

イヤルプルーでなければならない。窪みの

"Rotary，'および"Intemational，'の文字は金

色，中心と模穴は白色である。

クラブ旗としてこの旗を掲げるクラブは，

大きな青色の文字で輪の上部に"Rotary

Clubo'の文字をまた，輪の下部に都市，州，省

あるいは国家の名称を記入することができ

る。（80-102）

ロータリー・クラブおよび

ロータリアンの名簿

（ListsofRotaryClubsandRotarians） 

Ｒ､1.は,理事会の同意がなければ，目的のい

かんを問わず，通常，ロータリアン名簿を他

に提供しない。（20）

１６５ 
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クラブ会員の名簿を入手したい人は，その

クラブ自身から入手するか，あるいは会員名

簿を他へ提供することを承認した中央事務局

宛の当該クラブの書面を，まず手に入れなけ

ればならない。

地区ガバナーが国際ロータリー事務総長に

地区内の全会風の名簿を請求した場合，地区

内の全クラブがこのことについて同意してい

るということをガバナーが保証した場合に限

り，事務総長はガバナーに名簿を支給するこ

クラブ名簿あるいはクラブ役員または委員

の名簿は，ロータリー以外の機関に渡される

ことはない。但し，政府機関より非常緊急の

合法的な要請がある場合,あるいは事務総長，

国際ロータリー理事会または執行委員会の同

意がある場合はこの限りでない。（40,83）

他の団体に対してクラブまたはロータリア

ンの名簿を提供したり，ロータリー文献を配

布したりすることは、国際ロータリーまたは

その加盟クラブの活動範囲内にあるとは考え

られていない。（54）とになっている。（37）
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第６部

組織規定
(ＣＯＮＳＴＩＴＵＴＩＯＮＡＬＤＯＣＵＭＥＮＴＳ） 

国|際ロータリー定款

国|際ロータリー細則

標準ロータリー・クラブ定款

推奨ロータリー。クラブ細則

国l際ロータリーのロータリー財団細則

ロータリー用語語漿

索引



国際ロータリ一

定款

171頁-174頁



定款細則の番号の付け方

定款細則中に，各種数字や記号が含まれているが，その

順序を一例として挙げる。

第４条；第３節；（ａ)項；（１）；パラグラフ；（iv)サ

ブパラグラフ。

国際ロータリー定款

頁顕目条

1…………名称および性格……………………………171

２…………目的…………………………………171

３…………綱領………･………･……･…………171

４．………･･会貝…………………………………171

５…………理事会・……･…………･………………172

６…………役貝…………･…………………･･…172

７…………管理…………………………………172

８…………国際大会・…･…………………･…………173

９…………規定審議会…･…･…………………………･173

10…………会費…………………………………173

11…………ロータリー財団……………………………174

12..………･会員の名称と徽章…………………………174

13…………細則…･……………･……………･…174

14…………解釈の仕方……．……………….．…………174

15…………改正…………･…………･……･……174



国際ロータリー定款１条，２条，３条，４条（１－３）

国際ロータリー定款

る。

第２節所在

細則の別段の規定によるほか，１市，１行
政区または１市政区域から一つのロータリ

ー・クラブを加盟させるものとする。

、第３節クラブの徽成

（ビリロータリー・クラブは以下本坂に定め
る資格条・件を備える人々によって織成される

ものとし，いかなるクラブもその正会員の資
格条件が次に示すところに該当していなけれ

ば，国際ロータリーの会員たる資格は認めら
れない：

善良な成人であって，臓業上良い世評を受
けている巻そして

（i）一般に認められた有益な事業または専

門J|職務の持主，共同経営者(パートナー)，法
人役貝または支配人であるか；

または

（ii）一般に認められた有益な事業または専
ｉｌ１ｌ職務において，裁量の権限ある管理職の重
要な地位にあるか；

または

（iii）一般に認められた有益な事業または専
門臓務の地方代理店または支店を瞥輕権をも

って担当する地方代理人または支店代理人ま

たは支店代表者を務めていること；

そして

以上いずれの場合も，同人がクラブにおい

て分類される事業または専門職務に，自らか
つ現実に携わっており，そしてその事業場，
またはその住居がそのクラブの区域1浪界内，

もしくはクラブの存在する市の行政区域内，
または直接にI灘接するクラブの区域限界内に
あることを要する。

（b）報道機関，宗教，外交官の]職業分類，
および，細則に定められているアディショナ
ル正会員の規定を除き，各]職業分類ごとに1
名より多くの正会員があってはならない。

第１条名称および性格

本組織体の名称は国|祭ロータリーとする。

岡際ロータリーは全世界のロータリー・クラ
ブの連合体である。

第２条目的

国際ロータリーの目的は；

（i）全世界にわたって，ロータリーを奨励

し，助長し，拡大し，そして管理すること；

（ii）国際ロータリーの活動を調整し，全般
的にこれを指導すること。

＊第３条綱領

ロータリーの綱領は，有益な事業の基礎と

して，奉仕の理想を鼓吹し，これを育成し，
特に次の各項を鼓吹，育成することにある：

第１奉仕の機会として知り合いを広める
こと；

第２事業および専門職務の道`徳的水準を
高めること；あらゆる有用な業務は尊重され

るべきであるという認識を深めること；そし

てロータリアン各自が業務を通じて社会に奉

仕するためにその業務を品位あらしめるこ
と；

第３ロータリアンすべてがその個人生

活，事業生活および社会生活に常に奉仕の理
想を適用すること；

第４奉仕の理想に結ばれた，事業と専門

職務に携わる人の世界的親交によって鬮際間
の理解と親善と平和を推進すること．

第４条会員

第１節構成

国|祭ロータリーの会貝は，本定款および細
則に定められた義務をたゆまず遂行するロー
タリー・クラブをもって構成されるものとす ｡】989年塊定稀麟会において改正。
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7条（１－２）国際ロータリー定款４条（３－４)，５条，６条，

（c）国l際.ロータリー細則は，ロータリー・

クラブの正会貝以外の会員種類をシニア・ア

クチブ会員，パストサービス会員および名

誉会員と呼ぶと規定している。そして国際ロ

ータリー細則は，その各々に対する変格条件

を定めるものとする。

（｡）本定款もしくは国際ロータリー細則の

諸規定または標準クラブ定款にもカュかわら

い｡

第３節幹藤下

国際ロータリーの割轆総長は理事会の幹事

を務めるものとする。事務総長は理事会の議
事について投票権をもたないものとする。

第６条役員

第１節名称

国際ロータリーの役員は，会長，副会長，

その他の理事，事務総長，財･務長，地区ガバ

ナー，および，グレート・ブリテンおよびア

イルランド内国|際ロータリーの会長，直前会

長，副会長および名誉会計とする。

第２節選挙の方法

国際ロータリーの役員は細則の定めるとこ

ろに従って指名され,選挙されるものとする。

ず。ロータリー・クラブは，その所在する区

域を管轄する法律に反しないならば，会員の

性別を一つに限定しても差し支えない。

第４節定款および細則の承認

国際ロータリー加盟認証状を与えられ，こ

れを受理したロータリー･クラブは，すべて，

それによって国際ロータリーの本定款および

細則並びにその改正規定を受諾し，承認し，

そして，法律に反しない限り，万事これによ

って拘束きれ，それらの規定を忠実に遵守す
ることを承諾するものとする。

第７条管理

第１節

グレート・ブリテン，アイルランド，チャ

ンネル諸島およびマン島に所在するクラブ

は，国|膿ロータリーの管理上の地域単位を形
成するものとし，これを“グレートブリテ

ンおよびアイルランド内国際ロータリー”と

呼ぶものとする。

第２節

クラブの管理は理議会の総括的管理の下に

あるものとし，次に示す直接管理の諸形式の

中のいずれかの形式を併せ用いるものとす
る。これら直接管理の諸形式は常に本定款お

よび細則の規定に適合するものでなければな

らない：

（i）理事会によるクラブの直接管理。

（ii）地区に編成されている地区では，地区

ガバナーによるクラブの直接管理。

OiD地理的に隣接する二つ以上の地区から

成る地域内のクラブの場合，地区ガバナーの

管理に加えて，理事会が適切と考えかつ規定
審議会または国際大会が承認した方式による

管理。

（iv）管理_'二の地域蝋位であるグレート・ブ

第５条理事会

第１節構成

理劉蓋は国際ロータリーの管理主体であっ

て，定員を18名とする。国際ロータリーの会
長は理事会のメンバーであって，その議長と
なるものとする。国際ロータリーの会長エレ

クトは理議会のメンバーとする。１６名の理事
は細則の規定に従って指名ざれ選挙されるも

のとする。

第２節権限

理事会は本定款および細則に従って国I膿ロ

ータリーの業務並びに資金の支配と管理を行

うものとする。かかる支配と管理を執行する
に当たり，理事会は，細則の規定によって定

められた予算に従って，１会計年度中にその

経常収入と一般剰余金から，国際ロータリー

の目的達成のために必要な額を支出すること

ができる。理事会は，洞Ｉ余金からの支出を必

要とした特別事情について次の国際大会に報

告しなければならない。理率会はいかなる場

合にも，その時点における国際ロータリーの

純資産を超える負,償を生ぜしめてはならな

１７２ 



国際ロータリー定款７条（２），８条，９条，１０条

リテンおよびアイルランド内国際ロータリーも会員（名誉会員を除く）としてクラブに籍
による，グレートブリテン，アイルランド，を有する者は，特別代議貝とする。
チャンネル諸島およびマン島にあるロータリ第５節選挙人および投票
一・クラブの直接管:理。グレートプリテン正規の信任状をもつ代議員，委任状による
およびアイルランド内国際ロータリーの椎代理者，および特別代議員が国際大会の選挙
限，目的および職務は，規定審議会または国体を織成し，これを選挙人と称する。投票は
際ロータリー国際大会によって承認されたグ細則の定めるところに従って行われなければ
レート・ブリテンおよびアイルランド内国際ならない。
ロータリーの定款の条項並びに国1祭ロータリ

ーの定款および細則に定められているところ
第９条規定審議会に従うものとする。

第１節目的

第８条国際大会 国際大会が，細則に従って，制定案および

決議案を審議，決定する場合を除き，規定審

第１節時期および場所議会が，国際ロータリーの立法機関を成すも
国際ロータリーの大会は，理事会の決定すのとする。
る時と場所において毎年４月，５月または６第２節時期および場所
月に開催されるものとする。但し，十分な理規定審議会は３年に1度開催される。審議
由があるときは，理事会はこれを変更するこ会は立法年度に開催される国際大会閉会予定
とができる。Ｈの120日以前に招集されるものとし,その時
第２節臨時国際大会期および場所については理事会がこれを決定
非常事態発生の場合，会長は理事会総員過する。

半数の同意の下に臨時国際大会を招集するこ第３節手続

とができる。審議会は，正規の手続によって提出された
第３節代表すべての制定案および決議案の審議および決
（a）すべて国際大会においては，各クラブ定に当たるものとし，その決定は，国際ロ_
は少なくとも１名の代議員をもってクラブをタリー細則の規定によるクラブの決定にのみ
代表させる権利をもつ。名誉会員を除く会員従うものとする。制定案または決議案の鋼尺
数が50名を超えるクラブは，５０名ごとに１名に関して審議会の行った決定に反対の意思を
または端数が26名以上の場合さらに１名の道表示したクラブの票が蕊務総長に提出され，
加代議員をもって代表させる権利をもつ。こそれが所定数に達した場合は，当該制定案ま
の目的のために，代議員数は，国際大会直前たは決議案は，次の国際大会における投票人
の12月31日現在におけるそのクラブの会員数の票決に付せられるものとする。
を基礎として決定すべきものとする。クラブ第４節識員

はそのクラブのもつ１または２以上の投票を審議会の議員については細則に規定すると
行使する権限を１名の代議貝にゆだねることころによる。
ができる。

（b）各クラブは，国際ロータリーの大会に
第10条会費代議員たるそのクラブの会員または委任状に

よる代理者を送り，大会の決定に付せられた各クラブは半年ごとに，細則に定める人頭
各提案に対して投票する義務を負う。分担金を，国際ロータリーに納付するものと
第４節特別代繭員する。
国際ロータリー役員および元会長五現在

173 



国際ロータリー定款１１条，１２条，１３条，１４条，１５条

第１_旦条改正

第１節時期

本定款の改正は，親’定審議会において，出

席しかつ投票を行う者の投票の３分の２によ

ってのみ行うことができる。但し，この定款

をujm三しようとする(IilI定案の採択に関して審

議会の行った決定に反対の意思を表示した所

定数のクラブの蕊が蕊務総長に提出されたた

め，国際ロータリー細則第８条第10節(h)項の

規定による国際大会の決定を必要とするに至

った場合は，この定款の改正は，規定審議会

の直後に開かれる国|蕊大会において，当該改

正案が国際大会に付議されたときにおける出

席投票選挙人の投票の３分の２によって行う
ことができる。

第２節提案者

本定款の改正はクラブ，地区大会，グレー

ト・プリテンおよびアイルランド内国際ロー

タリーの聯議会または大会，規定審議会，ま

たは理ﾐ|誕会によってのみ提案されるものとす

る。

藤第３節手続

本定款を改正しようとする提案はすべて，

規定審議会の開かれるロータリー年度の前年

度の５月１日までに事務総長の手許に提出さ

れなければならない。

厩１１際ロータリーの割轆総長は，適法に提案
されたすべての改正案の写しを，規定審議会

第１１条ロータリー財.団

国際ロータリー理事会またはロータリー財

団管理委員会は，両者または一方が適切と考

える条件の下に，いかなる贈与,不動産避贈，

金銭の遺贈，財産または財産から生じる収入

の逝贈をも受け取ることができる。このよう

な贈与，不動産その他の遺贈は，無条件鵬与

であると，贈与者または過言者が使途および

委託を指示した信託であるとをM11わない。但

し，細則または国際ロータリー国際大会の定
める制約に従うものとする。すべてこのよう

な贈与，不動産その他の遡鵬は，理事会が国

際大会決議によって与えられた権限によって

随時留・保する国際ロータリー剰余金ととも

に，ロータリー財団資金の一部を榊成するも
のとする。

第12条会員の名称と徽章

クラブの各会員はロータリアンとして認め

られ，国際ロータリーの徽章，バッジまたは

その他の記章を着用する権利を与えられるも
のとする。

第13条細則

規定審議会または国際ロータリー国際大会

は，国際ロータリー管理のために，本定款の

ほかに,本定款に反しない細則規定を採決し，

また，改正することができるものとする。

が開催される期日の120日前までに規定審議一．

会全概成員と各クラブの幹事に郵送しなけれ

ぱならない。

規定審議会は，適法に審議会に提出された

改正案，並びに適法に審議会に提出されたそ

の修正案をひとつひとつ審議して，これに対
する採否の決定を行わなければならない。

灘第１４条解釈の仕方

本国際ロータリー定款および国|雛ロータリ

一細則、標準ロータリー・クラブ定款の全部

にわたって男性代名詞（he，his，ｈｉｍ）は女

'性をも含むものとする。

01989年規定希織会において睡正。
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l到際ロータリー細Hリ１条（１－２】

国際ロータリー細則

拘束するものとする。

（G）区域の一部割繊，－つまたは二つ以上

の新クラブあるいは既存クラブとの区域共有
は，例会において出席会員の過半数の賛成投

票によって承認されなければならない。これ

に関する議案の通知は，前記例会の少なくと

も10日前に，会員に郵送されていなければな
らない。

（f）区域の一部荊譲もしくは共有を含むア

デイショナル・クラブ蒲成案が，アディショ
ナル・クラブの結成が提案されている区域内

のクラブによって，または複数のクラブの場

合そのクラブの一つによって，否決された場

合,地区ガバナーあるいはＲＬ理事会が,この
件をクラブ会員に樋起して再審議を求めるよ

う指示することができる。理割i『会または地区
ガバナーが，再審議の指示後，６カ月以内に

クラブの否決の通知を受理しなかった場合に

は，理事会に，区域の共有または割譲を承認

する権限がある。区域の割譲もしくは共有を
再度否決するためには，定足数に達した例会

で，出席し投票する会員の３分の２の投票を
必要とする。

(R)本節の(．)項と(f)項の規定にｂかかわら

第１条国際ロータリーの加盟会員

率第１節クラブの加盟承認

（a）クラブの国際ロータリーへの加盟承認

申請書は，理事会に提出するものとする。加
盟I|］請譜には，各クラブが支払うべき加盟金
として，ZHZl鎧が随時定める，米貨またはク

ラブの所在する国の通貨によるその相当額を
添付しなければならない。理事会は，かかる

［|'錆を承認または躯否する権限をもつ。加盟
は，申請が承認された日をもってその効力を
生ずる。

（b）－つの市，区，自治体地域，または，
それ以外の都市部か農村地域に，－つまたは

二つ以上のクラブを結成することができる。

但し，明確に区画することのできる地域が存
在し，その地域内に，少なくとも新クラブの

結成に必要な鍛低数の職業分類が含まれてい

なければならない。さらに，新クラブの結成

によって影響を受ける区域を保持する既存ク
ラブがあれば，その承認も受けなければなら
ない。

（c）区域限界を同じくする二つ以上のクラ

ブを－つの地域に結成することができる。側

し，その地域を既に保持または共有している
クラブの過半数が，区域の共有を承認しなけ

ればならない`,承認を必要とするクラブ数が

二つだけの場合には，に)項に規定される，会

員の過半数の投票とは，２クラブの連結投票
による集計でなければならない。

（｡）また，アディショナル・クラブ辮成予

定の|X域にあるクラブの過半数が，新クラブ
結成予定区域を割譲した場合も，一つの地域
に二つ以上のクラブを結成することができ

る。この割譲をした既存クラブは，割譲区域

の人で，その事業，担当経営業務または専門
職務活動の範Mflが，劉譲をした既存クラブの

区域にわたっている者を，自己のクラブに入

会させる権利を向己の意思で留保できる。こ
の捨澄は，前記のアディショナル・クラブを

ず,地区ガバナーの判llilTで,アディショナル．

クラブ結成のための必要かつ十分な理由があ

るなら，理噸会は，関係クラブの承認を得る

ことなく，区域の削譲または共有を承認でき

る。ガバナーは，その勧告に当たって該当す

る拡大調衣報告fIl箏操州することになってい

る。

（h）それぞれ区域限界を異にする，二つ以

上のクラブが－つの地域に結成されている場
合，理｣|下会は，関係クラブすべての申請があ

ればう同一の区域限界を共有するよう指示す
ることができる。

*第２節標準ロータリー・クラブ定款
（a）国際ロータリーによって採択され，

ol989fﾄﾞﾙ12定稀鍍会において改正『

１７７ 



闘際ロータリー細Mリ１条（２），２条（１－６）

時々改正の行われた;標準ロータリー・クラブ

定款は，1922年６月６日よりも後に加jMlを承
認されたすべてのクラブによって採択されな

ければならない。

（b）標準ロータリー・クラブ定款は，本細

則の改正について規定されているところと同

様の方法によって改正することができる。か

かる改正は，自励的に，標準ロータリー・ク

ラブ定款を採択している各クラブの定款の一

部となるものとする。

（c）1922年６月６日よりも前に川１Mしたす

聴聞を行った後，理事会全員の多数決をもっ

て，クラブを懲戒もしくは会員資格停止処分

に付し，または，全会一致をもって，クラブ

を除名することができる。但し，問責響およ

びこれに関する聴聞の時と場所の通知が，か

かる聴聞の行われる少なくとも3011前に，そ

のクラブの会長および鞭蒋に郵送されていな

ければならない。そのクラブには，弁誠士を

その聴聞における自己の代理人とする権利が

与えられるものとする。理事会の決定は，本

細ＭＩ第４条第２節に定める国際大会への提訴

があった場合のみを除き，最終とする。

第３節脱会

いずれのクラブも，厩11祭ロータリーに対･す

る金銭上その他の義務を完済している限り，

力Ⅱ班から剛iiIIiiすることができる。理事会が離

脱通告を受理したときは，その離脱は両ちに

効力を生ずるものとし，そのクラブの加盟認

証状は萠務総長に返還されなければならな

い。

第４節機能の喪失

何らかの理由により，クラブ:がii11lｲilL，ま

たは例会を定期的に行わず，その他機能を遂

行することができなくなった場合は，理事会

は，そのクラブの加盟を終結させることがで

きる。

第５節再結成

加盟を終結させられたクラブが再び結成さ

れた場合，または同じ土地に新クラブが結成

された場今，理事会はその再結成または新設

されたクラブに力ＭＩＭの承認を与えるに当た

り，これに加盟金の支払を求めるか否か，ま

たは，鬮際ロータリーに対する元のクラブの

負悩の支払を求めるか否かを，決定する権限

をもつものとする。

第６節引渡し

国|膿ロータリーにおける会員籍が終結した

ときは，その元クラブは，同1祭ロータリーの

財産に対する所有権を失ったもの，または失

うに至るものとする。但し，会貝籍にあるあ

いだは，国際ロータリーの名称，徽章その他

の記:噸を使用する権利を有するものとする。

この権利は，そのクラブの加盟会貝籍が終結

べてのクラブも，標準ロータリー・クラブ定

款彩採択するものとする。しかし標準ロ_

タリー・クラブ定款と異なる；LM定を－つまた

はいくつか含む既存定款をもつクラブは，そ

の異なる規定の下に運営する資格を有するも

のとする。但し，異なる規定の正確な全文を

1989年12月3111までに厨|際ロータリー〕盤lii会

に送付し，理事会の確認を受けておかなけれ

ぱならない｡それぞれのクラブ特右の規定は，

そのクラブの標準ロータリー・クラブ定款の

補遺規定としてのみ使用きれ，時折，改正ざ

れる標準ロータリー・クラブ定款に近づけ

るため以外はクラブでuknＺすることはできない。

（｡）特殊な事情のある場合，または国，州，

もしくは県等の法令および悩習に従うために

必要な場合、到駆会は，そのいずれかの会合

において，出席しているそのメンバーの３分

の２の多数をもって，国際ロータリー定紋お

よび本細則に反しない場合に限り，標準ロー

タリー・クラブ定款およびその改正規定と異

なるクラブ定款の規定を承認することができ

る。

第２条加盟の終結

第１節不払

会役または岡際ロータリーに対･するその他

の金銭的｛jjt務の支払を怠るクラブの加盟は，

jIf箙会においてこれを終結させることができ

る。

第２節懲戒

理事会は，然るべき理由がある場合には，

１７８ 



国際ロータリー細}１１１２条（６），３条（１－４）

いたJ職業分類の下に現実にｌＩｉＷ業活動に従

ｊ腐しなくなったということでなければな

らない。

(iii）このアディショナル砿会只は，本節(（１）項

に基づくアデイシヲナル正会只を椎腕す

ることができないことを除いてすべて正

会貝に|,りじとする。

（Ｃ）職業分緬の保持譜の正会11身分が終結

したか，または，その保持者がシニア・アク

チブ会且になった場合，あるいは，何らかの

理Ｉｌ１で，職業分類を保持しなくなった場合，

本節(a)項および(b)項の下に選ばれたアディシ

ョナル正会只身分は次のように扱われるもの

とする。

(i）このようなアディショナル正会員が１名

しかいない場合，この人は''１動的に正会

１１となり，職業分類の保持者となるもの

とする。

(Ⅱ）アデイショナル正会貝が２渚いる場合，

そのとき，クラブはそのうち１名を選挙

して，正金風とし，職業分類の保持識と

するものとする。

Oii）前述のOi)項の規定に従って，アディショ

ナル正会11の１人が正会只に選ばれたと

き，もう１人のアディショナル正会11の

地位は元のままとする。

第４節シニア・アクチブ会員

（そりクラブの正会風またはパスト・サービ

ス会liで，その－つまたはいくつかのクラブ

における正金、およびバスト・サービス会風

としての経歴が次の各号に定める要件のいず

れかに合致している者は，自動的にかつlr[ち

にシニア・アクチブ会l｣となるものとする。

(i）－つまたはいくつかのクラブで通算15年

以上会瓜であった蒋，

(Ⅱ）：IjM在60歳以上で，一つまたはいくつかの

クラブで通算10年以上会員であった者，

(iii）現花65歳以上で一つまたはいくつかの

クラブで通算５年以上会員であった者，

(iv）現在国際ロータリーの役員であるか，ま

たはかつてその役瓜であった耕・

（b）クラブは，任意に，かつてどこかのク

ラブの会貝であった者で，会只でなくなった

１７９ 

したときにiW減するものとする。

事務総長は，クラブの』'1盟認証状を恒|収す

るための措縦をとる義務を負うものとする。

第３条クラブの会員身分

第１節種類

ロータリー・クラブの会員の種類は次の４

種類，すなわち，正会ＬＬシニア・アクチブ

会、，バスト・サービス会員および名誉会｣（

とする。

第２節正会員

liiil際ロータリー定款節４条雛３節に定めら

れた資格条件を有する譜は、ロータリー・ク

ラブの正会ｊｉに選ばれることができる。

第３節アデイシヨナル正会員

（３）クラブの正会員は，いずれも，自分と

同じjM11業分類の躯業または専門職務に現実に

従馴叱ている者をもう１人正会11に推薦する

ことができ，クラブはこれを正会風に選ぶこ

とができる。この場合，その正会只の職業分

類は推薦者のJliMi業分類とｌｎ－とする。このア

ディショナル１１２会員の漆,格条件は，国1祭ロー

タリー定款第４条第３節に正全し|について定

められているものと同一とする。このアデイ

ショナル正会瓜は，本節本項に基づくアデイ

ショナル正会風を椎灘することができないこ

とを除いてすべて正会風に同じとする。

（b）クラブは，その獅業分類の保持者の承

諾を条件として，かつて他のロータリー・ク

ラブの正会貝であった讃で，その現実に携わ

っている事業の場所またはその住ﾉﾊﾞがクラブ

の区域限界内にあり，かつ会貝となるべきそ

の他の資格条件が備わっている者を，アデイ

ショナル正会１１に選ぶことができる。但し：

(i）いかなる場合でも，一つの職業分類につ

いて本節本項の下に選ばれるアデイショ

ナル正会風の数はＭＩＩを超えないものと

する。

(ii）本節本項の下に会貝に選ばれるために

は，かつて胸していたクラブを退会した

班１１:1が，本人がそのクラブの区域限界内

でそのクラブにおいて本人が分類されて
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時点においてシニア・アクチブ会風であった

者またはシニア・アクチブ会員になりうる条

件を備えていた者を，そのクラブのシニア．

アクチブ会員に選ぶことができる。

（c）シニア・アクチブ会員は，次に掲げる

事項を除き，すべて正会員と同一の権利，特

典および責任をもつものとする。

(i）シニア・アクチブ会風は】脇業分類を代表

しないものとし，また，

(ii）本条第３節(a)項によるアデイショナル正

会員を推薦する権利をもたない。

クラブは，シニア・アクチブ会興の従甑し

ている職業の職業分類の下に，有資格者を入

会させることができる。

*第５節バスト・サービス会員

（a）現職から引退したために正会員身分を

喪失したかってのロータリー・クラブ正会風

は，本人が正会員となっていたクラブその他

のクラブのバスト・サービス会員に選挙され

ることがで､きる。但し，－つまたはいくつか

のクラブで通算３年以上正会風であったか，

あるいは，会貝歴にかかわりなく５５歳に達し

ていなければならない｡このような元会員は，

他のすべてのバスト・サービス会員の資格条

件を備えている限り，その正会其の身分を失

ったときまたはその後いつでも，パストサ

ービス会員に選ばれることができる。事業ま

たは専門職務からの引退が，クラブの会風で

なくなった後に生じたものであった場合は，

これをパストサービス会員に選挙すること

はできない。バスト・サービス会興は、本人

が正会風となっていたクラブの会員に選挙さ

れた場合を除き，入会金の支払を要するもの

とする。本人が正会貝となっていたクラブの

場合は，２度「|の入会金の支払を要しないも
のとする。

（b）本人に落度がないのに他の聯附により

(但し本条第４節(a)項に規定されている場合

を除く）および本条第３節(a)項によるアデイ

ショナル正会只を推薦する権利をもたないこ

との３点を除き，正会員のもつすべての権利，

特典および責任を有するものとする。

第６節二重会員

同時に，いくつかのクラブにおいて，正会

同，シニア・アクチブ会貝またはパストサ

ービス会員になることはできない。さらに，

いかなる人も同一のクラブにおいて,正会只，

シニア゛アクチブ会員，パストサービス会

員，名誉会員の資格を同時に保持することは

できない。

鱸第７節名誉会員

ロータリーの理想推進のために称賛に値す

る奉仕をした人を，そのクラブの名誉会員に

選挙することができる。

潴誉会風は，入会金および会撹の納入を免

除されるが’投票権をもたない。クラブのい

かなる役職にもつくことができない。］職業分

類を代表しない｡しかし，クラブのあらゆる

会合に出席することができ，その他クラブの

あらゆる特典を享受することができる。名誉

会風は，本人が会風となっているクラブ以外

のクラブにおいては，いかなる権利または特

典も認められないものとする。

第８節宗教，報道機関および外交官

複数の宗派の紺､表者，複数の新聞社およ

び／またはその他の報道機関の各代表者およ

び複数の同の政府を代表する名F外交官は，こ

れらの峨業分類の下に正会風となる資格を有

するものとする．但し，これらの代表者が定

款および本細則に定められた資格条件を備え

ていることを要する。

第９節公聴

一定の任期を限って選挙または任命によっ

て公職にある者は，当該公mMiの噸業分類の下

にクラブの正会員となるi厳格を有しないもの

とする｡これは学校，大学その他の教育施設

に剰剛iする渚または裁判官に選挙もしくは任

命された者には適用きれない。

職業分類を失ってしまう正会貝は，クラブ理

蕊会の決定によって，パストサービス会貝

に選ばれることができるｃ

（c）パスト・サービス会員は，事業または

専門職務の職業分類を代表しないこと，シニ

ア・アクチブ会員になることができないこと

ｌ8０ 

県1989年規定稀縦会において改正｡
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クラブの正会貝で一定の任期をもった公llliiレクト，役員ノミニーおよび委員会の全部に
ｌこ選挙または任命された者は，その公職に在対する総括的管理および監督を行い，然るべ
任中，前記の選挙または任命の直前に本人がき理由がある場合には，聴聞を行ったうえ，
クラブにおいて代表していた職業分類の下埋覺liF会全貝の投票の３分の２によって,役貝，
に，引き続き正会員としての身分を保持する役員エレクト，役貝ノミニーまたは委員を寵
ことができる。免することができる。但し，問責書およびか
第１０節会員身分の制約かる'聴I1Hの行われる時と場所を明示した通知
本細則第］条第２節に規定されてはいるが，聴聞の行われる少なくとも60日前に，本

斌いかなるクラブも，国|祭ロータリー加盟人に直接もしくは霄留郵便によって，ル！;けら
年月日に関係なく，クラブの定款またはそのれていなければならない。この聴聞において
他の規定によって,クラブの会且身分を人極，｜ま，弁謹人を本人の代理人とすることができ
皮膚の色，信条または国籍に基づき制約するる。地区ガバナー・ノミニーの場合理事会
こと，もしくは国際ロータリー定款または本は，このほかに，本細則第12条第７節に規定
細則に明口に規定されていない会員身分の条されている権限をももつものとする。
件を課すことはできない。本細則本節の規定第４筋会合

に反する，いかなるクラブ定款のいかなる親（a）理事会は，理事会が決定する時および
篭，その他によるいかなる条件も無効とし効場所において開くか，もしくは会長の招集に
力はないものとする。よって附くものとする。会合は，通知を必要
第11節国際ロータリーの職員としない場合を|族き，開会日の少なくとも３０
クラブは，国際ロータリーと腿用関係に入F1前までに，事務総長から，：理事会の全員に

ったそのクラブの会員の会員身分を，その扉通知されなければならない。理事会は，各会
用関係の続く限り保持せしめることができる。計年度ごとに少なくとも２回開かなければな

らない。

（b）次の会計年度に:理事会のメンバーとな第４条理事会
る者の暫定会合が,年次国際大会の終了直後，

第１節任務次期会長の定める時と場所において，開催さ
国|祭ロータリーの理事会は，国|祭ロータリれなければならない。７月２日以後のいずれ

－の目的の推進，ロータリーの綱領の達成，かの[1に，定足数を満たした理事会，または
ロータリーの基本原則の研究と教育，ローダ本条第５節に述べられている通信方法のうち
リーの理想，倫理およびロータリーの独創的のいずれかによって理事の過半数が，前記哲
ilW職の保全，並びにロータリーを全世界に拡定会合て､行われた決定を承認したときは，暫
大する目的のために必要なあらゆることを行定会合およびその会合で行われた決定は，ｉ１ｒ
う義務を負うものとする。定会合が前記の７月２日以後の日に行われた
第２節権限場合と同様の効力を有するものとする。
理薊建は，国|祭ロータリーの管3浬主`体を成（c）いかなる哩閏鈩会の会合においても，定
すものとし，その決定は，定時または臨時の款または細則によってより多くの投票を必要
国際大会に提訴する以外に，これを覆すこととされる場合を除き，理事会のメンバー５名
ができないものとする。かかる提訴は，当該をもってすべての事項を処理するための定足
国際大会の開催の少なくとも30ｐ前に，風I鑑数とする。

ロータリーの事i勝総長に提lllしなければなら第５節通信による投票

ない。理事会は，会合をBMかないで，会長から，
第３節管理および監督または会長の承認を得て，理事会に回付され
：pH蔓|蔭は，国際ロータリーの役貰，役員エた事坂を，郵便，電信，無線電報または電話

１８１ 
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によって票決する方法によって，議事を処理

することができる。理事会のメンバーの過半

数が投系を終了している場合には，’111付の日

から30日を経過したときをもって，投票が締

め切られたものとみなし，また，前記の期日

前であっても，理事会のメンバーの過半数が

鍵成祭を投じたときまたは反対漫栗を投じたと

きは，そのときをもって投票が締め．切られた

ものとみなす。

第６節執行委員会

理事会は，３名以上５名以下のメンバーに

より織成される執行委員会を任命することが

できる。理事会はこの委員会に，理事会の会

合と会合との中間期|{M中，既に国際ロータリ

ーの方針が確立されている，辨了または管理

の性格をもつ事項について，理事会に代わっ

て決定を行う権限の行使を委価圧することがで

きる。執行委貝会は，理罰尿会によって定めら

れ，本節の規定に背馳しないJlMi務権限によっ

てその任務を行うものとする。

第７節監査委員会

：理事会は，３名以上５名以内の黍！｣によっ

て織成される監査委員会を設殻するものとす

る。監査委貝会は，国際ロータリーの財務報

告，外部監森，内部の会計管理と|ﾉﾘ部監査シ

ステムに注意を払い，理駆会の定めた，本節

の規定と矛盾しないWii務権限の下に任務を遂

行しなければならない。

第８節欠員

（a）理事に選挙された時期と任期の箙I年

月を終わるときとのあいだに，何らかの理｢１J

で理事に欠員が生じた場合には，その理事を

指名したゾーン，地理的集団または地域内の

クラブは欠員となった理事の残存任期を務め

る後任のIHlZlji:ノミニーを選出して，理ﾖ矛会に

よる選挙に備えるものとする。このようなノ

ミニーの選出は，可能な限り，当該ゾーン，

地理的集団または地域が理事ノミニーを選出

する場合の手続に従って行うものとする。手

続の具`体的詳細は会長の定めるところによ

る。

このような選出が本細川の定める指搭委員

会手続によって行われる場合において，欠員

１８２ 

の生じた年度に当該ゾーン，地理的集団また

は地域に]gIfﾖ了指名委貝会が設けられていたと

きは，その委貝会が，その任務のほかに，欠

員理事の残存期間を任期とする理事ノミニー

の選出に関する任務を行うものとする。

このような指名委員会が設けられていない

場合には，空席となった理蔓|界の選出に関する

.任務に当たった指名委員会が，その空席を埋

めて残存任期を務める理事ノミニーの選出に

関する任務を行うために，会長によって再任

命されるものとする。

本節上述の規定に従って空席を埋め，残存

任期を務める理事ノミニーを選出した後，そ

のノミニーを理事とする選挙は，理事会が，

会長の決定するところに従い，次の理事会に

おいて，もしくは通信による投票によって，

これを行うものとする。

（b）理由のいかんを問わず理事の欠貝が，

その理事の就任第１年度終了のときとその任

期満了のときとのあいだに生じた場合は，残

余の喫駆が，会長の決定に従って，次の理甑

会において、もしくは通信による投票によっ

て，欠貝の生じた当該ゾーン，地理的集団ま

たは地域から，残存任期中空席を埋める理事

を選挙するものとする。

に）上述の規定によることができないよう

な不測の場合が生じたときは，とるべき手続

を会長が決定するものとする。

第５条役員

第１節選挙

（n）会長およびﾖﾛ}1頭は，以下に定める規定

に従い，年次国|祭大会において選挙されるも

のとする。

（b）毎年，次期]g腰|郭会の暫定型圏郭会会議に

おいて，次期会長は，副会長を選'柾するもの

とする。

次期埋蛎会は，その１吋定理事会会議におい

て，そのメンバーのうち掴ljlの第２年|｣を務

めることとなる者の中から，７月１日から向

こう１カ年を任期とする財務長を選出するも

のとする。
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わｵしたFil際大会が終了した直後の７月１１１か

ら会長エレクトとして理事会のメンバーとな

るものとするが，同人を副会長に選任するこ

とはできないものとする。

に）国|紫大会で選挙された各理事の任期

は，選挙きれた年の次の暦年の７月１「1に始

まるものとする。

第4.節欠員

（a）会長が欠只となった場合は，副会長が

会長の地位を継ぎ，そして，その他の理事会

のメンバーのI:'１から新たに剛会長を選任する
ものとする。

（b）会長エレクトに欠貝を生じた場合は，

本細則第９条第２節(9)項に定めるところに従

ってその欠貝を補充するものとする。

（c）財務長または事務総長に欠員が生じた

場合は，理事会はその残存任期を充填する後

継者をロータリアンの'１１から選任しなければ
ならない。

第５節報酬

魏務総長以外の役員はすべて無報酬lとす

る。理事会は事務総長の報酬額を定めなけれ

ばならない。

第６節任務

（a）会長はすべての国際大会およびすべて

の理蕊会の会合を主宰するものとする。会長

は，最商執行者として，睡|際ロータリーの業

務および活動を管理し，そのI織責に属するそ

の他の･圧務を鞠了するものとする。

（b）会長エレクトは，理顎会のメンバーと

しての任務および権限のみをもつものとす

る。但し，会長または理難会はこれにその他
の任務を与えることができる。

（c）則:i務総長は，会優の鑑,勝および理事会
の支配の下に業務を執行する国1隣ロータリー

の常勤役只とする。副』i務総長は，国際ロータ

リーのために，事務総長の瀞名を要するすべ

ての書類に署名し，会計記1鵬を行い，：理事会
の指示した方法によって資金を受け入れてこ

れを預金し，また，型歌会に対して年次報告

を行うものとし，その報告は，理事会の承認

を経たうえ，年次国際大会に提出しなければ

ならない。事務総長は、理事会の要求する金

１８３ 

に）事務総長は理事会力遜．任し，その任期

は選任後の７月］ロに始まり，５カ年を超え

ないものとする。事務総長の任期の終了する

年に，理事会はその年の３月31ｐまでに鞭務

総長を選び，事務総長はそのあとの７月】「１

に就任するものとする。聯務総長は再選され

ることができる。

第２節資格条件

〈a）圃際ロータリーの各役員は，クラブの

名誉会風以外の暇疵なき会貝でなければなら
ない。

(1)）国際ロータリー会長候補者は，かかる

候補者として推薦される以前に国際ロータリ

ーの理事としてその任期の全部を務めたこと

のある者でなければならない。但し，｛壬期の

全部に足りない在職であっても，理歌会がこ

の規定の趣旨に照らして差し支えないものと

認めた場合はこの限りでない。

（c）国際ロータリーの理事候補者は，かか

る候補者として推薦される以前に鬮際ロータ

リーの地区ガバナーとしてその厭期の全部を

務めたことのある者でなければならない。但

し，任期の全部に足りない獺IMiであっても理

事会がこの規定の趣旨に照らして差し支えな

いものと認めた場合はこの限りでない。
第３節任期

（a）会長および各JgH長'7を除き，国際大会に

おいて選挙される各役員の任期は，その選挙
された国際大会が終了した直後の７Ｈ］Ｈに

始まるものとする。,但し，特別な事情のある

場合には，理事会は，ある地区ガバナーの任

期力、７月２日以降に始まるものと定めるこ

とができる。但し，これは，その年の10月１

日以前の!]でなければならない｡理〕腱を1験き，

すべての役員は，１カ年またはその後継者が

選挙されてその資格を得るまで在任するもの

とする｡定款または本細則に定めのない限り，
理事はすべて２カ年，またはその後継者力遜

挙されてその資格を得るまで在任するものと
する。

（b）国際大会において選挙された会長の任

期は，その選挙された年の次の暦年の７月１

日に始まるものとする。,但し，その選挙の行
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額と保証人を，誠実な任務遂行の保証として

提供しなければならない。

（｡）財務長は，理事会の指示した方法に従

って資金の払い出しを行うことのほか，理覗

会から委任された財務長の職責に脇するその

他の任務を行うものとする。財務長は，Ｊ１11噸

会から要求された場合，理事会に報告し，ま

た，｜剰際大会で報告しなければならない。財

務長は，理事会の要求する金額と保祇人を誠

実な任務遂行の保証として提供しなければな

らない編

することができる。国際大会のときは，国際

大会に出席して投票するクラブ代議員の投票

権の数の少なくとも過半数の賛成票によっ

て，採択することができる。

誹鰯総長は，適法に提出されたiiiii定案と決

議案を瀞議会に回付しなければならない。ま

た、審議会のMM催予定日の少なくとも２カ月

前までに提案者からZ|ﾖﾄﾞ務総長に提出された，

llill定案と決議案の修正案もすべて審議会に同

付しなければならない。

この規定に別な定めのある場合を除き，決

議案は鈍定審議会の審議に付せられるものと

し，審議会のM3かれる30日前までに、譜面を

もって，これを事務総長のもとに届けなけれ

ばならない。但し，審議会または理事会の提

出する決議案については，瀞議会が閉会する

までこれを'受理し，その票決を行うことがで

きる。

管理，迎憶上の事頑に関する決議案は，ｉｌｊＭ

定審議会が開かれることになっていない年に

は，理覗会がこれをその年の国際大会の審議

に付することができるものとし，そして，本

細ｌ１ｌ第８条の定める処ﾐ理方法によらず，国際

大会で審議することができるものとする。但

し，このような決議案は，すべて瑠蟻会がそ

の提案者となり，その審議が行われる国際大

会の|)Mかれる75日ijliまでに蕊ilif総長に提１１}さ

れるものとし，蕊務総長は，その決議案の審

議が行われる国際大会の開かれる60日前まで

に，その写しを各ロータリー・クラブに郵送

するものとする。

本細則に別段の定めある場合を|簾き，決議

案は本細則第８条に規定する方法によって提

案し採決するものとする。

第２節非常噸態

（a）理事会全只の３分の２の多数によって

表明された理事会の意見として，非常事態の

存在することが認められた場合は，

（１）国I祭ロータリーの定款を改jlLようと

するものでない制定案，または決議案で，規

定稀議会が開かれることになっている年の親

第６条立法手続

*第１節提案

国際ロータリーの定款もしくは細ｌ１ｌまたは

標準クラブ定款を改正しようとする提案は，

これを制定案と称するものとする。これらの

規則のいずれをも改正することをIz1的として

いない提案は，これを決議案と称するものと

する。

正式に立法案を提Ｍ１したとみなされるため

には，制定案と決議案のそれぞれの締切期Ⅱ

までに立法案件が受理されたうえ，次のこと

を譜きしるした趣旨説明iIfが添付されていな

ければならない：(1)立法理ｌｔｌｉ(2)その1三|的を

達成する方法；(3)ほかにどのような効果があ

るか。

本細則に別段の定めあ為場合を除き，制定

案は，国際ロータリー定款第15条，liil際ロー

タリー細則蕊８条および第２0条，並びに標準

クラブ定款第17条に定められている方法によ

って提案され，決定されなければならない。

決議案の提出は，クラブ，地区大会，グレ

ート．ブリテンおよびアイルランド内同|際ロ

ータリー審議会または大会，規定審議会，お

よび理事会において行うことができる。〕理事

会は，管理委員会の事前の承諾なしには，ロ

ータリー財団に関する決議案を提出できない

ものとする。

決議案は，規定瀞議会における審議，採決

に当たって，審議会に出席し，投票する代表

議貝の少なくとも過半数の賛成投祭で，採択

１８４ 

噂1989年規定辮搬会において政jＬ



国際ロータリー細}川６条（２），７条（１－４）

従って，理事会は，毎年，その会合の時点を

含む会計年度が終わってから54カ月後に始ま

る勝年にljll催する国I祭大会のロおよび場所を

決定することができる。そしてその鬮際大会

のMMI膿のためにあらゆる準備手配を行う権限
を有するものとする。

第２筋招集

国際大会の少なくとも６カ月前に，会長は

年次国際大会の公式招待状を発表し，事務総

長がこれを各クラブに郵送しなければならな

いｃ

臨時同際大会の招待91kは，開催日の少なく

とも60Ｈ前に発せられ、郵送されなければな
らない。

第３節国際大会の役員

国際大会の役貝は,国際ロータリーの会長，

liill会長，矧辮総長および財務長，並びに会長

によって任命される会場監督とする。

第４節代識員

（乱）資格条件。各代議輿およびその補欠者

は，委聯任状Iこよお代議瓜を除き，本人の所属

クラブの正会員，シニア・アクチブ会員また

はバスト･サービス会員でなければならない。

（１））補欠者。クラブは，その代議輿を選任

する場合に,各代議風ごとに］名の補欠者を，

さらに，その補欠者が必要な場合の任務を行

うことができなくなったときには，第２の補

欠者を選ぶことができる。補欠者は，自分が

その補欠者または第２補欠者となっている代
議貝が欠席した場合にのみ投票を行うことが

できるものとする。｜ＩＬ，正式の信任状を有

する補欠者は，自分のクラブのどの代議員の

ためにも，その代議貝の補欠者が欠席した場

合，その代議員の代わりを務めることができ

る。補欠者が代議貝に代わる場合には，国際

大会に提出された案件に対し，脚分がその補

欠者となっている代議員が投票しうる票数と

同数の投票を行うことができる。

補欠者が代議貝に代わる場合は，代議員の

団長はその交代を信任状委貝会に通知しなけ

ればならない。このようにして，補欠者が代

議風に代わった場合は，その補欠者は，その

大会が終了するまで引き続き代議貝として務

１８５ 

定審議会の会期'１１または会期前において，瀞

議会の審議に付するために定められている立

法案提出期限を過ぎてから受理されたものに

ついては，本細則第20条第３節または標準ク

ラブ定款第17条第３節または本細則第８条の

規定による手続を経ないで，当該瀞議会にお

いてその決定を行うことができる。但し，時

間的に可能な限り，これらの規定に定められ

ている手続に従うものとする。

（２）国際ロータリーの定款を改正しようと

するものでない制定案，または理泰会以外の

者が提出した決議案，および理事会提出の管

理，運営上の事項以外の問題に関する決議案

は，規定審議会が開かれることになっていな

い年には，本細則第20条第３節または標準ク

ラブ定款第17条第３節または本細則第８条に

定められた手続を経ないで，その年の国際大

会において，その票決を行うことができる。

但し，時間的に可能な限り，これらの規定に

定められている手続に従うものとする。

（３）国際ロータリーの定款を改正しようと

するものでない制定案，または理事会以外の

者が提出した決議案，および旨g圏永会提出の管

理，運営上の事項以外の問題に関する決議案
で，規定審議会が開かれることになっている

年の国際大会の会１０１に１．，または会期前におい

て，審議会の会期終了後に，受理されたもの

は，本細則第20条第３節または標準クラブ定

款第17条第３節または本細則第８条の規定に

よる手続を経ないで，当該国際大会において

その票決を行うことができる。但し，時間的

に可能な限り，これらの規定に定められてい

る手続に従うものとする。

（b）非常事態下にこれらの規定に基づいて

規定審議会または国1簾大会によって処理され

る制定案または決議案を採択するためには，
出勝者の投票の３分の２の鐡成系を要するも
のとする。

第７条国際大会

第１節時期および場所

国際ロータリー定款第８条第１節の規定に



同際ロータリー細則７条（４－１１）

ぬるものとする。大会開催地のクラブの代議

貝については，信任状委貝会は，この一般原

則を変更して，補欠者が代議貝に代わる場合

を－つまたはいくつかの会議について認める

ようにすることができる。ＩＩＬ，その代議貝

が大会の連衡に関する仕事に携わっていて，

そうした大会の会議のすべてに出席すること

が不可能な場合に限るものとし，また信任状

委貝会が正式にこのような交代の仕方につい

て通知を受け，それを承知していなければな

らない。

（c）委任状による代理者。国際大会にクラ

ブを代表する代議員またはその補欠者をもた

ないクラブは，自分の地区1ﾉlにあるいずれか

のクラブのTI2会貰，シニア・アクチブ余興ま

たはパストーサービス余風を委任状による代

理者に指定して，｜:１分のクラブの>櫛する一つ

またはいくつかの投票権の行使を委任するこ

とができる。但し，無地藤クラブの場合は，

自分のクラブカ鐘りうることとなっている代

議員の代わりに，所在のいかんをIilllわず，い

ずれかのクラブの正会風，シニア・アクチブ

会員またはバスト・サービス会風を委任状に

よる代理者に指定することができる。

このような委任状による代理者は，本条第

５節に規定する証lⅢ書を提{Ｉ)することによっ

て本人のもっている他の投粟権のほかに，自

分が代理者となっている代議員に代わって投

票する権利を収得するものとする。

第５筋信任状

各代議風およびその補欠者の権限は，その

クラブの会優および゛幹率の署名した証明背に

よって証明されるものとする。委任状による

代理渚の権限は，代理を委任した，代議員を

送らないクラブの会長および紳事の鰐名する

証明書によって証Ｉﾘ]されるものとする。代議

員，補欠者，および委任状による代理者が国

際大会においてこれらの交格によって行動す

るためには，これらの証明響は，すべてその

国際大会の信任状委員会に提出されなければ

ならない。

第６節特別代議員

国際ロータリーの各役風または理事，およ

１Ｒ６ 

ぴ現ｲI:もクラブで名誉会員以外の会員身分を

荷する国際ロータリーの谷元会長は，これを

l勝別代議貝とし，国際大会の投票に付せられ

た各案件に対して１票を投じる権利を有する

ものとする。

第７節登録料

｜:Iil際大会に出席する16歳以上の者は，すべ

て登録して理事会の定める溌録料を支払わな

ければならない。代議員または委任状による

代1M1着は，その登録料を支払うまでは，国際

大会において投票する権利を有しないものと

する。

第８節定足数

（a）全クラブ数の６分の１を代表する代議

員および委任状による代理者をもって，国|簾

大会のすべての本会議における定足数とす

る。

(1)）本会議において定足数の有無が問題と

なり，当該本会議における出席者数が定足数

に足りないことが判明した場合には、国I簾大

会は，議長の定めた時間内において，票決を

姿する決定を行うことができない。この時間

は半日を超えないものとする。この時間が過

ぎたときは，定足数にかかわりなく，正洲に

'漉された場合と同様に，その案件の決定を

行うことができる。

第９節信任状委員会

各国際大会において，またはそれに先立っ

て，会長は，会長の決定する少なくとも５名

の委貝から成る信任状に関する委員会を設髄

するものとする。

第１０節プログラム

１刊際大会委貝会が報告し，理事会によって

承認され，そして国際大会が採択したプログ

ラムが全会議の日程となるものとする。プロ

グラムは，出席代議貝および委任状による代

理者の３分の２の投票によって随時変更する

ことができる。

第11節代識員一座席

僑任状委員会に対し正式に濁各を証明した

代議風の数に等しい数の座席が，これら代議

風の専用のために確保されるものとする。



国際ロータリー細Hリ７条（12)，８条（１－３）

規定する任務に当たるものとする。

０V）投票権を有しない議貝として，会長，

その他の理事会のメンバーおよび動:i:務総長。

（v）投票権を有しない議員として，元岡際

ロータリー会長全貝，および樹際ロータリー

事務総長を10年以上の期間にわたり務めた
満。

（vD投票権を有しない識風として、管理委

輿会の選んだロータリー財団簿理委風。

瀞議会の議員は，いずれも，クラブの正会

員，シニア・アクチブ会員またはパストサ

ービス会員で､なければならない。

岡|祭ロータリーもしくは地区またはロータ

リー・クラブの常勤，有給の職員は，瀞議会

の投票権を有する議貝となることができな
いロ

第２節規定\ＩＦ識会のクラブ代表議員の任務

規定審議会のクラブ代表議貝は，次の任務

を有するものとする。

(i）地区大会およびその他の地区の会合で，
立法案を討議すること；

(ii）ロータリーの問題に関する現在の自分の

地区内の意向をよく知っておくこと；

(iii）審議会に提Lllされた制定案および決議案

のすべてに批判的な検討を加え，審議会

に，日分の見解を的確に伝えること；

(iv）国際ロータリーの公正な立法当務者とし

て行動すること；

(v）規定審議会の会議に,会期の全部を通じ，
出席すること；

(VD審議会終了後，地区内の各クラブに，審

議会の辮議に関する糀告をすること。
第３節役員

審議会の議長，剛議長，議事運営手続の専

門家(parliamentarian)および幹事を審議会

の役員とする。議長は，審議会の会議の司会

者となるほか，この細則および会議述鴬手続

規則の関係規定に掲げられている職務，並び

に通常その職責に属する任務を行うものとす
る。

副議長は，議長の決定により議長をiWi佐す

るものとする。また，議長の決定または他の

砺情によって，司会を務めるものとする。

1８７ 

第12節特別協議会

国際大会においては，その都度，ロータリ

ー・クラブの結成されている国または国のグ

ループのロータリアンが集まって，特別協議

会を開催することができる。理事会または国

際大会は，いずれの国または国々のロータリ

アンがこのような特別協議会を開催すること

とするかを随時決定して大会委員会にそのた

めに必要な指示をしなければならない。この

協議会においては，特に関係の国または国々

に属する問題を協議することができる。会長

は協議会の招集者を指名し，その協議会巡徴

のためにできるだけ国際大会に準じる手続親

ＭＩＩを定めて発表しなければならない。協議会

を開いたときは，その議長および幹事を選挙
しなければならない。

第８条規定審議会ｒ

第１節構成

瀞議会の職成貝は次の通りとする。

（i）投票権を有する議貝として，本条第６

節(a)項および(b)項の規定によってクラブが選

挙した，各地区ごとに１名の地区クラプイビ表

議員。前記の代表議員は，刷蕊ロータリーの

元役員，もしくは現役貝（地区内で代表議貝

に選ぶべき元役』(もしくは現役貝が得られな

いことを当該地IＸガバナーが証明した場合

は、次期地区ガバナー)でなければならない。

代表議員は，いずれも，本人の代表する地区

のクラブの正会員，シニア・アクチブ会員，

またはバスト・サービス会員でなければなら

ない。無地区クラブは、それぞれ，圃分に好

都合と思う地区を選び，その地区の代表議興

に，目クラブを代表させるものとする。

（ii）会長の任命する審議会議長および副議

長。いずれも，議長席にあって可否同数の場

合，これを決定する投票を行うことができる

が，それ以外の場合には，投票権を有しない

ものとする。

（iii）投票権を有しない識風として，国際ロ

ータリー定款・細1M委風会の委貝長および委

且。群議会における特別議只として，後段で



国際ロータリー紺!(リ８条（３－６）

議事運営手続の専ｉＩ１１家は，議事連衡手続に

関する件で議長と稀議会に勧告，助言するも

のとする。

事務総長は，謙譲会幹弩|茅となる。但し，会

長の承認を得て，自分に代わって幹事を務め

る者を任命することができる。

第４節譲長，副議長および議事運営手続の

専門家の任命

審議会開催の予定されているロータリー年

度に会長を務めるよう選ばれているロータリ

アンが審議会の議長，副議長および議事遮衛

手続の尊'M]家を任命するものとする。議長，

副議長および議事運営手続の専門家の氏名

は，事務総長からすべてのクラブに，これを

発表する。

第５節特別議員

事務総長によって立法案の発表が行われた

ときは，審議会議長は，菰ちに，一定の立法

案件を指定して，これを各1侍別議員に付託す

るものとし，各特別議只は，創り当てられた

立法案件のすべてを検討し,各案件について，

その趣旨，その背策，その影響およびその採

択に対する賛否の意見を鞭議会に報告する川

意をしなければならない。

灘第６節クラブ代表議員の選挙

（a）本節(b)項に定める場合を除き，審議会

における各地区（グレート・ブリテンおよび

アイルランドを除く）のクラブ代表議貝およ

び補欠議風は，規定謙譲会の開かれるロータ

リー年度の前のロータリー年度のその地区の

年次大会において選挙されるものとする（グ

レートブリテンおよびアイルランドにおい

ては，規定審議会における待地区のクラブ代

表議員および補欠議貝は，群議会の開かれる

ロータリー年度のiiiiのロータリー年度の10月

２日以後同年度１ﾒｶﾞに開かれる地区審議会にお

いて選挙されるものとする)。

ロータリアンが，審議会におけるクラブ代

表議輿となることを認められるためには，審

議会におけるクラブ代表議貝としての賓格要

件および任務をよく調べたうえ，次のことを

したため，これに署名したi１$１ｍを，」lib務総長

に提出しなければならない。
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（i）審議会におけるクラブ代表議員の変格

要件，任務および責任をはっきりと心得てい

ること。

（ii）前記の任務と責任を引き受け，それを

誠実に履行するための資格要纐件，熱意および

能力をもっていること。

（iii）癖議会の会議に，その会期の全部を通

じ，出席すること愚

地区内のクラブは，そのクラブで審議会の

議輿となる資格のある会員(選ばれたうえは，

進んでその任務に服する用意のあることを表

示している者）を指名することができるもの

とし，その指名は会長および幹事の署名のあ

る文i1Fをもって，地区ガバナーに対して証明

され’地区ガバナーにより地区大会において

クラブの投票に付せられるものとする。地区

大会に''１席する各選挙人は，審議会における

その地区のクラブ代表議員の選挙に１票を投

じる権利を与えられるものとする。

岐商票数を得た候補者をその地区の審議会

議員とする。第２位の票数を得た候補者を舗

欠議貝とし，議員が務めを果たし得ない場合

にのみその’圧につくものとする。議員および

そのﾈﾙ欠議風（補欠議員が選挙されている場

合）がいずれもその務めを果たし得ない場合

は，地区ガバナーは，本条第１節の規定によ

る資格条件を備えた，その地区内のクラブの

他の会貝を審議会における地区クラブ代表議

11に指名することができる。

もし地区で候補者に指名された者が１名の

みであった場繍合は,投某を行わないものとし，

地区ガバナーはその被指名者を藤議会におけ

る代表議員として公表するものとする。

（１））郵便投票による指名

(1)リポ情によりその必要のある場合は，理率

会は，地区に封しその地区の瀞議会議員また

は補欠議興を郵凧便投票によって選ぶことを認

めることができる｡その場合地区ガバナーは，

その地区の辮議会議風の指名に関し公式の要

請書を作成してこれをその地区内各クラブの

鮮甑に１１W;れなく郵送させなければならない。

､1989年jLIL定榊議会において改JR。



li1il際ロータリー細'1リ８条（６－１０）

第８節信任状

会長は，審議会の会合に先立ち，情任状委

員会を柾命しなければならない。信任状委貝

会は，審議会のMHかれるIjilに審議会の開催さ

れる場所において会合して,偏任状を瀞在し，

その充証をしなければならない。信任状は審

議会の議只であることを証明するものとして

委只会に提出することを要する。委員会の決

定はいかなる場合でも，瀞議会がこれを審蚕
することができる。

第９筋定足数

投票権を有する審議会議員の３分の１を定

足数とする。投票権を有する各議員は投票に

付せられた各案件につき１票のみを投じる権

利を有する。審議会においては、委任状によ

る代理者の投票を認めないものとする。

鵜第10節手続

（a）本節(c)項の規定に従って，審議会はそ

の都度，議事の迦悩に必要と考える手続規則

を採用するものとする。（[』し，かかる規則は

本細則の他のすべての規定に沿ったものでな

ければならない。

（１））議長のいかなる裁定にも異議を申し立

てることができる。異議は審議会に提起され

るものとする。議長の決定を覆すためには審

議会の過半数の投票が必要とされる。

（c）審議会特別議員である，国際ロータリ

ー定款・細則委員会の委員長および委員，並

びに審議会議長および副議優をもって織成す

る癖議会起草委員会を設ける｡審議会議長は，

起草委貝会の委貝長となる。

起草委貝会は次の任務を行うものとする。
（１）審議会で採択するために瀞議会の会議

指名はすべて書面により，そのクラブの会長

および幹事がこれに署名することを要する。

これらの指名譜は地区ガバナーの定める期｢Ｉ

までに地区ガバナーの許に)illくことを要す

る。地区ガバナーは，推薦された有資格,被指

名者をアルファベット順に掲げた投票用紙を

つくらせこれを各クラブに郵送させたうえ，

郵便投票を実施すべきものとする（但し，地

区ガバナーの定めた期日までに，自分の氏名

を投票川紙から除外することを書面で要諭し

た候補者を除くものとする)○名クラブは,選

出の行われる月の前月末日現在における名誉

会員を除く会員数の25名ごとにｌ票または端

数が]3名以上の場合さらに］票の制令で投票

権を与えられるものとする｡但し，各クラブ

は少なくとも１票の投票権を有するものとす

る。もし地区ガバナーが希望する場合は，本

項に規定する郵便投票手続を実施することを

目的とした委風会を任命することができる。

この場合には本項に規定されている任務は，

その委貝会が地区ガバナーに代わって行うも
のとする。

（２）地区は，その地区の地区大会に出席し

投票する選挙人の多数決をもって，その地区

の審議会議只および補欠識貝を郵便投票によ

って選出することを定めることができる。こ

の場合の郵便投蕊は、規定審議会の開かれる

ロータリー年度の前のロータリー年度におい

て，その地区の年次大会が開かれた月の翌)ｌ

に，実施されるものとする。

この郵便投票は）本節(1))項(1)に掲げられて

いる規定に従って実施されなければならな
い。

第７節通知

審議会における地区のクラブ代表議員およ

び補欠議員の選挙が終わったときは，地区ガ
バナーは直ちにその人達の氏名を事務総援に

報告しなければならない｡

審議会の少なくとも30日前に，ヨ鋪Iiif総長は

そのときまでに報告を受けている審議会議員

の氏名を発表しなければならない｡これと同

時に，瀞議会開催の時と場所を知らせる通知
を各審議会議員に郵送しなければならない．

運営手続規則を推奨する

(2)審議を求めている案件の辮議順序を霧

議会に推奨する

(3)立法案またはその修正案のli1に 委員

会が，不備な点，首尾一賀していない点また

は，その他の欠点を見つけた場合，できれば！

それを直すために必要な修正を審議会のため

に起藁す為

oI989fIﾆﾉLjA定IMF議会において改iE.，
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１劃除ロータリー細則８条（10）

（４）審議会から指定された立法案の譜き頂 議案は，瀞議会に回付されないものとする。

但し提案溝が，その決議案を審議会において

瀞識することについて，審議会議貝の３分の

２のIril意を得ている場合はこの限りでない。

実価的には同種の決議案が提出されている

し作業に当たる

(5)審議会の採択するIliIl定案が十分効釆を

発揮できるように，必要に応じて，国際ロ_

タリーボ|Ⅱ1111と標準ロータリー・クラブ定款の

場今。理事会は，提案者達に折衷案を勧告で関係個所の修正文案を作成する

(6)審議会の報告謀を作成する。さらに，きる。提案者達が折衷案に同意しない場合↑

関遮個所を修正する必要がある場合，その修測郎会は，事務総長に対し，同種の提案の趣

旨を最もよく表現するような代案を審議会に正をする。

（｡）適法に提出されたすべての制定案をTIF 回付するよう指示できる。このような折衷案

と代案は，所定の締切11に拘束されない。務総長が審議会に[ij1付するのであるが、理噸

会はl1ill定案本文の全部を点検し，定款・ilII11lll

委風会の勧告に基づき，不備の個所や不適切

な個所があれば，提案者にその旨通告し，で

きれば修正することを勧告するものとする。

（f）審議会は，適法に提案された各制定案

および決議案並びにそれらに対する修正案を

稲議してこれに対園する決定を行わなければな

らない。

（蔦）瀞議会議長は，審議会終「後10日以内

に，審議会の決定に関する詳細な報告を事務

総・長に礎川しなければならない。

聯務総長は，瀞議会開催年度に開かれる国

際大会の閉会予定ロの901三|前までに，各クラ

ブのI棒事に対し，稀議会が，修正を加え，ま

たは修iEを加えずに，採択したIIil1定案および

決議案のすべてについて，審議会の行った決

定に関する報告譜を送付するものとする。報

告11ﾄﾞには，それに記iiiされている制定案また

は決議案の採択に関して霧議会の行った決定

に対し，反対の意思を表示しようとするクラ

ブのために，その表示に用いる諜式を添付し

なければならない。

（h）制定案または決議案の採択に関する規

定審議会の決定に対して反対の意思を表示し
たクラブからの譜式は，クラブ誉長の認iiil2を

要す為ものとし，かつ，立法年度の国際大会

ＷＩ会予定時刻の24時間前に事務総長の許に届

くように，提出されなければならない。制定

案または決議案の採択に関して審議会の行っ

た決定に対して反対･を表示する場合，各クラ

ブは，１／ｆ}iiiの７月ｌＨ現在におけるクラブ会

｣』数によ')，会1１（潟誉会貝を除く）数50名

ごとに１蕊または端数が26名以上の錫合さら

に’票を投じる権利を有する。但し，いかな

るクラブも，少なくとも１票を投じる権利を

右するものとする。

実哲的には同種の制定案が提(１１されている

場合、理事会は，提案者達に折衷案を勧告で

きる。提案者達が折衷案に同意しない場合，

理難会は、事務総長に対し，同孤の提案の趣

旨を舷もよく表現するような代案を審議会に

kjMilするよう指示できる。このような折衷案

と代案は，所定の締切日に拘束されない。

理那会が，定款。細I1U委員会の助言にｉｌｉｌ§づ

き､制定案が適法に提１１)されていない，ある

いは、大幅に不備，または，あいまいで．ある，

と決定し，提案者に代案を示1唆したが，｜受け

入れられなかった場合，瓢調会は，その制定

案を審議会にliil付しない旨指示できる｡.但し

その提案者が.瀞議会で瀞識することに対し，

審議会議員の３分の２の同意を得た場合は，

この限りでない。理事会がこのような決定を

した場合は，‐ＴＩ;務総長が提案者にこの旨通告

するものとする。

（c）理事会は，すべての決識案の本文を点

検し，規定審議会に提出された決議案である

ことを考慮して，邸蛎会が国際ロータリーの

プログラムの枠内にあると決定した決議案を

群議会にUjl付するよう事務総長に指令しなけ

ればならない。理事会が定款・紬1'11委11会の

勧告に雑づいて，決議案が図|祭ロータリーの

プログラムの枠内のものでないと決定した場

合は，提案者に審議会の開会に先立ってその

胃通告しなければならない。そして，その決

１９０ 



腿l際ロータリー細ｊ１ｌ８条（10)，９条（１－２ａ）

各委員は本人が推薦を受けるゾーンまたは

地域にあるクラブの名誉会員以外の会員でな
ければならない。

会長，会長エレクトおよび元会長は，いず

れも会長指名委員会委員となる資格がないも

のとする。かつて会長指糟委員会の委員を務

めたことのある右資格ロータリアンは，前に

委只を務めたときから少なくとも２年を経過

していなければ委貝となることができない。

但し，ゾーンまたは地域に，元:座事で指名委
員会の委上【となる資格のある者または委員に

することができる者がほかにいないときは，
そのゾーンまたは地域で委員となる資格のあ

るロータリアンを引き続きそのソーンまたは

地域からの委旦として選ぶことができる。こ
の委員会の委員はいずれも鬮際ロータリーの

元埋.』下でなければならない。また委員会委貝
の候補者は，候補渚として推薦を受けた時点

において，元理事でなければならない。但し，
指名委員会の委只として選出または任命する
ことのできる元埋鄭矛がいないゾーンまたは地

域の場合は，元地区ガバナーであっても，本

細則第13条第１節および第２節に規定する委

員会の委員またはロータリー1M剛管理委員と

して少なくとも１年以上務めたことのある者

であれば，選川または任命することができる
ものとする。

本節にいうゾーンとは，理事会が理事の選
出のために定めた各地域におけるゾーンを指
すものとする。

各ｿｰﾝまたは地域の会長指名委貝会委員
の選出は，以下の規定によって行うものとす
る。

（１）米国，カナダ，バミューダおよびプエ

ルトリコ。米国，カナダ，バミューダおよび

プエルトリコにおいては，会長指名委員会の

委貝として，毎年６鵜を選出する。偶数年に，
ゾーン１，２，３，４，５および６にあるク

ラブが，それぞれのゾーンから会長指名委只

会の委員として１名を選び,また奇数年には，
ゾーン７，８，９，１０，１１および'2にあるク

その時までに，クラブ全部の行使し得る投

票数の10パーセント以上に当たるクラブが，
制定案または決議案の採択に関して審議会の

行った決定に対して反対の意思を表示した諜
式を率務総長に提出した場合は，その制定案
または決議案に関して審議会の行った決定は

無効とされるものとし，その制定案または決
議案は，事務総長によって国際大会に提出さ

れ，クラブの投票代議員の審議並びに投票用

紙による最終表決に付せられるものとする。

専藤iif総長は，ｉＩｉｌ定案および決議案の採択に

関する審議会の決定に対して反対､の意思を表

示したクラブからのすべての書式を検蚕し

て,これに関する計算表をつくるものとする。

勲錨総長は，国際大会職終日の競初の議事と

して，代議員にこの計算の結果を報告するも

のとする。本細則に従って，出席，投票する

クラブ杙議員が審議，決定することとなるIlill
定案もしくは決議案について，このような形
でクラブに報告するものとする。

各ＩＭＩ定案および決議案について審議会の行
った決定は規定審議会直後の７ノヅ１１１にその

効力を生じるものとする。本細則策20条第４

節に定める場合を除き，制定案または決議案
に関する国際大会の決定は，その制定案また

は決議案が表決された国際大会直後の７J]１
日にその効力を生じるものとする。

第９条指名と選挙

会長の指名

第１節会長の指名

会長の指名は，会長指名委員会もしくはク

ラブまたはこれらの両者によって，ここに定
める方法に従って行われるものとする。この

委員会の委風，その補欠者，元会長または理
事会のメンバーは，会長に指塙されることが

できないものとする。

拳第２節会長指名委員会

（a）構成。会長指名委員会は，以下に規定

するゾーンまたは地域から推聴され，選出さ

れる15名の委貝によって繊成されるものとす
る⑪

念1989年規定稀競合におし､て收花ﾛ
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国際ロータリー細[１１１９条（２ａ－ｂ）

ラブが各ゾーンごとに会長指名委員会委員と

して１籍を選ぶものとする。

（２）グレート・ブリテンおよびアイルラン

ド。毎年，グレート・プリテンおよびアイル

ランド内岡際ロータリー年次大会において，

グレート・プリテンおよびアイルランド内国

|祭ロータリー審議会の定める方法および時期

による郵便投票によって，会長指名委員会委

員１名を選出するものとする。

（３）ヨーロッパ大陸ｗアフリカおよび東地

中海地域。ヨーロッパ大陸，アフリカおよび

東地に１１海地域においては，洲該地域から毎年

２名の委貝を選出するものとする｡但し,1987

年およびそれ以後４年ごとに，３禍の委貝を

選出する。

アジアに所在するクラブ並びに他のいずれ

の地域にも腐さない土地のクラブによって榊

成されている地域にあるクラブで，管理上の

目的から，ヨーロッパ大陸，アフリカおよび

東地中海地域に含められているクラブは，会
長指名委員会委員選出の[｣的から，これをヨ

ーロッパ大陸，アフリカおよび束地I:'1海地域

に含めるものとする。

毎年，二つのゾーンのおのおのから，黍風

１名を選出するものとする。ゾーン１から５

までは，番･号順に輪番で，さらに，1987年と

以後４年ごと（奇数年）には，ソーン６から

委員を選ぶものとする。

（４）アジア。アジアにおいては，毎年，会

長指名委員会委員として２名を選出するもの

とする。偶数年に，ゾーン１およびゾーン２

にあるクラブが、それぞれのゾーンから会･長

指名委員会委貝１名を選び，奇数年には，ゾ
ーン３およびゾーン４のクラブが，それぞれ

のソーンから１橘を選仙Ｉするものとする。

（５）イベロ・アメリカ。南米，Ｉ|'米，メキ

シコ，およびプエルトリコを除くアンティル

諸島から成るイペロ・アメリカは，毎年，会

長指名委貝会委貝として２名を選出する。毎

年，番号順に輪番で，二つのゾーンがそれぞ

れ委貝１名を選出するものとする。

（６）オーストラリア，ニュージーランドお

よび他のいずれの地域仁も属さない土地。オ

１９２ 

一ストラリア，ニュージーランドおよび他の

いずれの地域にも属さない土地のクラブによ

って樵成きれている地域は，1987年と以後４

年|そ|ごとに当たる年を除いて毎年１名の会長

指名委員会委貝を選出するものとする。その

順序は，ゾーン１，ゾーン２，ゾーン１，ナ

シ。

（７）以上のうちの１地域から選出されるア

デイショナル指名委員会委員。本節の先に定

めた各地域から会長指名委輿会委員を選出す

るほかに，毎年，１名のアディショナル黍風

力錘ばれるものとする。このアデイショナル

委員は，本細則，第９条第３節(鼬)項(7)の下に，

その年に，アデイショナル理事が指名される

地域と同一地域から選出される。

（b）委員の選挙。２月１１１から151]までの

あいだに，事務総長は，次年度の会長指名委

貝会委員の候補者を出すことになっているゾ

ーンまたは地域の名クラブの幹事に対し，こ

れらゾーンまたは地域内のクラブの会員で被

選麹各のあるロータリアンをアルファベット

順に記載したリストを郵送しなければならな

い。このリストは，事務総長事務所の原簿に

iMiせられている被選資格のあるロータリアン

に関する記録の２月１日現在のものによって

,作成されるものとする。

事務総長が各クラブに郵送するリストに

は，次の事項が記戦されていなければならな
い：

一名ロータリアンのBG名

一本人の所属するクラブの名称

一本人が務めたことのある国際ロータ

リーの役職および国|際ロータリー委

貝会の委輿，並びに在征年度。

会長指譜委員会委貝の選挙に候補者を推薦

しようとするクラブは，その例会において採

択されたliij記候補者の指名に関する決議を，

４月１１]までに事務総優の許に提出するもの

とする。この決議には，本人に委員候補者推

薦を受諾する意思があること，および，会長

指名委員会委興に選挙された場合には喜んで

就任するつもりであり，また就任することが

可能であることを推煎されたロータリアン目
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ラブは，５０名ごとに１票，端数が26名以上の

場合，さらに’票を投じる権利を有するもの
とする。

６月５日までに，選挙管理委員会は，会長

の招集によって会長の決定する時と場所に会

合して，投票用紙を審査し，これを数え，そ
してその投票の結果の報告を，その後５日以
内に窺務総長に対して評式証言しなければな
らない。

必要であれば第２選択以下の選択票を加算

して過半数の投票を独得した候補者が，会長

指名委員会委員として公表されるものとす
る。当該ゾーンまたは地域からの候補者で必

要な場合の第２選択以下の選択票を加算して

第２順位の票数を得た者は，会長指名委員会
の補欠委貝として公表されるものとする。補
欠委員は，本人がその補欠者として選出され

た委只がその任務に当たることができない場
合にのみ，その任務を行う。いずれかのゾー

ンまたは地域において，玻高得票が同数とな

った場合，理事会が，同数となった候補者の

１人を指名委貝会委員に任命するものとす
る。

指名委貝会委貝を選出するゾーンに次年度
の指名委輿会の委貝を務めることのできる元

理事がいない場合には，理事会は，ここ数年

間のその地域内における委員会委員の配分に

ついて十分考慮したうえで，その地域内の他

のソーンから委員を任命するものとする。

委員に選ぶことのできる元理事が１名また

は２名以上いるゾーンまたは地域が会長指名
委只会委１１の推薦もしくは選出をしなかった

場合，または理１．１１のいかんにかかわらず，そ

のゾーンまたは地域から出た委貝に欠員を生
じた場合は，４月１日現在そのゾーンまたは

地域で委員を務める麹各を備えている元理事
で，雌も新しい元理事が，そのソーンまたは

地域からの会長指名委貝会の委旦となるもの
とする。

委員の任j9jは，委興の選挙力垳われた暦年

の７ﾉｊ１日に始まり，翌年の６月30Ｈに終了

するものとする。委員の補欠者が委員会委員

に変わった場合は，その補欠者は委貝会の残

１９３ 

身がしたためて差し出した書而を添付しなけ
ればならない。

前記４月１日までに事務総長が，いずれか

のゾーンまたは地域からただ１名の候ilili者の

氏名しか受け付けていなかった場合は，その

あと10日以内に，会長は，その候補者を当該

ゾーンまたは地域からの会長指名委員会委貝
として公表するものとする。もし４月１ｐに，
事務総長がいずれかのゾーンまたは地域から

２名以上の候補者の氏潟を受け付けていた場
合は，それらの候補者名は，すべて，郵便投

票によって（グレート・ブリテンおよびアイ
ルランドの場合は次のグレートブリテンお

よびアイルランド内国際ロータリー年次大会

において，またはlMj述の郵便投票によって)，
票決に付せられるものとする(但し,前記４月
１日までに，候舗者が，自分の氏名を投票J1］

紙から除外することを要請する書面を事務総

長の手元に提出した場合，その候補者を除く

ものとする)。

ソーンまたは地域から会長指名委貝会委貝
を郵便投票で選ぶ場合，その手続は次のよう
になる。

会長は｡投票用紙の準備を監督するために，

またクラブの行った投票を受理し，これを数

えるために選挙管理委員会を設置する。

選挙管理委貝会は投票用紙（jLijL-移譲式投

票による場合には，その投票用紙）を準,術す

る。投票用紙には，正式に推薦された全候補
者の氏名を，アルファベット111面に記j隣するも
のとする。

選挙管理委員会は，本項第２パラグラフに

従って，投票用紙に，轆務総長から提供され
た写真と腿歴審を添えて，４月1511までにゾ

ーン，地理的集団および地域内の各クラブに

郵送させるよう手配しなければならない。こ
の投票用紙は，投票を記入して６)１］日まで

に111央事務局内の選挙管理委員会に必箔する

よう返送されなければならない旨指示して郵
送されなければならない。

各クラブは，少なくともＩ祭を投じる権利
を有する。祇前の７月１日魂在の会貝数に基
づき，名誉会員を除く会貝数50名を超えるク
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存任期中その委貝を務めるものとする。

以上の規定により委員会委員となる資格を

有するものは，委員になることを受諾するか

または拒絶するかの選択樵を有するものとす

る。

委員およびその補欠者にMMする前記の規定

に定められていない場合の委員の欠員につい

ては，理事会がその欠貝を補充する委員を任

命するものとし，その委員は，なるべく欠貝

を生じたそのゾーンまたは地域内のクラブか

ら任命されるものとする。

（c）手続。事務総長は，前記の規定に従っ

て委貝会委員となった者を理事会およびクラ

ブにj蛾Ⅱしなければならない。

委員会を開いたときは，委貝の中から委員

長を選挙しなければならない。

事務総長は，会長の指名に関し委員会に提

案をしてその辮議を仰ぐことを希望するクラ

ブがあれば，その提出をするようにクラブを

促す告示をするか，または委員会の名でそれ

を告示させなければならない。捷案は，理事

会の定めた書式によって,事務総長を通じて，

９Ｈ１ロまでに，指塙委貝会に提(1)きれるも

のとする。クラブは，理{事会の定めた手続と

準備の下に，希望すれば，事務総長または地

区ガバナーから書式を入手できる。

（｡）委員会による指名。委員会は，会長の

臓務に当たるべき人物として求め得る職適任
のロータリアンを指名する責任のあることを

考えて，会長職につくべきノミニーを選ぶも

のとし，そして，本人がその指譜を受諾した

こと，および本人に就任の意思があり，また

就任が可能であることを確かめなければなら

ない。

委員会は，前記の目的のため，毎年10月１

１Jまでに，理事会の定める時と場所において

開かれるものとする。

委貝会の委貝12名をもって定足数とする。

委員会のすべての議事の処理は多数決による

ものとする。但し，委員会の行う会長ノミニ

ーの選定については，委貝会委員のうち，少

なくとも９名の投票がそのノミニーを支持す

る票であることを要するものとする。

１９４ 

委員会の会議で選ばれた会長ノミニーが，

何らかの理由で就任することができなくなっ

た場合，または会長に辞表を礎Ｍ１した場合に

は，以後そのノミニーを本人の指名にかかわ

る年度の会長に指名または選挙することがで

きないものとする。会長はこれを委風会の委

貝長に通知するものとし，委員会は被選資格

を有する他のロータリアンを会長ノミニーと

して選出しなければならない。委員会は，前

記の10月１日までに|)Mかれる会議で，このよ

うな不測の事態が生じた場合に備えて，委員

長に，委員会に代わり，直ちに必要な場合の

郵便もしくは電信による投票，または会長が

理劉；b会に代わって定める時と場所における緊

急委員会の開催など，このような事態に対･応

する的碓な措遜をとる権限を与える決定を行

うものとする。委員会があらかじめ取り決め

ておかなかったような不測の事態が生じた場

合には，理事会が，会長ノミニーの選出につ

いて委員会のとるべき描祇を決定するものと

する。

に）委員会の報告。クラブ宛の委員会報告

は，委員会の会議後10日以内に，委員長から

事務総長に証明されなければならない。事務

総長はこの報告を受けてから１０日以1ﾉﾘに，そ

の写しを各クラブに郵送しなければならな

い。委員会は，会合後，本節(c)項の下に定め

られているように委貝会に正式に推臆された

全候補者の氏潟のリストを燕111；総長に譜式証

高するものとする。

（f）クラブによる指名。

（１）掲名委員会によって行われる指名のほ

かに，次のような方法で追加指名することが

できる：

（i）１２月１日またはそれ以前に，いずれの

クラブも，その例会において正式に採択され

た決議によって，先に会長指名委員会に会長

候補者として瀞議されるために正式に推薦さ

れた適格のロータリアンの氏名を事務総長に

，MIL出できる。このような決議には，被推薦ロ

一タリアンが自己の氏名をクラブの承認を得

ろためにクラブに提出されてもよい旨したた

めた譜而を添付しなければならない
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できるだけ早く，緊急委員会か，または定例

の委貝会において行わなければならない。も

しこのような会議を開くことができない場合

は，郵便または電信による投票によって選出
を行うことができる。

このような空位が生じた場合において，指

名委貝会が既に本節(d)項に従って会長ノミニ

ーを選出しており，（e)頓に従って事務総長に

対してこれを証明していたときは,委員会は，

その裁溌によって，その既選出のノミニーの

承諾を得たうえ，そのノミニーを次の７月１

日に始まる年度の会長ノミニーとして指名す

ることができる。この場合には，指名委員会

はもう１名の会長ノミニーを選１１１)して，次の

国際大会における選挙に付きなければならな

い。この会長ノミニーは，選挙された年の次

の暦年の７月１１Jに会長の任につくものとす
る。

会長エレクトに生じた空位を補充するため

の指名手続は会長によって決定されるものと

し，その手続には，各クラブに送付すべき委

貝会の報告およびクラブによる指名に関する

規定が含まれていることを要する。このよう
な規定は，時間的に可能な限り，本節(e)項お

よび(f)項に従ったものでなければならない。

もしも空位の生じた時期が国際大会に近過ぎ

て，大会に先立ち，全クラブに郵送すべき委

貝会の報告およびクラブによる指名を行うた

めに必要な時間的余裕がない場合は，事務総

長は可能な範囲内で委貝会の報告に関する通

知を行うものとし，また国際大会の議場にお

けるクラブ代議員による指名が許されるもの
とする。

会長エレクトが就任するはずであった７月

１１１の直前の国|祭大会の終了後，その７月１

Ⅱまでのあいだに会長エレクトに空位力塑'三じ

た場合は，その７月１１１に会長の地位が空位

になっているものとみなして，その空位を本

納l1U第５条第４節に従って補充するものとす
る。

以_'二に規定されていない不illlの事態が)堕こ

った場合は，とるべき手続を会長が決定する
ものとする。
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（ii）１２月１日頑後に，割子務総長は，このよ

うに推薦された１人または数人の追加候補者

の氏名をクラブに通知し，このような迫力11候

補者を支持したいクラブが使う書式を提供す
るものとする；

（in会長指名委員会が開かれた年のl2jll

E1までに，どのクラブも追加候補者を推聴し

なかった場合，会長は，指名委輿会選出のノ

ミニーを会長ノミニーと宣言するものとす
る；

（iv）１月15日の時点において，このような

追加候揃者が，前年の７月１日現在Ｒ､Lに加
盟しているクラブの少なくとも１パーセント

の支持を受けていなければ，会長は，指名委

員会選出のノミニーを会長ノミニーと宣言す
るものとする；

（v）１月15日の時点において，このような

造ﾉﾘ１１候補者が，前年７月１日現在Ｒエに川MIA
しているクラブの少なくとも１パーセントの

支持を受けたなら，このような１名もしくは

数名の追加候補者および指名委貝会ノミニー

は，（i)項の規定に従って投票に付されるもの
とする。

（２）前述の，指名委員会が改めて会長ノミ

ニーを選M几なければならないような事態が

生じた場合には，クラブは，国際ロータリー

理事会の決定により，指名委員会の指欄する
ノミニーのほかに会長ノミニーを選ぶための

期間としてできる限り十分な日数が与えられ

るものとし，前記のクラブの行う指名につい

ては，書類の提出期限に関するものを除き，

本節(f)項の規定に従うものとする。

（３）本節(f)項の前述の規定に定められてい

ないような不測の事態が生じた場合には，理

事会が委員会のとるべき辮証を決定するもの
とする。

（９）会長エレクトの空位。会長エレクトが

選挙されたときからその次の国際大会が終わ

るまでのあいだに会長エレクトに空位を生じ

た場合は，会長指名委員会は，その任務のほ

かに，かかる会長エレクトが会及を務めるは

ずであったロータリー年度の会長ノミニーを
選出しなければならない｡このような選出は，
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（h）国際大会への指名の提出｡凱醗総長は，

(i)項に規定されているように郵便投票が行わ

れない場合，次の歴年の７月１日に始まる年

度を任期とする会長の候衲者として，会長指

名委員会によって正式に指堵された者の氏名

を，選挙のため，国際大会に提出しなければ

ならない。

会長エレクトに空位を生じた場合におい

て，もし可能であれば，事務総長は，当該大

会腐後の７月１日に始まる年度を任期とする

会長の候補者として，会長指名委貝会が正式

に指名した者の氏名およびクラブが正式に指

名した者の氏名を，選挙のため，国際大会に

提出しなければならない。鞭惰により必要な

場令は，前掲(9)項の定めるところにより，指

名は，国際大会の議場におけるクラブ代議貝

によって行うことができる。

（i）郵便投票。会長選挙が，（f)項で規定さ

れるように郵便投票で行われることになった

場合，その手続は次のように行われ為。

会長は,投票用紙の準Mliを監督するために，

また，クラブの行った投票を受理し，これを

数えるために選挙管理委員会を設極するもの

とする。

選挙管理委貝会は投票用紙…単一移譲式投

梁による場合には，その様式の投票用紙を準

備する。指名委員会選１１１の候補者の氏瀦に次

いで，他の候補者の氏名をアルファベット順

に投票用紙に列記する。指名委貝会選ｌｌｌの候

補者の氏名には，指名委員会選出と投票用紙

に明記する。

選挙慣製委貝会は，投架用紙に写真と履歴

書を添えて，次の２月15Ｈまでに，各クラブ

に郵送させるように手配しなければならな

い。この投票用紙は，投票を記入して４月１５

１:1までに中央事務局内の選挙管理委貝会に必

着するよう返送されなければならない旨指示

して郵送されなければならない。

各クラブは，少なくとも１票を投じる権利

を有する。直前の７月１日現在の会貝数に基

づき，名誉会風を除く会貝数が50名を超える

クラブは，５０名ごとに］票，端数が26名以上

の場合,さらに１票を投じる権利を有する。
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４月20日までに，選挙管冒理委員会は，会長

の招集によって会長の決定する時と場所に会

合し，投票用紙を瀞在し，これを数え，そし

てその投票の結果の報告を，その後５日以内

に顛務総長に対して諜式証言しなければなら

ない。

必要であれば，第２選択票および第３以下

の選択蕊をすべて算入したうえで，過半数の

投票を独得した催ﾈili者が会長エレクトとして

公表されるものとする。

会長は，４月251]までに会長エレクトの氏

名を発表しなければならない。

股高得票が同数となり，同数となった候補

者の1人が指名委員会選出の人であった場

合,この人が会長エレクトとして公表される。

いずれも指名委員会選出の候補者でない場合

は，理襲全力、同数となった候補者の１人を

会長エレクトに選ぶものとする。

理事の指名

鱸第３節理事の指名

（識）理j4fFの指名は，以下に定めるところに

より，ゾーン，地理的集団または地域によっ

てこれを行う：

（１）米国，カナダ，バミューダおよびプエ

ルトリコ。米国，カナダ，バミューダおよび

プエルトリコからの理鯲の選出は，ゾーン別

に行うものとする。米国，カナダ；バミュー

ダおよびプエルトリコからの〕gH事|旋補者推薦

の目的のため，および本細則に特に定められ

ているその他の目的のため，１から12までの

番号を付した12のゾーンが設けられるものと

し，そのうち，一つのゾーンはカナダのクラ

ブから成り，１１のゾーンは，米国，バミュー

ダおよびプエルトリコ内のクラブから成るも

のとする。各ゾーンとも，できる限り相隣接

する国際ロータリー地区の集団内のクラブを

もって織成されるものとし，また，米国，バ

ミューダおよびプエルトリコ内のクラブから

成る11のゾーンについては，それぞれのゾー

ンの選挙人の数がほぼ等しくなるようにしな

`1989年規定稀瀧会において改正。
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仮ﾈlli譜の指潴を行う躯ﾄ１１をクラブに通知しな

ければならない。

（２）グレート・ブリテンおよびアイルラン

ド。各偶数年ごとに，グレート・ブリテンお

よびアイルランド内国際ロータリー大会にお

いて，グレートプリテンおよびアイルラン

ド内のクラブ会員からMiiの理小が指名され

るものとする。このノミニーの氏名は，グレ

ート・ブリテンおよびアイルランド内国際ロ

ータリーの粋』ＩＦによって蛎務総優に正式にIiili

明きれなければならない。このようなノミニ

ーが選挙される絢洛を喪失した場合は、グレ

ート・プリテンおよびアイルランド内のクラ

ブからの選挙人は，圃際大会においてそのた

めに開かれた会合で，多数決によって，当該

地理的集団からの理２１１:ノミニーを進|｣Ｉするも

のとする。

（３）ヨーロッパ大陸，アフリカおよび東地

中海地域。ヨーロッパ大陸，アフリカおよび

束地中海地域からの理鞭ノミニーの選出は，

ゾーン別に行うものとする。この地域内のク

ラブから理到i候補者を推薦する[:|的および本

細則に特に定められているその他の目的のた

めに，１から６までの六つのゾーンを設ける。

各ゾーンは，笑行可能な限りこの地域の相隣

接する国際ロータリーの地区の柴闘内のクラ

ブから成るものとし，そのほかにＪＨＬ本会の決

定する無地[Ｘクラブを含むものとする。アジ

アに所在する地区およびクラブで，管理上の

目的からヨーロッパ大陸，アフリカおよび來

地rl1海地域に含められているものは，理事候

補将推薦の１－|的から，これをヨーロッパ大陸，

アフリカおよび:１１〔地'１１海地域に含めるものと

する。

ゾーン１から５までは，ヨーロッパ大陸１

京地''１海地域およびサハラ以北のアフリカに

よって織成される。ゾーン６は，サハラ以南

のアフリカの全クラブによって,榊成されるも

のとする。

理輿j7会はこの地域内の各ゾーンを織成する

地|丞および無地区クラブのリストを決定しな

ければならない。理事会は毎年このリストを

地腫内の全クラブに発表しなければならな
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ければならない。

理辨会は，米国，カナダ，バミューダおよ

びプエルトリコの各ゾーンを構成する地区の

リストを決定しなければならない｡理事会は，

前記のリストを，毎年，米国，カナ久バミ

ューダおよびプエルトリコ内のすべてのクラ

ブに公表すべきものとすみ。理鋼会が前記の

ようにして決定し公表したゾーンの編成は，

その次の会計年度の国際大会において選挙さ

れる鬮際ロータリー型IITの候補潜:脂名につき

その効力を有するものとする。各偶数年に，

三つの奇数番号のゾーンのそれぞれから１名

ずつの:理事仮:ﾄﾞ11i糟を指名するものとし，これ

を，ある偶数年にはゾーン１，ゾーン３およ

びゾーン５が,その次の偶数年にはゾーン７，

ゾーン９およびゾーン11が，というようにか

わるがわる行う。名寄数年には，三つの偶数

番号のゾーンのそれぞれから1名ずつの理'111

(職Ili者を指名するものとし，これを，ある711

数年にはゾーン２，ゾーン４およびゾーン６

で，その次の奇数年にはゾーン８，ゾーン１０

およびゾーン12,というようにかわるがわる

行う。

カナダのクラブの柵成しているゾーンから

の理蛎ノミニーの選出は，集iill別に，かわる

がわるこれを行うものとする。理劉Y:候補者碓

臓の１１的のために，そしてこのⅡ的のために

のみ，カナダ内のクラブは，理鞭会の決定す

る三つの集団に分けられ，このように決定さ

れた』|&団は，その次の会計年度のlIil際大会に

おいて選挙される国際ロータリー〕蘂|矛の候袖

者の指名につきその効力を有するものとす

る。馴駆会は，カナダのクラブから成るゾー

ンの旦幽ｆが選挙される年の前の会,汁年度に，

カナダの各集団を構成するクラブのリストを

決定し，翌年の|:H1際大会で選挙される理劉１の

候袖者の指名を行う集111を指定するものとす

る。

カヅーダのクラブから成るゾーンの哩蛎が選

挙される年の前の年に，理事会は，カナダ内

のすべてのクラブに，カナダの折躯|J1を榊成

するクラブのリストを公表し，また，次の会

計年度の国際大会において選挙される理率の
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い。理事会が前記のようにして決定し公表し

たゾーンの構成は，次の会,i1.年度の阿際大会

において選挙される国際ロータリー理事の''１

名につきその効力を有するものとする。

毎年，Ｉ橘のＨＭｉが，稀サlIljiに輪講でゾー

ンｌからゾーン５までのクラブ会11の中から

指名される。さらに，1987年と以後８年|｣ご

と（奇数年）に，ゾーン６のクラブ会風の''１

から１名の理事が指名されるものとする。

（４）アジア。アジアからの哩幽ネノミニーの

選出は，ゾーン別に行うものとする。アジア

のクラブから理事候補者を推薦する1J的およ

び本細則に特に定められているその他の｢]的

のために，１から４までのﾈｶﾞ:号を付した四つ

のゾーンをi投げる。各ゾーンは，できる限り

相隣接した圃際ロータリー地区の災川内のク

ラブで織成され，また理聯会の定める無地区

クラブを含むものとする。アジアにある地区

およびクラブで，特製上のＭ的からヨーロッ

パ大陸，アフリカおよび]M〔地'|｣海地域に含め

られているものは,班事候補者推臓の目的上，

これをアジアのゾーンに含めず，ヨーロッパ

大陸，アフリカおよび東地''１海地域のゾーン

に含めるものとすゐ。日本irill印のクラブを含

む詩地区は，ゾーンｌまたはゾーン３に細人

理小会がiii紐のようにして決定し、公表した

ゾーンの編成は，次の会計年度の国際大会に

おいて選挙されるllil際ロータリー理聯の候#ｌＩｉ

渚指名につきその効力を有するものとする。

ｲｨﾒ年，アジア内のクラブの会員の１１１から１

狢の理事が指名されるものとし,その指名は，

各ゾーンが，番号順に，かわるがわる行うも

のとする。

（５）イベロ・アメリカ。イベロ・アメリカ

かIP,の理〕|イノミニーの選出は，ゾーン別に行

うものとする。イベロ・アメリカは南米，’１１

米，メキシコ，およびプエルトリコを除くｱ

ﾝﾃｨﾙ調&を含むものと-1-る｡

イペロ・アメリカ内のクラブからの理事lljii

補渦を椎職するＩTl的および本細則にＩ博に定め

ら｜'しているその他のⅢ的のためにイベロ・ア

メリカをｌから５までの番号を付した五つの

ゾーンに分けるものとする。各ソーンは，で

きる限りIl1j隣接する圃際ロータリー地区の集

ﾄ１１１ﾉlのクラブから成るものとし，そのほかに

迎小会の決定する無地区クラブを含むものと

する。各ゾーンは，各ゾーン内クラブから出

る選挙人の数がほぼ同じになるように織成さ

れるものとする。ブラジル[i;|内のクラブを含

むｉｆ地区は，ゾーン２またはゾーン４に編入

されるものとする。

ｊＵＭ－１Ｆ会は，イベロ・アメリカ内の各ゾーン

をlili成する地区および無地|Ｘクラブのリスト

を決定しなければならない。

毎年，ｎW１$会は，上述の地|丞のリストをイ

ベロ・アメリカ内の全クラブに発表しなけれ

ばならない`，馳半会によって上述のように決

定ざれ発表されたゾーンの編成は，次の会計

年庇の国際大会において選挙される[iil係ロー

タリー理〕|;の脂橘に1％しその効力をｲ｢するも

のとする。

ｲﾘﾙ年，行ゾーンが番号順に輪番で，1名の

理:'１#を，イベロ・アメリカ内のクラブの会jXI

ll1から指鋼するものとする。

（６）オーストラリア，ニュージーランド，

および他のいずれの地域にも属さない土地。

オーストラリア，ニュージーランド，および

他のいずれの地域にも属さない土地に所在す

されるものとする。 ゾーン４は、郷国とブイ

リピンのクラブを含む地区，さらに、理小会

の決めた他の地区から成るものとする．

ゾーン４のクラブ窒貝からの〕gHrlﾈノミニー

の選出は輪番とする。ゾーン内のクラブかＩＢＪ

]gHf:ｊｊＦ候初Ｉｉ者を推薦するために、また，本細''１１

に｛緋に規定されている他のＭ的のために，ゾ

－ン４を三つのセクションに分けるものとす

る。すなわちセクション１と２と３である。

セクション１は，IlijM刺のクラブから成るも②

とする。セクション２は，フィリピンのクラ

ﾌﾞから成るものとする。セクション３は､ゾ

一ン４の典I)のllilのクラブから成るものとす

る。:理駅は，セクション１，２，３のlIlFi薪で

セクション別にゾーン内のクラブ会11から1冊

名されるものとする。

理事会は，アジアの各ゾーンをIMi戒する地

区および無地区クラブのリストを決定する。

１９８ 
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で，この規定により，アデイショナルＬＭＦを

指名する１劃（１力lIilまたは数力111）あるいは

地区（１地区または数地区）を決定してその

指定をしなければならない。

（b）指名委員会手続による理事ノミニーの

選出。jIll4iノミニーの選出は，グレート・ブ

リテンおよびアイルランドを除き，指塙委貝

会手続によって行われるものとする。

璽躯ノミニー捕潴委貝会は７名の委貝から

､構成されるものとする。各委貝は，当該ゾー

ン，地理的災N1または地域内の会員で，バス

ト・ガバナーでなければならない。委阿は1

年の任jU1をもって選挙されるものと－１１~る。会

長，会長エレクト，および元会長はいずれも

この指名委しI会の委貝となる資j悟はないもの

とする。理Miもﾌﾟﾛ理事も，理事指名姿１１会の

委員となることはできない。この委員を２１１１１

務めたロータリアンは，以後さらにこの委只

を務めることはできない。各委員はそれぞれ

ｌ票の投票樅をﾉ(｢するものとする。

指滴委11会委１１１腱補蒋を推態するために，

鯉ﾂﾞ1会は，ゾーン，地jgWI,集団または地域が

理駆ノミニーを選川すべき会計年度の前の会

計年度の第１１１１１会合において，当該ゾーン，

地理的菓剛または地域を七つの区域に等分し

てこれを指定しなければならない。理蛎会の

決定する腫域は，ゾーン，地理的集団または

地域から選ばれる黍liが，数年1111の｣U]１Ｍ]を通

してほぼ均等にそのゾーン，地理的災ＩＪＩまた

は地jnWjの衿部分に1Wd分されるようにするた

め，ゾーン，地理的』Ｉｉｌｉｌｌまたは地域1ﾉﾘのクラ

ブの選挙人の数をおおよそ７等分にするため

に毎年変更することができる。このようにし

て指定された各区域内のクラブは．lおの委
員を選挙するものとする。

このような年度の９月15ｐまでに，事務総

健はそのゾーン，」山理的集団または地域内の

クラブに，Ｊｌｌ１ｊｊｉ会によって定められた猯潴委

li1会委』↓のiIid分をjm告し，以下定められてい

るような黍11会委ﾑﾙ候補者推薦の方法につい

てクラブに迦(!Ｌなければならない。

指名委乢会委11は，ゾーン，地理的楽団ま

たは地域のクラブによって，郵便投票によっ
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るクラブからの理事ノミニーの選出は，ゾー

ン別に行うものとする。この地域内のクラブ

から理馴測腱補者を推薦するＩＩ的おJ:ぴ本細l1U

に特に定められているその他のⅡ的のため

に，ｌから２までの番号を付した二つのゾー

ンを設けるものとする。各ゾーンは，実行可

能な限り，相隣接する国際ロータリー地区の

架団内のクラブから成るものとし，そのほか

に理1$会の決定する無地区クラブを含むもの

とする。オーストラリア内のクラブを含む各

地ばは，ゾーン１に編入されるものとする。

ニュージーランドのクラブを含む行地１選はゾ

ーン２に細人されるものとする。

塊1$会は，この地域のゾーンから型１１１Fが選

挙される会計年度の前の年度に，この地域内

の各ゾーンを織成する地区および無地区クラ

ブのリストを決定し，この地域|Alの全クラブ

に発表しなければならない。迎小会によって

このように決定され発表されたゾーンは，次

の奇数年のＩｌｉｌ際大会において選挙される国際

ロータリー理事の指名に関しその効力をｲj､す
るものとする。

1987年より８年L|ごとに当たる年を除いて

朴奇数年ごとに１名の理事がこの地域内のク

ラブの会員の１１から指名されるものとし、次

のゾーン順で指名されるものとする：ゾーン

１，ソーン２，ゾーン１，ナシ。

（７）前記地域の一つからのアディショナル

理醐。以上のように定められたlJ1際ロータリ

ーjj1ILﾘﾄﾞの指潴のほかに，毎年，上述地域のう

ち理ﾘﾎﾞ会の指定するｌ地域から，１滴のアデ

イショナル｣1M難を指名するものとし，この理

蕊ノミニーの指名は，指定された地域からの

型lL11ネノミニーの選出に関して本節で定めた手

続に従って行われるものとする。

理ﾘﾎﾟ会は，少なくとも５年ごとに，ロータ

リー・クラブの地理』的分布状態その他への配

噸とともに，クラブの数の１１１勢およびある地

域における特殊な増勢も考臓に入れて，〕I脾Ｉネ

会のメンバーの各地域へのiWd分について検討

すべきものとし，その検討に雑づき，理11Ｆを

指名する各地域ができる限り公平にその代表
を理４１F会に出すこととなるようにする考え
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て選挙されるものとする。111分のゾーン，地

理的集団または地域から理事指渦委瓜会委、

候補者を推薦しようとするクラブは，理聯が

国際大会で選挙される会計年度の前の会,i１．年

度の12月31日までに，そのクラブの例会で採

択された，その候補者を猯名するクラブ決識

（クラブ幹事によって正式に証明されている）

を訓辮総長のもとに提出することによってこ

れを行うことができる。この決雛には，Ｉ１ｋ１Ｍｊ

されたロータリアンが任務につく湫肥Aがあ

り，就柾が可能であるということを本人がし

たためた瞥面，理J1ﾈ会が定めた様式に緑１１mの

り1紬を記入したものおよび妓近の7j:浜を添ｲＩ

することを要する。

前記12月3]日において，刈蛎総艮がJ21L1i会

の決定したある区域から正式に椎jjMjされた111

該ゾーン，地理的集111または地域のj1lLl$脂掲

委貝会委員の候補者として、１鍋の氏鵜のみ

を受理していたときは，会艮は，できる限り

速やかに，当該颪候補者をその推聴区域からの

指名委員会委員とすることを公表するものと

する。

前記12月31日において，事務総腿が型IＰＩＦ会

の決定したある区域から正式に樅)Mjされた１１

該ゾーン，地理的鷆団または地域の理:１$|滞

委興会委員の候補者として，２名以｣二の氏紺

を受理していたときは，ｚｌｲ務総]量は，３ｊｊｌ

ｌ]までに投票用紙（単一移溌式が適川される

場合にはその様式による投粟川紙）を作成し

て，関係区域のクラブに郵送しなければなら

ない`，その投票ju紙には，ｚ１聯総瀝が，）Mjiiil
１２)1311｣において、当該|天城のクラブから愛

理しているすべての11言式に推聴された候補･荷

の氏名を列記するものとする（ＩｊＬ，前鼬１２
）131F1までに、候補者が，「１分の氏籍を投頚

ない。前記以外の用繊，資料またはパンフレ

ットや選挙nmLIEUのためのものは，一切認めら

れない。候補者あるいは候補者のために他人

が，国1膿ロータリーから配Pihrきれる写真およ

びIiji歴書以外のパンフレット，印刷物または

諜状を，ゾーン，地理的集団または地域のク

ラブもしくは会員に，藺己布したり，回覧させ

たりしてはならないものとする。

投架については，各クラブは１月末日現在

のクラブ会員数に基づき，その会貝（但し満

櫛会11を除く）数50名ごとに１票またはその

端数が26籍以上の場合はさらに１衆を投じる

椛利をもつものとする。但し杵クラブは少な

くとも１蕊を投じる権利を有するものとす

る。会長は，少なくとも３名の理辨会のメン

バーから成る選挙管理委員会を任命するもの

とし,そのiljの1名または数名は当該ゾーン，

地理的集団および地域から出ている理事でな

ければならない。但しこれらの理事が任務遂

行不能または資格喪失の場合はこの限りでは

ない。

クラブの投票を表示した投票用紙は，中央

辮務Xi内の選挙管:座委員会宛に送られること

を要し，次の４１１１５日までに同委員会に到達

しなければならない。選挙管理委員会は，６

１１１１１までに投票用紙を審査し，これを数え

て，投螺の結果を事務総長にi齢Ⅱしなければ

ならない。

投系の結果を決定するについては，選挙管

ｊＩｌｌ鱈11会は，JIl駆会が定めた指名黍ｆ↓全姿風

の１１８１分を実現するため投票用紙を各区域別に

数えなければならない。そうして，各|え域の

投票において岐高の票を得た候補者が委貝会

委貝として公表されるものとする。２番目に

多い醗数を得た候補者がその同じ投票で選ば

れた委只の補欠として公表されるものとす

る。袖欠委員は，自分がその補欠として選挙

された委貝がその任務を務めることができな

いか任務につくことを拒否した場合にのみ，

用紙から除外することを要請するfIFIHiを1#秘

総長の手元に提出した場合，その候補満を１族

〈）。

各投票用紙には，それに記された梯候補満

の写真と履歴書が添付されなければならな

い。そしてその履歴譜は記!隣甑項がiHii-で，

理事会が定めた書式に記入して提供された資

料に基づいてつくられたものでなければなら

２００ 

,任務につくものとする。

委此会委貝の欠員の場合は，：恩鄭:会が，そ

の久｣↓を埋めるための委員を任命するものと

する。この場合の委貰は，欠輿の生じたゾー
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委瓜会は，当該ゾーン，地理的災団または

地域内のクラブの会11で，当該ゾーン，地理

的災IV1または地域内のクラブからその氏發が

ン，地理的』冬剛または地域内の区域と17.上隆

域内のクラブから優先的に任命されるものと

する。

票決に当たって，前述のｲｴ頓(b)の規定に定

められていない不測の鞭態が発生した場合，

:理事会が，従うべき手続を決定するものとす

る。

ゾーン，地理的集団または地域から｣qMiか

指墹される会計年度のiMiの会i;１年度の６)１１

日までに，型|駆会は委員会委輿の１１ｺから脂調

委員会の招集者を指名しなければならない。

そして次の１０)１１日から1511までのあいだに

委貝会の会合を開くべき場所を指定しなけれ

ばならない。委只会はその会合の際委ｊｊの1

人を議長に選ばなければならない。

７月1511までに，事務総及は当該ゾーン，

地理的集団または地域のクラブに指澗委乢会

の髄成について報告しなければならない。そ

して，委員会の潟において，そのゾーン，地

理的集団または地域内のクラブに対して，も

し欲するならばそのゾーン，地理的架１１１また

は地域からの理率指名に|則してクラブとして

の提案を委Ｊ１会の審議に付すために提出する

ことを勧誘する通知を発しあるいは発せしめ

るよう手配しなければならない｡この提案は，

理事会が定めたiIｷﾞ式を川いて指名委瓜会に礎

出されなければならない。そしてその提案,1$

には,これを提出するクラブが適切と考える，

候補者のロータリーその他における活動に１Ｍ

するあらゆる浅科および岐近の写真を念’>な

ければならない。理事会が定める替式には，

提案書の送付先である招災者の住所を記jlijiし

なければならない。前記の提案の審議を艇け

るためには，その提案諜が９）]15日までに招

集者気付脂名委員会に到達することを要す

る。

委員会は，翌10月ＩＩｊに，靴聯会によって定

められる時と場Diにおいて会合するものとす

る。委輿５堵をもって定足数とする。識Ｊ１下は

すべて多数決によって決する。但し，黍11会

の理事ノミニーの選出に限り，少なくとも５

名の委員がそのノミニーに憐成票を投じるこ

とが必要で．ある。

提ｌＩ{さＪ１した人の'１１から埋躯ノミニーを選出す

るものとする。このように提出された氏名が

3名未iiMiの場合,理蛎指名委員会は，ゾーン､

地理的災Ｍ１または地域の他の適絡のローダ'ノ

アンも避醤対･象として稀識することができ

る。もしも，ゾーン，地理的集１．１１もしくは地

域の1lx域が理事会によって理鋼指満候補者

推薦の１１的のために脂定されていた場合に

は，遇ｌｌｌされる理1ボノミニーは，当i談区域内

クラブの会輿であることを要する。猯名委貝

会の委瓜または補欠委災は，どちらも委員会

によって理蕊に指櫓される資格を認められて

いない。黍11会は，求め得る最も有能な人の

指名を炎靭iLする黄ｲ1ｺを鮒に141党していなけれ

ばならない。

ゾーン，地理的柴剛または地域からの理事

選出にIjUする委貝会の糀告は，委１１会会合後

1011以|ﾉﾘに蕊務総長に｜＆ｌｌＬなければならな

い。ｌｌｌｌｌｐまでに、！';勝総長はゾーン，地

:埋的架団または地域内の全クラブに指洛委員

会の選出を通告しなければならない。

もしも何らかのjml1lIによって委１１会の会合

において選出されたH11I1i:ノミニーが柾につく

ことができない場合は，委貝会は郵便投票，

電信または緊急委員会の開催のいずれかによ

って理事ノミニーをもう１名選出しなければ

ならない。このような緊急の場合に対処する

具体的な手続は，１０)1に開かれる委只会の会

合において決定されるものとする。委貝会が

予測していないような緊急事態が発生した場

合は，JIL1i会は，婆｣↓会が型|劉孟ノミニー選出

に際してとるべき手統を決定しなければなら

ない。

指堵委１１会が行った選出に加えて，そのゾ

ーン，地jH1的集団または地域内のクラブは，

そのゾーン，地埋的雄同|または地域からの理

副剥庚illi薪として，既に指名委員会に対して正

式に提案されている者を推薦することができ

る。これを行うには，そのクラブの例会にお

いて採り《された，その峡ﾈﾙ肴の11蒲にUMする

２０１ 
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クラブ決議を12)１１１．１までに到轆総瞳に提出

することを要する。この決議には↑（f務につ

く意思があり，その川戯があるという被推薦

ロータリアンのiIl:面にJ:る意思表ﾅﾊﾞ，経歴の

明細（｣11'111ﾈ会が定めた１１$式に記人）および職

近の鯵其の添付を必要とする。もしも，迎事

に指調される候補者推Ⅲ`の目的のために，そ

のゾーン、地理的↓|&'１１または地域の''１の１区

域をj111.'１ｆ会が指定していた場合には，符候補

者はその指定された区域内にあるクラブの会

員であることを要する。

もし前記の12｝１１１１に，そのゾーン，地理

的柴１１１または地域内のどのクラブか１１ｺも以上

のような推薦を事務総催が受け取っていなか

った場合には，会長は12月15日までに，指名

委貝会が選んだノミニーをそのゾーン，地理

的架Ｉ11または地域からの.L1Il事ノミニーとして

公表するものとする。前記12月１１１までに，

事務総健が，ゾーン，地理的集団または地域

内の一つもしくは二つ以上のクラブから１人

または２人以上の追川1腋ﾄﾞlli者の椎Ⅲ#を受理し

た場合、この挑戦者である候補軒と指名委員

の発濯後。クラブが推薦した桃１Mh着である全

候補精の氏名をiiuiIijiするものとする。指籍委

１１会選出の鐡候ifili瀞の氏名に次いで，他の候補

稀の氏名をアルファベットｌｌｍに投票用紙に列

肥する｡指名委只会選出の候補譜の氏名には，

編塙委員会選Ｍ１と投票用紙に明記するものと

する。

遊学管理姿｣』会は，投票ｊＭ紙に写真と臓雁

,lﾄﾞを添えて，次のl2H31Hまでに，当該ゾー

ン，地理的染剛および地域内の各クラブ宛に

郵送させるように手配しなければならない。

この投票用紙は，投祭を記入して２月15日ま

でにＩｌ１央事務ﾊj内の選挙管邸委11会に必讃す

るよう返送されなければならない篇の指図と

ともに郵送されなければならない。

符クラブは，少なくとも１票を投じる権利

をｲ丁するものとする。直前の７)」１１｣現在の

会Li数に基づき，名誉会員を除く会員数50堵

を超えるクラブは，５０名ごとに］票またはそ

の端数が26名以上の場合は，さらに］票を投

じる権利を,けす為ものとする。

２ｊｌ２０１１までに，選挙管理委興会は、会長

の招集によって会長の決定する時と場所に会

合して，投票川紙を稀在し，これを数え，そ

してその投票の結来の報告を，その後５Ⅱ以

1ﾉ｣に馴轤総長に対して証Iダルなければならな

い。

１１分の属するゾーン，地理的架団または地

域1ﾉlで投じられた蕊一必要な場合には第２

選.択禁および雛３以下の選択系をすべて算入

したうえで－の過半数を得たjgl對剥僕補者が

ノミニーとして公表されるものとする。

会長は３）11011までにこのような郵便投票

によって選ＩＨされた理事ノミニーの氏名を発

表しなければならない。

妓商得票がlil数で，再度の郵便投票を必要

と-ﾘｰる場合は，逃挙管理委只会は投票用紙の

flM)ｉＩｉを監督して，、邸ノミニー進'1}のための

鮪１次郵便投票で峨商得票を得た候補者達の

写ＪＩＬと履歴書を添付した投票川紙を，３月15

1Jまでに当該ゾーン，地理的災闘または地域

|ﾉlの各クラブに郵送させるよう手配しなけれ

ばならない。このような投票川紙は，記入の

会の選出した候補者の１１１から1名の理事ノミ

ニーを選ぶことは，本節(c)項に従って郷使投

票で行われるものとする。

（c）郵便投票。本節(1))項の規定によって，

ソーン，地理的集剛または地域からの哩事ノ

ミニーの選出が郵便投票によって行われる場

合は，その手続は次の通りとする：

会長は,投祭川紙の？'【ｉＩ)lliを鑑僻するために、

また，クラブの行った投票を受迎し，これを

数えるために選挙管埋委貝会を任命するもの

とする。この委貝会は，郵便投票によって理

事ノミニーの選'１１がｲ『われるゾーン，地理的

集ﾄ』または地域の投架に関してそのＩ:店務を行

うものとする。

選挙職;〕M1委員会は投票用紙（単一移鍍式投

票にJ:る勘合には，その様式の投粟川紙）お

よび，理Jji会によって定められたiIl:式に，推

麟クラブから提供された御僕補者にlRlする経

歴資料を公平に要約して記入したものを準備

する。投票j1j紙には，脂増委員会にIIZ式に推

聴された催i1ili者で，指名委貝会選(1)の催#||i者

２０２ 



ＩＨＩ際ロータリーlM11I1l１９条（３ｃ－８ｂ）

に:臘端されたことを証Iﾘjされたノミニーの氏

名をも，選挙のために岡際大会に提11｛しなけ

ればならない.

第６節選挙人

正規の信任状をｺｲj｢する代議、，黍･睡状によ

る代理満、および特別代議員が国際大会の選

挙体を柵成するものとし，これらを選挙人と

称す。

第７節選挙管理委員会

（a）卿|祭大会の都度会長は選挙人の巾から

選挙櫛:JI11委員会を任命しなければならない。

この委瓜会は，そのlIi11隙大会におけるすべて

の投螺のi1kｲ)||iを司るものとする。この委員会

は，会優の定める５斜以上の選挙人から成る

ものとする。

（b）本iWiiilllの定める定足数の出席した国際

大会の峨初の本会識において，会侭は役11の

指名および選挙を行う所定の場所，１１，およ

び時''１について選挙人の注意を促さなければ

ならない。

（c）選挙管理黍11余は，投票靴ＬＩ１ｌｌｉ，投票用

紙の配布，および投梁)11紙の計騨:を111斗Ｉする

ものとする。事務総優が全投票用紙印刷の責

任を負うものとする。

（｡）選挙鴬艮:埋委風会は，投票の結采を遅滞

なく大会に報告しなければならない。その報

告は黍t』会の過半数によって署名されなけれ

ばならない。委貝会委凡長は全投票ﾉﾛ紙を保

縛しなければならない`，委貝会の報併が採用

された後，委員会委しuj2は全投票)１１級を砿葉

しなければならない。１１｛し大会が別段の指図

を行った場合はその限りでない。

第８節役員の選挙

（a）稀選挙人はそれぞれ，次に示す通りの

投票樅を有する：会l量に対してｌ蕊；毎年3理

事選挙が行われるが，その理事ひとりひとり

に対してｌ票；各地区ガバナーに対して１

票；およびグレート・ブリテンおよびアイル

ランド|ﾉﾘ11;1際ロータリーの会長，liill会長およ

び名替会i汁のおのおのに対してｌ架。

（b）これらの役以の選挙は無記瀦投票によ

るものとし，３譜以ｋの候補者がある場合の

投票はlli-移譲式投醗の方法によあものとす

２０３ 

うえ，次の５月１日までに111火ﾖ蛎脇1ﾉﾘの選

挙管理委貝会に必着するよう返送されなけれ

ばならない旨の指図とともに郵送されなけれ

ばならない。選挙管理委瓜会は，５｝１５ト1ま

でに，会長の招集の下に，会長の決定すあ時

と場所において会合して，投票を霧在し，こ

れを数えて，その投票の結采の報告を，その

後５日以内に聯務総長に対してiil1E明しなけれ

ばならない。会長は，５）11(此1までに当該ゾ

ーン，地理的集団または地域lﾉﾘの全クラブに

対して，次の国際大会で選挙される，そのゾ

ーン，地理的災団または地域からの理蛎ノミ

ニーを通告しなければならない。

（｡）期間の延長。本節において，何らかの

措置をある｣0111までに完了しなければならな

い場合は，雛jﾈ会は，特別な１J:情によ')理耶

会が必要と認める限り，ゾーン，地理的４１８１Ｊ１

または地域のクラブに道H1する期日を変災で

きる権限を有するものとする。

に）国際大会へのノミ二一名の提出。１f筋

総長は，１１１際大会における選挙のために，そ

れぞれ所臓ゾーン，地理的災Ｍ１または地域に

よって，正規の手続によって理事職に指渦さ

れたノミニーの氏名および，,任期満了iii:iiiの

理事会によって正規の手続を経て理事WliIに掃

名されたノミニーがもしあればそのノミニー

の氏名も併せて，国際大会に提出しなければ

ならない。

第４節グレート・ブリテンおよびアイルラ

ンド内国際ロータリーの会長，副会

長，名誉会計の指名

グレート・ブリテンおよびアイルランド内

同|祭ロータリーの会長，hiU会長および籍樵会

I汁のノミニーは，グレート・ブリテンおよび

アイルランド内匠|際ロータリーの洲1111に従っ

て選ばれ，雛施され，そして指名されるもの

とする。

第５節国際大会への他のノミニー名の提出

Ｊ１予務総腿はまた，正規の手続によって地区

ガバナーJlMlに指名されたことを征明されたノ

ミニーの氏橘および，正規の手続によってグ

レート・ブリテンおよびアイルランド内lIil際

ロータリーの会長，１１Ⅲ会長および名;懲会i汁j1iMI



[玉|際ロータリー細Ｉｌリ９条（８ｂ－Ｉ２）

る。．但し、一つの役H3liに対してノミニーがた

だ１名の場合は，選挙人は，1-1頭による投梁

によって，事務総長に意思表示してそのノミ

ニーに対する選挙人の統一投薬を行うことが

できる。

（c）前述各役職ごとに投じられた蕊のう

ち，必要な場合には第２選択以下全選択投祭

をも計算に入れた後，過半数の蕊を得たノミ

ニーがそれぞれ当該役｣|脳の当選新と`１．i:iiされ

るものとする。

第９節

本条に縄げられている役jIMlの候櫛li澱または

'１|〔指名者は，すべて，名議会貝以ﾀﾄの，クラ

ブの暇疵なき会風であることを喪するもの

とし，また，いかなる地区のガバナー|腱Mi:勝

も，クラブの暇疵なき正会風，シニア・アク

チブ会員またはパストサービス会瓜でなけ

ればならないものとする。

第１０節

本条でいう米国には,プエルトリコを含み，

アンテイル諸島には，プエルトリコを含まな

いものとする。

第11節ロータリー職員

国際ロータリーもしくは地区またはロータ

リー・クラブの常勤，有給の]lMi風は，阿際ロ

ータリーの事務総長または財務長に遇準され

て就任する場合のほか,同際ロータリーの役

員となること，または，すべて逃挙によるこ

とを要する国際ロータリーの役】ＩＭＩにつくこと

を得ないものとする。

第12節選挙運動，投票依頼，当避を図るた

めの活動

いかなるロータリアンも，選挙によって任

命される国|祭ロータリアンの役jllmにつくため

に選挙運動，投票依頼，ＡＩ'１選を図るための禰

動を行ってはならないし。．代わりの人にこの

ような活動をさせてもならない：HIllf会がＩけ

に認めたもの以外に，パンフレット，印刷物

または轡状を，クラブまたはクラブ会風に、

ロータリアン自身あるいはロータリアンに代

わって配布もしくは回覧してはならない。催

iWi者が．自分に代わって，このような禁｣上さ

れている活動が実施されているのに気付いた
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なら，111[ちに，その関係者に非難の意を表明

し，このような活動を中止するよう指示しな

ければならない。

本節に違反している疑いがある，という申

し立ては，ロータリー・クラブまたは岡|祭ロ

ータリー現役員が書面で申し立てない限り，

考脳されないものとする。すべての申し立て

は，投票結采の発表後30日以内に証拠11$類を

添えて事務総長に提出するものとする。事務

総長は，これを委員会に付託し，検討させる

ものとする。委輿会は，会長がＨＩＬ４ｆ会の承認

を１Ｍ`て柾命し，迎事会の現在のメンバーを念

ま嫌いものとする。委員会の規換およびfmJU1

は，水細則第13条の規定にかかわりなく，会

瞳および理事会が適切と考える程度のものと

する。

委乢会，または，そのパネルは，証拠物件

を調べ，全ULl係者に，違反の疑いを確認また

は否認する機会を’えるものとする。すなわ

ち，申し立ての1凍述または打iMjの.機会として

である。その当事者が委員会に出頭するかど

うかは黍Ｌ１会（または，そのパネル）の裁肚

によって決められる。但し，候補者に聡116の

機会を与えることなく失格とされることはな

いものとする。調査完了後，委風会は，頂ち

に，その調森結果，結論，勧告を理率会に報

(Ｉ匙なければならない。

理蛎会は，委風会の報告を受理し，また，

ＪＩＩ１ｉ会の指示で委員会がさらに検ii几，１１{し

血てを却下するか、候補者を失格とするか，

または，班ﾘﾎﾞ会が公正かつ正当とみなす他の

ｲﾙ樋を柵じるものとする。候補糟を失格ざせ

ゐには３分の２の投票を必要とする。理事会

の決定は直ちに，全関係者に通知され’クラ

ブが次｣01悶際大会に提訴する以外，これを麺

すことはできない。本細則，第４条第２節の

蝋定にもかかわらず，このような提訴は，国

際大会開会の少なくとも５１ｺ前に事務総長に

正式に提出されなければならない。但し，理

iIﾈ会が。その日以降の提出期限を承認してし、

’暇疵なき会１１（"flmemberingoodstalldinK"〕

とい会1[等のiiT1111のない会１４をいう。



国際ロータリー細則９条（１２)，ｌ()条，１１条、１２条（１）

る場合はこの限りでない。第２節

被選役職に候補者を推薦するために使う所この地域』'1位の定款は，常に国際ロータリ
定の書式がある場合，このような書式には，－定款・細則の精神および規定に合致しなけ
`候補者が本節の規定を読み，理解し，受け入れぱならない。同際ロータリーの定款・細'1り
れ，同意したと署名するIlJ罰Mが含まれていとグレート・ブリテンおよびアイルランド内
なければならない。国際ロータリーの定款・細則には，Ｉ１Ｒ１際ロー

タリーの規定審議会または国際大会によって

承認された，地域単位の域内管理に関する特第10条管理上の集団
定の規定を含まなければならない。そして地

第１節域単位の域内管理は，この特定の規定に従っ
地区に編成されている地区において，クラて，この特定の規定の認める範囲内で執り行
ﾌﾞが地区ガバナーの直接監督の下に管理されわれるものとする”

第10条管理上の集団

第１節

地区に編成されている地区において，クラ

ブが地区ガバナーの直接監督の下に管理され

る場合は，理事会は理事会が必要かつ得策と
考える委員会，審議会またはその他のガバナ

ー補佐を認可することができる。
第２節

地理的に隣接する二つ以上の地区から成る

区域内のクラブについて，地区ガバナーの縛

理のほかに，他の管理方法を迎蛎会が追加設

定する場合は，理事会は，そのような縛理を

設定するに当たって，関係地区内クラブの同

意の下に灘割ilb会が適切と考えかつ'五1際大会の

承認を得た，それに関する手続規則を定めな
ければならない。

第３節

地域Rii位がその権限，Ｆ１的および機能を遂

行するについての域内1麺１１を規定する，グレ

ート・ブリテンおよびアイルランド内国|祭ロ

ータリー定款の規定は，圃際ロータリーの脱

走審議会または国Ｉ祭大会の承認を得たグレー

トブリテンおよびアイルランド内国際ロー

タリーの年次大会の決定によってのみ改正す

ることができる。域内篠埋に関する事項を除

き，国際ロータリーの規定審議会または国際

大会が国|簾ロータリー定款または細則を改正

したときは，グレートブリテンおよびアイ

ルランド内国|祭ロータリーの定款および細則

を国際ロータリー定款および細MUと一致させ

るために必要な改正は，グレート・ブリテン

およびアイルランド内国際ロータリーの定款

および細ＭＩにおいて，事爽上自動的に発効す
るものとする。

地域単位の定款または国際ロータリーの定

款および細則と矛)面しない地域単位細則の変
更は，そのような場合について定める地域単

位定款に従って，地域単位がこれを行うこと
ができる。

第11条管理上の単位

第１節

グレート・ブリテンおよびアイルランド内

国際ロータリーの加盟クラブから成る国際ロ

ータリーの地域単位は，国|祭ロータリーの規

定審議会または国際大会によって承認された

グレート・ブリテンおよびアイルランド内国
際ロータリーの定款の定めるところに従っ

て，国際ロータリーの１練理単位として組織
されかつその機能を行うものとする。この地

域単位はまた，グレート・ブリテンおよびア

イルランド内において，｜釧緊ロータリー理事
会に代わって，クラブ加盟承認委只会および

国1紫ロータリー地区編成委貝会としての役を
務め，さらに本細則の規定に従い，かつまた

理J1蓬の委嘱によって国際ロータリーの財務
頚城を処理するものとする。

第１２条地区

*第１節創設

楢:理をより効采的にするために，理事会は

クラブの所在する地域を地区に分割する権限

,]989年規定癖議会において政1１２－

20日



国際ロータリー細則１２条（１－４．）

を有する。理事会の楯示に従い，会長は随時，

地区の－'蕊表をそれら地区の各境界とともに

公表するものとする。但し，本細1111の後段に

地区協議会と研修セミナーを同一の場所で続

けて開催することができる。

第４節地区大会

（a）時と場所。毎年地区ガバナーと地区内

クラブ過半数の会長の合意によって定められ

る時および場所において，地区内ロータリア

ンの大会を開催するものとする。但し開催の

時期は，地区協議会，同際協議会，規定審議

会またはFil際大会の時期と同じであってはな

らない。且1駆会は(1)二つ以｣二の地区が合同し

て関係地区の区域内で連合大会をMMくことを

認可することができる；あるいは(2)例外的な

場合に，当該地区の区域外で地区大会を開く

ことを認可することができる。

(1)）地区ガバナー‐ノミニーが地区によっ

て選出され、国際ロータリーZ|蘓務総長にこれ

が証Ⅲ1されたならば，そのガバナー・ノミニ

ーが，ガバナーを務める年度のその地区の大

会をあらかじめ計lIlIiすることができ，その開

催地は，そのガバナー・ノミニーと地区内ク

ラブのその時点における会長の過半数との合

意によって決定することができる。

国際ロータリー理事会の承認を得て，地区

は，地区ガバナー・ノミニーと，同年にクラ

ブ会長を務める者の過半数との投票によっ

て，』'1該地区ガバナー・ノミニーが地区ガバ

ナーを務める年度の地区大会の開催地を選定

し，合意することができる。クラブがかかる

者を選１Ｍしていない場合は，そのクラブの現

イ閥の会長がかかる大会開催地の投票を行うも

のとする。

（c）地区大会の機能。地区大会はその地区

内の重要な事柄について勧告を採択すること

ができる。但しこのような勧告は，定款およ

び本細則と一致し，ロータリーの精神と本質

とに沿うものでなければならない。各地区大

会は，理事会が当該大会の審議に付したすべ

ての事項を群議，決定するものとし，また，

これに閃する決議を採択することができる。

（｡）地区大会幹事。ホスト・クラブの会長

と相談のうえ，地区ガバナーは大会幹事を任

命しなければならない。大会紳事の任務は，

大会の計画を策定し，大会記録の作成につい

これと異なる規定のある場合を除き，関係地

区内クラブの過半数の膜対.ある場合は地腕を

変更または新設してはならない｡このほかに，

同一の市，区，Ｉｆｌ治体地域または都市部に数

クラブが存在する場合，この数クラブの過半

数の承認なしに，これらのクラブが二つの地

lXに分劉されることはないものとする。同一

の市，区，自治,体地域または都市部にありな

がら，異なる地区に腐しているクラブは，邸

蕊会によって同一地区に細入される権利を有

する。このようなクラブの過半数が理事会に

申請することによって、この権利を行使でき

ろ。理事会は，このようなIIJ講を受;埋後，こ

の共存するクラブを２年以内に同一地区に編

入するものとする。

第２節地区協議会

ロータリー教育とロータリー情報を供与

し，地区の活動を統括するために，地区内全

クラブの次期会長と次｣91幹事並びに次期地区

ガバナーおよび理劉矛会の猯定する者の協議会

を，３月１日から７月１１１までのあいだに，

行地区のガバナーが定める時と場所において

開催するものとする。イＬＬ，地区協議会参力１１

着が国際ロータリー国際大会に出席できなく

なるような時期を避けなければならない。地

区協議会は，地区ガバナーと協力して次期地

区ガバナーが立案・実施するものとする。特

別の噸惰があれば理蛎会は，ここに定める時

期以外の時期に地区協議会を開ＩＭＬすることを

認可することができ為。

第３節会長エレクト研修セミナー

理１７会が随時決定するような方法で地区内

ロータリー・クラブ会長エレクトを指導．,ｉ１ｌＩ

純するために,国|鱗協議会終了後ｌ力)I以内，

少なくとも４月1511前までに毎年セミナーを

開くものとする。セミナーは，地区ガバナー

と協力してガバナー・ノミニーが計画・実施

する。さらに，その期'二1は，地図筋議会と典

なるものとする。距離，気候，Ｙ１ｉ１ｉ]の点で別

個に予定を組むことが実|祭的でない地区は，

２０６ 
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パナーの承諾を得て，そのクラブの欠席選挙

人の委任状による代理者として，自分のクラ

ブの正会員，シニア・アクチブ会貝，または

パストサーピス会員，もしくはクラブの所

在する地区の他のクラブの正会員，シニア・

アクチブ会風またはパストサービス会風を

指定することができる。そして，当該クラブ

の会長および幹事によってその代理が証明さ

れたならば，その委任状による代理者は，既

にもっている投票権のほかに，自分が委任状

による代理者となっている欠席選挙人に代わ

ってその投票権も行使することができるもの

とする。

＊第６節地区の財務

（a）各地区は，地区大会の決議によって，

｢地区資金｣という基金を設けて差し支えな

い。その目的は，地区提唱プロジェクトおよ

び地区内におけるロータリーの管理・開発の

資金を調達することである。

(1)）地区資金は，地区内クラブの会員に均

一の賦課金を割り当てるという方式によっ

て，地区資金を調達するものとする。ｌ人当

たりの賦課金の額は，地区協議会に出席した

次期クラブ会長の４分の３の承認を得て決め
なければならない。

（c）地区査金負担金の支払は，地区内今ク

て地区ガバナーに協力することである。

（e）地区大会報告。地区大会終了後30日以

内に地区ガバナーまたは議長代行者，および

大会幹事は，そのおのおのの署名ある香而に

よって，大会記録の報告を行わなければなら

ない｡そしてこの報告書は３部を事務総長に，
１部をその地区の各クラブ幹事に送らなけれ
ばならない。

第５節

（鼠）地区大会の投票。地区ガバナー指名委

輿会の構成および職務権限並びに規定審議会

の地区クラブ代表議員の選挙に関する投票は

選挙人に限りこれを行うことができるものと

する。地区大会に出席しているクラブの暇疵

なき正会員，シニア・アクチブ会貝およびパ

スト・サービス会員は，いずれもその地Ⅸ大
会に提出されたその他の案件のすべてについ

て投票権を有するものとする。但し，選挙人

は，誰でも大会に提出されたいかなる案件に

ついても票決を求めることができるものと

し，この場合の投票は選挙人に限りこれを行
うことができるものとする。

（b）選挙人。地区内の各クラブは，地区大

会の開催される月の前の月の簸終11現在のそ

のクラブの会員数に基づき，名誉会員を除く

会員数25名ごとに１名またはその端数が13名

以上の場合は，さらに，１名の選挙人を選び，

それを証明し，そしてこれをその地区の年次

大会に送るものとする。但し地区内各クラブ

は，その大会の開かれる月の前月までの６カ

月を超える期間にわたり国|壌ロータリーに対

する支払を怠っていたものでない限り，少な

くとも１名の選挙人を送る権利を有する。各
選挙人はそのクラブの正会員制シニア・アク

チブ会員，またはパストサービス会風でな

ければならない。そしてもし地区大会に出鵬

していれば，地区ガバナー指名委員会の榊成

と峨務権限，および】規定審議会の地区のクラ

ブ代表議員選挙において１蕊を投じる権利を
有するものとする。

（c）委任状による代理者。聯情がこれを必

要とする場合は，所属地区の大会が開１Ｍ;され

る国と異なる鬮に所在するクラブは，地区ガ

ラブの義務である。この負担金未払が６カ月

以上に及ぶという証明諜類を地区ガバナーか

ら受理した理事会は，直ちに，未納中のクラ

ブヘのＲ､1.烈子務局のサービスを停止する\jの

とする。

（｡）地区は，地区内の全クラブに対し，地
区財務の年次臆悲報告を行わなければならな
いｃ

*第７節地区ガバナー

（a）ノミニーの選出。地区ガバナー・ノミ

ニーの選出は，当該ノミニーが国際協議会で

WWI参を受け，国際大会で地区ガバナーに選挙

されるロータリー年度の祓前のロータリー年

度内にその地区が行うものとする“例外的な

嚇情およびやむを得ざる理由のある場合，国

･1989年肌定辮錨会においてIlli6JI唇，
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際大会で地区ガバナーに選挙される２年前に ミニーの指名は拒否されるものとし，事務総

長はこれを選挙のため国際大会に提出しない

ものとする。

もし，前述の規定の通り地区ガバナー・ノ

ミニーから署名ある声明書を受理したにもか

かわらず，理事会に，そのノミニーが本細則

に定める任務と責任を十分に果たすことがで

きないと信じる理IEhがあれば，理事会はその

樵6名を一時保留することができる。このよう

な保留が行われたときは，これを地区ガバナ

ーとそのノミニーに通告しなければならな

い。そしてそのノミニーは，地区ガバナーお

よび事務総長を経由して，地区ガバナーとし

ての任務と責任を取り，忠実にこれを遂行す

ることができることについての再度の申し立

てを理事会に提出する機会を与えられるもの

とする。かかる申し立てを含め，すべての関

連事情を霧議したうえで，理事会は３分の２

の多数をもってそのノミニーの指名を拒否す

るか，あるいは保留を解除するものとする。

もし，前述の規定のいずれかによって地区

ガバナー・ノミニーの指名が拒否された場合

は，事務総長は関係地区の地区ガバナーにそ

の拒否とその〕理由を通告しなければならな

い。そして地区ガバナーはこれを当該ノミニ

ーに通告しなければならない。そこで時間が

許すならば，その地区は，本細則の規定に従

い地区ガバナーの指導の下に，郵便投票によ

って，地区ガバナー・ノミニーをもう１度選

ばなければならない。

地区が地区ガバナー・ノミニーとして理1事

会の満足するような適任者を選出することが

できなかった場合は，ノミニーは本節(9)項の

規定に従って選出されるものとする。

（c）地区ガバナーの資格条件。理事会によ

って特に許可されない限り,地区ガバナーは，

就任の時点で；国際協議会に全期間を通して

出席していて，一つまたはいくつかのロータ

リー・クラブで通算７年以上会員であり，さ

らに，前述の(b)項に述べる資格条件を，選出

の時点から引き続き保持し続けていなければ

ならない。

（｡）任務。地区ガバナーは理事会の一般的

当たるロータリー年度111にノミニーを選出し

ても差し支えない。

（b）地区ガバナー・ノミニーの資格条件。

理事会によって特に許されない限り，選出の

時点で，次の資格条⑳件に達していなければ地

区ガバナー・ノミニーに選ばれることはでき

ない。

（i）本人が指名を受ける地区内のクラブの

名誉会員以外の暇疵なき会員であることを要

する。

（ii）会員規定の厳格な適用に照らして，完

全に会員変格を有する者でなければならな

い。そしてその職業分類の正当性が疑問の余

地のないものでなければならない。

（iiO本人が地区ガバナー・ノミニーの候補

者として推薦される年の前の会計年度の最終

、において，国際ロータリーに対して負償残

高をもたない，義務機能を果たしている暇疵

なきロータリー・クラブの有資格会員でなけ

ればならない。

（iV）クラブ会長を全期務めたことのある者

でなければならない。

（V）ここに規定する地区ガバナーの任務と

責任を来たす意思があり，身体的にもその他
の意１床においてもこれを来たすことができる

者でなければならない。

（Vi）以上のほかに，次の(c)項に述べる資格

条件をも満たそうとする能力と熱意がなけれ

ばならない。

地区ガバナー・ノミニーとしての費格を祷

るためには，その職に指名されたｲ楡6巻は，

本細則に定められている地区ガバナーの資格

条件，任務および責任を熟知したうえで，事

務総長を通じて国際ロータリーに，細則に列

記された地区ガバナーの麹各条件，任務およ

び責任を的確に理解していることおよび地区

ガバナーとして資格条件を備えており，ガバ

ナーの任務と責任を引き受け，これを忠実に

果たす意思をもち，それができる状態にある

旨の声明書に署名して提出しなければならな

い、

前述の資格条件に欠ける地区ガバナー．ノ

２０８ 
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ブリテンおよびアイルランド内の地区を除い

て，各地区は，指名委貝会手続によって地区

ガバナーノミニーを選ぶものとする。但し，

地|Xの規模，財政的理111,その他やむを得な

い理由等の例外的事１１｝のため，Ｒ､1.理事会か

ら特に免除された場合はこの限りでない。地

1ﾒ:ガバナー指墹委貝会は，地区ガバナー・ノ

ミニーとして求め得る妓上の候補者を探し出

し，推薦する任務を負うものとする。指名委

員選ｌＩｌ方法を含む指名委１１会のＷｉｌｌ勝権限は，

その地区の地区大会に出席し，投票するクラ

ブ選挙人の過半数の投粟によって採択した決

議の規定により決定される。但し，このよう

な]lilIi務権限は,本規定と矛盾してはならない。

地区指名委旦会委風選１１}方法を本項に定め

な指椰，臆'|聯の下に職務を行うその地区にお

ける厨際ロータリーの役貝である。担当11hlx

のクラブに対する直接臘督の責任を果たすに

当たって地区ガバナーは国|祭ロータリーの綱

領を推進する特別の任務を課せられており，

自ら次の諸項の責務を負うものとする。

（i）担当地|Ｘの新クラブ結成。

０i）担当地区内既存クラブの強化助成。

（iii）担当地区内クラブ相互間の友好関係お

よびクラブとIlill祭ロータリー間の友好関,係の

増進。

（iv）担当地区の地区大会を計iilii・主宰する

こと`，会長エレクト研修セミナーと地区協識

会の計画・準liliに当たる次期地区ガバナーに

協力すること。

（v）できるだけ年度の【i1.い時期，なるべく

前半６カ月に担当地区内の全クラブを公式訪

問すること。

（vD担当地区内各クラブの会長および幹躯

に対して月信を発行すること。

Ｍ）会長または理事会の要請があれば速や

かにliiil際ロータリーに報告を提出すること。

（、後劒任ガバナーに対して，国際協議会の

前に地区内クラブの状況について謙細なＩ群|ｉ

を提供し，併せてクラブ強化策の勧告案を提

供すること。

（ix）地区で１%し存すべき文71；を後継者に引き

継ぐこと。

（x）地区における国際ロータリー役員とし

ての]ＩＭＩ資に属するその他の任務を遂行するこ

と。

しかしながら，グレート・プリテンおよび

アイルランドにおいては，地区ガバナーの任

務は，稀議会の指図の下に，そしてグレート

プリテンおよびアイルランド内国隙ロータリ

ーの定款および細則と一致するこの地域の'伝

統的慨行に従って，執行されるものとする。

また会長または理事会の要競があれば速やか

に国際ロータリーに報告を提出しなければな

らない。そして地区における国際ロータリー

役風としての職激に属するその他の任務を巡

行しなければならない。

（e）地区ガバナー指名委員会。グレート.

るj、りに採択できなかった地区は，最近の５

人の元地区ガバナー（指名委貝になる時間と

意思があり，その地区に屑住している人）を

指名委員として活用するものとする。このよ

うに柵成された委員会は，本項に従ってその

務めを果たすものとする。このような元地区

ガバナーが５名いない場合,Ｒ､1.会長が,委1］

の人数を５人とするために、その地区の適任

者を桁名委11に任命するものとする。

地区ガバナーは,指名委只会の名において，

クラブに通知を発行するか，発行させるもの

とする。この通知は，クラブに,希望するな

ら指潴委員会の審議を仰ぐため地区ガバナー

指塩案を提Ⅱ)するよう要諦するものである。

審識されるためには地区ガバナーの定め，通

知する｣阿日までに指名委員会に提案力震理さ

れなければならない。地区ガバナー発行の通

知は，その期r1の少なくとも２カ月前に地厩

内クラブに送付され，その通知には，提案の

送付先が記ili1bされていなければならない。こ

の提案は，険iWi渚推聴クラブの例会で採択さ

れ，クラブ幹靭1下によって正式に証lﾘ)された決

議という形式で提出されなければならない。

自己のクラブの会員でない人を地区ガバナ

ー・ノミニーに推臓しようとする場合，候補

者の所属クラブの同意をあらかじめ得るもの

とする。

地区ガバナー指名委瓜会がその選択を行う

２０９ 
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に当たっては，その選択のjlltj囲は地区内クラ

ブによって提案された氏名に限定されるもの

ではない。

指名委貝会は，ノミニー選出後，選出した

緬詩全員について，郵便投蕊が行われる旨を

通達しなければならない。

もし，上述のＩ５ｐが経過したときに，地区

内クラブからの指潟が全部効力を失っていた

ならば，地低ガバナーは地区指名委只会の選

んだｲ鰯#者を地区ガバナー・ノミニーと宣言

し，それより１５日以内にこの旨地区内全クラ

ブに通達しなければならない。

（『）例外｡率情がそれを必要とし,ＲＬ理事

会の許可を得た場合は，地区は，指名委員会

の力を借りずに，地区ガバナー・ノミニーを

候緬者を地区ガバナーに報樺する。ガバナー

Iま，次に，そのノミニーの氏名と所臓クラブ

を地区内クラブに公表するものとする｡但し

指名委貝会の会合時またはその直前２力)]前

において,指名委員であったロータリアンは，

脂名鑑員会によっても、クラブによっても，

地区ガバナー・ノミニーに選出される資格は

ないものとする。 郵便投票によって選ぶことができる。

地区ガバナーは，地区内欄･クラブの幹事に

対して，地区ガバナー指名の公式要iiiljを作成

し，これを郷送きせなければならない。すべ

て指潴は諜而によることとし，クラブの会長

および幹辮によって料名されなければならな

い。いずれかのクラブから推鵬!jされた候補者

がそのクラブの会口でない場合は，その候補

者が所鰯するクラブの同意をあらかじめ得る

ものとする。その誹而は，地区ガバナーの定

めるjlJ1限までに地区ガバナーに受理されるこ

とを要する。但しその期限は公式要諦発行日

より少なくとも１カ月後でなければならな

い。もしも本細則に従ってクラブから推薦さ

指名委ｊｌ会力猴補者選川において合意に達

することができない場合，本節(9)噸に規定さ

れているように，桁名委只会に推獅されてい

る候補者の中から郵便投票または木条第５節

に従って地区大会によって地区ガバナー・ノ

ミニーを選ぶものとする。

地区指滴委員会によるいかなる指満にもか

かわらず，地区内クラブは，既に地区ｷ瀦委

11会に正式に推撚されていた者を，地区ガバ

ナー・ノミニー候補者として樅繭することが

できる。このように推薦するには，クラブは，

地区ガバナーの定める期F1までに，クラブ例

会で採択された当該候補者端名決議を地区ガ

バナーに提出しなければならない。地区ガバ

ナーの定める期|｣は，地区ガバナー猯名委LＩ

れた候補者が１名のみの場合は投票を要しな

いものとし，地区ガバナーはその櫻候補潜を地

区ガバナー・ノミニーとして公表するものと

す為。

候補者が２名以上ある場合は、地区ガバナ

会による地区ガバナー・ノミニー選出公表か

ら少なくとも２週１１M後とする。

もし，定められた期限までにそのような折

名を地区内のどのクラブからもガバナーが受

け取っていない場合には，地区ガバナーはｈｕ

区指名委興会の選んだ候補者を地区ガバナ

ー・ノミニーと嵐L『するものとし，それより

ｌ５Ｈ以内に地区内全クラブにその旨通達しな

ければならない。

もし，定められた期限までにそのような柵

名を地区内のクラブからガパナーカ受け取っ

ており，そしてその指名がその期|腿当日を含

み期限当１１からl5l1の期11UがiiMi了するまでｲi「

効である場合は，地区ガバナーはそれらの符

候補者の氏名とその資格条件を地区内の全ク

ラブに通達し，地区ガバナー・ノミニーの仮

２１０ 

一は．このような候補者ひとりひとりの氏名

と盗格条件を地区内の全クラブ・に迦ｸilL．力

パナー・ノミニー候補者全1｣が郵便投票にお

いて票決に付されることになる。

(9)郵便投票：地区ガバナーは，Ｒ､L理那

会の定める:標準書式の投票川紙を準備する。

投蛎用紙には，地臓指名委瓜会の指名した候

補者がいる場合はその候補者名を記し，そし

て期限内にクラブからガバナーが受け取った

候補者の氏塙をアルファベット順に列記し，

各クラブに対して1部郵送しなければならな

い。その際，その投架用紙にはクラブの投票

を記入したうえ、地区ガバナーの定める期限
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ｌした投票すべてを保管し，クラブ代表者が点までにガバナーの許に届くよう返送すること

を要する旨の指図を添付すべきものとする。

但しガバナーの定める上述の期限は，ガバナ

ーが各クラブに投票用紙を発送した日から１５

日以上30日以内のあいだに定めることを要す

る。

投票数は，そのために招集された会合で；

検できるようにするものとする。その後、同

委瓜会の委貝長が，この投票用紙を破棄する

ものとする。

（h）特別選挙。地区が地区ガバナー・ノミ

ニーを選出できなかった場合，もしくは地区

ガバナー・ノミニーが選挙される鋳烙を喪失

した場合，そして[Iill県大会における役員の年

次選挙に先立って，その地区が別のノミニー

を選出しなかった場合は，理二１了会は理事会の

メンバーの過半数の蕊をもって本細則第12条

輔７節(1))項(i)ないし(vi)の査格条件を備えたロ

ータリアンを地区ガバナーに選挙するものと

する。

（i）地区大会における投票は、できるだけ

選挙構理委員会力謹えるものとする。候補渚
一

が３名以上ある場合は，投票は単一移iiilI式投

頚力式によるものとする

地区ガバナーが，投票集計の場所，期11,

時ＩＩ１１を決定，発表し，選挙管理委風会をi没Wｆ

するものとする。委貝会は３人の委j↓によっ

て構成され，投票場の手配をし，その他，投

蕊川紙の有効性の有無と集計の責任を負う。

投票用紙の有効性の確認は，投票Ⅱj紙の躯,;｜

とは別個に行うものとする。選挙犠理委只会

は，投票の守秘等，必要とされる他の手配を

する。また，候補者またはその代理人が、役

郷便投票の規定に沿うことになる。

(j）地区ガバナーは，ノミニーの賞言後IＣ

日以|ﾉﾘに地区ガバナー・ノミニーの氏名を鋼

務総長に,ilK明するものとするェ

票の計算．集計に立ち合えるよう手配するも

のとする。

各クラブは，選出の行われる月の前の月の

職終日現在におけるクラブの会貝数を基礎と

して，会員（名誉会員を除く）数25緒ごとに

１蕊またはその端数が13名以上の場合は，さ

らに１票を投じる権利を有するものとする。

但し，選出の行われる前，６カ月以上にわた

り，鬮際ロータリーに対.する支払を怠ってい

た場合を除く。

投票の過半数を得た候補者が，その地鷹の

ガバナー.ノミニーと賞篇されるものとする。

過半数を独得する候補者を決定するために,

必要に応じて第２選択票以下の選択頚を加鈍

できるように，単一移嬢式投票方式を用いる

ものとする。

選挙管理委貝会は，候補者の１人力魁半数

の票を獲得したことを確認すると，直ちに，

この事実を，各候補者の得票数とともに，地

区ガバナーまたは議長代行者に報告しなけれ

ばならない。それから，地区ガバナーは投蕊

(k）もし，何らかの理由で，指名委員会の

進ｌＩｊの発表時と，ノミニーカ遜挙されるロ－

クリ一年度の国際協議会の３カ月前までのあ

いだに，有効な指名が一つもない場合，その

とき，カパナーは，本節(f)項の第２パラグラ

フ以下の手続を再度踏むものとする，

（１）解任。事怖によっては，あるいは会長

が十分な理111ありと考える場合は，会長は次

に示す通り，地区ガバナーをその職から解任

することができる。

地区ガバナーがその任務と責任を忠実に遂

行しなかったと会長が信じる十分な理ljlがあ

るときには，会長は当該地区ガバナーにその

旨通告しなければならない。そして，当該地

区ガバナーに対して,解`圧を不当と思うなら，

3011以内に釈明するよう勧告するものとす

る。３０Ｈ以内に，当該地区ガバナーが，会長

を納得させるだけの-1-分な理由を提出できな

かったときは，会長は地区ガバナーを解任で

きる。本規定の下に解任された地区ガバナー

は，バスト・ガバナーとみなされないものと

す為。

⑪地区ガバナー－欠員。,何らかの理由で

地区ガバナーの地位に欠員を生じた場合は、

２１１ 

結果を各候補者に速やかに辿絡するものとす

る。選挙管2座委員会は，ガバナーから候袖精

に投票結釆が告げられてからl5HilM，投じら



岡際ロータリー細NII１２条（７ｍ－８L１３条（

理事会は過半数の票をもって本細Ｉ[Uに韮づく

資格条件を備えたロータリアンを選挙する樅

限を有するものとする。同ロータリアンは，

残存任期中その空席を埋め，地区ガバナーの

任務を果たし，その権威と特権を行使するも

のとする。但し，会長は，理曇ＩＦ:会によってそ

の欠員が補充されるまで資格条件をｲiMiえたロ

ータリアンを，ガバナーの任務を行い，ガバ

ナーのもつすべての権限と特権を行使するア

クテイング・ガバナーとして任命することが

できる。

地区ガバナーが一時的にその任務を執り行

うことができない場合は，会長は鋼滞条件を

備えたロータリアンをアクテイング・ガバナ

ーに任命して，地区ガバナーが柾務を執り行

い得ない期間中，その任務を行;|つせ，その〕llM（

に付随するあらゆる権限と特‘朧を行使させる

ことができる。

地区ガパナーカ鞍F次国際大会において選挙

された後地区外にあって就任時に地区に戻る

ことのできない場合は，その施前のガバナー

が，現在の地区ガバナーが地区に帰って来る

まで引き続きその地区ガバナーのJ1Mi勝を執

り行うものとする。

（､）国際大会への提出。事務総優は，毎年

国際大会に対して，その大会終了i([後の会計

年度に地区ガバナーを務める者として指名さ

れたことを事務総長に証明されている，鋼淵

条件を備えた地区ガバナー・ノミニーの氏鍋

を選挙のために提M北なければならない。

本第８節地区の郵便投票

(１－(1) 

国際大会委員会

地区編成委員会

拡大委員会

ｊけ務委風会

投資諮問委員会

会貝増強委員会

企画・研究委員会

広報委員会

Ⅱ1版物委貝会

１１了少年奉仕委貝会

｜ｌＬ会長は，その在任年度の次のロータリ

ー年度にMM催される国際大会の委上(を任命す

るものとする。

常任委員会は，任命きれた年度の７月１１:１

にその機能を開始するものとする。

第２節特別委員会

会長は，自らまたは〕座事会が必要と認める

特別委貝会を任命することができる。特定の

Ⅱ的を達成するまでの任期をもって任命され

る特別委貝会をアド・ホック委貝会と呼ぶも

のとする。アド・ホック委員会以外の特別委

只会の任期は，その委員会が任命されたロー

タリー年度末をもって終了するものとする。

アド・ホック委員会の任期は，その委員会が

任命された特定の目的が達成されたとき，ま

たは理事会がこれを解任したときに終了する

ものとする。

第３節委員長および欠員

会長は各委貝会の委貝長を指名するものと

し，委貝会に生じた欠員を補充する権限をも

つ･

灘５４節諮問委員会

（a）埋事会は，地区ガバナーが諮問の目的

をもって地区委員会を設定する権限を認める

ことができる。

理事会は，１国の全クラブから成る集団に，

その国の国策の諸問題を研究する諮問委貝会

を形成して，それらのクラブの公共奉仕活動

のプログラムを理事会に提出してその承認を

求める権限を与えることができる。

（b）理勤礒は，２カ国以上の国々から成る

本細則に明記する諸決定や選挙は地I丞lZMI級

会または地区大会で行うものではあるが，本

灸第７節(9)項の手続にできる限り沿った方式

で地区内のクラブが郵便投票を通じて行うこ

ともできる。

第13条委員会

摩第１筋常任委員会

会長は次に掲げる常任委貝会の委皿を任命

しなければならない：

定款・細則委員会

２ｍ 

､1989叩叫定稀議会において改正。



国際ロータリー細則１３条ｕａ－１１）

の締切日に拘束されないものとする。地域内のクラブの代表者をもって柵成するIWf

ljM委11会を設けて，当該地域内のロータリー

の方針および手続上の問題を研究させ，理躯

会に対して進蔬させることができ為。

第５節職権上の委員

会長は，会長指名委貝会を除くすべての岡

際ロータリー委貝会のjIIll権上の委貝とする。

委只会の職権上の委員は委員のもつすべての

特権を有するものとする。

第６節任期

何人も２カ年を超えて国I祭ロータリーの同

一委員会の黍｣1を務めることは許されない。

但し本細則，地域またはその他の委員会の．Ｆ

続規則，もしくは委貝会を創設する国際大会

の特別決議によって別段の定めある場合はこ

の限りでない。ある委只会に既に２カ年務め

た者は，再びその同じ委貝会に任命される資

格をもたないものとする。本節の規定は，」職

権上の委員およびアド・ホック委貝会の委貝

には適用されない。本節の規定にかかわりな

く，会.長は，lTil際大会委貝会の委只を２年'1Ｕ

務めたことがあるが委貝長を務めたことのな

いロータリアンを，国際大会委瓜会の委貝長

に任命することができる。

率第７節定款・細則委員会

本委員会は

－３名の委貝から成り，掠年ｌ鋼を３年を征

期として任命するものとする；

－国際ロータリーの組織規定に関するすべて

のJMTについて理事会に助言し，立法手続を

検討し，これについて理事会に助言し，規定

審議会では特別議員を務める。

－２kM定審議会に回付のため、率務総長に提}１１

(i、提案が，適法に提出されていない，あ

るいは大幅に不iii了、または，あいまいである、

と定款・細則委員会が決定し、修:正案を勧告

したが提案者に受け入れられなかった場合，

割Vimjf総長からこの提案が審議会に回付きれな

いよう，〕gll21系会に勧告する。但し，理事会が

ZniIilf総長に対して，このような提案を審議会

にＩＩｌ１付．Ｌないよう指示する場合。この旨，提

案講に直ちに通知しなければならない。提案

力魚審議会の審議を受けるには．審議会議貝

の３分の２の|可意をｲULなければならない。

鞭第８節国際大会委員会

本委員会は

－６名の委員から成り，その１名は，年次同

|鱗大会のホスト組織の委員長となるものとす

る；

－任命を受けた国際大会に関するすべての』脇

項の責務をもつものとするｂ但し，本細則ま

たは理事会が，役員または他の委員会に特に

委任した歌噸を除く。

第９節地区編成委員会

本委員会は

－３名の委11から成り，毎年１渦を３年を任

jlJlとして理事のIlIから任命するものとする；

－理事会および会長の新地区創設および既存

地区の境界調雌を援助するものとする。

第10節拡大委員会

本委員会は

-12名の委只から成り，毎年４禍を３年を任

期として任命するものとする；

一新クラブ結成によって世界'１１にロータリー

を拡大するという責務遂行について理事会に

助汀する｡ある場合は地区ガバナーに接触し，

また，ある場合は，理蛎会が随１膳望ましいと

判断する地区委員長を通じてロータリーを拡

大する。

､第11節財務委員会

本委風会は

－３年任期の５名の委只から成るものとす

る。毎年Ｉ箱または２滴の委貝を任命して，

されたすべての立法案を検討し，理事会に代

わって次のことを実施できる。

(i）提案者に，適切であれば,その立法案

へのふさわしい修正を勧告する。

(ii）実質的には同称の立法案の提案詩達

に．その提案の代わりとなる折衷案を勧告す

る｡提案者達がこの折衷案に同意しない場合、

同靴の提案の趣旨を蛾もよく表現するような

代案を割翻iF総催から辮縦会にIl1l付されるよう

理躯会に勧告する。このような立法案は所定 '1989年規定審錨会において政11典

21用



国際ロータリー細'1リ１３条（11-22〕

委員の数を常に５名とする；

－１劃際ロータリーの年次予算を作成し，会計

帳簿と会計方式を粉議し、｜:】1際ロータリーの

一機関雑誌を含む，鬮際ロータリーの全出版

物について型|勤子会にj1ll言するものとする．

*第17節青少年奉仕委員会

本委員会は

－６箱の委11から成り，毎ｊｌｉ２名を３年を任

期として任命するものとする；

＿１１f少年のための奉仕に関する事項について

理鞭会に助蘭するものとする。

第18節その他の任務，活励’資格条件

〕]'１馴会は，常`厭委１１会の任務や活､１１をさら

に規定，修ＪＩＬ，］:EJj下会力廼切とみなし，か

つ，本細則に矛盾しない任務を委員会に課す

ことができる。そのうえ，委貝の資格条件，

委llの継続の必要性について，これを決定で

きる。埋鞭会は，常任委貝会に，地区ガバナ

ーと協力して，適切な地区指導者と挟触し，

麹|｢会の承認したi汁il1Iiを遂行する権限を与え

ることができる。

第19節委員の資格条件

婆1｣会の委風長および各委し1は，クラブの

正会風，シニア・アクチブ会輿，またはバス

ト．サービス会員でなければならない．

第２0節委員会の幹事

本細HUによって，あるいは委員会設慨に当

たって国際大会または:理事会のl侍別決識によ

って別段の定めのある場合のほか，副蛎総長

がすべての黍１１余の||咋覗となる。事務総長は

自分を代行する幹事を指潟することができ

る{’

第21節定足数

委貝会委j｣の過半数をもってその委貝会の

あらゆる会合における定足数とする。但し，

本細MUに別の規定のある場合，または，委貝

会,没慨に当たって，国際大会またはHll事会で

これと異なる1時別決縦のあった場合は，この

限りでない。

第22節通信による縦甑の処理

委貝会は議事の処理を、理蕊会の定める手

続蝋HUに従って，郵便，冠１A，無線ｉＩＺ報また

は砿謡によって処理することができ為｡但し，

本細則または国際大会または理事会の特別決

財務について理事会に助言するものとする。

第12節投資諮問委員会

本委員会は

－４年任jU1の３名の委員から成り，’Mir時３人

の委只がいるように，１人の任期満了の都度，

必要に応じて任命するものとする；

一投変方針を勧縛し，投資マネージャーに助

言し投査マネージャーの業務を監督し，投溢

力針のあらゆる面について理事会に助酎する

ものとする。

第13節会員増強委員会

本委貝会は

-12名の委貝から成り，毎年４名を３年をfE

jUlとして任命するものとする；

-11上界中にロータリー・クラブ会11を増強・

拡大するという責務遂行について理ｿｷﾞ会に助

言するものとする。

第14節企画・研究委員会

本委貝会は

－６名の委貝から成り，理?1;指名について本

部111Uで明記していあ地域からそれぞれ１名の

委11を任命し，毎年２名を３年を任卿1として

･任命するものとするｉ

－ＪＮ劉蓬または会腿の何.託した，茂期計imi

,研究，指灘力養成，または，関連班Jjllについ

て理事会に助言するものとする。

第15節広報委員会

本委員会は

－３年任jU1の６譜の羨貝から成るものとす

る。理事指名のために本細ＭＩにおいて決めら

れている六つの地域のおのおのから１名の委

瓜を任命する。毎年２名の委此が任命される

ことになる；

－国際ロータリーの広報プログラムについて

理事会に助言するものとする。

第16節出版物委員会

本委貝会は

－３年任期の５名の委員から成るものとす

る。毎年１名または２名の委Llを依命して，

委貝の数を常に５禍とする；

２Ｍ 

･1989年規定泰鍍金においてＢｌｍ２鏑



国際ロータリー紬Ⅱリ１３条（22-23)、１４条（１－４】

識によって別段の定めのある鰐令はこの限り

でない。

第23節権限

会艇折箱委員会の決定を除き，すべての委

此会決定は理事会の承認によって初めて効力
を生じるものとする。

国際ロータリーに支払われる人頭分担金のう

ち，国際ロータリーによって保有される部分

の総額は，IJil際ロータリーが年Ｉｉｌｊグレート・

ブリテンおよびアイルランド内のクラブのた

めに文１１Ｉする金額の半分を下|可ってはならな

いものとする。そしてその残りの部分は，グ

レート・プリテンおよびアイルランド内屈|際

ロータリーに配分され，，保有されるものとす

る。

半年ごとにグレート・ブリテンおよびアイ

ルランド内クラブによって支払われる，本節

(a)項の規定する人頭分担金のうち}Iil際ロータ

リーによってmLｲ1.される額は，毎年｣i1lLJ1f会に

よって決定され，次年度クラブによって支払

われる人頭分拠金に適用されるものとする。

理難P会は，グレートブリテンおよびアイル

ランド内のクラブに代わって国際ロータリー

が前年度支出した金額に基づいて，国際ロー

タリーのI:R右額を決定するものとする。この

金額には，ロータリーのプログラムを１１k界的

に推進するためのIlill際ロータリーの一般迎憐

徴の比例分l1MWiが含まれる。このように決定

された金額に，Ｒ､Lの未充当基金残商への拠

Mj金として米災50セント（＄､50）を加えるも

のとする。この川蝉額は，直前の年度の経験，

現況，千W|Ｉしうる将来の情勢を考慮して少な

くとも６年ごとに検討を加え，増額，現状維

持，減額を決めるものとする。

（e）もしもあるlIilの通貨の平価が切り下げ

られて，そのlIilのクラブが，同際ロータリー

に対するＩｊｌ〔勝を支弁するために，［:I1iIiljln髄を

過剰に支払わなければならなくなった場合

は，理｣ｌＦ会はその同のクラブが支払う金額を

調整することができる。

第４節支払時期

（a）毎年７)ｌ］１１および１月１１Jを会{(支

払期Ⅲとし，本条雛３節に定められた韮iVlに

基づいて支払われるものとする。lllし，本条

第３節(b>項の下に支払う会識は，７)］１１１を

支払期[1とし，支払うものとする。会lliを支

払う半期の７ｊｊｌｐもしくは１月１ｐより後

第14条財務事項

第１節会計年度

kK1際ロータリーの会計年度は７１ｊｌｌｌに始

まり６)j3011に終わるものとする。

第２節クラブ報告

嫌‘ＷｊｊｌＥ１および］）１１［1に各クラブは

'１１１１におけるそのクラブの会11数を理２１；会に

証1ﾘ]しなければならない。このiill21ﾘj1I卜はクラ

ブ会長とクラブ幹事によって鵯名されてﾖ錨

総長に送致されなければならない。

*第３節会費

（a）行クラブは，そのクラブの.112会只，シ

ニア・アクチブ会貝，およびバスト・サービ

ス会11のおのおのにつき，半力年米批１４ドル

50セント（Ｓ14.50）ずつの割で，人頭分｝n余

(会YⅡ)を岡際ロータリーに対して支払わなけ

ればならない。

（b）規定審議会が開催される予定の年には

必ず，各クラブは，正会貝，シニア・アクチ

ブ会11,パストサービス会１１それぞれにつ

き，さらに米貨１ドル（Ｓ1.00）を''1際ロー

タリーに支払い，規定審議会にＩＭＩ「す為瀞繊

会クラブイ､表議貝の旅MliWli助命に充てるもの

とする。その方式については理轆会が定める
ものとする。

（c）理躯会は，会費の中の適正と,恩われ論

部分をクラブに返還することができる。

（｡）グレート・プリテンおよびアイルラン

ド内のクラブは，国|際ロータリーの代行者と

しての，グレート・プリテンおよびアイルラ

ンド内|:IiI際ロータリーとして知られる地域｣ｉｔ

位を通じて本節(a)項の規定する人賦分担金を

国際ロータリーに支払わなければならない。

毎年，グレートブリテンおよびアイルラン

ド1ﾉﾘのクラブから，本節(a)項の規定に従って 01989年規定iiF髄会において改正一
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[】il際ロータリー細}{リ１４条（４－６１１５条，１〔

にクラブ会員に選ばれた正会ＬＬシニア・ア

クチブ会11,パストサービス会員のおのお

のにつき，各クラブは比例人頭分担金米旋７

ドル25セント（＄7.25）をl())１１「|と４１１１

１６条 (１－３） 

の会員が商品の商標またはＩ持別銘柄として便

川しあるいはその他商業上の|]的のために使

１１]することは一切できない。これらの名称，

徽章，バッジその他の記章を他の名称または

徽章と組み合わせて使用することは国際ロー

タリーの承認しないところである。

１１に支払うものとする。会没は米国通ntをも

って国際ロータリーに支払われるものとす

る。しかしながら，米国通Ifをもって会YMを

支払うことが不可能であるか，実行剛蛾の場

今は，jq11l､]＃会は，他の通貨による支払を認可

することができる。理事会はまた，非１１|r事態

のためそうすることが適切である場合は、会

YH支払時期の繰り延べを許容することができ

る。

（b）クラブは，力11腿が承認されたロ付後の

半期まで会費支払の縦務をiiILせられないもの

とする。

第５節予算

毎年理蛎会は，次の会計年度に対する収支

予算を採択しなければならない。もし必要が

あれば次の会計年度において理勢子会は予算を

修正することができる。

第６節監査

理事会は，毎年，１回または２回以上，免

杵をもつ会計士，公認会計士または計｣i1I1士，

もしくは監査の行われる国，州または』Lにお

いて一般にその椛威を認められている騰在人

による国際ロータリーの会計帳簿の蜷擁を手

配しこれを実施させなければならない。事務

総長および財務長は][9A事会の要求があればい

つでも１１幟iii類と伝既類を提川しなければなら

ない。

第16条その他の管理上の事項

第１節出席報告

各クラブは，各月の最終例会後直ちに，そ

のクラブの例会におけるＨ次出席報告を，地

区ガバナーがいるMlr合には地区ガバナーに，

その`他の場合には鞭務総長に提出しなければ

ならない。

第２節

ロータリー・クラブの各正会員，シニア・

アクチブ会員，およびバスト・サービス会貝

は，いつでも他のロータリー・クラブの例会

に出席する特典をもち，かつそのような出席

を奨励されるものとする。

癖第３節国際協識会

（a）時と場所。線年国際協識会を開ｌｌｉｌする

ものとする。そのI|的は，地|Ｘガバナー・ノ

ミニーに、ロータリー教育を行い，遮懲_上の

任務を猯蝉し鼓舞激励し，さらに．出席し

ているノミニーや他の人に。次年度のローダ

リー・プログラムや活動の実施方法を討議.

ｉ汁IIlliする機会を与・えることである。旦阯!＃会は

国際協識会の会合する時と｣勘所を決定するも

のとし，同協議会プログラム決定の責務を負

うものとする。

（b）榊成。国際協議会は次の通りﾈﾙ成され

るものとする：会優，他の理事，会長ノミニ

ー，理リネノミニー，njH;務総長，Hil務優，地区

ガバナー・ノミニー，グレート・プリテンお

よびアイルランド|ﾉﾘ国際ロータリーの役員ノ

ミニー，l1il際ロータリー各獅委員会委瓜長，

およびその･他理馴＄会の指定する者。

（c）特別，または局地的，協議会。非常事

態または特別のz州1fに対応するために，理事

第15条名称と徽章

第１節保全

国|祭ロータリーのlJ的と綱領を達成するた

めに，型I劉下会は国|膿ロータリーの徽章その他

の記素をもっぱら全ロータリアンのみの"使用

と，その利益のために確保し保全するものと

する。

第２節使用の制限

国際ロータリー並びにクラブの名称,徽章，

バッジその他の記厳を，クラブまたはクラブ

２１６ 

､1989年規定稀譲会において６k正②



lYil際ロータリー細ｊＵ１６条（３－５)，１７条（１－２）

会は二つまたはそれ以_'二のこのような協識会

もしくは局地的協議会を，理塁撒会が定める時

および場所において開Ill1するよう手配するこ

とができる。

第４節元会長審譲会

（a）構成。クラブの塙脊会員以外の会員籍

を右する元会長をもって柵戊される元会長稀

議会を設けるものとする（以下本節において

は単に｢審議会｣と呼ぶ)。

会長は職権上１本瀞識会のメンバーとなる

ものとし，その会議に出席し，議班に参加す

る特典を有するものとする。しかしながら，

議鋼に関する投票権はもたないものとする。

（b）役員。面前会長の前の元会憂を審議会

の議長とし，さらにその前の元会便をそのｉ１ｉＵ

議長とする。

事務総長は審議会の幹率となるが審議会の

メンバーではない。

に）任務。辮識会のメンバーは，会長また

は理歌会から審議会に付託される鞭項を通僑

によって考察するものとし，これについて理

事会に進言し勧告を行うことができる。

（d）会合。会長または理事会が鞭議会の合

議，およびその進言を必要と考える場合，会

長または理事会は審議会を招集することがで

きる。審議会は，国際大会において，その大

会にＭ１席している審議会メンバーの非公式会

合を行うものとする。

会長または理事会によって会合力榴集され

る場合は，辮識会の会合に対する縦躯日程を

つくらなければならない｡その議警liL日程には、

会長または理ｆｌｌ:会が審議会の謙譲とその勧告

を求めて審議会に付-託した議題を含むものと

する。

（e）報告。会長または理事会招集の審議会

後，瀞議会議長は必ず迎鞭会に報告するもの

とする。理事会が報告の一部または全部を公

表しない限り，この報告を公表してはならな

い｡

率第５節国際ロータリーの地域大会

型幽矛会は，理躯会の定める時と場所におい

て，liIill膿ロータリー地域大会として知られる

クラブ会員の大会を招築することができる。

瓢蛎会は，地域大会に参加する会貝の所胸

クラブを指定するものとする。理事会は大会

の招集方法，その組織と運営およびその手続

風11ﾘを含むその他の評$Ⅲについて定めなけれ

ばならない。

同際ロータリーの準Illiする地域大会または

研究会は,'１１１１Fを希望する全ロータリアンが

国撫，人種または宗教にかかわりなく，その

開催予定地にnA実に行くことができる，とい

う１１$iiiによあ保証を理辨会が、ホスト国の政

府または他の関係当局から得られなかったな

ら，いかなる場所においても開かれないもの

とする。

このような地域大会の目的は，地域内のク

ラブ会風間の知り合いと理解を育成･推進し，

また，ロータリーの綱領の範囲内のテーマに

ついて意見を交換し，話し合う場を提供する

ために，地域内のクラブ会員を－蝋に集める

ことである。ロータリー・クラブが所在する

地域であれば，いずれの地域でも差し支えな

い。

地域大会の[}的に合致する範１１１１１ﾉlで，地域

大会は理事会に対する勧告として決議を採択

することができる。

第17条機関雑誌

第１節権限

埋躯会は，倒際ロータリーの機関雑誌を，

発行し，もしくは，その監督および管理の下

に，発行せしむるものとし，雑誌の発行にＤＭ

するすべての聯項について責任を負うものと

する。機関雑総は，理ＪＩＦ会が許可するいくつ

かの異なった版で出版されるものとする。そ

のうち基本的な版は英繍で出版されるものと

し，これをロータリアン誌と称する。機関雑

誌の1ｲ的は，国|膿ロータリーの目的の推進と

ロータリーの綱領の達成について理事会を助

けるＩＩＩＩ介役を務めることである。

第２節購読

（２１）各機MM雑誌のI1Mi読料は，すべて:gHPZI1会

､1989年拠定審議会において改｣lZ。
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20条（ｌ）

て改正できるが，そのほかの方法はない。

[lil際ロータリー細川１７条（２－３)，１８条，１９条，

がこれを定めるものとする。

米lIilおよびカナダ内の符クラブは，そのク

ラブの正会員，シニア・アクチブ会11および

バスト・サービス会1↓がすべて機関雑誌の有

料雌読滑となること，そして会１１籏絡を保持

する限りIMIi読を続けることを，会ｊｌ盗格取得

の条件としなければならない。かかる購読料

は，正規会費の一部分として，もしくは正規

会澱のほかに、各会只からクラブが徴収しな

ければならない。各クラブはＩＩＩｉ読料を特別購

読料勘定としてその帳繩に記帳しなければな

らない。そして購読渚の代邸人として，その

クラブ会員のliMi読料をliIil際ロータリーに送金

しなければならない。

（b）年度内の雑誌収入は，その一部分とい

えども雑誌の発行およびその改縛以外の目的

のために充当させてはならない。支出を上回

る収入剰余金は，年度末に阿際ロータリーの

一般剰余金に繰り入れられるものとする。

第３節

（（１）米国およびカナダ以外のクラブは，後

段に規定する場合を除き，その｣E会員，シニ

ア・アクチブ会風およびバスト・サービス会

11のそれぞれが，国際ロータリーの機関雑誌

または国際ロータリーの理蛎会が承認し，当

該クラブに対して指定した地域的なロータリ

ーの雑誌の有料購読者となり，そして本人が

会１１となっている限り，その1M脇附を続けるこ

とを，会只身分保持のための条件としなけれ

ばならない。

（b）会員が機関雑誌およびクラブ用に定め

られた地域雑誌に)iいられている言語を読め

ない場合は，理事会によって，そのクラブに

対する本節の規定の適)1】が免除される。

噸第２節

会便が、理〕l『会の承認を得て，・柾命した1３

名の杵JllL姿Ｌｌがいなければならない。↑極１１黍

風のうち６満は，国際ロータリーの元会長と

する。すべての管理委員は，）M･団細MUに挙げ

た変格条件を満たさなければならない‘

蕊第３節

岡際ロータリーの元会長である６人の管理

黍Llの任期は６年とする。残りの欄:理委只の

｛JbjMIは３年とする。管理委風はＴＩ屏選されるこ

とができる。

第４・飾

櫛HIL姿liは無報酬でその任を務めるものと

する。

*第５節

管理姿11会は，理事会の承認があった場合

にのみ．文}lＩするものとする。但し，次の場

合はこの|災リでない。

(i）ｌ１ｌ１;11の櫛理迩営に必要な総MY｡

(ii）I1il・リまたは巡胸という条件で脂示され

た１１ｲＭ締付の収益または元金の支１１h゜

iillI瀞とも槽理委Ll会の承認のみで-1-分とす

る。

*第６節

符理委11会は，財団のプログラムと財務に

ついて少なくとも年１度国際ロータリーに報

誉するものとする。

辮第１９条補償

剛鵬ロータリー理事会は，国|嫌ロータリー

理JIA役11、従業員，，代行者の補償方針を随

時設定，実施することができる。

第二旦条改正

第１節時

本細llllの故.i'二は，本細則雛６条縦２節にｿj』

定する非↑Ｉｉ班態の場合を除き，規定辮識会に

出席し役架した人の過半数によってのみ行う

第１８条ロータリー財団

鯛鮪１節

nill祭ロータリーのロータリ-1吋間は，財付１

の法人設立定款およびi11111Uに従って ローダ

リー財団智電l委以会が人道的，教育的lZl的の

ためにのみ運営するものとする。法人設立定

款と細則は，管2座委只会が邸:`lf会の同意を得・1989年以定MF搬会において改正。
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剛壌ロータリー細則２０条（１－４）

定審議会の開かれるロータリー年度の前年腱

の５月１１:Iまでに:ｻﾄﾞ務総長に提出されなけれ

ばならない。

I7il際ロータリーｌｊﾎﾟ務総長は適法に提案され

ことができる。但し，本細ｌｌＵをdkJlZしようと

する制定案の採択に関して稀議会の行った決

定に反対･の意思を表示したクラブの蕊が所定

の数まで刻蛎総長に提出されたため，本細11リ

第８条鰯１０節(１１)坂の規定によるliil際大会の決

定を必要とするに至った場合は，規定群議会

のｉｆ〔後に開かれる国際大会において，当該改

正案が岡際大会に村･識されたときにおける出

席選挙人の投票の過半数によって，本細則の

改正を行うことができる。

第２筋提案者

本細ＨＩに対する改正案は，クラブ，地区大

会，グレート・ブリテンおよびアイルランド

|ﾉWil際ロータリーの審議会または大会，ノjM定

辮識会，または理事会によってのみ提案する

ことができる。理事会は，ロータリー財団管

理委只会の事前の同意なしには、本細Ｉ川第１８

条を改正する効力をもつどのような制定案も
提出できないものとする。

鞭蕊３節手続

木jMll1llを改正しようとする蝿案はすべて組

たすぺての改｣Iﾖ案のがしを，規定稀議会が1%Ｉ

かれる１１の少なくとも120[1前までに規定聯
一

議会全椛成11と各クラブ幹事に郵送しなけれ

ばならない。

審議会は，適法に審議会に提案された改正

案，並びに適法に稀議会に提出されたその修

正案を，ひとつひとつ瀞議して，これに対す

る採否の決定を行わなければならない。

第４節財務蝋項の変更

会澱としてクラブが支払う金額の変災を行

う改IEは，その改正の(lill定臓後の１J１１「Iま

では効力を発生しないものとする。

ﾛ1989年規蝿辮鋺会に｣ｊいて改正会
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標準ロータリー・クラブ定款１条，２条，３条，４条，５条（１－３）

斑↑ロータリー・クラブ定款一一面戸一一一一一一一■－－－－－－－－－－－－－－－－

会の翌[二Iから次の例会のIMi日までのあいだの

いずれかの日または定例Ｈの．他の時間または

他の場所に変更することができる。

また，例会日が法定休日に当たる場合，ま

たは本クラブ蜑長が死亡した場合，または全

地域社会にわたって流行病もしくは災害が発

生した場合は汗例会を取りやめることができ
る。

本クラブの;理事会は，本項に明記されてい

第１条名称

本会の籍称は，、‘ロータリー．

クラブとする。（国際ロータリー加盟会員）

第２条区域限界

本クラブの区域限界は，次の通りとする。
、

￣■￣￣￣～■￣￣■■￣￣－－￣￣￣＝■－－－－￣-－－－－－－－－￣￣￣￣￣－－￣￣－－￣￣－---￣■ 

￣－－￣￣￣■￣ロ‐■￣￣￣￣￣￣－口－－￣￣￣￣＝■■－－￣￣■￣－－－口ロ戸■■■￣￣－－￣￣■■■■－－

■■●－－■￣■￣￣￣￣￣￣■￣￣￣●￣-－－■■可ｎ町■■￣■宮口■￣￣￣■■■■■－－■－－－－－－－－－－－

ない理由であっても，その裁量で，１ローダ

リー年度に２回まで例会を取りやめることが

できる。

第２節

本クラブの役貝を選挙するための年次総会

は，本クラブ細則の定めるところに従い，毎

年l2H3111までに|)M催されなければならな
い缶

＊第３条綱領

ロータリーの綱領は，有益な事業の基礎と

して奉仕の理想を鼓吹し，これを育成し，特

に次の各項を鼓吹育成することにある：

第１奉仕の機会として知り合いを広める
こと；

第２事業および専門職務の道徳的水準を
高めること；あらゆる有用な業務は尊重され

るべきであるという認識を深めること；そし

てロータリアン各筒が，業務を通じて社会に

奉仕するために，その業務をi鼎,位あらしめる
こと；

第３ロータリアンすべてが，その個人生

活，事業生活および社会生活に常に奉仕の理
想を適用すること；

第４奉仕の理想に結ばれた，事業と専門
職務に携わる人の１１１二界的親交によって，国|辮
間の理解と親善と平和を推進すること。

第５条会員身分

*第１節全般的資格条件

本クラブは，善良な成人であって，職業上

良い.'１１:評を受けている者によって構成される
ものとする。

第２節種類

本ロータリー・クラブの会員の祇類は次の

４種類，すなわち，正会風，シニア・アクチ

ブ会風，パストサーピス会員および名誉会
風とする。

第３節正会員

本クラブは，次の資格条件を有する人を正

会只に選ぶことができる。

（i）一般に認められた有益な事業または専

１１１職務の持主，共同経営者(パートナー)，法

人役員または支配人であるか；

または

第４条会合

懇第１節

本クラブは，毎週l1iil，細則に定められた

日および時間に，定期の会合を開かなければ

ならない。

但し，非常の場合またはＪ１三当な理由ある場
合は，本クラブ理事会は，例会を、前回の例

TIfl鰯1コータリー細jlIlは,1022年６ﾉ１６日よりも後にロ際ロー
タリーへ加盟を承認きれたロータリー・クラブは－１１１にこの標
i1Ilロータリー・クラブ定款を採用-il-ることと規定している。
P1989jF規定審議会において改正。
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標準ロータリー・クラブ定款５条（３－５）

（ii）一般に認められた有益な事業または専

門職務において，裁熾の権限ある管理職の重

要な地位にあるか；

または

（iii）一般に認められた有益な事業または専

門】|i､務の地方代理店または支店を替玉H鑑をも

って担当する地方代理人または支店代理人ま

たは支店代表者を務めていること；

そして

以上いずれの場合も，同人がクラブにおい

て分類される事業または専１１１１職務に，自らか

つ現実に携わっており，そしてその事業場ま

たはその住居が本クラブの区域限界内もしく

はクラブの存在する市の行政区域内または直

接に隣接するクラブの区域限界内にあること

を要する。

報道機関，宗教および外交官の職業分類を

除き，そして，本条獺４節に定められている

アディショナル正会員のｊ１ｊＭ定を除き，名職業

分類ごとに１名より多くのj'三会員があっては

ならない。

第４節アディショナル正会員

（a）本クラブの正会風は，いずれも，自分

と同じ職業分類の事業または専iIIIJl剛務に現爽

に従事している者をもう１人正会員に椎鯨す

ることができ，クラブはこれを正会員に選ぶ

ことができる。この場合，その正会員の１１６１業

分類は推薦者の嚇業分類と同一とする。この

アデイショナル正会員の査格条件は，本条第

１節および第３節において正会員について定

められているものと同一とする。このアデイ

ショナル正会貝は，本項に基づくアディショ

ナル正会風を推薦すみことができないことを

除いてすべて正会員に同じとする。

（b）本クラブは，そのIIlMi業分類の保持者の

承諾を条件として，かつて他のロータリー・

クラブの正会員であった者で，その:Zn笑に蝋

わっている事業の場所またはその住居がクラ

ブの区域限界内にあり，かつ会.貝となるべき

その他の資格条件が備わっている者をもう１

人，アデイショナル正会員に選ぶことができ

る。但し

（i）いかなる場合でも，一つの峨業分類に

２２４ 

ついて本節，本項の下に選ばれるアデイショ

ナル正会員の数は１名を超えないものとす

る。

（ii）このようにして会11に選ばれるために

は，かつて屈していたクラブを退会した理由

がｐそのクラブの臓域1111界|ﾌﾞﾘでそのクラブに

おいて分類されていた職業分類の下に現実に

諏業または専門職務に従ﾖFljiLなくなったとい

うことでなければならない。

（iii）このアデイシヨナル正会員は，第４節

(a)項に基づくアディショナル正会員を推薦す

ることができないことを除いてすべて正会員

に同じとする。

（c）］職業分類の保持者の正会風身分が終結

したか，または，その網寺者がシニア・アク

チブ会員になった場合，あるいは，何らかの

理由で，】職業分類を保持しなくなった場合，

第４節(‘)項および(b)項の下に選ばれたアデイ

ショナル正会員の会員身分は次のように扱わ

れるものとする。

（１）このようなアデイショナル正会員が１

名しかいない場合，この人は自動的に正会風

となり,職業分類の保持者となるものとする。

（２）アデイショナル正会員が２名いる場

合，そのときクラブはそのうち１名を選挙し

て，ｊｌ２会員とし，職業分類の保持者とするも

のとする。

（３）前述の(2)項の規定に従って，アデイシ

ョナル正会員の1人が正会風に選ばれたと

き，もう１人のアデイショナル正会風の地位

は元のままとする。

第５節シニア・アクチブ会員

（a）本クラブの正会員またはバスト・サー

ビス会貝で，その一つまたはいくつかのクラ

ブにおける正会貝およびパストサービス会

員としての経歴が次の各項に定める要件のい

ずれかに合致している者は，自動的にかつ直

ちにシニア･アクチブ会員となるものとする。

（i）－つまたはいくつかのクラブで通算１５

年以上会風であった者。

（ii）現在60歳以上で，－つまたはいくつか

のクラブで通算10年以上会員であった者。

（iii）現在65歳以上で．，一つまたはいくつか



標準ロータリー・クラブ定款５条（５－１０）

会員に選ばれることができる．のクラブで通算５年以上会風であった者。

（Ｍ現在国際ロータリーの役貝であるか，

またはかつてその役員であった潜・

（b）本クラブは，かつてどこかのクラブの

会叫であった満で，会風でなくなった時点に

おいてシニア・アクチブ会只であった者また

はシニア・アクチブ会員になりうる条件を備

えていた者を，本クラブのシニア・アクチブ

会11に選ぶことができる。

〈c）シニア・アクチブ会風は，次に掲げる

Jhujviを除き，すべて正会ｊｉと同一の椛利，特
典および麦係をもつものとする。

（i）シニア・アクチブ会11はjlili難分緬を代
表しないものとし，また，

（ii）本条第４節(a)項によるアデイショナル

正会乢を推薦する権利をもたない。

本クラブは，シニア・アクチブ蜑貝の従事

している鞭業または専門jMl務の〕倣業分類の下

に，行変格者を入会させることができる。

＊第６節パスト・サービス会員

（（１）：RMJiiIiから引退したために112会Ⅲ身分を

喪失したかってのロータリー・クラブ正会風

は，’'１分がⅡE会員となっていたクラブその他

のクラブのバスト・サービス会11に選挙され

ることができる。但し－つまたはいくつか

のクラブで通算３年以上正会風であったか，

あるいは，会員歴にかかわりなく５５歳に達し

ていなければならない｡このような允会貝は、

他のすべてのバスト・サービス会１１の盗格条
件をIIIliえている限り，その』12会ｕの卿'分を失

ったときまたはその後いつでも，バスト・サ

ービス会、に選ばれることができる。,|『業ま

たは癖I1l111H1i務からの引退が．クラブの会貝で

なくなった後に生じたものであった場合は，

これをパストサーピス会風に選挙すること

はできない。パストサービス会11が，本ク

ラブの元正会風でなければ入会金の支払を要

するものとする。本クラブのJdil：会、で､あれ
ば,－２度||の入会金の支払を要しないものと
する。

〈b）本人に落度がないのに他の１脾11Wによ｢）

（c）バスト・サービス会員は，事業または

等''１】j搬務の】IMI業分類を代表しないこと，シニ

ア゛アクチブ会典になることができないこと

(但し本条雛５節(a)項に規定されている場合

を除く）および本条第４節(a)項によるアディ

ショナル祇会風を推聴する権利をもたないこ

との３点を除き,正会員のもつすべての権利，

特典および責任を有するものとする。
*第７節二重会員

いかなる人も，本クラブと別のクラブにお

いて，正会几シニア・アクチブ会、、パス

ト・サービス会１１の謝洛を同時に係排するこ

とはできない。いかなる人も本クラブにおい

て正会、，シニア・アクチブ会員，バスト

サービス会１１，名誉会員の資格を同時に保持

することはできない。

掌第８筋名誉会員

ロータリーの理想推進のために称鋳にＩ１１Iす

る奉仕をした人を，本クラブの名誉会風に選
挙することができる。

墹誉会11は，入会金および会擬の納入を免
除されるが，投梁樅をもたない。本クラブの

いかなる役〕IMIにもつくことができない。職業

分類を代表しない。しかし，クラブのあらゆ

る会合に出席することができ，その他クラブ

のあらゆる特典を享受することができる。本

クラブの名群会叫は,他のクラブにおいては，

いかなる権利または1時典も認められないもの
とする。

第９節宗教，報道機関および外交官

二つ以上の宗派の各代表者，二つ以上の新
聞および／またはその他の報道機関の各代表

者および二つ以上の国の政府を代表する各外

交官は、これらのJ1職業分類の下に正会員とな

る資格を右するものとする。但し、これらの

代表者が不定縦に定められた資格条件をlilliえ
ていることを要する。

第10節公職

一定の征jUIを限って選挙または任命によっ

て公職にある将は，』'１該公職の職業分緬の下
lllMi業分蹴を失ってしまう正会風は，本クラブ

の駆りF会の決定によって，バスト・サービス ､1989年叫定稀鵬会において改正。
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隠準ロータリー・クラブ定款５条（10-11)，（

に本クラブの正会風となる賓絡を有しないも
ｕ 

のとする。これは学校，大学その他の教育施

設に奉職する者または裁判官に選挙もしくは

(旧命された瀞には適川]されない。

本クラブの正会風で一定の任期をもった公

HMMこ選挙または任命さ』l'した者は，その公IiIiliに

在任fln，iill記の選挙または任命の直前にlil人

がクラブにおいて代表していた職業分類の下

に，引き続き正会風としての身分を保持する

ことができる。

第11節国際ロータリーの職員

木クラブは，国際ロータリーと雇用関係に

入ったクラブ会風の会員身分を，そのjll【１１]関

係の続く限り，保持せしめることができる。

7条（１）６条‘

第７条出席

"第１節

水クラブの将会風はクラブ例会に出嚇しな

ければならない。会11が，本クラブの例会に

|Ⅱ席したものとみなされるには〆例会に充当

されたi聯'１１１の少なくとも60パーセントに出席

するか，または，次のような方法で欠席をメ

ークアップしなければならない。

（a）本クラブの前11Ｉの例会の定例のlWFか

ら，次回の例会の定例の時までの間に，

（i）他のロータリー・クラブまたは仮クラ

ブの例会に充当された時間の少なくとも60パ

ーセントに出席すること，または，

（ii）本クラブの猯示によって，ローターア

クト，インターアクト・クラブ，またはロー

タリー材･瀞共同隊，仮ローターアクト〆仮イ
第６条職業分類

*第１節職業分類

（a）本クラブの各正会員は，その事業また

は専門職務に従って分類されるものとする。

（b）本クラブの各正会貝のIIill業分類は本人

ンターアクト・クラブまたは仮ロータリー村．

瀞共同隊の例会に１ＭFすること，または，

（iiO国際ロータリー国際大会,規定審議会，

|:M際協議会，国際ロータリー元並びに現役貝

のためのロータリー研究会，国際ロータリー

〕則駆会を代行する[i;|際ロータリー会長の承認

を得て拙災きれた1:lil際ロータリー元，現並び

に次期役１１のためのロータリー研究会，ロー

タリー地域大会,国際ロータリー委貝会会合，

ロータリー地区大会,ロータリー地区協縦会，

国際ロータリー理事会の指示の下に開'''1され

た地区会合，地区ガバナーの編示の下に開催

された地区委員会，または正式に公表された

ロータリー・クラブの都市述合会に出席する

こと。

（iv）他クラブの例会に出席の1］的をもって

そのクラブの例会定刻に定例会場に赴いたと

き，当該クラブが、定例の時|Ｈ１と場所に例会

を|Ｈいていなかった場合。

（b）例会のときに，

（i）本節(a)坂の(iii)に挙げた会合の一つに出

席のため，適切なUlｴ行日程による往復の途次

にある場合。

（H）１１;11燐ロータリーの役只または委皿がロ

の所属する商社，会社または団体の主要かつ

一般世11Hがそのように認めている事業活lIMjを

示すものか，または，本人の主たるかつ一般

Ｉｌｔ間がそのように認めている事業または専門

】朏務を示すものでなければならない。

（c）修正。理聯会は，もし州薇がこれを必

要とする場合は，その裁量によって，在籍中

の会員のMMI業分類を避正または修正すること

ができる。かかる鮭jlそまたは修正の提案につ

いては当該会貝に対して然るべき予蕎を与え

なければならない。そしてその会風には，こ

れに対して聡'1mの機会が与えられなければな

らない。

第２節制限

正会風は，各JiMI業分叛から１名ずつとする。

但し，２渦以上の正会貝が認められている３

種の職業分類，すなわち，糸救，報遊磯1判お

よび外交官の職業分頒並びにアデイショナル

正会員については，この'腿Ｉ)ではない。

･1989年規定栫鍍会においてｄＪｍ２。
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標１W:ロータリー・クラブ定款７条（１－３），８条（１－３】

一タリーの用務に携わっている場合。

（iii）地区ガバナーの特別代表として，新ク

ラブ結成中，ロータリーの用務に鵬わってい

る場合。

（iv）国際ロータリーに雇用されている者

が，ロータリーの用務に携わっている場合。

（v）メークアップする機会が全く得られな

いような僻遠の地で，地区，国際ロータリー

またはロータリー期.団の提Ⅱ{)する奉仕蛎業に

直接かつ現実に従事している場合。

第２節メークアップの通知

本条第１節(a)項の(ii)，（a)坂の(iiiⅡ（b)項にｉｉｄ

逃されているような場合，会Ｌｌがｌｉ１らクラブ

にその鞭爽を報告すれば，それだけでⅡl聯と

みなされるものとする。（a)項の(i)および(iv)に

記述されているような場合，会員が自らその

旨報告するか，または，訪問先のクラブ幹駆

が，通知を送ることができる。

準第３節免除

次のような場合，出席規定の適用は免除さ

れるものとする。

（a）長期にわたる健康不良／傷害のため，

または，ロータリー・クラブのない１劃に２週

ｌＭ７規定の適用を免除されたい希望を，了1$

耐をもって,クラブ幹事に通告していること。

このような場合，〕理事会が承認すれば，その

会11の欠席は本クラブの出席記録に算入され

ないが，出席はもし本人ｶｾﾞ希望すれば算入し

てもよい。

第８条理事および役員

第１節

水クラブの管理主体は，本クラブの細'１ﾘの

定めるところによって織成される理事会とす

ゐ。

第２節

別段の規定によってここに特に定められた

場合を除き，あらゆるクラブの事項に関する

jql雛会の決定は最終であって，クラブに対し

て提訴する以外にはこれを覆す余地はない。

理ILUf会は全役貝および全委員会に対して総括

的支配力をもつものとし，正当な理由ある場

合は,そのいずれをも罷免することができる。

型l離会はあらゆる役員の決定およびあらゆる

委風会の決定に対する提訴の裁定者となるも

のとする｡jgHj蔦l手会のいかなる決定についても，

クラブに対して提訴することができる。この

ような提訴の場合，提訴の対象となった決定

は，理駆会が指定した例会において，定足数

のlll聯を得て，その出席会員の３分の２の投

醗によってのみ艇すことができるものとす

る。そして洲該例会の少なくとも５日前に，

＃１１１該批訴の予告が，！'榴予により，本クラブの

全会貝に対して与えられなければならない。

第３節

水クラブの役員は，会長，会長エレクト，

ｌ潟または数鴇の副会長，幹事，会計，およ

び会場膿儒とする。このうち，会長，会長エ

レクトおよび副会長は，全員理事会のメンバ

ーとする。また，幹事，会計および会場監督

は，本クラブ細則の定めるところに従って，

その全貝または－部が理事会のメンバーであ

ってもよいしそうでなくてもよい。

間以上滞在するため，例会出席が現実に不可

能であり，理事会が，その欠席を承認してい

る場合。この場合，この人の欠席は，クラブ

の出席記録に算入されないものとする。ロー

タリー・クラブのない国に滞在していて欠席

することを予定する場合，会員は，湘了に川

発するIjlilに，あるいは，出発前が不可能なら，

その国から譜面で，本クラブ幹小にその旨報

告するものとする。このような欠席を承認す

る前に，理事会は，この旅行のため会貝が本

条第１節(a)項に従って欠席をメークアップで

きないことを確認するものとする．

（b）シニア・アクチブ会貝の場合。

（i）一つまたはいくつかのロータリー・ク

ラブで通算20年以上会員であって，６５歳に達

していること。

（H）一つまたはいくつかのロータリー・ク

ラブで通算15年以上会員であって，７０蝋に達

していること。

さらに ･l989flKj｣し退稀縦会において政｣Eロ
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１０条（１－２）標準ロータリー・クラブ定欽８条（４），９条，

第４節

各役風は本クラブ細ＩＨＩの定めるところに従

って選挙されるものとする。別段に規定され

ている会長を除き，各役貝は選挙さｵした『[後

の７月１日に就・任し，選挙された任ｊＵ１１１１また

は後任者が選挙されかつ適格となるまで在任

するものとする。

会長は，本クラブの細則の定めるところに

従って，会長に就任する11の直前18カノ１以上

２年以内の期間内に，選挙するものとする。

会長に選ばれた者は，会長に就任する年度直

前の年度に理醸会のメンバーとなり会長エレ

クトを務めるものとする。会長は，辿挙によ

り会長を務めることとなったロータリー年度

の７月１日に就任し，会長として選挙された

年度中，または後任者が選挙されて就任する

まで，その峨務に当たるものとする。

各役風および各理２１矛は，いずれも，本クラ

ブの暇i､ﾋﾞなき正会員（アデイショナル正会員

を含む)，シニア･アクチブ会員，またはパス

トサービス会員のいずれかでなければなら

ない。クラブ会長の,任務と責務をより深く理

解するために，会長エレクトは会長エレクト

研修セミナーと地区協議会に出席しなければ

ならない。正当な理１:１１により地区|剛議会に出

席できない場合は，所胸クラブから指潴した

代理を派避しなければならない。この代理は

地区協識会終了後，同人に報告する任務をも

つものとする。

第10条会員身分の存続

第１節期間

会１１身分は，次に定めるところによって終

結しない限り，本クラブの存する|M存続する

ものとする。

.第２節終結する場合

（a）会員が，会、身分の維持に必要な条件

に欠けるようになったとき，会11身分は自動

的に終結するものとする。但し，

（i）本人に落度がないのに他の蛎情により

JMil業分類を失ってしまう正会風は，本クラブ

の哩辨会の決定によって，バスト・サービス

会皿に選ばれることができる

または薊

（ii）Ｈ１事会の承認を得て正会、が本クラブ

の１，K域限界外に移)伝する場合，その移転して

行く先の市町村にあるロータリー・クラブを

訪'１１】して知り合いになってもらうために１カ

年を超えない期|Ｈ１を限って，掌*出席義務規定

の特別免除を与えてもらうことができる。但

し，この場合，ＩｒｉＩ人は引き続きlri1じlIlil業分類

の]lMl業に現実に従事しており，かつ，引き続

き出席その他すべてのロータリー会員たる条

件をiiMjたしていることが前提である；

または，

（iii）自己の資に帰すべからざる駅由によっ

て，その職業分類を失うこととなった正会員

は，その職業分類を引き続き保持することが

でき，そしてそのJIIil業分類または新しい職業

分緬の職業に改めてつくために必要な期間と

して，１カ年を限り戦車出席義務規定の特別免

除が与えられるものとする。但し，出席その

他すべてのロータリー会員としての盗格条件

をリ|き続き満たしていなければならない。そ

の会11身分終結はI汗きれた免除期１１M終了後初

めて発効するものとする。

（b）パス|、・・リーービス会員が再び現実に鞭

業または噂ｉｌ１１Ｊ倣務活動に復帰した場合，Ｊ職業

第９条入会金および会聾

本クラブの正会且，シニア･アクチブ会風，

およびパストサーピス会員は，すべて入会

金および年会費として，本クラブ細川の定め

る金額を納入しなければならない。但し，本

クラブの正会員からシニア・アクチブ会員ま

たはパストサーピス会風になる者は，２度

目の入会金の納入を要しないものとする。

｡]989年規定審議会において改正，

｡．“1cHIveof刊bsence同の祇賠を｢出席雄溺の鮒干｣から｢１１ﾉ1Ｗ

維務川定の免除｣に，“５１)ccinlleaveofabsIEncG“を｢出11ｻｶﾞiLXi;
の将Hll;Ⅱ子｣から｢１ＭW雄勝肌定の特別免除｣に磯uIしました。

21218 



標準ロータリー・クラブ定款１０条（２－６）

第６節他の原因による終結

（a）いずれの会ｊｉも，会員としての濁瀞条

件に欠けるようになった場合は，特にその｛］

的のために１１Mｋきれた理事会の会合におい

て，理鞭会全11の３分の２を下らない焚成投

票によって，その会貝身分を終結せしめるこ

とができる。

（b）会貝は変;惜条件を備えていても，〕翌ＩＦ

会が十分と認める理由があれば，特にそのｒｌ

的のために紹柴された理事会の会合におい

て，理|凶予会全貝の３分の２を下らない鈴成投

票によって，その会14身分を終結せしめるこ

とができる。

（c）前項(a)または(b)のいずれの場合も，当

該会員は，かかる懸案案團件について，少なく

とも10日1(１１の予告を書面によって与えられ

て，理事会に対して書面による答弁を提出す

る機会を与えられなければならない。また，

理事会に出頭して，自分の立場を釈明する権

利をもつものとする。かかる予告の通達は，

対人配達便または;I|:慨郵便によって，分かっ

ているji鰯『の宛先に送付されなければならな

い。

（｡）会且身分を終結させる決定が行われた

場合，幹事は，理事会決定後７日以内に，そ

のE理事会の決定を，書面をもって，当該会風

に通告しなければならない。当該会員はかか

る通告の1]付後14日以内に，幹事に対･する慨：

面をもって，本クラブに提訴するか，もしく

は本定款躯14条に定める仲裁に訴えるか，い

ずれかの漸思のあることを通告することがで

きる。鍵脈する場合は，提訴を通告する誹而

を受理してから21日以内に行われるべき本ク

ラブの例会において，当該提訴の穂MHを行う

ために，埋辨会はその日取りを決定しなけれ

ばならない。このようなクラブ例会およびそ

の例会で行う特別案件について，少なくとも

５日１１Mの予告が，Ｍ１:iliiをもって，本クラブの

全会貝宛に与えられなければならない。そし

てこのような提訴が審議される例会には，本

クラブ会貝のみが出席を許される。

（e）本節の規定によって:堅事会が正会風の

会員身分を終結せしめた場合，もし提訴があ

２２９ 

分緬に空席があれば，自動的に正会貝になる

ものとする。空席がなければ，バスト・サー

ビス会風身分のままとする。

（c）名誉会員の会貝身分は，本人力路盤拳さ

れたI;1のif[後の６月301｣をもってI;Ｍ１'約に終

結する。しかしながら，理歌会はその裁並に

より，決議をもって，毎年このような名誉会

jl身分を次年度に継続することができる。

第３節再入会

正会風の会員身分が前掲第２節の規定によ

って終結した場合，同人は，｜可じJIiIi簗分類ま

たは別の】剛業分類の下に，新たに入会[|J込を

することができる。もし同人が会11に選ばれ

た場合，２度目の入会金を納めることを要し

ない。

第４節終結一会費不払

所定の期限後30日以内に会澱を納入しない

会風に対しては，その分かっているjiN【新の宛

先に，粋事が，書面をもって催告しなければ

ならない。催告の日付･後10日以1ﾉﾘに会澱が納

入されなければ，当該会貝の会風身分は自動

的に終結する。

このような元会員は，その嘆願がありかつ

クラブに対する同人のすべての負仙が完済さ

れれば，理事会の裁量をもって，会貝身分に

復帰させることができる。但し，同人の以前

のlMIi業分類が既に充填されている場合は，い

かなる元会風も正会員に復帰させることはで

きない`，

第５節終結一欠席

名機会貝を除く他の会只の会皿身分は，理

事会が正当かつ十分な理由があると認めない

限り，次のような場合，自動的に終結するも

のとする：

（a）連続４回例会に出席もメークアップも

していない場合，または

（b）本クラブの会計年度の前半または後半

の６カノ１１１１１，メークアップを含む出席率が６０

パーセントに達しない場合，

（c）本クラブの会計年度のiii半または後半

の６カノ]11Mに開かれた所属クラブの例会総数

のうち少なくともその30パーセントに出席し

ていない場合。



標地ロータリー・クラブ定款１０条（６－８ハｌ

れば，これに対する聴聞の期限が切れて本ク

ラブの決定または仲裁者の決定が発表される

までは，本クラブは，当該会且のもっていた

職業分類の下に新しい会員を選挙してはなら

ない。

（f）もしクラブに対する礎訴も行われず，

仲裁も要求されなかった場合は，到駆会の決

定は妓終決定となる。もし提訴が行われた場

合は，本クラブの決定が最終決定となる。

第７節退会

いかなる会員も，本クラブからの退会IlIIll

は禅iIiiをもって行い(会長またはil綱f宛)，雌

歌会によって受理されなければならない。仙

し，当該会風の本クラブに対するすべての仇

俄が完済されていることを前提とする。

第８節資産関与権一その放棄

いかなる理由によるにせよ，本クラブの会

貝身分を終結した者は，すべて，本クラブに

属するいかなる資金その他の1吋産に対して

も，あらゆる関与権を喪失するものとする。

[1条！ １２条，１３条

解を,採択したり配付したりしてはならない。

またこれに関して団壜体行動を起こしてはなら

ない。

(1)）本クラブは，政治的性質をもった特定

の国際問題の`解決のために，クラブ、国民，

政府に対して嘆願してはならない｡また響伏，

減税，提案を配付してはならない。

第12条ロータリーの雑誌

第１節

水クラブが倒際ロータリー理事会によっ

て，l1il際ロータリー細則と合致する本条規定

の適用を免除されていない場合，本クラブの

｣１２会ＬＬシニア･アクチブ簑只またはバスト・

サービス会風となることを受諾することによ

り，その会員は，自発的に，国際ロータリー

の機関雑誌または国l祭ロータリー理事会から

本クラブに対して指定されている地域的なロ

ータリー雑誌の購読者となる｡購読のｐｌ間は，

６カ月を１期として取り扱い，本クラブの会

貝となっている限り継続し，１期の中途で会

几でなくなった場合にはその期の末日をもっ

て終わるものとする。

第２節

IMi読料は，半年ごとに，クラブが，その前

払金を各会風から徴収し，国際ロータリーの

'1f務lwjまたは国際ロータリー理事会の指定に

J:ってIMiiiIliすることとなった地域的出版物の

発行所に送金しなければならない。

第１１条地域社会，国家

および国際問題

第１節

地域社会，国家および世界の一般福祉は，

本クラブの会員にとって関心鞭である。そし

てこのような福祉にかかわる公共問題の功罪

は，会風各自が自己の意見をまとめるうえの

啓蒙手段として，クラブ会合におけ為公jl：か

つ理知的研究および討議の対象として適切な

課題というべきである。しかしながら，水ク

ラブは，いかなる係争中の公共問題について

も意見を表明してはならない。

第２節

本クラブは，公職に対蕾するいかなる候補譜

も支持または推薦してはならない。また本ク

ラブはいかなるクラブ会合においても，かか

る候補者の長所または短所を討議してはなら

ない。

第３筋

（a）本クラブは，政拾的性質をもった世界

問題または国際政策に関して，討議ないし兇

２３０ 

第１３条綱領の受諾と

定款。細則の遵守

会風は，入会金と会費を支払うことによっ

て，綱領の１１１に示されたロータリーの原則を

受諾し，本クラブの定款・細則に従い，その

規定を遵守し，これに拘束されることを受諾

するものとする。そしてこれらの条件の下に

おいてのみ，会員は，本クラブの特典を受け

ることができる。いかなる会員も，定款・細

MUの印刷物を受け取らなかったことを理[I]と

して，定款・細則の遵守を免れることはでき



概測､ロータリー・クラブ・定叔・クラブ定紋１３条，１４条，１５条､１６条，１７条

は，「１１１際ロータリー細則の改正について同細

llljで定めているものと同じとする。

第２節提案者

本定款の改正は，本条第４節に定める場合

を除き，クラブ，地区大会，ＲＬＢ､1.の$iﾄﾞ繊会

もしくは大会、規定稀議会または国際ロータ

リー理甑会のみが提案することができる。

率第３筋手続

本定款を改正しようとする提案は，すべて

規定審議会の開かれるロータリー年度の前年

度の５ノ」１１１までに、国際ロータリー鞭務総

長のもとに拠川されなければならない。

国際ロータリーの蛎務総長は，適法に蝿案

ない。

第14条仲裁

会１１身分のIMI題その他定軟・jlN11MIの違反に

関逃して，もしくは会１１のクラブからの除名

にIAljllLして，もしくはその他何訓によらず，

これらの場合のために規定されている手続に

よっては満足に解決できない論争が，会員ま

たは元会只と本クラブまたは本クラブの役員

または理事会とのあいだにj起こった｣鮴令は，

その係争'１１】題は，仲裁によってｌｉ１１<決されるも

のとする。［'lIi当事者はそれぞれｌ端の仲裁人

を指定し，l11IjｲIiI裁人は１名の裁定人を指定し

なければならない。裁定人または｛Il1Jlik人には

ロータリー・クラブの会員のみが指定される

ことができる。仲裁人によって到達された決

定もしくは両仲裁人が一致点に達し得なかっ

た場合の裁定人による決定が,股終であって，

当聯詩すべてを拘束するものとする。

されたすべての改正案の写しを，規定辮識会

が開かれる1Ｊの少なくとも120日前までに,親
一

定審議会全;tMii成貝と各クラブの幹事宛に郵送

しなければならない。

審議会は，適法に審議会に提案された改正

案，並びに適法に審議会に提出されたその修

正案をひとつひとつ瀞議して，これに対する

採否の決定をイルなければならない。

第４節

本定款の雛１条（名称）および第２条（区

域限界）は↑定足数を満たした数の会貝が出

席した本クラブの例会においていつでも，投

票する出席余風の過半数の養成投票によっ

て，改正することができる。但し，当該改正

案の通告が，これを識する例会の少なくとも

1011前に、名会11に郵送されなければならな

い。そしてさらに，かかる改正は，国際ロー

タリー理M小会に提}Ⅱしてその承認を求めなけ

ればならない。その承認があって初めてその

改正は効力を発するものとする。アデイショ

ナル・クラブ結成のための区域の瓢,躯もしく

は共有を拒否した決定を，地区ガバナーある

いは圃際ロータリー理事会の指示により，再

辮識する場合、同1朧ロータリー細Mﾘ節１条節

1節(f)項に）JA定するように，３分の２の投系

がijiilI11の喬決決縦を支持するために必要であ

る。

第１５条細則

本クラブは，国際ロータリーの定欽・洲!!Ｕ

(および地域管理が認められている場合には

地域管理の手続規則）および本定款と矛晴し

ない細l1Uを採用しなければならない｡細llUは，

本クラブの腎理のために，さらに追加規定を

職けるものとする。同細11ﾘは，細Ｉ１ｌ１ｌ１に定め

るところに従って時々改正することができ

る。

艤第１６条解釈の仕方

本クラブ定款の全部を通じてりJ性代名詞

(he，his，ｈｉｍ）は女性をも含むものとする。

第17条改正

第１節時

本条第４節に規定されている賜合を除き，

本定款は，規定審議会または国際ロータリー

阿際大会によってのみ改正できる。その方式 o1989fF肥定嬬雛会におし'て改正Ⅶ
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推奨クラブ細H１１１条

注：本細則は単に推奨ざれあにすぎない。従ってロータリー,クラブは，クラブ定款または鬮際ロー

タリーの定款,細則と矛盾しない限I)，クラブ１４１身の事怖に応じて変更することができる。もし錠１１１】ある

場合は，その変更案を国際ロータリーj1j:粉総長に提出して同際ロータリー理TIF会の辮議を乞わなければ

ならない(本jWI1iIⅡに２案が示されているものについては，クラブは衆のうち－つだけを採用すべきものと

する。鵬用さfしなかったほうの案は|綱)『されなければならない)。本iWlHlI『'１の男性代名詞には女性も含水
fしるものとする｡

、‘ロータリー。クラブ細則
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝-－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

第１条２案

鏑1節役、を選挙すべき会合の］力jjlMiの

例会において，その議長たる役瓜は会１１に対し
て，会長，ｌ１ｉＵ会１選，孵り＄，会計および利ｆ'ｉ

の理Ｊ１$を淵斜することを求めなければならな

い。その脂墹lHL、クラブの決定するところに従
って指瀦委乢会または出席全会且のいずれか一

方または双方によって行うことができる。もし

指名委貝会を設けるように決定されたならば，
かかる委風会はクラブの定めるところ仁従って

設慨さｵLなければならない。適法に行われた桁

名は各役jlMlごとにアルファベット順に投醗ﾉu紙

に記IIliされて年次総会において投票に付せられ

るものとする。投頚の過半数を独得した会｣奥，

M11全焼，Ili繩および会計がそれぞれ該当する役

職に当逃したものと通言されるものとする。投

票の過凸lL数を↑!〉た：i1iの理躯候補が理J1『に１１１

選したものと夜i了されるものとする。前記の投
票によって選挙された会長は,その選挙のあと，

７月１［1に始まる年度に，会長エレクトとして

理事会のメンバーを務め，会長エレクトとして

理蛎会のメンバーを務めた年度直後の７ﾉ１１１１

に，会長に桃征するものとする.

鱗２節迦辮された役風および理珈に!([IiII会
踵を加えてj11l9f会を榊成するものとする。逃挙

によって決定した次年度理事会は］週１１１１以内に

会合してクラブ会１１の中から会場鑑，勝を務める
者を選任しなければならない。

第１条理事および役員の選挙

第１節

役11を選挙する会合のｌカノl1jiiの例会にお

いて，繊長は理事候補者を指潟することを求

めなければならない。出席会風は何洛でも指

名することができる。これらの指籍は投梁用

紙に記i1iliされて年次総会において投系に･付せ

られなければならない。そして般多投票数を

雛得した、．名の候補者をもって型1選者と
する。

第２節

被逃理躯は，年次総会後１週''１１以lﾉ、Iにその

会合をMHいて，下記の役貝を互選しなければ

ならない：

（１）会長｡会長に選ばれた者は、そのあと，

次の７)１１日に始まる年度に，会長エレクト

として通勤『会のメンバーを務め，会長エレク

トとして理事会のメンバーを務めた年度直後

の７)］１１]に，会長に就任するものとする。

（２）ｌ譜または数名の剛会長。

（３）幹1F，会計および会場膿将。これらの

一部または全部に理事会のメンバーを充てる

ことができるし，また，そうしなくてもよい。

前記の会合で選任された粋.1Fおよび会計が

理轆会のメンバーでなかった場合は，これら

の人は，その役職に就任する年度における職

椛上の趣駆会メンバーとなるものとし，その

理蛎会メンバーとしての:i:f圧と椛限は，理事

会の定めるところによる⑪

第３節

理事会またはその他の役職に生じた欠瓜は

残りの辺I辨会メンバーの決定によってmlij施す
べきものとする。

第４節

役貝エレクトまたは図封ゴエレクトの地位に

生じた欠ｎは残りの被選嘩|手会のメンバーの

決定によって補填すべきものとする．(注：次に細げる二つの姉は上掛二つのiiiの代わI)に擁川する

ことのできる栞として掲げたものであ愚｡搬川しない1エうの二
つの耐を擁i)Yすること）
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推奨クラブ細Iリ２条，３条，４条（１）

地区ガバナーに対して行わなければならない

クラブ例会の月次Ｍ１席報告を含む，諸iikの義

務報告をllil際ロータリーに対して行い，ロー

タリアン,聯の購読料を徴収してこれをｌｌｉＩＩ祭ロ

ータリーに送金し，その他通常その職に付随

する任務を行うにある。

第５節会計

会計の任務は,すべての資金を管理係襟し，

征年１Ｍおよびその他理事会の要求あるごと

にそのliM1ﾘ1を行い，そのほかその職にｲﾘ･随す

る任務を行うにある。その城を去るに当たっ

ては会i;|･はその係11:するすべての資金，；汁算

111｛簿，その他あらゆるクラブI(ｲ･産を，その後

(E者または会長にリ|き継がなければならな

い□

第６節会場監1肝

会場監督の任務は通常その職に付|麺する任

務，およびその他会長または恥蛎会によって

定められる任務とする倭

第２条理事会

本クラブの管理主体は本細則節１条第１節

に基づいて選挙された理事会とする。

(Mｮ：もし鞆１条に２衆が孫lilされてし､るnｹ台(;t，本条は次に

示す案を狐１１Ｉすることを鰹1-る｡採川さｌLなかったl』うの本節

l止抹消す為こと）

第２条２案

本クラブの管理魏体は本クラブの会j小

潴より成るH1離合とする。すなわち本刑l1lIl鏑１

条第１姉に基づいて選挙された､、滴の理

事,会腿，剛会長，会長エレクト，粋:1%会計
および『[iii｢会長であ為。

第３条役員の任務

第１節会長

本クラブの会合および理耶会の会合におい

て議長を務め，その他通常その蝋に付随する

任務を行うことをもって会長の任務とする。

第２節会長エレクト

会長エレクトはLllLjlF会のメンバーとしての

圧務およびその他会長または理事会によって

定められる任務を行うものとする。

第３節副会長

会長不在の場合に本クラブの会合および理

'１#会の会合において議長を務め，その他通常

その]ＭＩＩに付随する｛ｉｔ務を行うことをもって副

会長の任務とする。

第４筋幹事

幹事のI正勝は，会風の記録を整理lMiljm；し，

会合における出席を記録し，クラブ，Jrl邸会

および委ｌｉ会の諸会合の通知を発送し，これ

らの会合の議事録をつくってこれを像↑ｻﾞし，

侮年ｌＨｌ１Ｉおよび７月１１１現在をもって国

|朧ロータリー事務総優に対して行わなければ

ならない半期会貝報告，半｣U】報告を提Ｈ１した

７ﾉﾘ１１１またはｌｊｊｌＨよりも後にクラブ会

同に選ばれたＩｌ５会11,シニア･アクチブ会Ｊ１，

バスト・サービス会liについて10)１１１１と４

月１日に1F務総長に提出する四半｣01余１１報

(1ｈ国除ロータリーノＩｆ務総優に対して行うべ

き会員資J儲変更報告，毎月の雌終例会の『[後

第４条会合

第１節年次総会

’本クラブの年次総会は毎年、

に開IlMされるものとする。そしてこの年次総

会において，次年度のﾖ91劃荒の選挙を行わなけ

ればならない。

(注：もし鯛1条に２衆がIMjきれている場合は，次の衆を採

川することを腱する）

第４条２案

第１節年次総会｡１本クラブの年次総会は毎

年、．

に冊１１１１されるものとする。そしてこの年次総会

において次年度の役１１および理事の選挙を行わ
なければならない。

Itl：：l瓢&ロータリー・クラブ定款輔`】条舗２節は１，.ｲ:クラブ

の役風を選JILするた釣の年次総会は､イツラプiim川の定めると

ころに従い,njfIzl2月3111もしくはそｵﾋ以I)iに１１)ＩＩｌｌｌさ』,Lなけれ

ばならない”と岨定していろ③
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推奨クラブ細川４条（２－５)，５条，６条，７条（１）

第２節

本クラブの毎週の例会はｘｗｉｌＥ１時

に開催するものとする。

例会に関す烏あらゆる変更または例会の,,ｘ

ｉｉｌはすべてクラブの会'1全部に然るべく通告

されなければならない。

本クラブの暇疵なき会瓜はすべて，名織会

同（または標池ロータリー・クラブ定款第７

条節３節の規定に基づき，本クラブ珂駆会に

よって出席を免除された会員）を除き，,例会

の当日，その出席または欠席が記録され，そ

の出席は，本クラブまたは他のロータリー．

クラブにおいて，その例会に充当きれた,,御１Ｍ

の少なくとも60パーセント出席していたこと

が笑柾されなければならない。

第３節

会、総数の３分の1をもって本クラブの年

次総会および例会の定足数とする。

第４筋

定例理事会は毎月、‘

第６条採決の方法

木クラブの;隅矛は，役風および製事を投蝋

によって選挙する場合を除き，ロ頭による採

決をもって処理されるものとする。

第７条委員会

第１節

（a）会長は劉劉基会の承認の下に次の常任委

只会を設競しなければならない：

クラブ奉仕委風会

職業奉仕委貝会

社会率（１５委員会

［iil際奉仕委貝会

（１））会長はまた，エ１１'し聯会の承認の下に，ク

ラブ奉仕，Ｊ１仙難泰化祉会奉仕および国際傘

仕について，必要と考える特定分野をwlufllす

る委貝会を談WIするものとする。

（c）クラブ本仕委L１余，職業奉仕委上(会，

社会準仕委只会および｛iil際奉仕黍jl会は，そ

れぞれ会長が理事の【|]から任命する委員会お

よび少なくとも２譜以上の他の委興から成る

ものとする。

（｡）会長は，職権上すべての委11会の委只

となるものとし，その盗桁において委員会に

付随するあらゆる特典をもつものとする。

（G）各委｣↓会は本細1111によって付託された

JIM(勝およびさらにこれにⅢ11えて会長または靴

事会が付託する事項を処理すべきものとす

る。哩勤ｌＦ会によって特別の椎|ﾘﾑを勺.えられた

場介を除き，これらの婆只会は，理ﾘﾈ会に雑

告してその承認を得るまでは行動してはなら

ない。

（｢）会長は，その必婆ありと認めた場合､

青少年活動の諸特定分野を担』'iする委員会を

一つあるいは二つ以_'二般擶することができ

る。これらの委瓜会は，それぞれの責務によ

って，職業奉仕委員会，社会奉仕委員会，ｌｌｉｌ

際傘(|:委員会のいずれか，あるいは，すべて

のDifl:するところとなる。可能かつ実際的で

ある限り，１鍋または数名の委興を再任する

２３７ 

にBMIlMされるものとする。臨時理!'F会は会俊

がその必要ありと認めたとき，またはjgll要1J会

のメンバー２名の要求あるとき，会長によっ

て招災されるものとする。但しその場合然る

べき予告が行われなければならない。

第５節

理ﾘ篭のメンバーの過半数をもって理甑会

の定足数とする。

第５条入会金および会費

第１飾

人会金は、．とし，入会承認に

先んじ納入すべきものとする。

第２節

会澱は年額乳とし，各半年ご

との符支払額のうち米11t５ドルは各会員のロ

ータリアン誌の聯読料に充当するという諒解

の下に，毎年２回７月］１Jおよびｌｊｌｌｌｌに

納入すべきものとする。

(注：ロータリアン繩およびレピスタ・ロークリアの購雅料1.1

年額米代１０ドルとする）



推奨クラブ細則７条（１－２)，８条（１）

かまたは１潟または数調の委只を２カ年の1:冊

期をもって任命することにより委員会に継続

性をもたせる規定を設けるものとする。

第２節クラブ奉仕委員会

（a）クラブ泰③仕委、会委風長は，クラブ辮

仕のi淵活動全部に対して]ｊｉ１ｌﾄをもち，かつク

ラブ奉仕の各特定分111'について設澄されたあ

らゆる委ji会の仕辨を臘惟調整する任務を

もつものとする。

（b）クラブ奉仕委貝会は、クラブ奉仕委瓜

会委11腱とクラブ奉仕の特定の分野を担､↓Iす

るすべての委員会の鑑!↓燦によって椛成され

るものとする。

（c）会長は〕聖Ｈ１鈩会の承認の下にクラブ率(:こ

の１１１の特定分野を担当する次の各委員会を識

髄するものとする：

Ｈ１席委１↓会

クラブ会報委乢会

帆睦活動委輿会

雑誌委貝会

会瓜選考委只会

会同噌強委貝会

プログラム委瓜会

広報委ｌｉ会

次の餐貝会に毎年Ｉ渦ずつの委員を征命する

ものとする：

ＪＭＩ業分類委貝会

ロータリー情報委口会

（（１）クラブ諸委１１会の股殻について，’'｢能

かつ実際的である限り，１名または数名の霧

ｌｌをIljtfするかまたは１名または数名の黍11

を２カ年の任期をもって任命することにより

委し1会に継続，性をもたせる規定を設けるべき

ものとする。

（c）ｌＭｌｌ業分類委日会ｵ)よびロータリーI1lHili

委11会は，各々３名の姿'1をもって概成され

るものとし，それぞれ征ｲ'二１名の委員を３年

の柾期をもって･任命するものとする。本規定

に韮づく最初の任命は次のごとく行うものと

する：１名は１年，１箱は２年，１名は３年

の(ロ01をもって，それぞれ'任命する。

（[）雑誌委員会は，Ⅱ]､能であるllliLl）クラブ

会報綱集および池元新illlまたは広告関係の会

２３８ 

11を委貝の''１に含めなければならない。

第８条委員会の任務

第１節クラブ奉仕委員会

この黍L1余は，本クラブの会11がクラブ素

燗仕に関するJ1f柄においてその諸識務を遂行す

るうえに役立つ指導と援助を与えるような方

錐を考案しこれを実施するものとする。クラ

ブ奉仕委貝会委風長は委貝会の定例会合に責

任をもち，クラブ奉仕の全活動について理事

会に報告するものとする。

（a）出席委員会。この委員会は，すべての

クラブ会風があらゆるロータリーの会合に出

席すること－これには，地区大会，都市連

合会，地域大会および国際大会への出席も含

まれる－を奨励する方法を考案するものと

する。この委乢会は特に本クラブの例会への

出席と，本クラブの例会に''１席できない場合

の他クラブ例会への出席とを奨励し、全会員

に出席規定を周知せしめ，出席を良くするた

めのより良き奨励箙を講じ，そして出席不良

の原因となる諦二1#柵を確かめてこれを除去す

ることに努めるものとする。

（b）職業分類委員会。この委貝会は，毎年

できるだけ｣iLく，遅くとも８月31[1以前にそ

の地域社会のW､業分類調査を行わなければな

らない。その柵遜から，職業分類のljj(ｌ１Ｉを適

１１几，光城未充jjpliiM業分類表を作成しなけれ

ばならない。必璃な場合は本クラブの鞠,会員

のもっていろ】ＩＭＩ業分類を再検討しなければな

らない。そして，あらゆる轍業分繊の11M題に

ついて理事会と協議しなげれぽならない。

（c）クラブ会報委員会。この委乢会は，ク

ラブ週報の刊行によって，関心を促して１１}席

の向上を|ﾇ'１人近づく例会のプログラムを発

表し，前liIlの例会の砿要事項を報告し，親睦

を増進し,全会風のロータリー教育に寄与し，

クラブ,会１１，および:１１t界各地のロータリー・

プログラムに関するニュースを伝えるべく努

めなければならない。

（｡）親睦活励委員会。この委１１余は，会員

間の知り合いと友誼を増進し，川猷されたロ



推奨クラブ紬１１１１８条（１－４)，９条

(4)余風に国際ロータリーの管迦述,灘の動lhIに

ついての情靴を提供する方策を考案しこれを

実施するものとする。

第２節職梁奉仕委員会

この委員会は，本クラブの会貝が，そのNMI

業|A1係における諸責務を遂行し，各会貝それ

ぞれの職業におけるＭ１行の一般水fl1Aを引き上

げるうえに役立つ指導と援助を与えるような

方錐を考案しこれを実施するものとする。こ

の委貝会の委lI長は，本クラブの)IMi業奉仕活

動に資･圧をもち，職業奉仕の諸特定分野につ

いて設置されるあらゆる委貝会の仕事を膿鴨

しこれを訓艦するものとする。

第３筋社会奉仕委員会

この委貝会は，本クラブの会１１がその地域

社会に対する儲責務を遂行するうえに役立つ

指導と援助を与えるような方策を考案しこれ

を爽施するものとする。この委貝会の委貝長

は本クラブの社会奉仕活動に責任をもち，社

会奉仕の諸特定分野について設樅されるあら

ゆる委員会のflﾆﾕjiを艦'１\しこれを綱盤するも

のとする。

第４節国際奉仕委員会

この委貝会は，本クラブの会貝が，国際奉

仕にljlJする聯柄においてその諸責務を遂行す

るうえに役立つ指導と援助を与えるような方

策を考案しこれを実施するものとする。この

委Ｊ１会の委只便は本クラブの国際準･辻活動に

責征をもち，同際奉仕の諸特定分11↑について

i没|i'tされるあら{0)る委11会のfl到ﾈを驍督しこ

れを調整するものとする。

－タリーのレクリエーションおよび社交的,淵

活lliljへの参力１１を会員に奨励し，本クラブの一

般目的の遂行｣二会長または理事会が課する任

務を来たすものとする。

に）雑誌委員会。この委員会は，ロータリ

アン誌および／またはレピスタ・ロータリア

に対する読溌の関心を喚起し；雑誌｝]liHlを主

催し，クラブの例会プログラムにおいて毎｣１

雑誌の簡単な紹介を手配し；新余興の教化に

雑i;liを利用することを奨励し；ロータリアン

でない講泣者に雑誌をjMi呈し：図諜館,病院，

学校，その他の図書閲覧篭のために国際奉仕

並びにその他の特別雌統を取り計らい；ニュ

ース資料と写蕊を雑誌綱集者に送り；その他

あらゆる方法によって雑艤を本クラブ会Llお

よびロータリアン以外の人々に役立てるもの

とする。

（f）会員選考委員会。この委11会は，会ｊｌ

に椎jMiされたすべての糯をINI人的の耐から検

討して，その人格，職業上および社会的地位

並びに一般的な適格性を徹底的に洲議しなけ

ればならない。そしてすべての｢|'込に対する

委貝会の決定を理事会に報告しなければなら

ない。

（９）会員蝋強委員会。この委瓜会は，絶え

ず本クラブの充填未充坂職業分類表を検１Ｍ・

し，未充填のjWl業分類を充填するために週９１１

な人物の氏名を理事会に推薦するよう積極的

に努めなければならない。

（h）プログラム委員会。この黍Ｊ１会は，本

クラブの例会および臨時の会合のためのプロ

グラムを準備し，手配しなければならない。

（i）広報委員会。この姿貝会は，(1)広く一

般世１１１１に，ロータリー，その歴史，綱領およ

び親棋に関する情報を提供し，そして(2)本ク

ラブのために適切な宣`伝を行う方鱸を考案し

これを実施するものとする。

（j）ロータリー情報委員会｡この委風会は，

(1)会１１候補者にロータリー・クラブ会風の特

典と責務に関する情報を提供し，(2)余風，特

に新会、に，余風の特典と箕務に1A1する適切

な理解を与え，(3)会貝にロータリー，その歴

史，綱領，規模，活動に|側する怖報を提供し，

第９条出席義務規定の免除

理躯会に対し醗而をもって，」鷹｣iかつ十分

なJ1ll111を興して｢'1講することによって，会風

は(1)脈義務規定の免除が与えられ，一定期111］

を限り本クラブの例会lll席を免除される。

(注：このような1ＭW挺務規定の免除は会11身分の喪失を防ぐ

ための６のである。しかし本クラブに対してその全｣{を出jlWIIリ

槻にみなすためのものではない､その余風が他のクラブの例会

にllUlWしない限り．llIMiを免除さ｣１．に全【〔１.上欠川と紀録さjしむ

けｊＬばならない｡(IlLlIHilAクラブ定`扶簸７余節:Millの規定に鵬

づいて昭めらｵした火1Wは木クラブの出席記録に仲人ざjLない）
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推奨クラブ細則１０条，１１条（１）

第11条会員選挙の方法

第１節正会員

（アデイショナル正会員を含む）

（１）本クラブの正会員，シニア・アクチブ

会風もしくはパストサーピス会風または会

且蝋強委乢会によって推薦された会員候補者

の氏名は、轡面をもって，本クラブ幹轆を通

じ，理蕊会に提出されるものとする。この推

薦は，本節に別な定めのある場合を除き，し

ばらくこれを秘密にしておかなければならな

い、

（２）HILljF会は，ｊｌＭｌ業分類委員会に対し，推

煎された余風候補者の変格要件をJ職業分類上

の見地から瀞在して，これを到駆会に報告す

るよう婆,iIIiし，さらに，会員選考委員会に対・

し，当該候補者の費格要件を，人格，臓業上

および社会的地位，並びに一般的適格性の見

地から洲在して，これを理事会に報告するよ

う要諦するものとする。

（３）理Ｊ１＄会は，職業分類委貝会およびⅢ会１１

選考委貝会の勧告を審査して，その承認また

は不承認を決定し，これをクラブ幹事を通じ

て，椎jMi渚に通知しなければならない。

（４）理躯会の決定が肯定的であった場合

は，推禰者は，ロータリー情報委瓜会の委員

１名または数名とともに，被推薦者に対し，

ロータリーの目的およびクラブにおける会貝

の!|御!と縦務について説明しなければならな

い。この説UIの後，被推薦者に対し，入会申

込識の記入および提出を求め，また，本人の

氏名および本人に予定されている]１１N業分類を

クラブに発表することについて承諾を求めな

ければならない。

（５）被推臓者の氏名の発表後10日以内に，

理事会がクラブ会員の誰からも,推醐に対し，

迎１１１を付i洞した諜而による異議の【|'し立てを

受皿Mしなかった場合は，会貝候櫛|i識は，本細

llU鏑５条に定める入会金を納めることによ

り，会11に選ばれたものとみなされる。

週駆会に対し與議の申し立てがあった場合

は，〕醜IF会は，定例または臨時の理噸会会合

において．これを審議し，当該被推腕者につ

第10条財務

第１節

会計は本クラブの盗金をすべて理事会によ

って指定される銀行に繭命しなければならな

い｡

第２節

すべての勘定書は役員２名の署名する伝票

に基づき，会計の署名する小切手をもっての

み支払われるものとする。本クラブのすべて

の会計醗務については毎年ｌｌｌｌ１公認会計=|二ま

たは他の有資格者によって全而的な膿査が行

われなければならない。

第３筋

査金を預りあるいはこれを取り扱う役只

は，本クラブの資金の安全保管のために理事

会が要求する保証を提供しなければならな

い。保証の費用は本クラブが負担するものと

する。

第４節

水クラブの会計年度は７ｊｊｌｌｌより６月3０

１１に至る期間とし，会M1徴収のIl的のために

これを７月1日より12)]31日に至るjU1間およ

び１｣」１日より６月3011に至る期ＩＩｉｌの二半期

に分けるものとする。国際ロータリーに対･す

る人頭分担金と雑誌臓読料の支払は，毎年７

月1日および１月１日に，それぞれ当ｆ１の本

クラブ会其数に基づいて行われるものとす

る。

(注：半｣IJIの途中に入会した会11のiIMMilMl紬1ﾋﾟⅡ:Lllt]際ロータリ
ーJIF筋川からの仕切り状にZljづいて支払｣ﾌ』し為;1Jのとする）

第５筋

各会計年度の初めに理事会はその年度の収

支の予算を作成し，または作成せしめなけれ

ばならない。その予算は，miKZj印会によって承

認された後，各饗目ごとに支１１１の限度となる

ものとする。但し，］gILZlF会の縦決によって別

段の指示がなされた場合はこの限りでない。
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推奨クラブ細Hリ１１条（１－２)，１２条，１３条，１４条

いて栗決を行うものとする｡この定例または

臨時の理事会会合において，出ﾉﾙﾄﾞ埋躯会メン

バーの反対投票が、票を超えなかった

場合は，被推jMj者は，所定の入会金を納める

ことにより，クラブ釜１１に選ばれたものとみ

なされる。

本節の規定により会1↓が選挙されたとき

は，クラブ幹駆は，当該会員に対して会L'証

を発行し，その氏名を国際ロータリー事務総

長に報告しなければならない。

（６）当該会風は，クラブの例会において,

新会風として正式に紹介されなければならな

いＱ

第２節シニア・アクチブ，パスト・

サービス，および名誉会員

これら３jiili類の会只のいずれかに推薦され

た候補者の氏名は書面をもって理瀬会に提川

されなければならない｡そしてその選挙はjlH

会11の場合と同様の形式および方法をもって

行われるものとする。但しこれら３種類の候

補渚推薦についてはいかなる定例またはIIiMi時

理事会においても審議することができ，理｣ｌＦ

会はその裁量によって本条第１節に定められ

ている段階のうち，いずれの段陪をも省略し

て１１[ちに被推臓者についての投票を行うこと

ができる。その定例または臨時型1下会に出席

する型覗会メンバーの投じる反対投蕊が、,

票を超えない場合は，その被推lMj者は正式

に選挙されたものと認められるべきものとす

る。イ!'し，本クラブの｣１２会風またはバスト゛

サービス会輿で，本クラブ定款に定められた

シニア．アクチブ会貝の変格を備えている満

は，１１動的に本クラブのシニア・アクチブ会

員となるものとする。その場合このような

シニア．アクチブ会貝については【'1込書も選

挙もこれを必要としない。

(注：魂噸会の斌鉾役W<によって全ロ選挙を決するこの細llIの

規定に代えて，クラブは正金J(，シニア･アクチブ会風バス

ト･サービス全ＮＪＬたは名撚会llの選挙を,クラブ例会におけ

るクラブ会１１の艇終投票によって決定する川定を採用するこ

とができる。(ＩＩＬこの掛合,その例会には定足数の出廠を必要

とし,出席会貝の４分の３の銭成投栗をA殿lとすることを規定
しなＵればならない）

第１２条決議

邪のいかんをlMjわず本クラブを拘束する決

議または提案は，理事会によって瀞議された

後でなければ木クラブによって審議されては

ならない。もしかかる決談または提案がクラ

ブの会合で提j堕されたならば，詞･識に付する

ことなく理聯会に付託しなければならない。

第13条議事の順序

開会〕$:言

来訪ロータリアンの紹介

未ｲｶﾞおよび告示本項

委几会報告（もしあれば）

審議未終了議聯

新規縦事

スピーチその他のプログラム

閉会

第14条改正

本細11Uは，定足数のＨ１席する任意の例会に

おいて，出席会員の３分の２の賛成投票によ

って改正することができる。但し，かかる改

正案の予告は』'1核例会の少なくとも１０日前に

各会１１に郵送されていなければならない。ク

ラブ定款および阿際ロータリーの定款，細'111

と諏馳するごとき改工Eまたは条jjH迫力Ⅱを本jlMIl

MUに対して行うことはできない。
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ロータリー財団

細則

244瓦-251頁

下記を集録

法人設立定款

と

’'11際ロータリー理事会と

国際ロータリーの

ロータリー財団

管理委員会との関係に関する声明



来の米国Ｉｉ１内歳入法の関係規定）の下に’

寄付金を控除できる法人によって，遂行す

ることが紐められていないような他の活励

を遂行しないものとする。

（１））、１１法人は活動の一部といえども立法

に影響を及ぼそうとする宣伝その他を行う

ものではない。当法人は，公Ｊ１iiiの候補者に

代わって政治的キャンペーン(声明の発表，

配;nirも含まれる）に参加してはならない。

（c）洲法人が解散，終結すると直ちに，

その併金および負恢を支払うか，支払う（ｑ

｜111iをしたあと，その資産のすべてＧＩＩ法人

力榊散するような場合，返還，譲与，縦波

を条件として本財剛に譲渡された溌藤を除

く）は，1954年国内歳入法第501項(c)(3)また

は以後の巡邦租税法の関連規定に述べる単

一または複数の団体を篠する法律に従っ

て，当法人の法人全貝が決めた前述の一つ

またはそれ以上のl｣的のために譲与，縦波

されるものとする。

1983年５月３１日

申諦の

法人設立定款抜粋

名称。当法人の名称は：阿際ロータリー

のロータリー財団である。

目的。本法人は，人道的かつ教育的目的，

または,1954年国内歳入法第501項に)(3)もし

くは以後の連邦租税法の関巡規定に定めら

れ，かつ，法人会風の承脇した他の目的と

IliMIlのためにのみ細細され，’'１Mrに迎徽され

るものとする。このl-l的の''１には次のもの

が含まれるが，これに限定されるものでは

ない：博愛，慈善，教育または人道的とい

う特質をもつ明確かつ効采的なプロジェク

トの促進を通じて，さまざまな岡の国民の

あいだに理解と友好的関係を助長するこ

と。

収入と資産の用途

（a）当法人の資産または純収益の一部と

いえども当法人の理事，悴理委貝または役

、，私人の利益に帰してはならないものと

する。但し，当法人は，なされた奉仕の適

正な報酬の支払を含め，前述の目的を助長

する場合は，支払と分配を行うことができ

る。当法人は，本条の他のｿjM定にもかかわ

らず，（i)1954年国|ﾉl餓入法501JlH(c)(3)(また

は将来の米国国内歳入法の|典1係規定）の下

に連邦所得税を免除きれた法人によって，

(ii)1954年国内歳入法雛]70噸(Ｃ)(2)(または将

法人会員｡当法人の桁成員は１砿類とし，

これは，「法人会貝」として指定された唯一

の灘成且から成るものとする。法人会只の

選出方法は細則に定めるものとする。法人

会員は，規則によって必要とされる了1噸に

加えて，、'1法人の理事（管理委員を指す）

を任命するという権限を有する。法人設立

定款および細'111は，法人会貝の献認なしに

変更されないものとする。法人会瓜の承認

を得るために艇出しなければならない他の

瀬項については細則に定められている。
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liil際ロータリーのロータリー]け団細則１条，２条，３条（１）

国際ロータリーのロータリー財団細則

iilji者とも管理委員会の承認のみで-'一分
第１条当法人の目的

第１項一目的。当法人のl]的は，法人設立定

欽簸５条に記栽されている通りとする。

とする；

(b）法人設立定款または細則の改正または

修正；

(c）当法人の実質_|ﾆあらゆる資産の合併，

解放，充却，リース，交換，抵当，衝

入れ：

(d）設立定款に掲げた目的のため，提案さ

れた当法人のプログラム，プロジェク

ト、活動のすべて。

第２条構成員

第１項一構成員。当法人の糊成風は１廊類と

し，これは，「法人会員｣として指定されたＩ１ｌｋ

－の櫛成員から成るものとする。初めの法人

会風は，イリノイ州の非営利法人の剛膿ロー

タリー，または，合併，商号変更によるその

後継蒋とする。何らかの理[hで，法人会風の

地位に欠瓜が生じた場合は，、11法人の櫛理委

貝会が新たに法人会員を選ぶものとする。

第２項一選挙と任命。毎年，法人会11は，任

期の満了した管ぞ理委員の後任黍11と，欠L:lが

生じた場合それを埋める管理委且を任命する

ものとする。法人会員による，このような決

定は,年次会合において行われるものとする。

第３項一決識方法。法人会ｎは，本項にこれ

と異なる規定のある場合を除き，liil際ロータ

リー理轆会の過半数の投蕊によって決議を行

うものとする。法人会員の1名の役Ⅱにより

野名された，投票事項が明記された:il1:面を法

人の委員長または事務総長に通達して行う。

第４項一法人会員の承認を必要とする鞭項。

法人会貝は管理委員会の次のような決定を承

認しなければならない：

（a）１Ｍ団の財産の全支出。但し，次のもの

を除く：

（i）財団の管理運営に必要な経腱

第１項一総括的権限。当法人の]2Hj2lWま，jiH:灘

委員とする。１１１法人の全業務は，管:理委１１会

によって処理される。但し，特定の事項は，

第２条第４項に述べられているように法人会

員の承認を受けなければならない。当法人の

業務を処理するに当たっては,管理委貝会は，

次の権限と任務を右するものとする：

（a）財団のあらゆる資金と財産を保樒し，

役没し，迎川し，管理すること。この

賀務の遂行に当たって,管理婆L1余は，

次のことをする権限を有する：

（i）これら財産の全部または一部

を，管理委員会が最善と考える

価格および条件で売却し，賛賛

し，縦波し，もしくは交換する

こと；

（ii）櫛理委瓜会が必要または適切と

考える,そして法律上許される，

黍任状の発行，代幽縦の賦与，

または契約の締結を行うこと；

（iii）綴:理委員会が財団盗金の投査と

して適当と考える貸付，証券，

２４５ 

0i）贈与または過jW1という条件で指

示されている財団寄付の収益または元

金の支出



倒際ロータリーのロータリーlけ団細}{リ３条（１－４）

征を負うこと；

（f）法人会｣』班ﾖﾈ会の提出した，ju1ﾘ1に膜Ｉ

するljIi1際ロータリー定款細lllIの改正案

を，辮識，承認すること。他の１Ｍ･係者

がこのような改正案を提出したなら

ば，法人会風理事会と管理黍11会は，

国際ロータリーの国際大会または規定

審縦会の審議に先立って，このような

改正について合同で審議するものとす

る。

（R）櫛駆委側会が必要または適切と考える

１Ｍ1.11綴理の追加規定と蝋11Ⅲを採り(，改

正すること。但し，このような挑定と

岨１１Uは，国際ロータリーの定款細l1Uま

たは法人設立定款および本細則に矛)蘭

してはならないものとする。

第２項一人数，任命，任期。攪珂』委皿の数は

13滴とする。管理委員は，法人会員のﾖgllRl盛会

のl可意を:１Ｍして，法人会員の会長が任命するも

のとする。竹;理委只のうち６名は，法人会１１

の尤会便で，征ﾉﾘ]は６年とする。法人会｣し』の

尤会腱以外の欄:理委風の任期は３年とする。

栂:埋委11は，’[１劃L委員として任期満了後ilj:任

命されることができる。但し，本条本頂およ

び第３項に掲げた，管理委貝の盗格条件を満

たしていなければならない。死亡，辞任，解

任，盗格欠如を除き，各管理委j』は，［］分が

選ばれた任期Ii1または後'圧の人が選ばれ，適

格となるまで在任するものとする。

第３項一誕格条件｡管理委員は，ロータリー・

クラブの名瀞会風以外の会員でなければなら

ない。僻nlL委只のうち３名は財EI1が活Unjを支

援している分野に経験をもつ者でなければな

らない。さらに，２名は財務畑の経験者でな

ければならない。管理委員には，国際ロータ

リー型I蛾逃挙のために定められている地理的

地域のそれぞれから少なくとも１名のクラブ

会11が選ばれなければならない。

第４項一辞任。衙理委員は，掴:理委11余の会

合で｢1mmで辞任してもよいし，当法人の小務

総長宛に辞表を提出してもよい｡その辞任は，

正式に受理されなくとも意思表示したときに

発効するものとする。

または不動産に投資、再投箕す

ること；

（iv）管理委員会によって受け入れら

れる金銭または1ｌＭｉが財団の全

般的'一|的を達成するためのlliⅡ限

のない資金として保管されるべ

きか，または，特定の１－I的を達

成するための限定された資金ま

たは寄付賞金として保管される

べきかを決定し，支出または損

失を管理湊｣1会が正当かつ公正

と考えるところに従ってIIilj限さ

れないまたはｌＩｌＬ雄された涜金に

食わせ削りll1てること；

（v）適当な代理人を選びこれを雁用

すること－これには当法人の

資金の管理と投交について掴:3座

委貝会が適切と考えかつ管聴の

法が許容する権限を委任される

投資マネージャーを含む。そし

て，それに対して適正な手当お

よび報iWlIを支払うこと；

（vi）財団のプログラム，プロジェク

ト，活動の予算，リ１１当額を採択

すること；

（vi0法人会員の理瓶会から経費を支

給されない場合，癬埋委貝会の

費用を含む，ル１m迩鱗に必要と

される全経側を１１ｲ･剛の盗金から

支出すること；

財団のあらゆるプログラム，プロジェ

クト活動を管理すること：

財団が資金を調達しているプログラ

ム，プロジェクト活動をすべて継続

的基準で評価すること。財団が授与す

る奨学金と袖助金すべてについて年１

回法人会員に報告すること；

ロータリーjM･団を11k逃し，それに関す

る情報を配布す』ること。）lｲ･lJlを支援し

た個人，ロータリー・クラブ，その他

に対して，適切な形で表形すること；

財団の新プログラム，プロジェクトま

たは活動を開発・創始する一次的な責

(b） 

(c） 

(｡〕

(e） 

246 
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第５項一解任。本条第３頓に掲げる資格をillllj

たすことのできなかった符理婆貝は，その時

点で自己の地位を失うものとする。そして，

この失格を発効させるために，法人会員また

は残りの管理委員の決議をさらに必要としな

い。本項に従って自己の地位を失った管理委

貝は，本条第６項によ')後《旧溌と交代する。

然るべき十分な理由がある場合，全管理委瓜

と当該縛理委員（聴聞の機会を与えられるも

のとする）に通知後，法人会風理事会の４分

の３の架によって，管理黍、を罷免できる。

このような罷免は，岡際ロータリーの次期ｌｊｉｌ

際大会における過半数の投醗によって理4J:会

決定が承認された後，効力を発する。

第６項一欠員。死亡，辞任，護;勝欠如，任務

遂行不能，罷免により管理委貝に欠員が生じ

た場合は，本条第２項にⅢl記された手続によ

り，法人会L(が残存任期を務める人を任命す

る。後任の悩迦委員は，すべての権限とIil｢'１

裁量をｲ｢し，前任者に与えられている任務と

同一の任務を負うものとする。

第７項一委員長。管:埋委、会は，毎年，梼理

委貝の１人を次年度の委瓜臆に選ぶ。委貝長

の死亡，辞化任務遂行不能，罷免の場合は，

管理委11会が残存fEXlを務める委以長を選ぶ

ものとする。

第８項一報酬。管理委只は無報酬でその任を

務めるものとする。

(ju111と時刻)と場所の１１$liiiによるまたはＩ:Ij剛

された通知譜:は，会合のＨ付･の少なくとも30

1J前までに，住)ii}または通常の事業所に郵送

されるか，会合の[I付･の少なくとも20n前ま

でに、直接配達，砿信，また電話の方法によ

って伝えられるものとする。臨時会合の通知

は，会合の日付の少なくともloL11iIjまでに郵

送するか，会合の少なくとも６，Mjまでに，

if[接配達，魎儒，岻話によって伝えられるも

のとする｡会合に笹製委員が出席することは，

通知の放棄に相当する。但し，会合力矯法的

に概築，開Ⅲｌされていないという理111で事務

処邸に反対･するというIﾘ|示したl1的のために

特にＨ１席した場合はこの限りでない。

第４項一定足数と決翻方法。その時点におい

てiibS格を備え活動している管理委質の過半数

が，管理委貝会のどの会合においても業務処

:IWlの定足数となる。僚魂委員会の決識を必要

とする事項は，｛11勝する管〕幽委1』の過半数の

投票で決定することができる。但し規則や

本細則にこれと鵬なる規定がある場合はこの

'股I)でない。定足数に不足している場合，出

席している管理黍｣↓の過半数は，さらに通知

することなく，定足数が川席するまで会合を

延会しても差し支えない。延会の場合，会合

の通知を出すには及ばない。

第５項一非公式な決議。管理委員会の会合で

どのような決議をすることもできるが，決議

は，その件について投梁資格のある職:埋委１１

全Ｊ１が，その甑〕iIiが記jllliされている71ﾄﾞIiiiによ

る同意鱒に署名したならば，会合がなくても

決定することができる。事務総長は，主題が

既存の方針の範聯に属すときは郵便投票の書

式を送る権限を有するものとする。主題が既

存の方針以外のものの場合，管理黍1｣会の委

11長は，その件を郵便投票で処理するか，次

の管理委輿会の会合まで持ち越すか決定する

権限を有するものとする。

第６項一議長。瞥醜委員会の委員長は，管理

委輿会のすべての会合の議長を務める。委員

踵または副委、腱が不在の場合は，獅迦委旦

会は，管理委11の１１１から暫定委１１長を選ぶこ

とになる。

２４７ 

第△・条管理委員会の会合

第１項一年次会合。財団糠哩委11会の年次会

合は，管理委員会の定める，イリノイ州内外

の場所で，４月１日から６川30[】までのあい

だにⅡMかれるものとする。艀哩委風会と法人

会貝理那会は，必要かつ望ましければ，年次

会合の期Ｉ１ｌｌ１１１，合同会合を|)Ⅱいてもよい。

第２項一他の会合。管理委只会の委貝長によ

って，または管理委員の過半数が残りの管理

委貝に撚耐で通知することによって，随時，

管理委貝会の会合を招蝶するものとする。

第３項一会合の通知。ｆＩ１:iliiによって放棄しな

い限り，管理委員会のすべての定例会合の時
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るものとする。委貝長は，すべての委貝会の

委貝であり，可否同数のときのみ役頚椛を行

使する。柵:理委風会または執行委貝会が1%1か

れていないとき，または，容易に招Jlﾐできな

いときで，その決定が国際ロータリー定款細

I1Uおよび財団の法人設立定款，本細I1Uに合致

している場合は委貝長が管理委風会に代わっ

て緊急蛎項に対慰処できる。

第７項一副委員長。副委員長は，委只長によ

って椛限を委任されたとき，または，何らか

の理l;'1で,委貝長が任務を遂行できないとき，

管理委風会の会合と会合のあいだ黍、優に代

わって行1lbするものとする。

第８項一噸務総長。事務総長は，委皿便の臆

将の下に，また，僧電』委員会の統制の下にお

いて、当法人の業務を執行し並びに財務を担

当する股荷賢任者とする。

（a）馴蛎総長は，財団の主要目標を達成す

るための長期計画に関して管理委貝会

に助言し，新プログラム並びにjMII1雑

金への,iI1Illi的寄付の増進に指灘力を発

椰し，１麹11委員会の方針作成につなが

るような企画・調査を監督し，ｉＭ劃干務

総長の進行能力を監視するものとす

る。

（b）轆務総長は，委員長の承認を得て，各

Irlで必要とされる銀行口座を|)H殻し，

，'i法人の投資に関して必要なすべての

銀行業務の手はずを整えることができ

る。

（c）？|;務総長と､准動謂務総長か符理補佐役，

または前述の人のいずれか２人が，財

団の鯛ﾃｎ座に影響を及ぼす小切手，

銀行手形，約束手形，為替手形，為替

に鵜名する。管理補佐役とはこのため

に則蛎総長が指名した人である；現在

または以後，財団の名において，また

は，Ⅱｲ同|の所有するあらゆる|;It式，引

受椛柾券，無担保社伎，約束:F形，負

仙iiil:11$，その他有価証券を繊波,変換，

鰹11卜,販売,委託,評価，交付を行う；

前記のことを行うのに必要かつ適切な

委託や譲渡の文書をすべて考案,,作成，

第旦条当法人の役員

第１項一役職。当法人の役胤は，綴理委貝会

の護!↓長(｢委貝長｣)，剛黍!(｣蔓，蛎務総長と

する。事務総長の裁戯で准小務総･長が含まれ

る場合もある。規則上，必要であれば，委員

長は当法人の会長とみなされ，副委貝長は当

法人の副会長とみなされ，IlJ務総長は当法人

の幹事訓塗計とみなされる。

第２項一選挙，任期，報酬。黍、長と副委員

腱は，１年を任期として毎年梼理委貝会によ

って選ばれるものとする。小務総佳は，法人

会｣1の理事会によって選ばれ，法人会風の事

務総長と同一人とする。ｉl倒字勝総長は，管理

委瓜会と法人会員理副ｊｉ会のlr1慾を得て，事務

総長より任命されるものとする。死亡,辞任，

任務遂行不能，資格欠如，解任を除き，各役

瓜は，自己の田、または後任の人力毯ばれ，

適格となるまで在JWＩする。黍ｊｌ長と副委瓜長

は轆報酬とし，事務総長の報酬は法人会jjが

決め，雌｡j1i務総長の報ｉＷＩＩはTl:型11黍L1会と法人

会且理事会の承認を得て馴蛎総長が決めるも

のとする。

第３項一辞任。役員は，黍、長宛の譜面で辞

,任することができる。その辞任は’正式に受

理されなくとも意思表示したときに発効する

ものとする。

第４項一解任。委貝長または剛委、長は，管

哩委貝会の会合で管理黍1｣によって理１１１の有

無にかかわりなく解任でき為。嚇務総長は，

法人会員の理事会によって解任できる。朧事

務総長は，事務総長が解任できる。

第５項一欠員。いずれかの役聯に欠員があっ

た場合，このような役貝を選出または任命す

る権限のある人が後任者を選出または任命

し，この後任者が残存任期を務めるものとす

る。

第６項一委員長。委貝長は，、１１法人の職高の

役只であり，当法人のあらゆる迎憐と活動を

臘惰しなければならない。姿、長は，自己の

樅MiLの一部を当法人の他の瀞迎委風または役

貝に委任することができる。委員長は，すべ

ての常任委員会と臨時委瓜会の委員を任命す

２４８ 
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交付する。さらに，

（｡）事務総長，または砿噸務総長，あるい

は，瞥理委員会がそのために指名した

管理補佐役は，１卿与年金契約，識み立

て基金契約，慈善我余権信託を受理，

執行し，このような契約または信託に

従って，ｌは産の譲波または委託を実施

するために必要または適切な他の文ill：

を作成する権限を有する。

第９項一准事務総長。ｉ掴予務総長は，事務総

長が何らかの理由で行動できないとき，また

は割蛎総長によって権限を委任されたとき，

事務総長に代わって行動するものとする。朧

事務総長は，率務総長の頑接朧督の下に財団

を管理するものとする。Ｍ劇i務総長は，財団

の運営を孤当し，財団の事項に挑わる他の人

の任命にIjMして事務総長に肋篇するものとす

る。雌ﾘﾎﾞ聯総長は，蕊ilf総長の席が空席とな

ったとしても脚動的に事務総優の地位を継承

するものではない。

第10項一他の任務。当法人の数名の役員は，

先に列記した．任務のほかに，繍理委員会が随

時委任，決定するところの，または，委貝長

または他の上級役員の委任するところの任務

を本細川に沿って実施し，権限を遂行するも

のとする。管理委員会に代わって行動した役

員は，誰であれ，次回の会合で，その行動を

管理委貝会に報告するものとする。

１１会の委貝長の決定した時と場所で;通知後，

会合を開く。委乢の過半数を定足数とする。

定足数の出席している会合に出席している委

風の過半数による決議が委員会の決議とされ

る。

第４項一常任委員会。年次会合または他の会

合に出席している艀W11委貝の過半数によっ

て，これと異なる規定がある場合を除いて，

当法人は，執行委几会，財務委員会，プログ

ラム委員会，轍進委員会を有する。各委員会

は，管理委員会が|随時定める鱗成と任務をも

ち,委員会に委任されている権限の範岡内で，

当法人の運営に当たって管理委員会の権限を

有し，これを行使するものとする。

第５項一臨時委員会｡jiff理委員会の委貝長は，

|迩時，臨時のアド・ホック委員会を設髄し，

その委員会の委貝長と委員を任命する。この

委員会には符理姿貝と瀞理委員以外の人の両

方またはいずれかが胸す。管:理委員は投票権

を有し、管理委｣l以外の人は，管理委只会の

裁艇で投票権を有する委員であってもなくて

もよい。

第Z-条管理委員会と法人会員

理事会との合同委員会

第１項一委員構成と任期。管:埋委貝会と法人

会貝理事会との相亙埋解と協力を縦排する手

段として，管埋委jI会と法人会貝理blj会の今

岡委興会が設溌され,継続されるものとする。

この委員会は，法人会貝の理事３名ないし５

名と同数の管理委瓜によって織成されるもの

とする。合同委只会の術成員となる理轆は法

人会１１の会長によって'任命きれ，同管理委員

は篠理委員会委貝長によって任命される。合

Ｉｉ１委員会の委l]は，１年を燭鯏とし，ilj(fさ

れることができる。

第２項一権限。委只会は，管理委員会と理事

会相互に関心のある鞭項を審議できる。そし

て，僚理委貝会と法人余風理事会との承認を

求めて，勧告意見を艇'１)する権限を右する。

第３項一会合。委貝会は，法人会只の会長と

櫛理委員会委』』長との合同招集によって開催

２４９ 

第旦条委員会

第１項一人数と任期｡当法人の轡５座委員会は，

委員会を設立するものとする。さらに，当法

人の股もためになる，と管埋委風会が随時決

定するところの委員会の圧務と権限を定める

ものとする。委員の人数と任期は，管理委貝

会の決定する通りとする。

第２項一委員識成。委員長がこのような委員

会の委貝とその小委員会を任命する｡そして，

各委員会と小委員会の委風長を猯名する。各

委貝会は，少なくとも２滴の櫛:;1M委員によっ

て織成される。

第３項一会合。委員会と小委且会は，管理委
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る。副砺総長は，管理委員会と法人会又理駆

会にR1iL:iii:報告を配布しなければならない。さ

らに，この報告を，事務総長が適切と考える

力式で公淡，配布させるようにしなければな

らない。

第４項一係liiE金。管]皿委員会は，jMfllの橘動

に従鞭する人に対する保証金の必要性と金額

を決め，このような保証金の徴用について，

財|薊の述懲予算の中で配噸しておかなければ

ならない。

第５項一会計年度。当法人の会計年度は，法

人会風の会iii1年度と同一とする。

第６項一予算。符理委員会は，iii1年度の年次

会合までに符会計年度の予算を採択するもの

とする。綴理委貝は，任務の忠実なる遂行に

対し保証を提供するよう要求されることはな

いし，法律の規定によって要求されるどのよ

うな係Ail:もこれを免除されるものとする。

される。

第４項一欠員。管理黍１１余の霧瓜優と法人会

、の会長は，それぞれ，1,1分の(壬命した委員

の死亡，辞任，任務幽了不能，解任，盗格欠

lU1によって生じた火１１を埋める椛限を有する

ものとする。

第５項一通知｡書面によって放梁しない限り，

すべての委員会の時（期l］と時刻）と場所の

通知響は，会合の少なくとも30,前までに，

向宅または通常の事業所に郵送されるか，ま

たは，会合の少なくとも20111ｉｉｉまでに，直接

|lid達，髄信，電話によって低えられるものと

する。委貝が会合に出席することは，通知の

放楽に相当する。但し＄会合が合法的に招集，

Ｉｊｌｊ１Ｉｌｉぎれていないという理111でZ１噸処理に反

対するという明示した目的のために特に出席

した場合はこの限りでない。

第６項一定足数と決議方法･合同委貝会に任

命された財団管理委貝と法人会11理事のそれ

ぞれの過半数がどの会合においても業務処理

の定足数となる。定足数にj逃している会合に

'１１１Mルている委員の過半数の決縦が合同委貝

会の決議とされる｡定11と数に不足している場

合，出席している委貝の過半数は，定足数が

出席するまで随時会合を延会しても差し支え

ない。延会の場合，会合の通知を出すには及

ばない。

第９条雑則

第１項一補償。1986年イリノイ州I一般的非懲

利１Ｍ団法，または，米国イリノイ州の採択す

る継承法があれば，そ.の法律，すなわち，何

法の'1M係補縦規定により認められた限度ま

で，財ｌ:１１は現および元管理委員と役貝のすべ

てを袖償するものとする。さらに、財団は，

瞥理黍１１会の承認を得て，上記の一般的非憧

ｲ１１Ｍ剛法の~ﾄﾞに認められたlMlL度まで，jilｲ団の

第旦条璽務報告

第１項一帳簿と会計記録。柵趣委瓜会は当法

人の受理したすべての財･産が法人設立定款に

掲げられている目的にのみ使われるように財・

岡の領収書，支出，投溢，財産，他の資産の

Ⅱ蔦確な帳簿および記録をつけ為ようにしなけ

ればならない。

第２項一報告。管理委以会は，法人会貝の理

蛎会に対し，財団割当紙の状況，並びに，財

|;11のＨ的助長に利用できる金額を定期的に通

知しなければならない。

第３項一監査。当法人は，迦徴職として，毎

年，法人会員の会計監益にＭわれた会計監査

役を，財団の会計鑑ﾖ!Eに従噸させるものとす

２５０ 

鋳｣｣全鑑Llまたは代理人をもMiｲiliできあ。財

刑は.Ｍ１:[|轡理委皿会の|随時定める限度まで，

その役艮と笹理委員の補償をするために保険

にも加入するものとする。

第２項一印章。当法人の印章は，管理委貝会

が随時採択するような形を取るものとする。

第３項一細則改正。本細則は，管理黍｣｣会が

必要に応じて，タイムリーに改正できるよう

にIHlj時検制･することができる。櫛:興委↓]会に

よるこのような改正の承認を得ると，法人会

11の〕刮劉i:会の承認を得るために同型l1T1j会に提

出するものとする。細則の改正は，法人会11

の理事会の承認を得次第効力を発するものと

する。しかし国|祭ロータリーの規定稀議会



同際ロータリーのロータリー財H1細Hリ９条

または'１１際大会から承認されるまで効力を発 しないものとする。

2５１ 



関係に関する声耽

国際ロータリー理事会と

国際ロータリーのロータリー財団管理委員会との

関係に関する声明

国際ロータリー理事会および国際ロータリ

ーのロータリー財団（以後ロータリー財団と

略す）管理黍1↓会は，阿際ロータリーの定款

および細則，ロータリー財団の法人設立定款

および細則に定められている各自の,怖限，任

務および責任を考慮し，また，両滞のあいだ

に締結された信託の宣言(1931年11月12日付）

の規定を考脳したうえ，これらによる権限，

征務および武任のいずれをも確保しながら，

両者相互間の:幽,；と協力を確立するための方

策として，以下の理事会およびロータリー財

団管理委員会との関係に関する声明を採択す

る。

１）（a）国l辮ロータリー会長およびロータ

リー財団管理委員会委貝長によってそれぞれ

任命された３禍ないし５鯛の理事および同数

の管理委員で,職成する国際ロータリー辺H事会

とロータリー1M団管理委風会との合同委員会

を設ける。委旦の任期は，委員の任命が行わ

れた年度の６月30日までとする。侭Ⅱ膿ロータ

リー会長およびロータリー財団管理委只会委

貝長は、委貝の退任，死亡，廃疾，解任その

他によって生じた欠貝を補充する樅lUfを有す

るものとする。委員会のメンバーは，これを

再任することができる。委員会は，国際ロー

タリー会長および管理委皿会委只長の同意を

得て，共通のIHI題を審議するために会繊を開

くものとし，そして理甑会および管理委員会

に報告を行い，委員会の勧告意見を』ｕＩ１して

その裁定を仰ぐものとする。

（b）ロータリー財団のプログラム，プロジ

ェクトまたは活動に関する提案は，迎蛎会も

しくは管理黍Ｌｌ会がこれを行うことができる

が，これらのう゜ログラム，プロジェクトまた

は活動を実際に進めていく責任は主として管

理委貝会にあるものとする．

（c）理聯会と管ﾖglL委貝会は，双方の合意に

より，ロータリー財|ﾘ|の特定のプログラム，

プロジェクトまたは活jliljについて，その実施

に，管理委只会の代行者として理事会が当た

るか，財卜１１が当たるか，またはil11i識が協同し

て当たることにするかを取り決めることがで

きる。

（（１）理事会は，あらかじめ管理委貝会の同

職を得ない限り，圃際ロータリーの定款第１１

条および細Hﾘ第18条を改正する提案は，これ

を行わないものとする。ロータリー財団に関

する決議もこれと同じ扱いとする。

前記のような制定案または決議案が理事会

以外から提出された場合には，規定審議会ま

たは国際大会の開かれる前に，これを理事会

と管理委只会との合|『1辮議に付すものとす

る。

（e）理鞭会と管理委[l会は，下記に該当す

る精はロータリー財剛の各糠補助金のいずれ

についてもその受領瀞となる査格を有しない

ものと定める：ロータリアン；クラブと地区

と他のロータリー関係の組織と国際ロータリ

ーの職貝；上記ロータリアンと】''’1回の配偶

精，直系卑偶（血縁による子または孫，入籍

している護子）；直系卑臓の配偶者；聯属(血

縁によるiW1ijWAまたは`iIl父INA)。

２）理躯会は，国|雛ロータリーのjW1F理主体

として，次の責務を有するものとする。

（劃）国際ロータリーが後援または擬肋する

博愛，慈善，教育その他の人道的なＩI的，対．

象，運動または施設を推進するために管理委

皿会によって提案されたロータリー財団のプ

ログラム，プロジェクトまたは活動は，後援

または賛助を決めた後に，発表，または資金

の提供が行われること。

（b）前記ロータリーMfllのプログラム，プ

２５３ 



関係に側する声明

ロジェクトまたは活動のための査金をHｲ団の

収入から支川することを決縦をもって承認

し，また，すべて管理委輿会が過半数をもっ

て1M個1の基本１Ｍ･産から支出することを決定し

た場合に，決識をもってその支出を承鮒する

こと。この承認は，寄贈者がその寄IWiにかか

わる盗産の用途を特に指定している場合のも

のについては，必婆ないものとする。

（c）国際ロータリーの役側およびすべての

ロータリアンに，ロータリー財団のプログラ

ム，プロジェクトおよび活l1iUを，これに１k接

参力Ⅱしたり，盗金を寄付したりすることによ

って支援するように呼びかけること，また，

財剛のプログラム，プロジェクトおよび活動

を，クラブや地区の会合，１１M際的会合，指導

者の瀧成，教育を|｣的としたプログラムおよ

び刊行物などを通じて推進すること。

３）僧:理委風会は，ロータリー財FIIの繍理

通常に1iたるものとして，次の責務を有する

ものとする。

（a）ロータリー11ｲ111の資金および識箙一切

の保有，投盗，迦用および管理。

（１））前述のｌ）の(c)項に従ってロータリー

財剛のすべてのプログラム，プロジェクトお

よび活動の実施，迦営，およびこれらロータ

リー)1ｲfJ1のプログラム，プロジェクトおよび

活動に対廻する溢金の制当。

（c）ロータリー1M･団が盗金を提供している

プログラム，プロジェクトおよび活動を常に

検iil，評価し，姉年，ロータリー財|J1が支}|Ｉ

したすべての補助金についてJ11L躯会に蝿告を

すること。

（｡）ロータリー1M.111を支援したｲiA1人，クラ

ブその他に対する適当な表彰方法を考えるこ

と。

（e）ロータリー則･IfI1を惟進し，ロータリー

Ⅱｲ1ﾖ1に関する情報を蒋及させること。

（｢）予算の,作成，手続の開始，ロータリー

財団のプログラム，プロジェクトおよび活勤

に対する査金の割当。

４）国際ロータリー理事会とロータリー財

111繍趣黍、会との合意によると，ロータリー

ｌ１ｌ１刑は，艀if1IL委只会の依頼した迦徴上その他

業務上の澱ﾉ１１を国際ロータリーに支払うこと

になる。ＲＪ・の蛎務総長は,彊趣委11会が財ＩｗＩ

の年'１M予算を採択する時点で，このような業

務の経費の兄横額を提示するものとする。管

理委員会は，この見械額によって，予算年度

Ｉ１１，前もって時々この経ＭＩＩを支払うものとす

る。予算年度末に国際ロータリーとロータリ

ーj腓団ii1li方の会計検在と調査の後，業務遂行

後に生じた呪夷の緑ＭＩＩと兄穣額のあいだに細

かな点で鑑があったときは，超過であろうと

不足であろうと適宜綱終するものとする｡

５）国際ロータリー卵ljji会とロータリーHイ

Ｉ１ｌ管理委以会は，双方の合意によりこの声[ﾘI

をもって，阿際ロータリー理事会のロータリ

ーjは団管邸霧風会に対する関係に閃するこれ

までのすべての声明およびロータリー財団の

迦営方針に関する声Iﾘ】を廃止してこれらに代

わるものとすることを決定する。
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語繁

ロータリー用語語彙

(Glossary-WordandPhrasesUsedbyRotary） 

むロータリー地域。

AttendanceReport【出席報告】国際ロー

タリー細則に基づき，各クラブが，地区ガバ

ナーに対し毎月提出する例会出席報告。無地

区クラブは国際ロータリー事務総長に提出す

る。

AvenueSofService【奉仕部門】Four

AvenuesofService（奉仕の四大部門）を参

照のこと。

BoardofDirectorB(Club）【クラブ理事会】

クラブ細則の規定により構成されたクラブの

管理主体。

BranchOffice【支局】エパンストンの中

央事務局（同項参照）以外の地に設置された

ＲＬ事務局｡各支局は担当地域のロータリー・

クラブおよび地区ガバナーのための事務を取

り扱う（ブラジル，日本，韓国，ノルディッ

ク，南アジア，東南アジア，南米南，南西太

平洋，チューリヒの各支局の項参照)。

BraznBranchOffNce【ブラジル支局】ブ

ラジルのサンパウロにあるＲ､L事務局。ブラ

ジルのロータリーのための事務を取り扱う.

BriefReportoftheCmwention【国際大

会略報】国際大会終了後直ちに全加盟クラ

ブに送付される大会報告書の要約であるＲ､1．

ニュース６月号。

ＣＥＥＭＡ【シーマ】ヨーロッパ大陸，東地

中海地域，アフリカ地域を意味する略語

CentralOffiCe（ＣＯ.）【中央事務局】米国

イリノイ州エパンストンにある国際ロータリ

ー中央事務局。

certificateofNominationofDigtrict 

Governor【地区ガバナー指名胚明書】ロー

タリアンが地区内クラブにより正式に地区ガ

バナー職に指名されたことを証明する，地区

ガバナーの署名した証明書。

CharterMember【創立会員】ロータリー・

クラブの創立会員，すなわち国際ロータリー

加盟前に選ばれた会員。

２５５ 

ロータリー用語

ActingDi8trictGovernOr【アクティング・

ガバナー】ガバナー職に欠員が生じた場合，

国際大会またはRIj堅事会が新ガバナーを選

ぶまで，国際ロータリー会長から地区ガバナ

ーを代行するよう任命された人。

ActiveMember【正会員】職業分類の下に

クラブ会員として選ばれ，国際ロータリー定

款・細則に定められた会員としてのすべての

義務,責任,および特典を有するクラブ会員。

AdditionalActiveMember【アディショナ

ル正会員】(1)推薦者と同一の職業分類の下

にそのクラブの会員として選挙された人，ま

たは(2)かつていずれかのロータリー・クラブ

の正会員であった人で，そのクラブの区域限

界内でクラブで分類されていた職業に現実に

従事しなくなったために退会し，別のクラブ

によってそのクラブの当該職業分類保持者の

承諾を得て同一職業分類の下に会員として選

挙された人。アディショナル正会員は，正会

員と同一の義務，責任および特典を有する。

AdmissionFee【入会金】クラブ入会申込

者がクラブに支払う料金。料金の額は，各ク

ラブがその細則に規定するところによって決

める。

Alternate(delegate）【補欠者(代磯員)】い

ずれのクラブでも国際大会にその代議員を選

出するに当たり，代議員各１名ごとに補欠者

１名を選ぶことができる。この補欠者は当該

代議員が出席できない場合国際大会において

投票する権利を有する。

ＡＮＺＯ【アンゾ】オーストラリア，ニュー

ジーランド，およびその他の地方で他の地域

群(すなわちUSCB，SACＡＭＡ，ＧＢ.＆Ｌ，

CEEMAまたはアジア）に含まれない地方を

包含する地域群の略語。

Asia【アジア】極東，南および東南アジア，

西南アジア〈東地中海沿岸諸国を除く）を合



語葉

Cl…ification【職業分類】地域社会に貢献

する別個のかつ明確な事業または専門職務活

動を表示する字句。用癩としては，正会員の

所属する商社，会社または団体の主要かつ一

般世間がそのように認めている活動か，ある

いは，正会員の主要かつ一般世間がそのよう

ConVemtionProceedingB【国際大会麟事録】

国際大会終了直後毎年国際ロータリーが印刷

発行する写真入り大会議事録。

Coumcilonl企gi81ation【規定審麟会】審

議会は，ＲＬ細則第８条に定めるようにロー

タリーの「議会」である。審議会は，各地区

のクラブ代表議員が出席するもので,クラブ，

地区大会，Ｒ・I・理事会等が提出した制定案と

決議案を審議，決定するために３年に１度開

かれる｡立法を採択するに当たっての決定は，

全クラブの再審議を経て，鼠:終となる。

Delegate【代麟員】国際大会においてロー

タリー・クラブを代表する人。各クラブは，

名誉会員を除き，会員数50名ごとに１名，ま

たはその端数が26名以上の場合，さらに１名

の代議員を国際大会に送る権利を有する。

Delegate､at-Iarge【特別代願員】国際ロ

ータリーの各役員および元会長で，現在も会

員（名誉会員を除く）としてクラブに籍を有

する人は，国際ロータリーの定款・細則によ

り国際大会における特別代議員と認められ，

各議題につき１粟の議決権を有する。

DEBtrict【地区】国際ロータリーの管理の便

宜上まとめられた一群のクラブの所在する，

一定の地理的区域の名称である。

DistrictABsembly【地区協徽会】次期クラ

ブ会長,幹事,Ｒ１.理事会指定の地区内クラブ

指導者の会合。地区協議会は，指導を行い，

ロータリー憶報のプログラムを提供し，さら

に，地元および地区の計画および目標を分か

ち合う機会となる。

Di8trictCoEuference【地区大会】交歓と，

感銘深い講演と，クラブおよび地区の業務に

関する事項の討議とによって，ロータリーの

プログラムを推進するために，毎年，各地区

で開かれる会合。地区内の全ロータリアンと

その家族が出席できる。

Di8trictCOnferenceReport【地区大会報告

書】地区大会決議事項，出席クラブ数，ガ

バナー・ノミニーの氏名その他を記載し，ガ

バナーおよび地区大会幹事より国際ロータリ

ーに提出される報告書。

Duesand匪露【会愛および入会金】各正

に認めている活動を最も正確に表示する字句

である。

Clas8ificationRoster【職業分類表】地域

社会における事業および専門職務活動のすべ

てを含む一覧表で，クラブで既に充填されて

いるもの，未充填のものを明記したもの。

CuPSHEET【情報抄録】ロータリーに関

する引用文，事実，留意事項を集録したもの

で;Ｒ､Ｌニュースに同封きれ,クラブ会報編集

者に渡される。

CIubABsembly【クラブ協繊会】クラブの

プログラムおよび活動について協議する目的

で開かれる，クラブ役員，理事および委員長

全員の会合。

Club皿rum【クラブ･フォーラム】奉仕活

動について会員に情報を伝達することを目的

とする全クラブ会員の公式会合。

ＣｌｕｂService【クラブ奉仕】ロータリーの

第１奉仕部門。ロータリアンが，クラブを円

滑に機能させるために，クラブ内で講じる措

置に関するもの。

CommunityService【社会奉仕】ロータリ

ーの第３奉仕部門。クラブの区域または行政

区域内に居住する人々の文化的生活環境基準

を向上させるために,.時には，他団体（例え

ば､ローターアクト・クラブ，インターアク

ト・クラブ，ロータリー村落共同隊）と提携

して，ロータリアンが行う各種活動。

CoIwention【国際大会】国際ロータリーの

年次国際会合。国際大会の主たる目的は，国

際レベルにおいて，ロータリアンを鼓舞，激

励し，かつ，摺報を与えることである。世界

中から集まったクラブ代議員が，Ｒ､1.会長や

理事を含む，来るロータリー年度のＲ､L役員

を選挙する。1970年に，同一国において連続

２年を超えて国際大会を開くべきではないと

決められた。

２５６ 



語葉

FourAvenuesofService【奉仕の四大部門】

クラブ奉仕，職業奉仕，社会奉仕，および国

際奉仕を指す用語（各項を参照のこと)。

ＧＢ.＆I．【グレート・プリテンおよびアイル

ランド】“GreatBritainandlreland"の略

語。

GeneralCouncil（Ｒ・I.B・I.）【Ｒ､1.B､1.審圏

会】グレート・プリテンおよびアイルラン

ド内国際ロータリー（グレート・プリテンお

会員，シニア・アクチブ会員およびパスト

サービス会員はそのクラブの細則に定める入

会金および会費をクラブに支払う。その金額

は国際ロータリー加盟各クラブ間において同

一ではない。

Elector【選挙人】選挙人は正当に選ばれた

代議員，委任状所持者および特別代議員を言

い，国際大会の選挙体を構成する。

Enactment【規則制定】国際ロータリー定

款・細則または標準クラブ定款を改正する，

規定審議会による立法事項。Re8olution（決

議）の項を参照のこと。

ＥＥＭＡ【イーマ】「ヨーロッパ，東地中海，

アフリカ」地域を意味する略語で，ＣＥＥＭＡ

地域とＧＢ＆Ｉの両方を含む地理的地域を指

す。

“EveryRotarianAnExampleToYouth,， 

【各ロータリアンは青少年の模範】ロータリ

ーの資料その他に使われる標語。

ExtenBion,Internal【内部拡大】クラブの

区域限界内で得られる適格な職業分類代表者

を漏れなく入会させてクラブ会員数を増加さ

せること。通常，会員増強と呼ばれる。

Extension,External【外部拡大】ロータリ

ー・クラブが存在しないところにクラブを設

立してロータリーを拡大する活動。この活動

は，地区においてはガバナーと事務局の協力

によって行われ，無地区地域においては，Ｒ

Ｉ・理事会の権限の下に遂行される。

"FeUowghipThroughService，，【奉仕を通じ

ての親睦】ロータリーの資料その他に使わ

れるローターアクトの標議

FiBcalAgent【財務代行者】クラブが自国

において支払った金銭を受け取り，預かった

うえ，ＲＬ会計検査役を通じて事務総長の承

認した賓金を支出するボランティア・ロータ

リアン。財務代行者のリストは公式名簿に掲

載されている。

FounderofRotary【ロータリー創始者】

1905年シカゴに最初のロータリー・クラブを

創立したポールＰ・ハリスを指す用語。ポール

P､ハリスは1868年４月１９日に生まれ，1947年

１月27日に死去した。

よびアイルランド内国際ロータリーの項参

照）の管理機関で，ＲＩＢ､1.の役員（会長，直

前会長，副会長，名誉会計および幹事）とグ

レート・プリテンおよびアイルランド内の地

区における地区ガバナーをもって構成する。

グレートプリテンおよびアイルランド選出

の国際ロータリー理事は職橘上本審議会の構

成員である。

GeneralOfficerBofR.Ｌ【国際ロータリー

中央役員】国際ロータリーの会長，副会長，

その他の理事会のメンバー16名（会長エレク

トとＲ､1.の財務長を含む)，事務総長。

GeneralSecretary's正tter【事務総長讐翰】

国際ロータリーの役員，委員その他に対し，

定期的に国際ロータリー事務総長が発送する

書翰。上記役職者にとって重要な情報が記載

されており，各受取人に対する私信と解すべ

きものである。

"GoodStandmg，，【霞疵なき】国際ロータ

リーの定款・細則の中で，ロータリー・クラ

ブ会員もしくは国際ロータリー加盟会員であ

るロータリー・クラブに関して用いられてい

る必暇疵なき”という文言は，ロータリー・

クラブ会員としてのすべての義務を常に忠実

に果たしているロータリアン，または国際ロ

ータリー加盟貝としてのすべての義務を常に

忠実に果たしているロータリー・クラブを意

味するものと解されている。

Governor,gMonthlyLetter【ガバナー月

債】所管地区内の各クラブの会長および幹

事に対して毎月ガバナーから発送される親書

的な公式文書で，出席報告を含む，特に関心

の高い重要事項が記載されている。

Headquarters，Ｒ,I．（orHeadquarters 
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Buildmg）【Ｒ・I・本部】米国イリノイ州エバ

ンストン，シャーマン・アベニュー，ワン・

IntercountryCommittee【国際共同委員会】

それぞれの所管ガバナーによりまたはその承

認を得て組織される，２カ国以上のロータリ

アン，ロータリー・クラブまたは地区により

構成される委員会で，関係国のクラブおよび

ロータリアン間の交友を奨励し，それによっ

て各国民のあいだに理解を増進し友好を促進

することを目的とする。

IntemationalABsembly【国際協繊会】Ｒ

1.中央役員，次期地区ガバナー，Ｒ､L委員会委

員長，理事会の指定する他の人達が出席する

年次会合。その目的は，地区ガバナー・ノミ

ロータリー・センターにある建物。会長執務

室，中央事務局，およびロータリー財団事務

局がある。

Health，Hunger，ａｎｄHumanity（3-Ｈ） 

Program【保健，飢餓追放および人間性尊画

(3-Ｈ)プログラム】「国際間の理解，親善お

よび平和を促進するための方法として人々の

健康状態を改善し，飢餓を救済し，人間的，

社会的向上発展を図ることを目的として｣,ロ

ータリー創始75周年を祝って1979年に設けら

れたロータリー財団プログラム。

"HeProfitBMo8tWhoServ田Best，,【最

もよく奉仕する看,最も多く報いられる】ロ

ータリーの資料その他に用いられる標語。

HonoraryMember【名誉会員】ロータリ

ーの理想推進のために称賛に値する奉仕をし

た人を，クラブの名誉会員に選んできた。名

誉会員は，入会金および会費の納入を免除さ

れるが，投票権をもたない。クラブのいかな

る役職にもつくことができない。しかし，ク

ラブのあらゆる会合に出席することができ，

クラブの特典を享受することができる。名誉

会員の会員身分は６月30日に終結するが，決

議によって，年々，継続させることができる。

IberoAmerica【イベロ・アメリカ】イベ

ロ・アメリカはヨーロッパのイベリア半島出

身のスペイン人およびポルトガル人によって

開拓されたアメリカ大陸諸国を言う。国際ロ

ータリー理事会の構成について，国際ロータ

リー細則は，イベロ･アメリカは南アメリカ，

中央アメリカ，メキシコおよびアンテイル諸

島を含むと規定している（国際ロータリー理

事候補推薦およびその他若干の管理上の目的

のためにプエルトリコはイベロ・アメリカか

ら除外されている)。

Institute【研究会】ロータリー研究会を参

照のこと。

Interact【インターアクト】奉仕と国際理

解に献身する若い人のためにロータリー・ク

ラブが提唱するクラブ。高校生の年齢層（１４

歳から18歳）の学生が入会できる。
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ニーに，ロータリー教育を行い，運営上の任

務を指導し，鼓舞激励し，さらに，出席して

いるノミニーや他の人に，次年度のロータリ

-.プログラムや活動の実施方法を討議・計

画する機会を与えることである。

InternationalService【国際奉仕】ロータ

リーの第４奉仕部門。国際奉仕を構成するの

は，ロータリアンが，国際理解，親善，平和

を推進するために，実施できることすべてで

ある。その方法は，他国の人々，その文化，

慣習，業績，抱負，問題を知ることであり，

また，旅行や国際大会出席による個人交流で

あり，読書や文通であり，さらに､他国の人々

の役に立つクラブの活動やプロジェクトすべ

て（ロータリー財団を含む）に協力すること

である。

JapanBranchOffice【日本支局】日本の

東京にあるＲ､1.事務局。日本のロータリーの

ための事務を取り扱う。

KoreaBranChOffice【韓国支局】韓国の

ソウルにあるＲ､1.事務局。韓国のロータリー

のための事務を取り扱う。

Make-up【メークアップ】ロータリアンが

所属クラブの例会に欠席したとき，自己の会

員身分を守り，出席のクレジットを受けられ

るようにする方法。欠席の前後１週間以内に

別のロータリー・クラブの例会か他の所定の

会合（標準ロータリー・クラブ定款第７条参

照)に出席すればよいのである。別のロータリ

クラブでメークアップした場合，訪問先

のクラブ幹事から「訪問ロータリアン報告用
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款第３条に規定するように，有益な事業の基

礎として，奉仕の理想を鼓吹し，これを育成

するのがロータリーの綱領である。

OfficerB，ｃｌｕｂ【クラブ役員】正式に選挙

されたクラブ役員は会長，会長エレクト，副

会長１名または数名，幹事，会計および会場

監督である。

OfficerB，Ｈ１．【国際ロータリー役員】国

際ロータリーの役員は，会長，副会長，財務

長，その他の理事事務総長,地区ガバナー，

グレート・ブリテンおよびアイルランド内国

際ロータリーの会長，直前会長，副会長並び

に名誉会計である。

PastServiceMember【バスト・サービス会

員】現職から引退したために会員身分が終

結した元正会員が，一つまたはいくつかのク

ラブに３年以上在籍していたか，あるいは，

会員歴にかかわりなく５５歳に達していた場

合，パストサーピス会員に選ばれることが

できる。また，本人に落度がないのに他の事

紙」にメークアップの旨記入され，所属クラ

ブに送付される。

Membership-AttemdanceReport（Gover‐ 

IUor）【会員出席報告】所管地区内のクラブ

から受け取った月例出席報告を要約した一覧

表｡ガバナーは,これを１部Ｒ､1.事務総長に送

付し，ガバナー月信に掲載しなければならな

い。

MembershipDevelopment【会員増強】内

部拡大を参照のこと。

MembershipldentificationCard【会員狂】

国際ロータリーが全クラブにその使用を勧め

ている小型会員証。国際ロータリー事務総長

の複写印刷署名のほか，会員名，所属クラブ

名，職業分類，納入した会費の期限，クラブ

幹事の署名および当人の署名のための空欄が

設けてある。

MembershipReUDortFormB【会員報告書式】

クラブ幹事が国際ロータリー事務総長に対し

て，新会員，退会者および会員の住所等の変

更を報告する書式として，国際ロータリーが

供給する３種類の書式。

MemoofOfficialViBitoftheDistrict 

Govemor【地区ガバナー公式訪問報告密】

ガバナーが所管地区の各クラブを公式訪問し

た際に自ら記入しけラブ計画および目標の

要約とともに)，日本支局に送付する報告書。

この報告は，国際ロータリーに対し各クラブ

がどのようにロータリーのプログラムを実行

しているか報告し，かつ国際ロータリーのク

ラブ業務の参考にすることを目的としてい

る。

Non-DiStrictedCIub【無地区クラブ】国際

ロータリーの地区に属せず，国際ロータリー

理事会の直轄下にあるクラブ。

NordicBranchOffice【ノルディック支局】

スウェーデンのストックホルムにあるＲＬ事

務局。デンマーク，フィンランド，グリーン

ランド，アイスランド，ノルウェー，および

スウェーデンのロータリーのための事務を取

り扱う。

ObjectofRotary【ロータリーの綱領】国

際ロータリー定款第３条および標準クラブ定

情により職業分類を失ってしまう正会員もパ

スト・サービス会員に選ばれることができる。

その後，シニア・アクチブ会員の資格を備え

るようになったら，会員身分は自動的にシニ

ア・アクチブに変更される。

PaulHarrisFelUOw【ポール・ハリス・フェ

ロー】自ら，または，ある人に敬意を表す

るため,あるいは記念するために米貨1,000ド

ルをロータリー財団に寄付した人。

PaulHarrisSuBtainingMember【ポール・

ハリス準フェロー】米貨1,000ドル寄付する

意思を表明し,最初に少なくとも米貨100ドル

寄付した人（または，ある人に敬意を表する

ため，あるいは，記念するために，寄付した

場合，その名義人)。米貨1,000ドルに達した

とき，ポール・ハリス・フェローとして認定

される。

PerCapitaDues【人頭分担金】各クラブ

がｂ国際ロータリーに対して，７月１日およ

び１月１日現在の正会員，シニア・アクチブ

会員およびパストサーピス会員総数に応じ

て，半年ごとに支払う人頭分担金.

PerfectAttendaMce【完蟹な出席】ローダ
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りアンの１００パーセントの出席記録を指して， RelinquiBhing/ReIeagingTerritory【区域

の割願】Ｒ・I､理事会の承認を得てアディシ

ョナル（新）クラブを結成できるように，ロ

ータリー・クラブの区域の一部を割譲する措

置。同じように，ロータリー・クラブは，ア

ディショナル・クラブとの区域の共有を決め

てもよい。区域を共有する場合，区域全体を

共有しなければならない。

ReBolution【決麟】規定審議会または国際

ロータリー大会の議決行為で,意見を表明し，

あるいは国際ロータリー定款・細則，標準ク

ラブ定款を改正することなしに，方針または

手続を設定または廃止するもの。Enactment

(規則制定）を参照のこと。

ReBpectfortheWorkplace【職場への尊敬】
特に戦業奉仕に関連して，ロータリーの資料

その他で使われる標語。

ReviBtaRotaria【レピスタ・ロータリア】

国際ロータリーのスペイン語版機関雑誌。

Ｒ・I.【国際ロータリー】Rotarylntemational

の略語。

Ｒ､1.News【国際ロータリー･ニュース】ク

ラブ会長，幹事，会報編集者がボランティア

として指導力を発揮できるように，事務総長

から定期的に送付される情報満戟のニュース

レター.ＲＣＩ・ニュースには，クラブ管理を効果

的にするにはどうすればよいかが記載されて

おり，また，世界中のクラブのニュースやプ

ロジェクトが発表されている。さらに，Ｒ・I､理

事会の決定，会長のメッセージ，重要な発表

事項も掲載されている。

Rotaract【ローターアクト】奉仕を志向す

る市民と指導者を育成するために，若年成人

（18歳から29歳）を対象に，ロータリー･クラ

ブが提唱するクラブ。

Rotary【ロータリー】ロータリーはロータ

リー・クラブとロータリアンによって構成さ

れる組織クラブとロータリアンを鼓舞する

精神，クラブとロータリアンを指導する原理

実践および慣例，そしてクラブとロータリア

ンが達成を期する目的および綱領を示す言葉

として用いられる。

RotaryBa8icljbrary【ロータリアン必携】

多くのクラブがこの用語を使う。しかしこ

の用語の公式定義はない。

PolioPluBProgram【ポリオ・プラス・プ

ログラム】ポリオその他ワクチンで予防で

きる疾病の免疫を世界中の児童に受けさせる

力になろうと，1990年までに,米貨１億2.000

万ドル集めようとするロータリー財団の活動

(1986年に正式に発足)。

Pre/Post-ConventimnHomestay【国際大

会直前直後のホームステイ】国際大会直前

直後の数日間，訪問中のロータリアンに対し

て，国際大会開催地近くの国を内側から深く

見る機会を与えるプログラムである。ホスト

地域のロータリアンが，自発的に，自分の家

庭を提供する。次いでｉＲＩ・中央事務局力、ホ

ストと他国のロータリアン（または家族）ゲ

スト候補者を組み合わせる。

PregidentgE1ectTrainingSeminar【会長

エレクト研修セミナー】Ｐ.E,T･S.と略して

使われる，この研修セミナーは，地区ガバナ

ー・ノミニーが，地区ガバナーと協力して計

画，準備する，クラブ会長エレクトのための

研修・情報プログラムである。主な目的は，

次年度のＲ､Lテーマ実施に力を貸し，次期会

長に対し，クラブ,地区,Ｒ､Iの諸活動に指導

力を発揮するよう促すことである。

Purpo8esofRotarylnternational【国際ロ
ータリーの目的】ａ)全世界にわたって，ロ

ータリーを奨励し，助長し，拡大しそして管

理すること；ｂ）国際ロータリーの活動を調

整し，全般的にこれを指導すること（国際ロ

ータリー定款第２条)。

Region【地域】地域という用語は，クラブ
の分類に用いられる。ロータリーの６地域は

USCB,SACAMA,ANZ0,G.Ｂ&Ｌ 

ＣＥＥＭＡ，アジアであり，それぞれ個別に｢語

彙」に解説されている。

RegionaICmference【地域大会】互いに
知り合いになり，理解を育成･推進するため，

また，意見を交換し，ロータリーについて話

し合うため，特定地域のロータリアンが一堂

に会する会合ｂ

２６０ 
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RotarylntemationalinGreatBritaｉｎ＆ 

Ireland(Ｒ・LB.I.）【グレート･プリテンおよ

びアイルランド内国際ロータリー】グレー

ト・プリテン，アイルランド，チャンネル諸

島およびマン島におけるロータリー・クラブ

連合会の呼称。

RotaryTheme【ロータリーのテーマ】Ｒ、

1.会長から、毎年，発表されるロータリー･メ

ッセージ。このテーマは，ロータリー年度を

通じて奉仕の実践に最も重要である。

RotaryWheel【ロータリーの歯車】

RotaryEmblem（ロータリー徽章）を参照の

こと。

ＲＹＬＡ【ライラ】“RotaryYouthLeader‐

shipAwards（ロータリー青少年指導者養成

プログラム)'，の頭文字でつくられた言葉。若

い人の指導力と善良な市民精神という資質を

伸ばすことを目的としている。

SACＡＭＡ【サカマ】「南米，中米，メキシ

コおよびアンティル諸島」の略語。

Secretariat【事務局】事務総長とその職員

から成る運営機織。各支局とその職貝および

ロータリー財団に関する事項を担当する全職

風を含む。

SemiamuualReport【半期報告】毎年７月

１日および１月１日現在をもって各クラブが

国際ロータリー理事会に対して行う会員数の

報告も報告はクラブ会長および幹事の署名を

要し，中央事務局所定の用紙を用いて，国際

ロータリー事務総長に送付する。この報告に

基づき，クラブは国際ロータリーに人頭分担

金を支払う。

SeniorActiveMember【シニア・アクチブ

会且】次の一つを満たした正会員は自動的

にシニア・アクチブ会員になる：(1)－つまた

はいくつかのクラブで通算15年以上会員であ

った看，(2)現在60歳以上で，－つまたはいく

つかのクラブで通算10年以上会員であった

者，(3)現在65歳以上で，－つまたはいくつか

のクラブで通算５年以上会員であった者，（４）

現在国際ロータリーの役員であるか，または

かつてその役圓であった者。シニア・アクチ

ブ会風の権利と責務は実質上正会員と同一で

２６１ 

全ロータリアンのための主要な参考資料で，

クラブ会長必携の姉妹編としてクラブ会長に

なくてはならぬものである。７巻は，四大奉

仕部門，ロータリー財団，青少年のための諸

活動,総論に充てられている。序巻の総論は，

歴史，哲学，運営手続，プログラムの概要と

いったロータリーの全容に焦点を当ててい

る。１１カ国語で出版され，規定審蟻会の改正

とＲ,I・理事会の決定事項を取り入れるため定

期的に改訂される。

RotaryEmblem【ロータリー徽章】国際ロ

ータリーの象徴。６本の輻と24の輪歯と襖穴

を備えた歯車から成る。色はロイヤルプルー

と金色で，ロータリアンが襟ピンとして誇り

をもって着用するものである。

RotaryFoundationofR.L,The【Ｒ､1.のロ

ータリー財団】非営利財団法人で，困って

いる人や有意義なプロジェクトに対し，世界

的に，人道主義に基づく補助金を授与し，大

学生，教師，事業および専門職務に携わる人

の国際交流に教育的補助金を提供する。その

目標は，国際レベルの人道的，教育的プログ

ラムを通じて世界理解と平和を達成すること

である。

RotarylnfOrmatimu【ロータリー情報】

１）ロータリーの綱領，原則および発展と四

大奉仕部門に関する会員の理解をはぐくむこ

と。２）ロータリアンひとりひとりがロータ

リーの理想に自ら献身し奉仕することにより

責任感と理解を養うこと。

Rotarylnstitute【ロータリー研究会】元，

魂次期地区ガバナー，および，「ゾーン，地

域」を栂成する諸地区出身のＲＬ役員のため

の，教育的，意欲を与える，親睦のための会

合。地域研究会またはゾーン研究会として公

式に知られているが，その目的は，参加者に

ロータリーのプログラムの最[新悩報を与える

ことであり，ロータリー運動の向上，強化の

アイディアの源泉と言えるものである。ロー

タリーの国際研究会は，国際協議会の開かれ

ている時と場所で開かれるのが普通である。

ロータリーのプログラムやＲ1.の管理に関す

るタイムリーな話題が非公式に討論される。
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ある。但し，シニア・アクチブ会員は職業分

類を保持しない。

"ServiceAboveSelf,，【超我の奉仕】ロー

タリーの資料その他で用いられる標語ｄ１９８９

年規定審議会によりロータリーの第１標語に

複するものであってはならない。補助金の最：

高額は通常米貨5万ドルであるが,鰻低額は特

に決められていない。

SpecialMonthBinRotary【ロータリーの

特別月間】クラブだけでなく，ロータリアン

ひとりひとりがロータリーの活動に参加する

よう強調するためにＲ､I､理事会が指定した月

間。すなわち，会員増強および拡大月聞く８

指定された。

SharingTerritory【区域の共有】Relin、

quishing/ReleasingTerritory（区域の割譲）

を参照のこと。

SouthABiaBranchOffice【南アジア支局】

インドのデリーにあるＲ､1.事務局。バングラ

デシュ，インド，ネパール，パキスタン＞ス

リランカのロータリーのための事務を取り扱

う。

SoutheastAsiaBranchOffice【東南アジア

月)，青少年活動月間（９月)，職業奉仕月間

(10月)，ロータリー財団月間(11月)，ロータ

リー理解推進月間（１月)，世界理解月間（２

月)，雑誌月間（４月)。

SpecialRepresentative【特別代表】ガバ

ナーの指名により，ガバナーに代わってクラ

ブ結成の手続一切を行うロータリアン｡通常，

スポンサー・クラブの会員の中から指名され

る。

SponsorC1ub【スポンサー・クラブ】新ク

ラブの結成に際して助力し，結成後も国際ロ

ータリーの一員として速やかに成長するよう

指導する責任を引き受けたクラブ。新クラブ

の結成に当たりガバナーに協力する特別代表

の所属クラブがスポンサー・クラブになるの

が普通である。

StandardClubConBtitution【標準クラブ定

款】国際大会により採択された，全加盟ク

ラブが採用すべきクラブ定款。

SummaryOfClubPlansandObjectiveB【ク

ラブ計画および目標の要約】地区ガバナー

の公式訪問に際してクラブが提出する概要報

告で，ガバナーおよび国際ロータリー事務局

宛に当該年度におけるクラブ計画および目標

を簡潔に記戦したもの。

TheRotarian【ロータリアン藤】国際ロー

タリーの公式機関雑誌の英語版であり，同時

に，事業および専門職務に携わる人のための

国際雑誌。

ＵＳＣＢ【米国，カナダ，バミューダ】を意味す

る略語。

VisitingRotarianReportCard【訪問ロー

タリアン報告用紙】他クラブからの来訪ロ

ータリアンの出席が認められるように，来訪

ロータリアンの出席をその人の所属クラブ幹

支局】フィリピンのマニラにあるＲ・I・事務

局。インドネシア，マレーシア，フィリピン，

シンガポール，台湾，タイのロータリーのた

めの事務を取り扱う。

SouthernSouthAmericaBranchOffice 

【南米南支局】アルゼンチンのブエノスアイ

レスにあるＲＬ事務局.アルゼンチン,ボリビ

ア，チリ，パラグアイ，ウルグアイのロータ

リーのための事務を取り扱う。

SouthwestPacificBranchOffice【南西太

平洋支局】オーストラリアのパラマッタに

あるＲ,L事務局｡オーストラリア,ニュージー

ランド，および太平洋諸島のロータリーのた

めの事務を取り扱う。

SpecialGrant【特別補助金】教育的または

人道的性格の国際奉仕プロジェクトに対し

て，ロータリー財団管理委員会が授与する補

助金。プロジェクトには少なくとも２カ国の

ロータリアンが参加しなければならない。補

助金の額は，提唱者側のロータリー・クラブ

または地区の寄付額と同額で，さらに，この

寄付額の少なくとも半分は，援助受領国以外

の提唱者側が集めなければならない。井戸の

建設，教材や医療機器の提供などの各種プロ

ジェクトに補助金を授与しているが，建物の

建設や給与の支払などに対しては補助金を授

与しない。プロジェクトは，青少年交換，奨

学金などの他のロータリー・プログラムと重
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クラブがＷＣＳに参加する方法はいくつかあ

り，その中には，ＷＣＳプロジェクト交換，ク

ラブ対クラブの相互交流，災害救援が含まれ

る。

WorldFeUowBhipActivities【世界親睦活

鋤】趣味や共通の関心事を通して国際友好

を育成するプログラム。アマチュア無線から

ヨットにいたるまで広範囲にわたる関心事別

に「親睦」グループが結成されている。機会

は無限であり，ロータリアンがロータリーを

通じて友人の輪を広げる最適の方法である。

「ロータリアンの世界親睦活動」（PA2-729-

JA)には，親睦グループの一覧表が救ってい

る。

WmPIdUnderBtandingandPeaceDay【世

界理解と平和の日】ロータリー創始の２月

23日（1905年）を祝う創立記念日は，世界理

解と平和の日としても遵守される。各クラブ

は，この日に，国際理解，友好，平和へのロ

ータリーの熱意を特にたたえ，強調する。

YouthExchmnge【青少年交換】高校生の

年齢層の学生が，国際理解と親善を推進する

ために，１学年度または休暇中，海外に勉学

または旅行するＲＪ・プログラム｡交換学生は，

ＲＬ理事会推奨の指針と手続に従って，派遣・

受入クラブまたは地区の推薦の下に選考され

る。

Z⑪､e【ゾーン】Ｒ・I・会長指名委員とＲＬ理事

事に報告するためにクラブ幹事が用いるカー

ド。

VocationalCraftAssembnes【職粟別協鐵

会】ほとんどの国際大会で実施されるグル

ープ会議；ロータリアンが，アイディアを交

換し，自己の職業の職業奉仕の問題と機会に

ついて討議するために，同一または同種の職

業分類のロータリアンとの会合に参加するも

の。地区大会でも同じような協議会が開かれ

ている。

VoCationalService【職蕊奉仕】ロータリ

ーの第２奉仕部門。その目的には，事業およ

ぴ専門職務の道徳的水準を高め，あらゆる有

用な業務は尊重されるべきであるという認淑

を｣深め，あらゆる職業に擬わる中で奉仕の理

想を生かしていくことが含まれる。クラブの

役割としては,クラブ会員の手腕を生かして，

社会のニーズに応えられるようなプロジェク

トを開発することが含まれる。また，ローダ

リアンの役割としては，ロータリーの原１１ﾘに

沿って自らと自分の職業を律し，併せてクラ

プが開発したプロジェクトに応えることが念

まれる。

VotingDelegate'８Ｆｏｒｍ【投票代鰯員用紙】

クラブ幹事がその投票代議員に対して交付す

る用紙で，国際大会における信任状委員会に

よる確認を要する。この用紙は保持者の投票

権を立証するほか，投票代議員として大会に

出席する資格を示すものである。

WorldCommunityService【世界社会奉仕】

国際奉仕の－分野で，国際レベルで地域社会

開発と親善を推進する。ロータリアンは，世

界社会奉仕（WCS）を通じて，物質的，技術

的，専門的援助を提供することによって，生

活を改善し，人類のニーズに応え，国際理解

を推進するために,プロジェクトを実施する。

指名委貝を選挙するた処こ，ＲＬ細則が定め

ＲＬ理率会が編成した，ＲＬ地域内のクラブ集

、｡ゾーンはまた研究会開催の基盤ともなる。

ZurichOffice【チューリヒ事務所】スイス

のチューリヒにあるＲｕ事務局。ヨーロッパ

大陸，アフリカおよび束地中海地域のロータ

リーのための事務を取り扱う。
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ア 選挙審査６６

その他の任務，活動２１４

通信による議事の処理214-215

通信による投票６８

定足数２１４

特別２１２

任期２１３

報告６８

理事会の承認により効力を生じる２１５

委員会，ＲＣ237-239

（各委員会名の項も参照）

常任237-239

意義ある業績賞４２－４３

移籍，ＲＣ・会員１１

遺蝋，ロータリー財団１５７

委任状による代理者

国際大会116,186

地区大会２０７

イペロ・アメリカ

ＲＬ理事指名１９８

会長指名委員会１９２

定義２５８

医療保険，国際青少年交換学生１００

インターアクト委員会，地区１０９

インターアクトクラプ，「クラブ，イン

ターアクト」の項参照

Ｒ､L,定義２６０

「国際ロータリー｣の項参照

ＲＲ.,ルピスタ・ロータリア｣の項参照

アクテイング・ガバナー，定義２5５

アジア

Ｒ､L理事指名１９８

会長指名委員会１９２

地域大会リスト１２４

定義２５５

アデイシヨナル正会員12,179,224

クラブ会員増強４９－５０

資格１２

職業分類２２６

制限１３

創立会員名簿中の５４

定義２５５

若い人１６

アデイシヨナル理事の指名１９９

アデイショナル･ロータリー・クラブ，大

都市における56,177

アド・ホック委員会、ＲＬ67,212

ＡＮＺＯ（アンゾハ定義２５５

イ

委員会，ＲＬ67-68,212-214

（各委員会名の項も参照）

アド・ホック６７，２１２

委貝長は会長が任命67,212

委貝の資格条件２１４

委風の代]理６８

会合６８

会長は職権上の委員68,213

幹事２１４

欠貝67,212

諮問212-213

常任２１２

エ

営利化，ロータリーの

襟章

83,165 

１６３ 

オ

王室，ロータリーの後援者４９

オーストラリア,ニュージーランド,およ

び他のいずれの地域にも属さない土地

ＲＬ理事指名198-199

会長指名委員会１９２

２６５ 
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区域限界の変更に影響を受けない１０

公職肴は資格がない180-181

個人のもので会社のものではない１０

再入会２２９

資格11-12,18,171

終結11,229-230

穂類１７９

照会２３

職業分類，「職業分類｣の項参照

制限13-14,19,181

蝋強４９－５０

３U立会日54-55,255

存続228-230

退会２３０

他の地域社会へ移転するロータリアン１２

同一のクラブで同時に正会員および名

誉会風になること１１

二重全日11,180,225

名称 １７４ 

名灘163,165-166

元ロータリアンの選挙１６

やむを得ない事情で退会した元ロータ

リアンの身分１４

ロータリアン誌購読が条件27,218,230

ロータリー財団への寄付はＲＣ会風

資格の条件ではない16,156

ロータリーの綱領の受諾230.231

藩い人１６

会貝身分，インターアクト・クラブ１０８

会且身分，他の団体における

ＲＬ６Ｏ 

ＲＣ．２４，６０ 

インターアクト・クラブ１０９

ローターアクト・クラブ９０

ロータリアン１１

会風身分，ローターアクト・クラブ８９

海外旅行，ロータリー青少年交換学生１０１

会議述徴手続に関する動議137-138

優先順位１３９

会計，ＲＣ２Ｏ

ＲＣ・の}竹務２４０

選挙２３５

任務２３６

会計監在

力

会貝，ＲＬ171,177

加盟57,177

加盟申禰１７７

管理１７８

クラブの再結成１７８

クラブの懲戒１７８

終結７４

脱会１７８

会貝候補者，ＲＣ

クラブの区域限界内で事業に携わる候

補者を優先１０

クラブ例会へ招待１５

５名で１名の新会同計画１３

推藤１１

選挙の方法240-241

理事会へ氏名提出２４０

会且出席報告

（ガパナーハ定義２５９

会貝証２６

幹事が発行２４１

定義２５９

来訪ロータリアンによる提示２６

会員選考委員会，ＲＣ12,238.239

会員増強委員会238,239

Ｒ1．２１４ 

ＲＣｌ3,29.49-50 

地区４９－５０

会貝報告書式，定義２５９

会員身分，ＲＣ，10-12,179-180,223-225

（各会貝身分の頂も参照）

ＲＬ職員１８１

ＲＬへの報告２１５

移籍できるという規定はない１１

会員数の最小限５０

会貝選挙方法240-241

会貝を増強できない１２

会社合併による問題１９－２０

会費55,178,229,237

学生は会員になり得ない２２

拡大１２－１３

徽章および記章の使用認可162-163,174

均衡のとれた会貝組織13-14.18-19

２６６ 



索引

ＲＪ．２１６ 

報告書の配布７４

ＲＣ２４０ 

会計年度

Ｒ・I．７３，２１５

ＲＣ２４０ 

会合，会議

Ｒ1.会長指名委員会ｌ９１

ＲＣ．223,236-237 

会員候補者の招待１５

学生招待２２

仮クラブ５３

議事の順序２４１

祈鱒２３

クラブ会長の任務２０－２１

採決の方法２３７

酒類飲用の可否２３

出席，「出席，クラブ例会｣の項参照

他の奉仕クラブとの連合会２４

定足数１３７

手続規則137-144

取りやめる２３－２４

プログラム22,24-25,28,55-56,97

来賓２２

例会場２３

委貝会，ＲＬ６７－６８

インターアクト110-111

規定審議会131-132

国際共同委員会102-103

多地区合同会議４７

他の団体，ロータリアンの出席１６
地区

席次４６

日程４６－４７

元会長審議会２１７

元地区ガバナー４０

理事会，ＲＬ１７２

理事会，ＲＣ２０

理事ノミニー指名委員会199-202

ローターアクト８９－９２

外交官

ＲＣ､会員身分１８１

職業分類１９

会社合併による職業分類の問題１９－２０

会場監督

ＲＣ．20,236 

国際大会１８５

改正（｢規}川制定｣の項も参照）

起草委貝会189-190

細則，ＲＬ131-132,218-219

細Mﾘ，Ｒ､Ｃ２４１

修正案の採択140,143

制定案もしくは決議案138-139

定款，ＲI．131-132,174

定款，ＲＣ．131-132,177-178,231

立法案１３７

会長，ＲＬ６１－６２

規定審議会議員131Ｊ８７
欠貝１８３

広報における責務２８

国際大会役貝１８５

資格条件 １８３ 

指名191-205

職権上の委員

委員会肝68,213

元会長審議会２１７

選挙65-67.182-183,191-196

地域大会議長１２２

地区大会会長代理４６

任期63,183

任務61-62,183

ロータリーの年次プログラムの強調７９

会長，ＲＣ．20,227-228

委貝会の職権上の委員２３７

委風会の設置237-239

資格２０

選挙２３５

他のロータリー・クラブ例会へ招待２２

地区協議会出席43-44,228

任務20-21,236
会長，Ｒ・ＩＢ.Ｌ

指名２０３

選挙２０３

会長エレクト，ＲＬ

欠貝183,195-196

任務60,183

会長エレクトＲＣ．17,228

研修セミナー44,206.260

２６７ 



索引

加盟金５５

標準ロータリー・クラブ定款の採択５３

毎週の会合５４

名称５４

カリプ海一メキシコ湾，地域大会リスト１２４

為替レート，ロータリー財団寄付金１５５

監査委員会１８２

幹事

Ｒ､L，「事務総長，ＲI.｣の項参照

選挙２３５

地区協議会出席４３－４４

任務２３６

ＲＣ．２０ 

規定審議会１８８

地区３９

地区大会206-207

ロータリー財団，「ロータリー財団，

事務総長」の項参照

完蕊な出席２５９

冠名奨学金基金１５８

管理委員，ロータリー財団，「ロータリー

財団管理委員｣の項参照

管理顧問６９

管理上の集団２０５

任務２３６

会長ノミニー，ＲＬ194,195

会費および入会金228,237

Ｒ､1.,「人頭分担金｣の項参照

ＲＣ， 

新クラブ５５

定義２５６

不払による終結２２９

名誉会員は免除180,225

インターアクトクラプ１１１

ローターアクト・クラブ９２

会費不払による加盟の終結１７８

学生

インターアクト・クラブ会員１０８

クラブ例会への招待２２

ローターアクト・クラブ会員８９

拡大12-13,50-52

一般方針５１

拡大補佐５３

クラブの区域限界の変更１０

クラブの内部拡大12-13,51

地域の調査５２

定義２５７

特別代表５２－５３

拡大委員会，ＲＬ２１３

拡大委員会，地区５０－５１

拡大カウンセラー，地区５０－５１

拡大補佐５３

学友，ロータリー財団１５４

「各ロータリアンは青少年の模範」

定義106,257

「騒疵なき｣，定義２５７

活動の同格部門３点４２

カナダ

ロータリアン誌I購読が会員の条件２７

ロータリー財団への寄付金は税金控除

155-156 

ガバナーのマンスリー・レター４１－４２

定義２５７

加盟金（Charterfee）５５

加盟金,Ｒ､I．（Admissionfee）１７７

加盟認証状，クラブ５５

加盟認証番号５７

仮クラブ５３

２６８ 

キ

企画・研究委員会，ＲＬ212,214

飢餓救済奨学金１５０

機関雑誌「雑誌RIJの項参照

基金委員会，ローターアクト地区９２

議事運営手続の専門家，規定審議会１８７

議事の順序

規定審議会141-142

ロータリー・クラブ２４１

記章，「徽章｣の項参照

徽章，インターアクト・クラブ108

徽章，ローターアクト・クラブ８９

徽章，ロータリー161-163

使用

制限２１６

青少年クラブ164-165

正しし､使用および不当な使用１６３

認可１６２



索引

非公式の友好グループ１４－１５

保全および保護162,216

起草委員会，規定審議会142.189-190

規則制定131,137

（｢改正｣｢立法｣｢決譲｣の項も参照）

関連手続規則137-142

規定審議会決議131-132,173,189-191

採択の結果１３２

賛成および反対１３５

修正１３９

提案１８４

定義２５７

提出１３１

反対，クラブより１９１

非常事態184-185

様式134,137

理事会による点検133-134

立法手続184-185

｢武地域社会へ移転するロータリアンに

関する通知状｣書式１４

規定審議会131-135,173,187-191

運営１４２

幹事１８８

議員131,187-188

投票権を有しない131,187

特別131,188

議員の選挙１３１

議事運営手続の専門家187-188

議事の順序141-142

議長187-188

事務総長への報告１９０

クラブ代表議員131,187-189

クラブへの報告１３２

決定に対する反対，クラブより１９１

審議

Ｒ､L細則改正218-219

Ｒ1.定款改正１７４

ＲＣ・定款改正２３１

決議184-185

審議会の時期および場所１３１

信任状１８９

定義２５６

定足数137,189

手続規則137-142,189-191

関係規則141-142

非常時立法184-185

副議長187-188

役員131,187

祈祷，クラブ例会における２３

寄付

Ｒ1.資金を他の団体へ７５

災害救援７９－８０

ローターアクト奉仕プロジェクト９３

ロータリー財団156,158

ＲＣ・会員資格の条件ではない16,156

為替レート１５５

税申告に対する寄付金額控除155-156

パーセンテージ順位１５７

表彰１５７

業種の調在，地域社会の１２

業績賞，意義ある業紙質４２－４３

共同提唱

インターアクト・クラブ１０９

ローターアクト・クラブ９０

局地的協議会，Ｒ・I．216-217

均衡のとれた会員組織ＲＣ13-14,18-19

近接区域，定義９

U＝ 

ク

区域限界，ＲＣ．9-10,51-52

アデイショナル・クラブ56,177

インターアクト・クラブ－１０９

定義９

変更9,231

ローターアクト・クラブの提唱９０

区域の割鍍10,51,56,177

定義２６０

区域の共有１０

クラブ，インターアクト108-111

会員身分１０８

解散１０９

徽章１０８

共同提唱１０８

指導者識習会１１１

青少年陣警者107-108

他の団体に加入すること１０９

地区組織および会合110-111

２６９ 

卍



索引

クラブの管理，監督34,68-69,172-173

クラブの内部拡大１２－１３

研究グループ交換150-151

講波者の斡旋３０

榊成１７１

広報２７－２８

候補者の推臓

会長指名委員会191-196

理事指名委員会199-203

国際青少年交換の資務１０１

国際大会における代表

115-116,173,185-186 

国際理解に関する責務９５－９６

国法の遵守２７

災害救援７９－８０

財団の活動に対する特別補助金１５２

財務，「財務，ＲＣＪの項参照

指名

ＲＬ会長62,191-196

地区ガバナー209-212

理事ノミニー199-203

社会奉仕活動29,85-88

職貝はＲＬ被選役職候補者の資格がない

２０４ 

噸業分類，「職業分類｣の項参照

職業奉仕活動８２－８３

所在１７１

新クラブ，「新クラブ｣の項参照

スポンサー，新クラブ５３

蒲少年への奉仕105-106

青少年への奉仕団体との関係l06-107

i0r年功績ｆｌｔｌＯ６

霞世界社会準仕 ９７－９８ 

大都市におけるアディショナル・クラブ

５６，１７７ 

多地区合同活動４７－４８

他の団体に加入すること24,60-61

地区内のクラブ数３２

提唱

インターアクト・クラブ１０９

ローターアクト・クラブ８９－９０

年次総会223,236

納入義務金滞納クラブ７３－７４

配布26-27,80,165

定款・細則の採択108-109

ニュースレター１１１

配布１０９

プログラム資金調達１１１

目的１０８

目標１０８

クラブ会報委員会，ＲＣ．238-239

クラブ協議会21,27

定義２５６

｢クラブ計画および目標の要約｣，定義２６２

クラブ集団，非公式な６９

クラブのバナーの交換２５－２６

クラブ奉仕，定義２５６

クラブ奉仕委員会，ＲＣ．２３８

クラブ・フォーラム，定義２５６

クラブ，ローターアクト８９－９３

解散９０

徽章８９

資金調達９２－９３

指導者講習会９３

組織９０－９１

多地区合同会合９２

地区組織９１－９２

地区代表９２

ニュースレター９３

標語９０

目的８９

クラブ，ロータリー７－３０

ＲＬ会員身分９，５７

Ｒ､1.理事会との接触６３

会員数の岐小限５０

会同身分，「会風身分，ＲＣＪの頓参照

会計年度２４０

会合，「会合，ＲＣ.｣の項参照

加盟金５５

加盟認証状５５

仮クラブ５３

議事の順序２４１

徽章161-162,216

規定審議会における代表

132-133,187-189 

業績の表彰４２－４３

区域限界9,51-52,56,177

クラブ協繊会２７

２７０ 



索引

役員ノミニー氏名の国際大会への提出２０３バナー２５－２６

反対の意志

規定審議会の決定190-191

立法案131-132

非公式な地域グループあるいはクラブ

架団６９

標準定款の採択177-178

不本意ながらクラブが解散した後の会

員の地位１４

プログラム２２

新クラブ５５－５６

世界理解月間９９

ロータリー財団月間１５４

ロータリー雑誌月間７０

ロータリー情報２４－２５

ロータリーに新会風を引き付ける２９

報道機関との関係２９

保険と法人組織２５

名称９，１６２

名簿165-166

役員，「役風，ＲＣＪの項参照

有望な地域５１－５２

立法案提出133-134

ロータリアンでない者に対し証明書は

発行しない２６

ロータリー財団への寄付１５６

グレート・プリテンおよびアイルランド

内国際ロータリー172-173

会長指名委員会191-192

会費２１５

管理２０５

規定審議会クラブ代表議員の選挙188-189

クラブの加盟認証状５７

クラブの笹】理６８－６９

指名

Ｒ､1.理事196-197

会長２０３

副会長２０３

名誉会計２０３

地区ガバナー

経費３７

任務35,209

定義２５．

被選役職候補者６９

ケ

計画資料書式，世界社会奉仕９８

経費

規定審譲会代表議員73,131

国際協議会出席者１２５

国際研究会１２７

地域およびゾーン研究会１２９

地区ガバナー３６－３９

欠員

ＲＬ会長l83

RL会長エレクト183,195

ＲL各種委貝会６７Ⅲ212

ＲＬ財務長１８３

ＲＬ事務総長１８３

Ｒ1.役員１８３

Ｒ､L理割jF会１８２

ＲＣ・理事会２３５

会長指名委貝会１９３

地区ガバナー212-213

ロータリー財団管理委員２４７

決議

規定審議会の決定131,132,173,190

規定審議会または国際大会による採択１８４

クラブの反対１９０－１９１

現に効力を有するかどうかの決定１３２

賛成および反対１３０

修正１３９

地区大会における４６

提案１８４

定義２６０

提出133-134

様式134,138

理事会の審議133-134,241

ロータリー財団に関する１８４

決鍍案，「決議｣の項参照

欠席，クラブ例会１６－１７

会風身分終結16,228-229

州織会１６

出席義務規定の免除１７

陪審員の職務１６－１７

決定に対する提訴

２７１ 



索引

ＲＣ・役風２２７

議長139-140

規定審譲会議長１８９

理事会，Ｒ1．１７８

理事会，ＲＣ．２２７

建議案，Ｒ１.理事会に対する１３５

研究会，「国際研究会｣｢地域研究会｣｢ゾー

ン研究会｣の項参照

研究グループ交換150-151

研究グループ交換小委員会，地区１５１

建築関係，ロータリーの名称使用１６５

ＲＣ238,239 

地区２８

候補者

研究グループ交換１５１

奨学金149-150

小売，産業区分１７

国際憾鍵会125,216-217

経費支弁条件１２５

櫛成２１６

国際研究会との関係１２７

参加者１２５

地区ガバナー・ノミニーの出席３６－３７

地区網成委員会会合３１－３２

定義２５８

時と場所２１６

特別または局地的協議会216-217

文献の配布１２５

目的125

国際共同委員会

地区102-103

定義２５８

国際研究会１２７

国際青少年交換９９

国際大会，ＲＬ115-117,173,185-187

開催地115,173,185

今までの開催地および日程一覧表

117-119 

議事録117,256

規則制定，「規則制定｣の項参照

クラブの代表115-116,173,185-186

時期および場所173,185

指名の提出196.203,212

招集１８５

信任状116,185

選挙人116,203,257

装飾用品に徽章の使用１６３

大会招致１１５

代鑛風115.173,185-186

座席１８６

定義２５６

特別115,173,186,256

補欠者185-186,255

定義２５６

提訴１８１

． 

後援者，ロータリーの４９

識演者の斡旋

ＲＣ３０ 

地区４９

講演者への謝礼２２

公式名簿71,165

公職者，ＲＣ・会員資格がない180,225-226

公職に対する候補者の推薦２３０

合同委員会，理事会とロータリー財団管

理委貝会との２５３

合同インターアクト委員会１０９

合同ローターアクト委風会９０

購読

機関雑誌217-218,230

地域雑誌２３０

レピスタ・ロータリア２７

ロータリアン誌２７

広報２７－２８

クラブ・プロジェクト２８－２９

責務

国際ロータリー２８

個々のロータリアン２８

ロータリー・クラブ２８

地域大会１２３

不利な広報２８－２９

目的’２７

役員就任式は広報の機会２１－２２

ロータリーに新会風の注意を引くこと２９

広報委員会

Ｒ・Ｌ212.214

２７２ 
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定足数137,186

手続規則143-144

投票64,116-117,203

登録料117,186

特別協謹今１８７

バッジおよび名札の使用１６２

非常時立法184-185

プログラム１８６

目的１１５

役員１８５

役員の選挙203-204

立法，「立法｣の項参照

臨時１７３

ロータリー国際理解賞の授与９８－９９

国際大会委員会，Ｒ・I．２１３

国際大会蹴事録１１７

定義２５６

国際大会直前直後のホームステイ２６０

国際大会略報，定義２５５

国際奉仕９５－１０４

研究グループ交換150-151

国際共同委員会102-103

国際Ｈｆ少年交換９９－１０１

個々のロータリアンの責務９５－９６

国家間の連合会101-102

世界社会奉仕９７－９８

定義２５８

特別補助金の目的１５２

保健，飢餓追放および人間性尊重プロ

ジェクト152-153

目的９５

ロータリーの方針９５

国際奉仕委員会，ＲＣ．237,239
国際問題２３０

国際ロータリー５９－７５

および国際奉仕９６

および他の団体６０－６１

会員，「会員，ＲＬ｣の項参照

会計年度73,215

会費，「人頭分担金｣の項参照

管理６０

公式名簿７１

広報における責務２８

国事６０

国際的レベルにおける共同事業６１

細則，「細則，Ｒ､1Ｊの項参照

財務，「財務Ｒ､I.｣の項参照

事務局，「事務局Ｒ・I.｣の項参照

職員

ＲＬ被選役職候補者の資格がない２０４

規定審議会の投票権を有する議員に

なれない１８７

クラブ会員になる資格がある１８１

人道的援助と設備に関する方針８０

席次６３－６４

地域大会121-124,217

地域の承認９

定款，「定款，Ｒ・I.｣の項参照

パンフレット７１－７２

名称の使用163-164

目的１７１

役員，「役員，Ｒ・I.｣の項参照

ロータリー・クラブおよびロータリア

ンの名簿165-166

国際ロータリー中央役風，定義２５７

（｢役風，ＲＬ｣，各役員名の項も参照）

国際ロータリー・ニュース７１

定義２６０

国際ロータリー役員，「役員Ｒ､1Ｊの項参照
国法

遵守27,178

批判９６－９７

国家間に跨る地区３２

国家間の訪問１０２

国家間の連合会101-102

国家的問題２３０

ＲＬの方針６０

５名で1名の新会風計画１３

顧問，レピスタ・ロータリア７０

顧問ロータリアン，選定，発表された奨

学生の１５０

ザ

サービス，産業区分

災害救援

再結成，クラブ

細'１ﾘ，ＲＬ

１７ 

７９－８０ 

178 

177-219 

２７３ 
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購読

地域雑誌

雑誌委員会，ＲＣ・

産業，職業分類

産業区分

賛助グループ

改正218-219

クラブによる承誕１７４

本文177-219

細則，Ｒ,C、235-241

改正２４１

採択２３１

本文235-241

細則，インターアクト・クラブ１０９

細則，Ｒ､LＢＬ２０５

細則，ローターアクト・クラブ９０

財務，Ｒ､1．７２－７４

会計年度73,215

監査７４２１６

クラブ訪問費用の負担２２

資金に対する緊急措極７５

資金の支出７４

支出に対する承認７４

収入の財源７３

人頭分担金，「人頭分担金｣の項参照

他の団体の活動に対する寄付７５

投資の方針７２－７３

納入義務金滞納クラブ７３－７４

予算２１６

理事会が管理７２－７３

財務，ＲＣ．２４０

会計年度２４０

クラブ会長の任務２１

クラブ資金の取扱２５

講演者への謝礼２２

資金募集24,88

予算２４０

財務委貝会，Ｒ・I．212,213-214

財務委員会，地区４８－４９

財務代行者，定義２５７

財･務長，Ｒ､1．

欠員１８３

国際大会役員１８５

選挙１８２

任務62-63,184

SACＡＭＡ（サカマ)，定義２６１

酒類飲用の可否，クラブ例会における２３

雑誌Ｒ・I．70,217-218,230

（｢レピスタ・ロータリア｣｢ロータリ

アン誌」の項も参照）

２７４ 

２７ 

57-58 

238,239 

１７－１８ 

１７ 

１５ 

シ

C０．１定義２５５

「事務局Ｒ､1Ｊの項参照

ＧＢ.＆L,定義２５７

「グレート・プリテンおよびアイルラン

ド内国際ロータリー｣の項参照

CEEMA，定義，「ＥＥＭＡ｣の項も参照２５５

資格

アディショナル正会員ｌ２

ＲＬ役員ｌ８３

ＲＣ､会長２０

委員２１４

正会員１７１

代繊貝１８５

地区ガバナー33-34,208-209

ロータリー財団奨学生149-150

事業場，ロータリアンの１０

事業場または住居，ロータリアンの，ク

ラブの区域限界内１０

事業または専門職務，ロータリアンの，

職業分類１７

支局，定義２５５

資金

Ｒ」．２１６

ＲＣ．２４０ 

地区４８－４９

地区ガバナー３６－３７

資金調達，インターアクト１１１

資金調達，ローターアクト９２－９３

資産関与権の放棄２３０

執/行委貝会，Ｒ､1.理事会61,68,182

シニア・アクチブ会且11-12,179-180

会且候補者の推薦１１

会且に選挙１６

選挙２４１

創立会員名簿中の５４－５５
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定義261-262

入会金および会費２２８

バッジと職業分類２０

ロータリアン誌購読が条件２７

事務局，ＲＬ７０

インターアクト・ニュース１１１

広報の責務２８

世界社会奉仕プロジェクトの登録９８

定義２６１

事務総長，Ｒ､1．６２

幹事

ＲL各種委員会２１４

規定審議会１８７

地域大会１２２

元会長審議会２１７

理事会１７２

ロータリー財団１４８

規定審議会議員１８７

欠員１８３

国際大会役貝１８５

選任１８３

任務183-184

不利な広報２８－２９

報酬１８３

事務総長毎輪，地区ガバナーおよび他の

国際ロータリー役員に対する，定義２５７

指名

Ｒ1.会長64,191-196

クラブによる194-195

指名委員会による１９４

規定審議会クラブ代表議員188-189

国際大会へ提出196,203,212

地区ガバナー35-36,209-212

役風，ＲＣ２３５

理事，Ｒ・I．196-203

ロータリー財団奨学金候補者149-150

指名委員会，ＲＬ会長64,68,191-194

委風191-196

会合の時と場所194

欠員１９４

定足数１９４

報告64,194

指名委員会，地区ガバナー209-210

指名委員会，理事64-65,199-202

通告２０１

定足数２０１

諮問委員会

Ｒ1．212-213 

地区３８

社会奉仕８５－９３

クラブ・プロジェクト２９

定義２５６

特に関心の高い活動８８

募金８８

社会奉仕委員会，ＲＣ．87,237,239

社会奉仕会議８７－８８

ジャーナリズム奨学金149-150

州議会に出席しなければならないためク

ラブ例会を欠席１６

住居，ロータリアンの１０

宗教の代表者19,180

終結，会貝身分

ＲＬ178-179 

所有権の引渡し178-179

納入義務金未払７３－７４

ＲＣ．228-230 

他の奉仕クラブの会員であるため１１

就任式

クラブ役員２１

主たる動繊，「本動議｣の項参照

出席

クラブ例会16-17,59,226-227

欠席による終結１６

欠席補填１６

州議会１６

出席委員会の任務２３８

出席義務規定の免除１６

地域大会１２３

陪審風の職務による欠席１６

報告２１６

来訪ロータリアン２３－２４

出席委｣El会，ＲＣ．２３８

出席義務規定の免除17,228,239

出席競争，地区４２

出席報告２５５

ガバナー３５

１０％を勧告１８

出版物，ロータリー

２７５ 
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（｢文献，ロータリー｣の項も参照）

国際ロータリー・ニュース７１

雑誌70,217-218.262

購読２７

地域５７－５８

レピスタ・ロータリア27,70,260

ロータリアン誌27,70’217-218,262

地区または地域５７－５８

出版物委員会，Ｒ・I．212,214

授与

財団

開発途卜諸国で教鞭を執る大学教

具のための補助金１５２

研究グループ交換150-151

受領無資格者153-154

奨学金149-150

青年ジャーナリスト２６

特別補助金１５２

保健，飢餓追放および人間性尊重

補助金152-153

宵年功緬賞１０６

ロータリー国際理解賞９８－９９

ロータリー青少年指導者養成プロ

グラム１０６

ロータリー財団に対しての功労１５８

趣味グループト「世界親睦活動｣の項参照

准事務総長，ロータリー財団１４８

小委員会，就職相談，Ｒ､C,８２

小委員会，ロータリー財団地区委貝会

147-148 

障害者教師奨学金149-150

紹介状，ロータリアンでない者に対する２６

傷害保険

インターアクト会員１０９

国際青少年交換学生１００

ローターアクト会員９３

奨学金，ロータリー財団149-150

冠名１５８

候補者指名締切日１５０

資格149-150

商業的活動，職業分類の趣旨の解釈１８

常任委員会

Ｒ・I．６７，２１２

ＲＣ．２３７ 

２７６ 

商標，徽章の登録162-163

情報，ロータリー２４－２５

定義２６１

備報抄録，定義２５６

情報要鏑番式，世界社会奉仕プロジェク

ト９８

商用名刺，徽章の使用１６３

将来クラブを結成するのに有望な地域51-52

使用料手続および免許料，ロータリー徽

章の使用１６２

轡簡菱，四つのテストの使用８２

職員，ＲＬ

ＲＬ役員を務める資格がない２０４

ＲＣ・会員の資格がある１８１

規定審議会の投票権を有する議員にな

れない１８７

職業研修奨学金149-150

職業分類17-20,226

-事業体内の独立部門１８

会風候補者の審査２４０

会風身分の終結２２８

会風身分の制限２２６

外交官19,180

会社合併による問題１９－２０

活動または奉仕で地位ではない１７

均衡のとれた会員組織13-14,18-19

原則固守１９

シニア・アクチブもしくはパスト・サ

ービス会貝のバッジ２０

宗教の代表者19,180

修正２２６

１０％を勧告１８－１９

将来クラブを結成するのに有望な地域

５１－５２ 

職業分類の貸与１８

新クラブ１９

創立会員５４－５５

調査12,17-18,238

定義17,256

報道機関19,180

６０％従事という職業分類に関する勧告l8

lllMI業分類委員会，Ｒ､C、12,18,238

職業分類表12,17,238

定義２５６
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職業別協議会，定義２６３

職業奉仕８１－８３

クラブの活動８２－８３

職業指導活動８２

ロータリーの営利化８３

定義２６３

職業奉仕委員会，ＲＣ82.239

噸業奉仕月間８３

｢職場への尊敬｣，定義２６０

所在地，ロータリアンの事業場１０－１１，２２４

所得税申告，ロータリー財団への寄付金

額の控除155-156

番類の受理締切日６８

新会員

５名で1名の新会員計画の目的１２－１３

紹介２４１

入会式１５－１６

ロータリー財団への寄付１５６

新クラブ１９

拡大に関する一般方針５１

加盟金55,177

加盟認可および会費の支払７３

近隣クラブの激励５７

職業分類19,54-55

スポンサー・クラブの援助５３

、地区ガバナーの関連経費３６－３９

地区の編成３１

特別代表の任務５２－５３

プログラム５５－５６

申請

会員身分，ＲI．１７７

会員身分，ＲＣ．228-230,240-241

研究グループ交換１５１

特別補助金１５２

保健，飢餓追放および人間性尊重補助

金１５２

ロータリー財団奨学金１５０

人道的援助と設備に関するＲＬの方針．８０

人頭分担金73,173,215-216

財務事項の変更２１９

支払時期215-216

定義２５９

払戻し７３

不払による加盟の終結１７８

信任状

規定審議会１８９

国際大会116,186

ロータリアンでない者に対する証明香２６

信任状委員会

規定審議会１８９

国際大会116,186

新聞，「報道機関｣の項参照

親睦活動委員会，ＲＣ．２３８

ス

スポンサー・クラブ

インターアクト・クラブ

新クラブ

定義

ローターアクトクラプ

１０８ 

５５－５６ 

２６２ 

９０ 

セ

正会員179,223-224,255

会員候補者の推薦２４０

クラブ会員増強４９－５０

公職者の会員身分保持180-181

資格１７１

事業場または住居の所在地１０－１１

終結228-230

職業分類17-18,224,226

制限13,226

選挙240-241

退会後の再入会２２９

定義２５５

同一クラブで同時に名誉会員１１

入会金および会費２２８

ロータリアン誌峨読が条件２７

若い人１６

生産または製造

産業区分１７

政治，ロータリー・クラブと世界問題96-97

政治運動にロータリーの名澁徽章，お

よび名簿を使用してはならない163

政治とロータリー２６

青少年

国際青少年交換９９

２７７ 



索引

職業指導活動８２

犯罪行為調査の目的８８

奉仕，「青少年への奉仕｣の項参照

青少年活動月間１０６

青少年交換，定義２６３

青少年クラブ，ロータリーの名称および

徽章の使用164-165

青少年交換委員会，地区９９

青少年交換担当役員，地区９９

青少年障害者107-108

青少年交換プログラム参加９９

青少年プロジェクトへの奉仕107-108

青少年への奉仕105-111

インターアクト・クラブ108-111

社会奉仕活動８８

青少年活動月間１０６

青少年交換，国際９９－１０１

青少年障害者107-108

青年功綱賞１０６

プログラム，Ｒ・Ｃ105-111

目標１０５

ロータリー青少年指導者養成プログラム

１０６ 

青少年奉仕委員会，Ｒ､1．２１２２１４

青少年奉仕委員会，ＲＣ．82,88,107

製造または生産

会社合併１９－２０

産業区分１７

制定案，「規則制定｣の項参照

政府の最高指導者，ロータリー後援者と

しての４９

席次，国際ロータリーの６３－６４

席次，地区の諸会合４６

赤十字７９

世界社会奉仕９７－９８

定義２５８

世界社会奉仕委員会，地区９７－９８

世界社会奉仕プロジェクト交換９８

世界親睦活動15,103-104

定義２６３

世界理解月間９９

世界理解と平和のための基金１５７

世界理解と平和の日９９

定義２６３

２７８ 

選挙（Ballot〉

Ｒ､1.中央役員の選出６４

単一移滅式投票方式

116-1171203-204,211 

郵便による

地区ガバナー33,36

理事ノミニー202-203

選挙（Election）

会員，ＲＣ240-241

会長指名委員会191-196

選挙審在委員会66,204

地区ガバナー２０３

役員，Ｒ,I．172,203-205

役員，ＲＣ．２３５

理事会，ＲＣ．２３５

選挙運動および投票依頼３３β5,204-205

選挙管理委員会

会長指名委員会191-196

国際大会116,203

理事ノミニー選出199-203

選挙人

国際大会116-117,203,257

地区大会２０７

選考委員会，地区４３

宣伝，「広報｣の項参照

専門職務活動，職業分類の趣旨の解釈１７－１８

ソ

創立会員

定義

ゾーン，指名

Ｒ､L会長

］理事

ゾーン研究会

ゾーン代表，インターアクト

54-55 

２５５ 

'91-192 

196-203 

127-129 

１１０ 

夕

退会，Ｒ､Ｃ

大会，各大会名の項参照

大学院課程奨学金

大学課程奨学金

大学教風のための補助金

230 

149-150 

149-150 

１５２ 



索引

代議員，定義２５６

「国際大会，代議員｣の項参照

太平洋地壊地域大会リスト124

宝くじ類２４－２５

多地区合同会議４７

多地区合同活動４７－４８

多地区合同組織３９

脱会，ＲＬ１７８

他の団体

Ｒ､1.会員身分６０－６１

ＲＣ､会員身分24,60-61

ＲＣとの連合会24,87-88,106-107

インターアクト・クラブ会員身分１０９

およびＲＬ15,60-61

活動に対するＲ､1.資金の寄付７５

新ロータリー・クラブ結成を阻む要因５６

配布，ＲＣ２６－２７

ローターアクト・クラブ会員身分９０

ロータリアンの会員身分１１

ロータリアンの諸会合出席１６

単一移瀬式投頚116-117,203-204,211

団俸ロータリアンの親族の１５

団体的活動，職業分類の趣旨の解釈１７－１８

地域大会委員会，ＲＬ１２２

地域的クラブあるいはクラブ集団，非公

式な６９

地域の慣習

遵守１７８

批判９６－９７

地区，インターアクト110-111

地区，定義３１

地区，ローターアクト９１－９２

地区，ロータリー31-58,205-212

インターアクト指導者講習会１１１

会議，会合

席次４６

多地区合同会議４７

日程４６－４７

拡大活動５１

幹事３９

規定審議会会合における代表議員

132-133,187 

クラブ数３２

研究グループ交換150-151

鱗演者の斡旋４９

広報２９

国際奉仕プロジェクトに対する特別補

助金１５２

国家間に跨る地区３２

財団学友会１５４

資金４８－４９

社会奉仕活動８７

出席競争４２

出版物５７－５８

奨学金受領資格149-150

世界親|塵活動５０

創設205-206

組織３９

多地区合同３９

多地区合同活動４７－４８

定義31,256

ロータリー・プログラムの支援７７

地区委員会（個々の委風会名で参照のこと）

委員長３９

国際共同102-103

諮問38,212-213

地区ガバナー３３－３９

２７９ 

チ

地域

定義

地域研究会

地域社会の問題

地域出版物

地域大会

委員長

開催地の選定

幹事

広報

財務

出席

定義

手続規則

日程

目的

余興

リスト

9,52,177 

２６０ 

127-129 

２３０ 

57-58 

121-124,217 

１２２ 

１２１ 

１２２ 

１２３ 

１２２ 

１２３ 

２６０ 

122-123 

121-122 

１２１ 

１２３ 

１２４ 



索引

国際大会への提出203,212

選出33,207-208

地区編成委貝会との協議３２

任務３３

地区幹事３９

インターアクト代表１１０

地区協織会43-44,206

クラブ会長の出席２０

新会員の入会式実減１６

定義２５６

日程４４

目的４３

地区資金２０７

地区組繊図３９

地区大会４４－４６

会長代理４６

幹事206-207

規定審議会への代表議員の選挙132,188

機能２０６

時と場所44,206

地区ガバナー・ノミニーの選出207-208

定義２５６

投票２０７

日程４６－４７

プログラム４５－４６

目的４４

立法案の討議42,133

連合地区大会の開催４５

地区大会委員会４５

地区大会報告轡207,256

地区再縞成，「地区の編成｣の項参照

地区の編成31-32205-206

地区編成委員会，ＲＬ31-32,212,213

地区編成委員会，ＲＩＢ・Ｌ２０５

地元の新聞，「報道機関｣の項参照

中央アジア，地域大会リスト１２４

中央事務局，定義２５５

「事務局，Ｒ､1Ｊの項参照

仲裁，会風間の係争２３l

チューリヒ事務所，定義２６３

懲疵クラブの１７８

「超我の奉仕」154,165

定義２６２

長期間同一人の来賓，ロータリー・クラ

解任２１１

拡大補佐５３

記録および書類４１

クラブの監督６８－６９

クラブの業紙の表彰４２－４３

クラブ訪問35,42

グレート・プリテンおよびアイルラン

ドにおいて35.37

経費３６－３９

欠員211-212

広報における責務２８

候補者の調査３３

国際共同活動101-103

国際青少年交換の責務１００

資格条件33-34,208-209

指名207-212

必要な資格の取得３５－３６

責務の委任37,39

選出２０３

地区大会報告書２０７

特別選挙２１１

特別代表５２－５３

任期34,183

任務34-35,209

グレート・プリテンおよびアイルラ

ンドにおいて35,69,209

任命

顧問ロータリアン１５０

青少年交換担当役員および青少年交

換委員会９９

ロータリー財団委員会147-148

半期報告４１

分区代理３８－３９

報道機関とロータリーとの関係２９－３０

身分３３－３４

理事会のメンバーとの接触６３

ロータリー財団への寄付の推進156-157

ロータリーのプログラムの強調７９

｢地区ガバナー公式訪問報告書｣，定義２５９

地区ガバナー指名証明轡，定義２５５

地区ガバナー代理，研究グループ交換１５１

地区ガバナー・ノミニー

拒否35-36,208

国際協議会出席３６－３７

２８０ 



索引

プ例会２２

調査

将来クラブを結成するのに有望な地域５２

職業分類12,17-18,238

青少年に影響を及ぼしている地域社会

の状態１０５

地域社会の業種１２

地域社会のニーズ８７

地区ガバナー候補者３３

指名委員会

会長

地区ガバナー

理事

理事会

Ｒ・Ｌ

ＲＣ 

手続規則

Ｒ・Iの諸会合

管理上の集団

規定審議会

社会奉仕会議

その他の事項

地域大会組織

展示，地区大会における

194 

209 

201 

１８１ 

２３７ 

219 

137-144 

205 

189-191 

８７－８８ 

１４２ 

１２２ 

４５ 

ツ

通貨，ロータリー財団寄付金の換算

通告，会員身分終結

通知，Ｒ1.理事会の会合

通知，ロータリー財団への寄付金為替レ
ート

155 

229 

181 

155 卜

討鍍

手続規則１３８

動議137-141

同業組合，ロータリアンの役割８２－８３

投資，Ｒ1．７２－７３

投資諮問委員会，Ｒ・I．２１４

投票（voting）

国際大会64,116-117.143-144,173
クラブ例会２３５

賛否分離方法による採決１４１

単一移譲式投票116-117,203.211

通信による68,181-182

投票代議員用紙，定義２６３
登録料

国際大会117,186,203
地域大会１２３

特権の問題，定義１３９

特別委員会，Ｒ・I．２１２

特別議員，規定審議会131,188
特別協議会187,216-217
特別月間，ロータリーの，定義２６２

特別選挙，地区ガバナー２１１

特別代議員，定義２５６

「国際大会，代議員｣の項参照

特別代表，ガバナーの５２－５３

定義２６２

２８１ 

テ

定款，Ｒ・I．171-174

改正10,133-134,174
（｢規則制定｣の項も参照）

承認１７２

本文171-174

定款，ＲＣ．177-178,223-231

改正１０

（｢規則制定｣の項も参照）

採択９，５３
標準177-178

本文223-231

定款，インターアクト・クラブ１０８

定款，Ｒ1.B､Ｌ173,205
定款，ローターアクト・クラブ９０

定款・細則委員会，ＲＬ

1330187.189,212,213 

定足数１３７

委員会，Ｒ・I．２１４

会蟻，Ｒ・I．１３７

会合，ＲＣ・

年次総会２３７

例会２３７

規定審議会137,189

国際大会143,186



索引

223,236 年次総会，ＲＣ．特別の目的をもった麓争制の奨学金

特別補助金，ロータリー財団

定義

取澗クラブ例会

１４９ 

１５２ 

262 

23,223 

ノ

農村区域，ＲＣ・定款の定義

ノルディック支局，定義

１０ 

２５９ ナ

′、22 

262 

124 

262 

名を呼び合う習慣

南西太平洋支局，定義

南米地嬢地域大会リスト

南米南支局，定義

賠償責任保険

インターアクト会風１０９

および法人組織，クラブの２５

国際青少年交換学生９９

ローターアクト会貝９０

陪審員の鰄務，クラブ例会欠席理由１６

配布（CircuIarizing）

インターアクト・クラブ１０９

クラブおよび会員の名簿を使用しては

ならない165-166

ローターアクトクラプ９０

ローターリー・クラブまたはロータリ

アン２６－２７．８０

画871m｢（Distributing）

会社合併１９－２０

産業区分１７

定義１７

バスト・サービス会員１８０

会員候補者の推蘭１１

終結228-230

正会員になること16,228

選挙２４１

創立会員名簿中の５４－５５

定義２５９

入会金および会費２２８

バッジと噸業分類２０

ロータリアン誌購統が条件２７

バッジ２１６

会員の使用１６３

徽章161-163

職業分類，シニア・アクチブもしくは

バスト・サービス会員２０

バナー25-26.163

半期報告，定義２６１

パンフレット７１－７２

二重会目，ロータリー・クラブにおける

１１，１８０ 

にせロータリアン２３

日本支局，定義２５８

入会金，ＲＣ．55,228,237

会員選挙の方法240-241

新クラブ５５

定義２５５

パストサーピス会員１８０

名誉会風は免除１８０

入会金および会費，「入会金，ＲＣＪ｢加盟

金，ＲＬ」「会費および入会金」「人頭分

担金｣の項参照

入会式

新会員１５－１６

入会式次第１５－１６

ニュースレター

インターアクト１１１

ローターアクト９３

任期

委員会，ＲＬ２１３

会長．ＲＬ１８３

地区ガバナー34,183

役員，Ｒ・I．１８３

ヨ理事会，ＲＬ１８３

ロータリー財団管理委風２１８

ネ

年会費，ＲＣ.，「入会金および会費｣の項参照

２８２ 



索引

上 分区代理３８－３９

文献，他の団体の，国際協議会にて配布１２５

文献，ロータリー，（｢出版物，ロータリ

ー｣の項も参照）

翻訳７２

非公式な地域的クラブあるいはクラブ集団６９

非公式のロータリアン会合１６

非公式のロータリアン友好グループ１４－１５

被選役職候補者，Ｒ1.選挙j運動および投

票依頼33,65,204-203

避難者，不本意ながらクラブが解散した

後の地位１４

標語

ローターアクト９０

ロータリー１６５

標単ロータリー．クラブ定款，定義２６２

「定款，ＲＣＪの項参照

便篭，徽章の使用163

ｄ、

米国

定義２０４

ロータリアン誌購読が会員の条件２７

ロータリー徽章，商標登録１６２

ロータリー財団への寄付金額の税控除

155-156 

米国，カナダ，バミューダおよびプエル

トリコ

ＲＬ理事指名196-197

会長指名委貝会191-192

ペナント交換，ロータリー２５－２６

ベネファクター名簿１５７

フ

副会長

Ｒ・I．６２

会長職欠貝１８３

国際大会役員１８５

選任ｌ８２

ＲＣ．20,236 
Ｒ・ＬＢＬ

指名２０３

選挙２０３

複製，四つのテスト８２

プラジル支局，定義２５５

プログラム

クラブ２２

新クラブ５５－５６

青少年活動月間１０６

世界理解月間９９

ロータリー財団月間１５４

ロータリー雑誌月|M］７０

ロータリー情報２４－２５

ロータリーに新会風を引き付ける２９

国際大会１８６

地域およびゾーン研究会１２９

ローターアクト・クラブ９２－９３

プログラム，ロータリー７９－８０

（４章－８章も参照）

プログラム委員会，ＲＣ．２３８

ホ

奉仕基金，ローターアクト地区９２

奉仕クラブ，ロータリー以外の，「他の団

体｣の項参照

｢奉仕を通じての親睦」９０

定義２５７

報酬，ＲＬ役貝１８３

法人組織と賠償資{壬保険，クラブの２５

法人組織，非公式のロータリアン友好グ

ループ１５

報道機関

会貝身分，ＲＣ．24,180

クラブ例会における長期間同一人の来賓２２

広報におけるロータリー・クラブの責務２８

職業分類１９

ロータリーとの関係２９－３０

訪問，ロータリー・クラブ

会員証の提示２６

国家間１０２

地区ガバナー33,35,42

パストガパナー４０

元役員の経費支弁２２

２８３ 
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』
勺
、来訪ロータリアン２２－２３

理事会のメンバー６３

訪問ロータリアン報告用紙２２－２３

定義262-263

ポール・ハリス準フェロー，ロータリー

財団157-158

定義２５９

ポール・ハリス・フェロー０ロータリー

財団157-158

定義２５９

募金運動，クラブの

社会奉仕プロジェクトのため８８

宝くじ類２４

補欠代議員２５５

保険

インターアクト会風１０９

および法人組織，クラブの２５

国際青少年交換学生１００

ローターアクト会風９０

保健，飢餓追放および人間性尊重補助金

152-153,258 

補佐，地区ガバナー３８－３９

補助金，ロータリー財団

受領無資格者153-154

大学教員のための補助金１５２

特別補助金１５２

保健，飢餓追放および人間性尊重補助

金152-153

ホスト・クラブ，地域大会122-123

ホスト・ファミリー，国際青少年交換学

生１００

ポリオ・プラス・プログラム149,153,157

本動議１３８

本部，Ｒ・I．（または本部建物)，定義

257-258 

翻訳，ロータリー文献７２

南アジア支局，定義２６２

身分証明替

会貝証26,241,259

来訪ロータリアンによる提示２６

ロータリアンでない者に対する２６

ム

無地区クラブ

監督

管理

規定審議会への代表

国際大会への代表

地区に編入

定義

68-69 

６９ 

１８７ 

１８６ 

３１ 

２５９ 

〆

名称，国際ロータリー171,216

名称，ロータリー162-165

使用

建築関係１６５

諸団体による使用は認められていな

い１６４

青少年クラブ164-165

正しい使用および不当な使用１６３

非公式の友好グループ１４－１５

やむを得ない事情で退会した元ロー

タリアン１４

保漣１６２

名称，ロータリー・クラブ

仮クラブ５３

採用９

変更9,231

名簿，「公式名簿｣の項参照

名簿，ロータリー会員163,165

名誉会員，ＲＣ．１１

終結２２９

選挙２２５

定義２５８

同一のクラブで同時に正会貝になることl１

ロータリー財団奨学生に贈るべきでない1１

マ

毎週の会合，ＲＣ、

仮クラブ

欠席による会員身分の終結

定足数

223,237 

５４ 

２２９ 

２３７ 
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名誉会計，グレート・プリテンおよびア

イルランド内国際ロータリー

指名２０３

選挙２０３

メークアップ６定義258-259

メモリアル・コントリビューター，ロー

タリー財団１５７

免疫付与，児童の，社会奉仕プロジェクト８８

免許科および使用手続，ロータリー徽章

の使用162-163

選挙172,182-183,203-204

選出６７

地域およびゾーン研究会出席128

定義２５９

任期63,183

任務183-184

報酬１８３

役職名を公表してはならない61.163

理事会による管理および監督１８１

役員，ＲＣ20,227-228,259

決定に対する提訴２２７

就任式２１－２２

選挙235-236

選出２１

定義２５９

任務２３６

名簿１６６

役職名を公表してはならない１６３

役員，規定審議会187-188

役員，国際大会１８５

役員，元会長審議会２１７

役員エレクト，Ｒ､1.理事会による管理お

よび監督１８１

役員エレクト，ＲＣ，欠員２３５

薬物関連問題の研究８８

やむを得ない事悩で退会した元ロータリ

アンのグループ１４

モ

目的，Ｒ・I．１７１

｢最もよく奉仕する者，最も多く報いら

れる」165,258

元会長審議会，ＲＬ２１７

元役員，Ｒ､1．

会長

規定審議会議員１８７

国際大会特別代議員173,187
元会長審議会２１７

クラブ訪問費用の支弁２２－２３

事務総長１８７

地区カバナー４０
元ロータリアン

新しい地域社会へ移転した場合の会貝

としての適否１３

シニア・アクチブ会員資格１１

選挙

アデイショナル正会員１７９

会員１６

シニア・アクチブ会員179-18O

やむを得ない事憎で退会した元ロータ

リアンの身分１４

文盲追放８８

ユ

｢YoumsRotarily｣という表現８３

USCB，定義２６２

郵便投票188-189,210-211,212

ヨ

ヨーロッパ大陸，束地中海地域およびア

フリカ地域

Ｒ・I・理事指名197-198

会長指名192

地域大会リスト１２４

余興，地域大会における１２３

四つのテスト８２

ヤ

役員，ＲI．61-63.172,182-184
Ｒ､1.職員は資格がない２０４

クラブ訪問費用の支弁２２－２３

国際大会特別代議員173.187
資格１８３
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任務６２

ノミニー６４，１９７

国際大会への提出２０３

指名１９６

役員の管理および監督61,181

ロータリー財団管理委員会との関係２５３

理事会，ＲＣ20,227,236

クラブ会長の任務21,236

欠貝２３５

審議

会貝候補者２４０

決議２４１

選挙２４０

定義２５５

定足数２３７

名誉会員身分の継続２２９

立法

（｢規定審議会｣｢規則制定｣｢決議｣の

項も参照）

起草委員会１８９

定義２５７

提出１３３

非常事態１８４

立法案

地区大会および地区の諸会合におけ

る４６

様式１３４

立法手続l84-185

Rl.ＢＬ,定義,「グレート・ブリテンおよ

びアイルランド内国際ロータリー｣の

項参照

ＲＩＢ.'・審議会，定義２５７

旅行，国際青少年交換学生９９

臨時会合，ＲＣ・理事会２３７

臨時国際大会、１７３

フ

２２ 

２３ 

２６ 

１０２ 

２６１ 

来賓，クラブ例会

来訪ロータリアン

会員証の提示

国家間の訪問

ＲＹＬＡ，定義

ラテン・アメリカ，「イベロ・アメリカ」

の項参照

リ

理事，「理事会，Ｒ､L｣｢理事会，Ｒ､CJの

項参照

理事会，ＲＬ61,172,181-182

ＲＬ資金の投資７２

ＲＣ・標辿定款と異なる規定の承認9,178

会合１８１

幹事１７２

管理上の集団31,205

規定審議会織貝131,187

クラブおよび地区との接触６３

クラブの懲戒１７８

欠貝１８２

決議の効力決定１３２

決定に対する提訴61,181

建議案の提出１３５

権限61,172,181

櫛成61,172

国際大会特別代議員１８６

再審

決議案131,190

制定案131,190

立法案131,190

資格条件１８３

執行委員会61182

指名196-204

選挙64,182

選挙運動および投票依頼という違反65.204

地域大会の組織122,217

地区の創設２０５

通信による投票１８１

定足数１８１

任期62,183

２８６ 

ﾉレ

類似団体，定義

「他の団体｣の項参照

し

70,260 レピスタ・ロータリア
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鯛読

顧問

連合会，他の奉仕クラブとの

ロータリー研究会２６１

ロータリー国際理解賞９８

ロータリー財団147-158,261

遺贈１５７

学友１５４

寄付16,156-158

基本財産からの支出１５５

研究グループ交換１５０

財務と表彰に関する事項155-158

資金支出の目的１５５

資金募染１５６

収入からの支出１５５

賞

国際理解賞９８

ロータリー財団への奉仕に対して１５８

奨学金149-150

事務総長１４８

組織および目的147-148

定義２６１

特別補助金１５２

プログラム149-154

奉仕の表彰１５８

補助金１４９

受領無資格者１５３

大学教員のための補助金１５２

保健，飢餓追放および人間性尊重補

助金１５２

目標１４７

ロータリー財団奨学生は名誉会員にする

ことはできない１１

ロータリー財団委貝会，地区１４７

ロータリー財団管理委員l47

RI.]理事会との関係253-254

委員会147.245-250,253

欠員247,250

就任中は受賞資格はない１５８

責務245-246

任期２４６

任命245,246

罷免２４７

ロータリー財団管】理委員会147,245-250,253

ロータリー財団功労表彰状１５８

ロータリー財団月間１５４

ロータリー財団の基本財産１５６

２８７ 

７
０
４
 

２
７
２
 

ロ

労働団体職業分類８２

ローターアクト，定義２６０

ローターアクト委員会89,91

ＲＣ．８９ 

地区９１

ローターアクトクラプ，「クラブ，ロー

ターアクト」の項参照

ロータリアン

Ｒ､L被選役職候補者の選挙運動および

投票依頼６６

国際理解に関する責務９１

国家間の訪問１０２

青少年問題に関する知識を伝えること１０５

ロータリアン間の取引関係８３

ロータリアン誌70,262

ロータリアンでない者に対する証明轡２６

ロータリアンのグループ，国家間の訪問１０２

ロータリアンの親族１５

ロータリアンの配偶者グループ１５

ロータリアン必携２６０

ロータリー２６０

色１６５

営利化１６５

および政治２６

徽章１６１

定義２６１

講演者３０

後援者４９

定義５９

特色５９

族１６５

標語１６５

プログラム７９

報道機関との関係２９－３０

名称の使用１６３

ロータリー教育16.24-25

ロータリー・クラブ，「クラブ､ロータ

リー｣の項参照
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ロータリーの歯車

「徽章，ロータリー｣の項参照

ロータリーの旗

ロータリー奉仕の四大部門

60％従事という職業分類に関する勧告

261 ロータリー財団特別功労ｆｋｌ５８

ロータリー雑誌月間７０

ロータリー情報２４－２５

定義２６１

ロータリー悩報委員会，ＲＣ．24,239

ロータリー青少年指導者鍵成プログラム１０６

ロータリー創始者，定義２５７

ロータリー創立記念日９９

ロータリーに新会員を引き付ける２９

ロータリーの色．１６５

ロータリーの綱領59,79,171,223,259

165 

257 

１８ 

ワ

若い人

広報によってロータリーに新会風を引

2９ 

１６ 

き付ける

入会させるよう努めるロータリーのテーマ，定義 261 
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